




















Fig.l 太宰府市周辺の遺臨分布図(1/30，000)
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I は じめに

太宰府市の所在する福岡平野の南深部は、西から脊振山地、東から三郡山地という比較的急

峻な山々が迫り会合する部分であり、福岡平野の中でも袋状の小平野を形成し盆地的様相を示

している。この小平野を貫流する河)11は西から大佐野川、鷺田川、御笠川であり合流して御笠

川となり北流し、さらにいくつかの河川と合流しながら博多湾に注ぐ。この小平野はまた福岡

平野と筑紫平野を結ぶ地峡部にあたり交通の要衝の地となっている。

大宰府条坊跡はこの小平野にひろがる遺跡で、鏡山猛氏の『大宰府都城の研究J(1968)によ

って、存在が指摘され復原案が提示された。それによると大宰府政庁を北辺中央に置き、南北

二十二条 (2.4km)、東西各(左・右郭)十二坊 (2.6km)におよび、太宰府市と筑紫野市にまた

がる。

鏡山氏推定条坊案を手がかりに太宰府市域の調査は長年にわたって行われてきたが、近年の

調査件数・調査面積の急増により遺跡の破壊が進むのとは裏腹に多くの所見を得ることとなったD

その結果、鏡山氏の案はそのままの形では調査成果と整合しなくなってきている。本報告も鏡

山氏案の右郭十一・十二条二坊の範囲に入るものを取り扱っているが、既報告の第16次調査と

あわせると新たな条坊の一区画が遺構から推定することが可能となった地域である。

またこの地域は長沼賢海氏の『邪馬台と大宰府j (1968)により筑前国府の推定地にあてられ

ている。文献上では筑前国府と大宰府政庁は相互に数度にわたり改廃されており、特に国府の

実体については不明な部分が多く、その所在も政庁と一体とする見解もある。今回報告する調

査地点から国府関連の遺構が検出される期待がもたれていた。

Tab.l 調査地点一覧

次数 鏡山氏推定条坊 地 番 対象面積m' 調査面積m' 調査期間 調査原因

16 右郭十二条ー坊 大字通古賀字鶴畑1818-1・8 575 107 1981. 6 . 9 -7 .21 住宅建築

34 右郭十一条一坊 大字通古賀字鶴畑1088-1 935 570 1982. 5.19-9 . 9 共同住宅建築

43 右郭十条一坊 大字太宰府字榎寺2578-1 465 298 1983. 7 . 1 -9 .16 駐車場用地

44 右郭十二条一坊 大字通古賀字鶴畑1087 358 97 1983. 8 . 5 -9 . 14 駐車場用地

49 右郭十四条二坊 大字通古賀字立明寺967-1 200 1984 宗教施設建築

53 右郭十一条一坊 大字通古賀字鶴畑1071 645 137 1985. 8. 1 -9 . 14 住宅建築

54 右郭十一条一坊 大字通古賀字鶴畑1072-1 634 140 1985. 7.29-11. 8 住宅建築

65 右郭十一条一坊 大字通古賀字鶴畑1091-2 234 100 1987. 5. 6 -6 .23 住宅建築

74 右郭十一条二坊 大字通古賀字鶴畑1083-4 218 50 1988. 7 . 5 -7 . 15 共同住宅建築

81 右郭十一条ー坊 大字通古賀字鶴畑1088-3他 1000 580 1989. 5 .25 -8 . 10 住宅建築

89 右郭十一条一坊 大字通古賀字鶴畑106トl他 500 230 1990. 1 . 9 -2 . 10 共同住宅建築

91 右郭十一・十一条一坊 大字太宰府字御垣野2590-7 380 90 1990. 1 . 17 -2 . 1 共同住宅建築

115 右郭十一条ニ坊 大字通古賀字鶴畑1049-4他 1306 440 1991. 9. 9 -12. 6 共同住宅建築

121 右郭十一条一坊 大字太宰府字御垣野2591-6 236 37 1992. 3. 7 -3 . 8 共同住宅建築

133 右郭十二条一坊 大字南字芝原323 550 120 1992. 10. 5 -10.27 専用住宅建築

153 右郭十一条四坊 大字通古賀字扇屋敷1204-1 495 300 1994. 6 . 3 -7 .15 専用住宅建築
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調査組織

各遺跡に関しての調査経過は、個別に各遺跡報告中に掲載した。本報告書掲載の調査報告遺

跡は 4遺跡で、昭和58年度の第44次調査から平成元年度の第89次調査までである。調査主体は

いずれも太宰府市教育委員会である。

第44次調査(昭和58年度)

総括 教育長

長

長

事

課

系

書

官

同

，

教

材

会

代
社

文

主

務庶

調査 技師

第65次調査(昭和62年度)

総括 教育長

庶務 社会教育課長

文化財係長

主事

調査 技

技師(嘱託)

第81・89次調査(平成元年度)

総括 教育長

庶務 教育部長

社会教育課長

文化財係長

主事

調査 技

陶山直次郎

西山義則

黒板力

阿部大治

山本信夫

狭川真一(調査担当)

自市

藤寿人

花田勝彦

鬼木富士夫

阿部大治

白水伸司

山本信夫

狭川真一

緒方俊輔(調査担当)

山村信楽(昭和62年 9 月 1 日~)

デ
巾
叩

品
M
h
H

藤寄人(~平成元年 6 月)

長野治己(平成元年 8 月~)

西山義則

関岡勉

鬼木富士夫

阿部大治

白水伸司

山本信夫

狭川真一

城戸康利(調査担当)
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技師(嘱託)

整理組織(平成 5年度)

総括

庶務

教育長

教育醐良

緒方俊輔(調査担当)

山村信楽

中島恒次郎

挟川麻子(2年 1月'5日--)

長野治己

中川

文化課長 佐藤恭宏

埋蔵文化財係長 高田克二

文化振興係長 大田重信

主任主事 岡部大拍

)1 

調査 技術主査

主任技師

技

技師(嘱託)

稲
川
叩

A
M
h
H
r
 

山本信夫(5年10月1日--)

山本信夫(--5年9月30日)

挟川真一

械戸康利

緒方俊輔

山村信柴

中島値次郎

極地潤…

田中克子

重松麻里子(5年6月1日--)

井上信正(5年7月 1日--)

整理組織(平成 6年度)

総括 教 育 長 長野治己

庶務 教育部長 白木三男

文化 花 l田勝彦

文化財保護係長 高田克ニ

文化振興係長 大田重信

主任主事 岡部大治

川l谷 豊

.:E 今村江利子
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調査 技術主査

主任技師

技 師

技師(嘱託)

調査および整理の方法

山本信夫

狭川真一

城戸康利

山村信楽

中島恒次郎

重松麻里子

井上信正

田中克子(~ 6年5月31日)

下川可容子

太宰府市では、調査・整理の方法はほぼ統一されており、調査担当者以外の者が生の資料を

みても理解できるように努めている。ここではその概略を述べる。詳細については『佐野地区

遺跡群 1.] (太宰府市の文化財第14集 1989年)、山本信夫「太宰府市における情報整理」

( r第 2回考古学におけるパーソナルコンピュータ一利用の現状.] 1989年帝塚山考古学研究

所)を参照されたい。

試掘調査 対象地にトレンチを設定し、重機を用いて遺構面もしくは地山を検出するまで掘

削を慎重におこなう。場合によっては人力で掘削をおこなう口遺構面が複数予測される場合は

遺構面の状態を観察しながら一部分だけ地山に達するまで掘り下げる。これにより遺構面のお

およその数を確認する。記録はトレンチの位置、 トレンチ壁面の土層堆積状態、遺構検出状態

を略測メモをとり、トレンチ壁面と床面の写真撮影をおこなう。出土遺物はメモを取り、基本

的に持ち帰っていない。

発掘調査 調査区を設定し、重機で表土を除去し遺構面を出していく。その後測量をおこな

い国土座標を基準にした 3m間隔の方眼を組み、以降この方眼を使用して図面を作成する。実

測図は1/100の略測図と1/20の調査区平面図を基本とし、随時個別遺構実測図・土層断面図、壁

面土層断面図を、さらに必要な調査地では平板実測図、周辺地形測量図などを作成する。遺物

取り上げは略測図と遺構番号台帳を使用しておこなう。これらには遺構の所見や切り合い関係、

土層模式図などの情報を記入する。写真撮影は『佐野地区遺跡群 1.]に同じである。遺構面毎

にこの作業を繰り返していく。調査後は重機で埋め戻しをおこなう。

遺物整理遺構略号等は『佐野地区遺跡群 1.]に準じる。調査時点での遺構番号は、 S-Oで

記録するが、整理段階で遺構種別を入れSDOOOと表示する。番号自体は遺構の統廃合・所見

の変更がないかぎり、共通の番号を使用する。遺物の年代観は大宰府の土器型式と年代に

(Tab. 2)示している。
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825 

850 叩 70SK1800 

9大2774「延SD長2055jA 
900 叩 35SK678 
927 

34SK674 
950 明

1000 43SEI083 

1050 38SK802 

1平I0坊9安1r京SFE章左8治京54J条
46S01330 

1100 

1150 
43SK1204 

1200 酬M噌噌幽咽M咽M幽幽岨酬M岨唱聞幽噌幽噌圃咽圃咽咽咽咽同開

大1232晴3fS肉D応6053J 
43SK1085 1200 ....... 1225 

1250 

大大1l初3413ω450f「S莞、嘉X1元1徳l1mS220D1 」3mo 
. 旬』 旬』 司ー

11t3330350 0 0 

大85S02340
734f天平6J

大70S01805
1501f文亀元年J

Tab.2 大事府の土器型式と年代

(森田・横田)

年代鋭
府準太

田
③
森

nu 
oo 

N
M川
内
目

前

700 
725 
750 

1500 

po 
oo ω

州九部

条

本

北

⑤

山
聞
に
動

機
動
の

・
移
代
主

聞
の
年
制

森
式
う
可

④
型
一
伴
く

@大都府史赫関係

②南条坊関係

@森川触「太宰府の出土品⑨土器、陶磁器J
f仏教甚術J1983 

( )は後日追加された標式遺構
( )はl②で前1'11氏が比定した遺構

ホ①大74SD205Aは四と医を合む

*φ大33SD605はXVIとxvnを含む

*@大45SX 1200はXIXとXXを含む

*也大85SD2340はEとEを合む。 Eは少ない
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1 )はじめに

E 調査の概要

1 第44次調査

調査地は太宰府市大字通古賀字鶴畑1087に所在する。当該地において住宅建設の話が持ち上

がり、協議の結果、発掘調査を実施することとなった。現地での調査は、断続的な大雨に見舞

われたこともあり、昭和58年 8月5日から 9月14日までを要した。調査対象面積は358rrr、調査面

積は97rrrで、現地での調査は狭川真ーが担当したが、測量及び実測にあたっては阿部大治の協

力を得た。

2 )層位

現在の盛り土を除去すると、厚さ約40cmの茶褐色土が遺構の全面を覆っていた。これを除去

すると調査地の東側で暗灰色土、黄褐色土が遺構の上面を約20cmの厚さで覆っていた。ここで

報告する遺構の一部はこの層の上位から穿たれるものも含まれるが、その多くは撹乱状の遺構

である。したがって安定した包含層は暗灰色土、黄褐色土等である。しかしながら、調査(遺

物取り上げ)段階で明確な区分はできなかった。地山は黄褐色粘質土でこれに直接切り込む遺

④ 

。
1.茶褐色土
2.茶褐色土(黄褐色土ブロック混入)… S-40
3.茶褐色土(黄褐色土ブロック混入)… S-40
4.黄茶褐色土
5.暗茶褐色土(賞褐色土ブロック混入)… S"':26
6〆茶褐色土(賛褐色土ブロック混入)… S-26
7.賛褐色土
8.茶褐色土(黄褐色土混入)
9.暗黄灰色土
10.黒灰色土… S-45

5m 

11.黒灰色土… S-25
12.賛灰色土… S-25下層
13.茶灰色土
14.茶灰色土… S-24
15.暗茶褐色土
16.暗灰色土… S-19
17.黒灰色土… S-5
18.灰色土… S-l
19.茶灰色土… S-30
20.黄褐色土…地山

Fig.3 第44次調査遺構実測図(1/150) 
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構は、平安時代以前のものが多い (Fig.3 )。

3 )検出滑構

調査地の中央及ぴ商半分に大きな撹乱状遺構があり、大事の古い遺構はこれによって央われ

たとみられるが、平安時代を主体とする溝、土墳、井戸などが検出された (Fig.3 )。

満

州S!D005 欄班地合南北に貫通する構で、検出焼5..75m、幡O‘6-1.lOm、棉怠0.2--0.5mで、

埋土は黒灰色土の単一層で流水や耐水の形跡、は認められない。検出した段階では一条のものと

判断されたが、下層では南側の一部で二条になる部分があった。これを便宜的に44SD060とし

て分けて報告する。ただし前後関係は明らかにできていない。また調査地の北側でも L字状に

分岐する部分があったが、この部分からは遺物の出土もなく、ここでは特に分けることはしな

かった。

4480010 44SD005の東側に平行して穿たれた浅い溝である。調査地の中程から南側に延びて

いる。検出時3.1m、幅約O.7m、滞2予約O.05mを測る。摺土は崎駅也土である。

4480025 調査地を南北に貫通する溝であるが、東西両庸のすべてを撹乱状遺構の44SX020・

44SX040で破壊されている。検出長6.0m、残存幅0.7~1.4m、深さ0.1~0.25m で、埋土は上下2

層に分けられ、上層は黒灰色土で埴土の主体を成し、下層として底付近に厚さ 5cm強の粛肌色

土が堆摘していた。

4480034 小溝で44SD005の西側で検出された。調査地の中程から南側に延びている口検出長

0.9m、幅約0.3mでごく浅いものである(全景写真及び実測段階では消滅してしまった)。埋土

る。 仙の操坊遺跡、で検出される平安|時代後期の臨嗣構の検出状拙から、l こ

構もそうした溝の可能性があると考え、ここで報告したO

4480060 44SD005下層で分岐した溝である。 44SD005の東側肩に寄った状況で検出された

が思土も等しく、前後関係を明確にはできなかった。便宜上番号を分けたが、問ーの構内にお

ける流れのi盤いである可能性も考えられる口検出f条約 3m、開約0.4m、i架さ約0.05mを測る。

土靖

448K001 調査地の北東隅で検出した土墳である。検出長O.95m、幅l.Om、深さO.30mで、埋

。44SK030より新しい。

448K030 44SKOOlより古い土横であるが、遺物は全く出土しなかった。遺構の大半は調査院

の外に延びている。深さO.60mで、埋土は茶灰色土である。

448K049 44SE050よりも古い土横である。遺構の大半を他の遺構に切られているので全貌は

|明らかではない口形状は不定形で推定長t4m以止、幡O.9m以上、深さO.lmで、摺ニヒはl暗版色

土である。出土遺物に図示できる資料はなかったが、すべて奈良時代のものであった。
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44SK053 長さ0.63m、幅0.45m、深さ0.07mの小土墳で、埋

土は暗灰色粘質土である。

井戸

44 SE050 (Fig. 4 ) 掘り方の平面形は略円形を呈し、その規模

は南北1.45m、東西1.50mで、深さは約2.0mを測る。下位に至る

まで枠のプランは確認されず、最下位で円形のプランを確認した。

曲物を収めていたとみられるその痕跡は、直径0.6m、深さ0.38m

であった。この直上に木製の枠の痕跡を一部であるが確認した。

幅約0.35mの板材を使用した枠で、微かに残る痕跡から、一辺0.70

~O. 75mの方形のものであったことが知られた。なお、埋土の主

体は黒灰色土である。

撹乱状遺構

44 SX020 44 SD005と44SD025に挟まれた空間をあたかも利用

したかのように穿たれた幅約 3m、深さO.2~0. 5mで調査区南北幅

よりも大きな撹乱状遺構である。埋土の異なりで分層され、個々に

遺構仮番号を付したが、調査中における初見および整理の初見に

31.25m 

o 1m 

基づいて、同ーのものであると判断した。主たる埋土は茶褐色土 Fig.4 44 SE050実測図(1/50) 

の中に地山である黄褐色土のブロックが混入するものである。

44SX040 44SD025を辛うじて避けるかのように穿たれた幅約4.5m、深さ 0.25~0.35m で調査

区南北幅よりも大きな撹乱状遺構である。主たる埋土を除去すると下層にはいくつかの窪み状

遺構が展開し個々に遺構仮番号を付したが、調査中における初見および整理の初見に基づけば

同ーのものである可能性が強い。主たる埋土は暗茶褐色土の中に地山である黄褐色土のブロッ

クが混入するものである。

44SX052 調査区南西隅に検出されたもので、調査区外の南西方向に大きく広がっている様

相を呈している。先の44SX020・44SX040などと同じような性格が考えられる。

その他の遺構

44 SX014 44 SD005の上に被る窪み状の遺構である。検出長約1.6m、幅約 2m、深さ0.25m

でさらに南へ延びている。埋土は茶褐色土である。

44SX022 44SD005の上に被る帯状を呈する窪み状遺構である。検出長約4.3m、幅約1.3mで

さらに南へ延びている。埋土は淡茶色土である。 44SX014よりも古い。

44 SX029 44 SX020よりも新しい円形の窪み状遺構である。埋土は暗灰色土である。

44SX035 44SD025よりも新しく、44SX020よりも古い遺構であるが、長さ約1.7m分しか残存

しておらず、本来の形状や性格は明らかにはできていない。残存する幅は約0.3m、深さは約0.2
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mである。出土造物の示す年代は隣接する44SD025に近似し、条坊区蘭遺構のこれまでの検出

状況を考えると、 44SD025と関連する溝状遺構の残欠である可能性が強い。

445X045 44 SX040の隙聞に残った遺構で、本来の形状はまったく分からない。検出幡は約

0.45m、深さ0.47mを測るが、これよりも大きなものであったことは確実である。埋土は黒灰色

土で構成される。

4 )出土遺物

溝出土遺物

4450005出土浦物 (Fig.5 ) 

白磁

皿(1 ) 皿U-1a類。商台部分を欠損する破片。やや黄色味がかった淡背灰色の光沢を有する

軸調を持ち、灰白色できめの細かい精製:された葉地。体部外面下半は露胎。

土師器

丸底杯a(2) ヘラ切りによって鹿部処理を行い、日経16.0cm、器高3.5cmを測る口内外面と

もに器国磨耗のため、調整痕跡は確認できない。

石製品 (Fiι12)

砥石(1・2) いづれも細粒砂岩製で、 lは4面、 2は3蘭を砥石而として使用している。

4450025出土土器 (Fig.5) 

土師器

小lID.al(3・. 4) 企てヘラ切りによって底部処理を行う。法量は、口径10.0・1仏 4cm、器商

1.0・1.3cm、底径7.0・7.3cmをそれぞれ測る。内外面ともにヨコナデによって調整しているが、

見込み部分に関しては、不定方向のナデによって仕上げている。

小皿a2 (5) ヘラ切りによって鹿部処理を行い、法最は推定口楼10.0cm、器高0.8cm、底桂

7.8cmをそれぞ、れ測る。内外面ともにヨコナデによって調整しているが、見込み部分に関しては、

不定方向のナデによって仕上げているo

椀 c2 ( 6 ) 口径15.3cm、器商5.7cm、高台径8.4cmを測り、内外国ともにヨコナデによって

仕上げている。底部外国において板状圧痕が残存している。

黒色土器B類

小皿 a( 7 ) 口径11.2cm、強存器高1.7cmを測り、内外面ともにミガキcによって仕上げてい

る。

越州禦系腎磁

椀'(8・9.) 8は、椀ト 2類。畳付吋部分に目跡があ lり部分的に粕が落ちているが、金面に

施軸lしている。 j柚調は、光沢がほとんど無い淡青緑色を盟し、素地は灰白色で精選されている。

- 10 



戸¥

Fig.5 第44次調査溝出土遺物実測図(1/3 ) 

底部内外面に目跡が残る。 9は、椀1I-3類。内面のみ施紬し、紬調は光沢のあまり無い淡灰緑色

を呈し、素地は灰白色で精選されている。底部内外面に目跡が残る。

44SD025下層出土土器 (Fig.5 ) 

土師器

小皿 a1 (10) 糸切りによって底部処理を行う。法量は、口径10.2cm、器高1.4cm、底径7.2cm

を測る。内外面ともにヨコナデによって調整しているが、見込み部分に関しては、不定方向の

ナデによって仕上げている。

44S D060出土土器-(Fig. 5 ) 

土師器

小皿 a1 (11) ヘラ切りによって底部処理を行う。法量は、口径11.Ocm、器高1.8cm、底径

9.0cmを測る。内外面ともにヨコナデ

によって調整しているが、見込み部分 44 SK 053 ___E寸ーし-
/-- 仁三---ーーーー、

に関しては、不定方向のナデによって 正一一一一一」 一 一 、 1

仕上げている。

土境出土土器

44SK053出土土器 (Fig.6) 

土師器

/f一一一 | 
_..ョ-圃・』

十 一司、2

Fig.6 第44次調査土塘出土遺物実測図(1/3 ) 

蓋c3 ( 1 ) 口径13.0cm、器高2.2cmを測り、器面磨耗のため調整痕跡は不明。ややボタン状

を呈するつまみを貼付する。

須恵器

蓋 3( 2 ) 口縁部のみ残存する破片で、天井部外面はヘラ切り未調整、天井部内面はヨコナ

デの後、不定方向のナデによって仕上げる。他の部位はヨコナデ。
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Fig. 7 44 SE050出土遺物実測l図(1)(1/3)

井戸出土土掛

44SE050出土土器 (Fig.7. 8、Pl.2 ) 

土師器
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小皿 al( 1 ~ 8 ) 全てヘラ切りによって底部処理を行う。法量は 1~ 3 、 5~8 の口径が

10. O~ 10. 6cm、器高1.O~ 1. 5cm、底径6.6~8. 8cmをそれぞれ測る。 4については、口径9.8cm、器

高1.8cm、底径7.6cmを測り、他の小皿aとはやや異なる形態ならびに法量をとる。内外面ともに

ヨコナデによって調整しているが、見込み部分に関しては不定方向のナデによって仕上げてい

る。

小皿 a2 (9・10) 両者ともヘラ切りによって底部処理を行い、法量は口径9.8~ 10. 4cm、器

高1.0~ 1.3cm、底径6.8~7.5cmをそれぞれ測る。内外面ともにヨコナデによって調整しているが、

見込み部分に関しては、不定方向のナデによって仕上げている。

杯 a(11) 全てヘラ切りによって底部処理を行い、法量は、口径14.4cm、器高2.9cm、底径

10.4cmを測り、内外面ともにヨコナデによって調整しているが、見込み部分に関しては、不定方

向のナデによって仕上げている。

丸底杯a(12~ 15) 両者ともヘラ切りによって底部処理を行い、法量は口径14.4~ 15. 6cm、器

高2.9~3. 7cm、をそれぞれ測る。内外面ともにヨコナデによって調整し、内面はミガキbの痕跡

をとどめるものもある。また14の内面には煤状炭化物が付着している。

丸底杯 c(16・17) 17は高台のみ残存する破片であるが、 16同様の体部形態を呈するものと

推定できる。 16の法量は、口径14.9cm、器高4.5cm、高台径7.0cmを測り、内面の調整はやや不

明確であるが、ミガキbの痕跡をわずかにとどめる。外面はヨコナデによって仕上げ、丸底杯形

成時のヘラ切り痕跡をとどめている。

ミニチュア土器(20) 手持ちによって成形されたミニチュア土器で、法量は口径3.6cm、器高

3.5cmを測る。

費b(26) 口径30.4cm、残存器高16.2cmをそれぞれ測り、底部付近に外面格子叩き、内面に

丸い平滑な当て具痕跡をとどめている。体部中位は磨耗しているため内外面ともに不明確であ

るが、口縁部は内外面ともにヨコナデによって仕上げる。外面頚部下位が黒変しており、一部

に煤状炭化物が付着している。

黒色土器B類

椀 c2 (18) 高台のみの破片で、土師器・丸底杯cと同様の高台形状を呈するが、器面磨耗

のため内面の調整痕跡は不明、外面は高台貼付の際のヨコナデ痕跡が残る。

灰紬陶器

椀 c2 (19) 高台のみの破片で、内外面ともに体部のみに暗緑灰色の紬を施しており、他の

部分は露胎。内外面ともにヨコナデによって仕上げ、胎土は白色の鉱物を若干含んでいるが精

製されており、暗灰色を呈す。

白磁

椀(21・22・24) 21は、椀刃-1ないしはW類。口縁部のみの破片で、灰緑白色の紬で貫入

-13-



が入る。素地

は灰白色でや

や粗雑な印象

を受ける質を

有している。 22

は、椀刃-5頼。

口縁部のみの

破片で、腎白色

でi表明感のあ

10cm る紬をかけ、紫
嗣

地は灰 l白色で

やや粗雑な印

象を受ける質を有している。 24は、椀W類。口縁部のみの破片で、粛灰色で透明感のある軸lを
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Fig. 8 44 SE050出土遺物実測図(2)( 1 /3 ) 

かけ、紫地は乳白色でやや粗雑な印象を受ける質を有している。推定口怪18.2cmを測る。

皿(23) 泊叫 3類。体部下位より口縁部まで残存する破片で、推定口怪13.0cmを測る。灰緑色

で透明感のある紬がかかり、素地は微細な黒色粒子を含み、粗雑な印象を受ける。外国をヘラ

によって縦方向に沈線を描き、輪花状lの日l縁形態を作り出している。

越州窯系青磁

坪{25) 困難Io 内薗にへうによる花文を描き、 貼りl付け高台を有するもので、決茶線l色の

色調を有し気泡を含む発色の悪い紬調を示す。素地はやや砂質で決茶色を思しており、気泡を

企む。外底高台内lに白色砂粒の目跡が残る。

撹乱状遺構出土土器

44SX040'出土土器 (Fig.9) 

小皿a1(7'8) ヘラ切りによって底部処程を行い、法量は、口径が8.9・8.7cm、器高1.4・

1.2cm、底佳6.1・6.6cmをそれぞれ測る。内外国ともにヨコナヂによって調整しているが、見込

み部分に閲しては、不定方向のナデによって仕上げている。

丸底部 a(9--11) ヘラ切りによって底部処理を行い、法量は口楼13.O~ 16. 1cmを測る。内

外面ともにヨコナデによって調整し、内面はミガキ bの痕跡をとどめるものもある。 9について

は他の二者に比して法量が異なっている。

脚(12) 鼎状の煮沸形態の脚と推定され、指頭圧によって成形されている。断面円柱状の形

状を示すが、端部において外方へはねあげる形態をとる。

その他の遺構出土土器

44S X022出土土器 (Fig.9) 
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土師器

丸成郎a( 1 ) ヘラ切りによって底部処理を行い、法置は日桂14.0cm、器高3.7cmを測る。内

外面ともにヨコナデによって調整し、内面はミガキbの痕跡をわずかにとどめている。

44SX029出土土器 (Fig.9) 

越ナト|購系腎臓

椀 (2) ll-3類。底部外面に露胎を残すもので、他の部位に施紬する。紬調は白濁した黄色

味の強い淡褐色を示し、素地は灰白色の精選された素地特徴を有している。

44SX035出土土器 (Fig.g， ) 

土師器

小皿 a1 (3) ヘラ切りによって底部処理を行い、法最は、口佳が9.6cm、器高1.5cm、底佳

6.9cmを測る。内外而ともにヨコナデによって調整しているが、成部内而に閑しては、不定方向

のナデによって仕上げている。

丸成郎a(4・5) ヘラ切りによって版部処理を特い、口佳15.0・15.5cm、器商4.0・3.9cmを

測る。内外国ともにヨコナデによって調整し、内面はミガキbによって仕上げる。

越州窯系青磁

杯(6 ) 醐蜘。口佳19.4cm、器闘4.7cm、商由樺8.1cmを損IJる。内閣にヘラによる花文を描語、

貼り付け高台を有するもので、 i炎茶緑住の色調を有し気泡を含む発色の悪い紬調を示すD 素地

はやや砂質で淡褐色を皇しており気泡を含む。外底高台内に白色砂粒の目跡が4ケ所残るロ

44SXO崎出土土器 (Fig.9) 

土師器

体 a(13) 底部のみ残存する。底部外聞はヘラ切りによって処理している。底佳6.3cmを測

り、小破片であることから、小皿になる可能性もある口

茶褐色土層出土遺物 (Fig.10、Pl.2) 

線柚附器

lは、高台部分のみ桟存する慌片で、皿または椀の一部分とみられる口暗粛締色の軸を内面お

よび蛇の目高台の端部付近から体部にかけて施紬している。胎土は灰色で精選されている。蛇

の目状の削り出し鴎台で、内閣は苧持ちによるミガキ痕跡が観擦できる。

小椀(3) 高台部分のみ残存する破片で、暗緑色の軸を内外面に施糊する口高台内面端部が

やや凹む形状をとり、胎土は白色の微細な鉱物をやや含む赤褐色の精選された特徴を示す。見

込みおよび商酌内にハリの痕跡が残る。

白磁

皿(2) IV-2類。体部下位より口縁部まで残存する破片で、推定日佳11.6cmを測る。やや賛

飽昧がかった阪白色で透明感のある軸がかかり、口縁部付近に議長下する軸l鷺れが観離できる口

- 16 
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Fig .10 第44次調査各層位出土遺物実測図(1/3 ) 

素地は暗白色で微細な黒色物質が極微量ながら含まれるものの比較的よく精選されている。外

面をヘラによって縦方向に沈線を描き、輪花状の口縁形態を作り出している。

越州窯系青磁

皿(4) m類。内面に毛彫草花文を描き、やや高い貼り付け高台を有している。淡青緑色の

透明感のある紬を内外面にかけ、やや褐色がかった灰白色を呈し精選され、気泡をやや含む素

地特徴を有する。体部外面に縦方向のヘラ押しの痕跡があり、輪花状の口縁部形態を有するも

のと推定できる。

石器

偏平打製石斧(6 ) 安山岩製で、剥片縁辺部分に粗い打ち割調整を施す。残存長lO.4cm、幅

5.7cm、厚さ1.3cmをiHIJる。

排土出土遺物 (Fig.lO)

白磁

椀 (5) V-4b類。高台のみ残存するもので、わず、かに黄色味がかった青灰色の光沢の無い

柚を内面および外面の高台脇まで施紬する。削り出し高台で、灰白色の精選された素地特徴を

有する。
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Filgl.ll 第44次鯛査出土瓦実測閲(1/3) 

石製品

7はi骨石製で、備平な板状のものに長方形の紐を削り出しているι紐は一部欠損しているが、

穴の部分に鉄分が付着している。

その他の遺物

瓦類 (Fig.11)

各遺構から破片資料として出土している。ここでは、文字瓦のみを取り上げる。

lは「前」とみられVI-5ないしはVI-6類。 44SD025出土。 2は「賀茂正Jでm-2a類。 44SD025出

土。 3は「賀茂瓦jで皿-3類。 44SX014出土。 4は f平井jでI-6類。 44SX020出土。 5は[平井Jと

みられI-5ないしは1-6類。茶褐色土層出土。 6は「平井」で1-13類。 44SX035出土。

石製品 (Fig.9) 

砥若(14---n) 15は黒色片岩製。他のものは細粒砂岩製。出土遺構は14が44SX014である他

は、 44SX020出土。

'5 )小結

主要遺構を個別に取り上げ、その年代を中心に記載することでまとめとする。ただし構遺構
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Fig .12 第44次調査出土石器実測図(1/3 ) 

れる。

44 SX035 出土遺物の主体は、大宰府土器編年の盟期に相当する。

44SD060 図示した資料はやや古いものであるが、出土遺物の主体は、大宰府土器編年の却

期に相当する。

検出された溝遺構の内、ある程度様相を知り得たのは44SD005と44SD025である。この両者を

仮に対であるものと見なした場合、心々距離は平均で5.284mを測り、両溝の中心地点までの距

離は中軸線から99.992mである。平安時代の条坊区画の一点が把握される。

土境

44SK049・44SK053 ともに遺物の出土量は少ないが、 44SK053は8世紀中頃のものが主体を

占めている。 44SK049に関しては緑柚陶器、灰紬陶器が微量ながら含まれており、やや下らせ

て捉える必要があろう。

井戸

44 SE050 出土遺物の主体は、大宰府刃~盟期とする資料であるが、白磁椀W類の出土など

から、 XII期として捉えるのが妥当であり、したがって遺構の埋没年代は11世紀後半からは世紀
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初頭と考えられる。

揃乱状漬構

いずれも同じ頃の年代に掘削されたものとみられる。図示して報告した資料はほとんどが古

いものであるが、出土した潰l物の中には近世ιくだる時付や胸部がl出土しており、掘削年代も

その頃までくだらせて差し支えなさそうである。ただし、条坊痕跡が避けられたように残存し

ているのが偶然でなければ、これらの遺構が掘削される直前まで何らかの痕跡を残していたこ

とも繍われる。しかしながら今次の調査のみでは資料不足であり、明書はできない。

以上のように、今聞の欄査では条坊痕跡とJ思われる構遺構lを確認できたほか、指良時代から

平安時代の生活痕跡の一端を調査することができた。近世における大きな撹乱状遺構が存在し

ていたにもかかわらず、こうした重要な資料が得られたことは大きな成果で、あった。

Tab.3 第44次調査輸出講任意中点鹿標値

遺構番号 p. 遺構中点鹿棋値

位置 X 

44S0叩5 55，8制.70

南P 55.863.20 

44SDOIO ~t. P ，11 55，8踊.20

南P 55.864.58 

44S0025 北P 55，869.16 

繭p' 55，863.85 

44S0034 中P 55.863.50 

! 44S:X:035 'Ii'中P111 55，8耐.帥

44S0価。 中P 55.864.50 

吻北Pは溝験尚北i端に近い位置の任意中点

南Pは溝検出南端に近い位醗の便意中点

Y 

-44，926.57 

斗4.926.47

-44，925.12 

-44.925.似

-44，931.85 

-44，931.74 

-44，927.60 

-44.931.05 

-44.925.87 

中Pは講検出長が短いため中央に近い位置の任意中点

方位 南門からの距離

X方向 {m}帥 Y方向 {m}•• 

N・1"02' 30" ~W -840.998 -97.426 

-846.495 -97.273 

N_2
D 

49' 38"働W 帽843.483 綱95.954

-845.102・ 嶋95.8ω

N-f 11' 12'"刷W 備840.590 -102.715 

嶋845.898 -102.552 

一 -846.207 -98.408 

一 -843‘.142 -101.890 

一 -845.190 -96.687 

帥 X方向の.傾は政庁から南へ移動したことを示す

Y方向の.値は中l軸線から困へ移動したことを思す
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2 第65次調査

1 )はじめに

調査地は、太宰府市大字通古賀字鶴畑1091番地 2に所在する。当該地において住宅建設の話

が持ち上がり、協議の結果、発掘調査を実施することとなった。当初敷地の全体を調査対象に

していたが、諸事情から建物の建設される北側に限定して実施した。調査は昭和62年5月6日

から 6月23日まで実施し、緒方俊輔が担当した。調査対象面積は234nt、調査面積は100ntであ

る。なお、測量基準点の移動は狭川真一、永見秀徳、瀬口慎司、藤城泰が行い、整理及び報告

は調査担当者が退職したため、中島恒次郎、田中克子の協力を得て狭川真ーが行った。

O
 

守，-aM 
A
冒

必
骨

組
『

@ 
O
 

勾

4au 
白
司4

 
4
 

ー-65S8070 

6558070 

。 5m 
: 6558065 

Fig .13 大宰府条坊跡第65次調査遺構配置図(1/100) 
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W 

2 )層位

現在の表土をl除去すると明褐色土が顔をだすが、これは表土の…部として理解され、明確な

包含層とは雷えない。その直下は多くの部分で砂質分の強い明茶色土の地山が検出された。た

だし、開査地の北半分及び南側の一部分で、 i炎褐色土、補版色土、 i炎褐肌色ニkとされる閣が検

出され、その下層から若干の遺構が検出された。これらの層はお初は同ーのものであった可能

性が強く、本来は相当規模の整地ではなかったかと思われる。

北l壁

主 2m 

策盛

3・.....65SXOOl他遺構埋土

4・…・・65S0050下層域土

5・…・・遣備t恩土
6-8…65SK005i.黒土
9・10...65SK010捜土

一 一一一--130.5m 

-亡二示むιvベ 1 / 

1.暗褐色土 4.明褐灰色砂質ニt 7.淡褐灰色砂質土 10.泌灰褐色土 13.日月茶貧色土

2.明褐色土 5岡崎褐灰色土 8.淡街灰色ニt 11.褐灰色:t 14.明淡褐灰色土

3.暗黒掲急土 6.暗黒褐灰色土 9.明掲灰色土 12楢崎褐色組砂

Fig .14 第65次調資調査院土層観察悶(1 /80) 

3 )検出遺構

掘立柱韓物

調査範囲が狭いため企体の規模を確認できた例はない。また、後述する柱掘り方状の遺構も

いくつか確認されているので、ここに報告した分がすべてではあるまい。また、ここに楠げた

とおりの模原で全てが正しいかどうか、やや不安な袈素を践していることを付記しておくむ

遺構番号 掘り方 l

l 番号

65SB師5 a 

c 

65SB070 b 

d 

'1 65SB1∞'1' b 

e 

Tab.4 掘立柱建物座標値

遺構中点座標佑 方位

X Y (計測撮れ)

55，949.38 -44，982.10 N・9'10' 25" -w 
55，944.55 -44，981.32 

55，949.82 -44，987.82 N-102' 54'∞グ -E

55，948.40 -44，981.62 

55，948.83 -44，988.20 N・98'58' 37" -W 

55，949.92 -44，981.30 
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方位

(南北軸換算)

N-9' iO' 25"輔W

N-12' 54'∞" -E 

N・8.58' 37" ~W 

65S8065 

南北2間以

上の親棋を

有するが、東

側が65SXOOl

による破壊

と、間側に関



連する掘
65SB065c 

:??;J Sードバー主斗庁プー翌ニOOm

ら柵列の

可能性も

1.稽褐灰色土

2.明褐灰色土

2 1.明褐灰色砂質土

2.暗灰色粗砂

ri l???J;ιJトム6十ιm
出された 一一~ "-.:"当ぷI ド l}::::;ιI 1.褐灰色砂質土

暗向灰巴W頁土 1.暗褐色砂質土 k t:-:-:-:.I J 

分の柱間 2 明褐灰色砂質土 2 明黄褐色砂質土 ;:5222322 0 

は、北か

ら2.6、

2.3 m で

柱掘り方

はO.55~ 

0.95mで、

65SB100a 65SB100b 65SB100d 
65SB100c E 2 1 2 

i? ! E W --ー千九 ，.../ W 

~苅..胃ポ治..，ヲ示当'!味五t古fu W ¥.い」プデ一 、一→ 2 / 一 芯z止云3 3笠旦担E主日ニ夕0∞0
2〉λ"-込土斗一一一一一-一.----.J 3 1L. 暗褐灰色粘質砂

1.暗褐灰色砂質土 1.褐灰色砂質土 1.暗褐灰色土 2.暗褐灰色微砂

.明褐灰色砂質土 2.明褐灰色砂質土 3.明褐灰色粘質土

Fig .15 掘立柱建物柱掘り方土層観察図(1/40) 

柱痕は直径0.17~0. 25m程度で、ある。埋土は単純に埋め戻された程度のもので、特に丁寧な積み

方は行っていない。推定される建物主軸の振れは、 N-9 0 10' -W前後である。

6588070 東西2間以上、南北 l間以上で、 L字状に検出された。検出された分の柱聞は、 a

~d へ順に2.5 ・ 3.3 ・ 3 .4 m で、柱掘り方は0.6~0.75m、柱痕は直径0.2m程度である。埋土は単純

に埋め戻された程度のもので、特に丁寧な積み方は行っていない。推定される建物主軸の振れ

は、北を基準に換算して、 N_12
0 

50' -E前後である。

6588100 東西3間以上、南北 l 間以上で、 L字状に検出された。検出された分の柱聞は、 a~

eへJIJ買に 2.3 ・ 2.3 ・ 2 .4・ 2.5m で、柱掘り方は0.5~0.75m、柱痕は直径0.2m 程度である。埋土は単

純に埋め戻された程度のもので、特に丁寧な積み方は行っていない。推定される建物主軸の振

れは、北を基準に換算して、 N-9
0

-W前後であり、 65SB065に近似する。

土墳

658K005 東西1.28m、南北0.65m以上、深さ0.60m内外を測る。東側半分程度を65SX001

に切られる。埋土は上層が淡褐灰色砂質土、下層が淡褐灰色土であるが、上層の一部に黒色系

の土の堆積がある。遺物は65SX001の遺物が混入している可能性が強い最上層と、上記した各

層から出土している。黒色土層は別の遺構の可能性も考えられるがここでは同ーのものとして

報告しておく。

658K010 東西1.8m以上、南北1.42m以上、深さ0.25m前後を測る。堆積土は上層と下層に大

きく分層される。上層では平安期の遺物を含んでいるが、下層では全く含まず、上下別の遺構
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であった可雌性が強い。

65SK060 東側は調l査区の外に延びている。東四l.Om以上、南北O.5m、探さO.3m程度の土横

である。明i~特質色士のl理士である。

65SK083 東側を65SB070の柱掘り方aに切られ、西側lは調査区外に延びるため詳細lは不明。

南北O.93m、i果さO.lmを測る。

65 SK085，械禍灰色土上而から切り込み、 65SX015に切られている。楠円形を毘し、東商

L28m、南北O.98m、深さ仏 1mを測る口

65SK086 遺構の中央付近を65SD050に切られ、淡褐住土層に切り込む。東西1.19m、南北

1.10m、深さO.5mで、隅丸方形を呈する。出土遺物の主体は 9世紀代である。

65SK095 65SE040に切られ、65SKll0を切る土墳である。南側が調査区の外に延びているが、

南北1.45m以上、東西2.3m以上、深さO.2mを測るかなり大きな遺構である。上下 2層に大き

く分層して調査されたが、下層では奈良時代の資料を主体にするが、上層ではかなり平安期の

遺物が混じっている。 65SE040の遺物が閥査中に浪じり込んだ可能性が高い。下層の遺物から

9世紀前半以前の遺構として捉えておきたいD

65SK11'0 65SB070a及び65SK095に切られている。南北2.2m以上、東四O.9m、探さO.3m

で、欄査院外に延びている口 j棒状遺構の可能性もある。

65S'K150 i炎禍也土閣の下騎lで検出したもので、舟次の調査では最も古いものである。東側

を65SK005&び65SXOOlに切らlれ、南北1.22m、東西L60m以上、 j果さO.7mを測る。大帯府

成立期に近い時期の遺物を l出土しており麓喪である。

滞

65S0050 調査区中程から北側調査区外に延びる遺構で、検出長5.5m、幅O.6~O. 79m、深

さO.25m程度である。ほとんどの遺構を切っており、今次の調査では最も新しい時期の遺構の

ひとつである。

井戸

65SE040 東西1.80m、南北1.6Im、深さO.7mを測る略方形プランを呈する井戸と考えられ

る。調査過程で最深部近くに円形のプランを検出しており、それが曲物を埋置した痕跡と考え

られる。

その他の遺構

段落ちあるいは大土棚

65SX0011 閥査院のl北東隅郎分で検出した南北4.4m以上、東西2.3m以上、探さO.15m内外

の遺構であるω 多くの部分が調査区の外に広がっており、全体が把揖でおないためその性格を

明らかにでおない。理士は暗黒禍色土が主体である口ほとんどの遺構を切っており、今次の調l

査では最も新しい時期の遺構のひとつである。
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窪み状遺構

65SX030 略円形を呈する浅い窪み状遺構である。南北1.75m、東西1.60m、深さ0.05m程

度を測る。

柱掘り方状遺構

65SX020 65SB070、65SD050に切られ、 65SX125を切っている。 65SD050による破壊のため

全体は知り得ない。東西0.6m以上、深さ0.18mを測るもので、中央とみられる付近に直径0.2m

程度の柱痕跡を確認した。

65SX025 略隅丸方形のプランを有するもので、一辺約0.7m、深さ0.45mを測る。中央付近

に直径0.25m程度の柱痕跡を確認した。

65SX087 65SX030を除去後に検出された。隅丸長方形を呈し、南北0.72m、東西0.54m、深

さ0.45mを測る。掘り方の隅に片寄って直径0.2mほどの柱痕跡が確認されたO 柱の先端は尖っ

たように検出されているが土層観察用壁面の傾斜によるものと考えられる。

65SXl12 調査区南隅で確認された遺構で、一部が調査区の外に延びている。楕円形を呈し、

南北0.55m以上、東西0.92m、深さ0.25mで、直径0.2m程度の柱痕跡が確認された。

65SXl15 ピット群に切られるが、淡褐色土より新しい。南北0.65m、東西0.7m、深さ0.45

mを測る。直径0.2m程の柱痕跡が確認された。なお、下層に検出されているピットは別遺構と

判断している。

65SX125 65SX020、65SB100等に切られる。この付近の切り合い関係では最も古いものであ

る。東西0.96m以上、南北0.83m、深さ0.45mを測り、プランは楕円形を呈している。底まで

行き着かないが、直径0.25m程度のピット (S-97)が埋土の上面から穿たれており、柱痕跡と

推定される。

65SX127 65SB065やその他のピットに切られる。東西0.6m前後、南北0.80m、深さ0.45m

を測る。掘り方の隅に片寄って直径0.17m程の柱痕跡が認められる。

65 SX 130 東西

0.42m、南北0.37m、

深さ0.12mで、直

径O.lm程の柱痕跡

が確認されたO

65SX025 65SX087 65SXl12 65SXl15 
， s '" 
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めこの墳で柑介したo 調査段階では、撲として65SX025、65SX087、S-90、65SX1l2、65SXU5

でひとつ、及びS-16、S-53、S-62、S-73、65SX102、65SX130、65SX139でひとつの纏まりを持

つのではないかと考えていたが、前者は柱筋の不均一、後者は掘り方形状の異なりと出土遺物

の年代差などから、積極的にひとつの建物として把握することにためらいを覚えたため、正式

として轍時することは蹴けたゆ他のピット鮮のl轍耐を合めて、周辺の閥畳成県ι棚伸し

たい。

碧埋納遺構

65SX135 土師器の斐を合わせ口にして埋納した遺構である。遺構の一部は65SE040に切られ

る。南北O.5m以上、東西0.61m、深さ約0.15m以上

ることから、 1捜騨あるいは時間に関係する

ピットなど

る。聾は両者とも底部が穿干しされてい

られる o

65SX007 北半分は調査区外である。南北0.25m以上、東西0.3m、深さ0.16mを測る。暗

褐灰色土埋土。

65SX093 南北O剛 50m、東四0.71m、探さO.20mを測る。楠円形を盟している日

65SX108 慌0.2m、深さ0.24mで周辺の遺構との切り合い関係では最も新しい。

65SX121 G 5区で検出したピット群で、いづれも深さ0.1m内外の浅いものである口

65SX134 南北0.35m、東西0.30m、深さ0.25mを測るピットである。

65SX137 深さ0.1mのピットであるが、 65SE040に切られる他、調査区外に遺構の大半が埋

もれており脚細lは明らかにできなかっ

4 )出土遺物

掘立柱建物出土土器

65S8065出土土器 (Fig.17)

(柱姻りl方a)

須恵器

小蓋 3( 1 ) 推定口径10.8cmを測り、口縁端部は断面三角形を呈し、天井部外面は、回転ヘラ

切り後ナデによって仕上げている。他の部位については内外面共に回転ナデによって仕上げて

いる。また体部内聞は滑らかに庸滅しており、転用|視の可能性がある。色闘は、内外国共に

暗茶肌色を盟し、焼成は良貯o

llll. a ( 2 ) 小破片のため、口径は定かではないが、推定口径は16.2cm、残存器高2.1cm、推定

底径13.3cmをそれぞれ測る。底部外面は回転ヘラ切り後、回転ナデによって仕上げており、他の

部位は内外面共に回転ナデによって仕上げている。色調は内外面共に暗茶灰色を畏し、焼成は
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Fig .17 掘立柱建物出土遺物実測図(1/3 ) 

査(3 ) 底部のみ残存している小破片で、器形に関しては詳細不明。体部下位より底部外面

に関しては、回転ヘラ削りによって仕上げており、他の部位は回転ナデによって仕上げている。

底部内面についてはその後不定方向のナデを行っている。色調は茶灰色を呈し、焼成は良好。

土師器

蓋 4( 4 ) 口縁部のみ残存する資料で、推定口径14.8cmを測り、口縁部内面に浅い沈線を巡

らせている。内外面共に磨耗しており調整痕跡は定かではないが、内外面ともにミガキ aの痕
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跡が僅かに残存している。

聾a(5) 口縁部から頭部にかけて残存している。推定口径33.2cmを測り、内面の調離は、頭

部より下位lについては、指斜め上方へのヘラ削りによって仕上げ、日縁部はハケ欄盤の後ヨコ

ナデによって仕上げている。外面は口縁端部をヨコナデ、頚部より下位を縦方向のハケによっ

て仕上げている。

(柱掘り方 b)

須恵器

杯c(6) 推定口径13.0cm、器高4.1cm、高台径7.6cmを測り、底部外面の処理は回転ヘラ切り

後回転ナヂド:よって仕上げ、鹿部内面については、回転ナヂの後不定方向のナデによって仕上

げている。他の部位は回較ナデによって仕上げている。色調は背灰色。焼成は良好。

皿a( 7 ) 推定口径16.2cm、器高2.4cm、推定感径14.2cmを測り、底部外国は、回転ヘラ切り

後回転ナデによって仕上げ、底部内蘭については、回転ナデの後不定方向のナデによって仕上

げている。他の部位は回較ナヂによって仕上げている。色調は淡茶灰色。焼成は良好。口縁部

内外面に自然紬がかかる。

(柱掘り方c)

須，恵器

葦 3(8・'9) 両者とも口縁部のみ残存する破片で、いづれも口縁端部形状が断面三角形を

思している。推定口径は18.0cm. 16.2cmをそれぞれ測る。天井部外面の処穂は、 (8)が回転ヘラ

削りによって仕上げ、(9 )は回転ヘラ切りのみで再処理を行っていない。天井部内閣は聞紙ナ

ヂの後不定方向のナヂによって仕上げており、他の部位は回転ナデによって仕上げている。色

調は、暗青灰色および淡灰色を患する。焼成は両者とも良好口

杯，c(10) 底部のみ残帯しており、正確な形状に閑 lしでは不明確。推定高台径8.10mを測る。

内外国共に阻転ナヂによって仕上げ、色調は肌色。焼成は良貯。

6558070出土土器 (Fig.17)

(柱掘り方 a)

須恵器

小蓋3(11) 推定口径11.4cmを測り、天井部外国は回転ヘラ切り後未調整。天井部内面は回

転ナデの後不定方向のナデによって仕上げている。 他の部{立は回転ナデ。色調は青灰色。織成l

lは良焼。

(柱描り方 c)

須恵器

小杯a(12) 推定口佳9.8cm、器商2.2cm、指定感佳7.lcmを測る。底部外商は凹l肱ヘラ切り後

未調整で、成部内閣は回転ナヂの後不定方向のナデによって仕上げている。他の部位は凹較ナ
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デによって仕上げている。色調は灰色。焼成は良好。

(柱掘り方d)

土師器

13は、皿bまたは高杯とみられる口縁部のみの破片である。内外面ともに手持ちによるミガキ

で、色調は樫茶灰色を呈している。焼成はやや良好。

須恵器

杯(14) 口縁部のみの破片で、推定口径15.0cmを測る。内外面ともに回転ナデによって仕上

げており、色調は灰白色。焼成は良好。

655B 100出土土器 (Fig.17)

(柱掘り方a)

須恵器

蓋 1(15) 口縁端部のみの破片で、内外面ともに回転ナデによって仕上げている。色調は明

茶褐色を呈し、焼成は良好。周辺遺構からの混入の可能性あり。

杯 c(16) 高台部分のみの破片で、底部外面は回転ヘラ切り後未調整、他の部位は回転ナデ

によって仕上げている。推定高台径7.4cmを測る。

(柱掘り方 b)

須恵器

壷 f(18) 口縁部のみの破片で、推定口径9.0cmを測る。内外面ともに回転ナデによって仕上

げる。色調は暗灰色を呈し、焼成は良好。

(柱掘り方 c)

土師器

杯d(20) 底部のみの破片で、底部外面の処理は回転ヘラ切り後未調整、他の部位は内外面と

もに回転ナデによって仕上げる。色調は櫨茶灰色を呈し、焼成はやや不良。

皿 a(21) 推定口径18.8cm、器高1.9cm、推定底径16.0cmを測り、底部外面は回転ヘラ削りに

よって仕上げ、他の部位は回転ナデによって仕上げている。ただし内面に関しては、器面が磨

耗していることから判然としない。色調は糧茶灰色を呈し、焼成はやや不良。

(柱掘り方 d)

須恵器

皿(19) 口縁部のみの破片で、内外面ともに回転ナデによって仕上げる。色調は暗灰色を呈

し、焼成は良好。

蓋 3(17) 推定口径17.8cmを測り、口縁端部形状が断面三角形を呈している。天井部外面は

回転ヘラ削りによって仕上げており、天井部内面は回転ナデの後不定方向のナデによって仕上

げている。色調は灰色を呈し、焼成はやや不良。
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(柱掘り方 e)

須悲器

3 (22) 推定口樫15.6cmをi則り、日l繰端榔形状がやや上部へ朋l曲l気味:ι断国主角昨を盟し

ている。天井部外面は回転ヘラ切り未調整で、天井部内面は回転ナデの後不定方向のナデによ

って仕上げている。色調は外面が明灰色、内面は暗灰色を呈しており、焼成は良好。口縁部内

している。

土描出土土器

65SK005最上層出土土器 (Fig.18、Pl.5 ) 

調聴器

蓋3( 1・2) 推定日控14.2・17.3cmをそれぞれ測り、天井部外面は聞紙ヘラ削りにより仕

上げている。色調はそれぞれ暗灰色・淡青灰色を呈しており、焼成は良好。

土師器

杯 d(3) 旧植15.0cm、器商3.2cm、底佳6.7cmをそれぞれ測り、体部外閣下位より成部外聞は

回転ヘラ削りによって仕上げる。内外面ともに器面磨耗が著しい。色調は明茶糧色、焼成は不良。

杯 e( 4 ) 底部のみの破片で、底部は回舷ヘラ切り未調整。色調は明茶樺色を呈し、焼成は良

時。

65SK005黒色土層出土土器 (Fig.18、Pl.5 ) 

須恵器

3 (5) 口融端部のみ掛帯する。

杯 c( 6・8) 6は高台のみ残存する破片資料。底部外面の処理は凹鞍ヘラ切り後、未調整。

8は推定口径15.6cm、器高5.5cm、推定高台径9.5cmを測り、底部外面の処理は回転ヘラ切り後ナ

ヂによって仕上げている。

大J1Ila ( 7 ) 推定日佳は18.7cmを測り、底部外聞は回転ヘラ切り来調整。

65SK005淡褐灰色土層出土土器 (Fig.18、Pl.5 ) 

調聴器

皿a(10) 推定口佳は8.4cm、器高2.1cm、底佳11.2cmを測り、底部外聞は回転ヘラ切り

整。

杯 a(11) 推定口径は12.2cm、器商3.35cm、底径8.4cmを測り、底部外面は回転ヘラ切り未調

火樺あ lり。

椀 a(12) 推定口径17.5cm、器高8.25cm、底径10.0cmをそれぞれ測り、口縁部外国より底部外

面にかけて回転ヘラ削りによって仕上げている。やや歪みがある。遺構の切り合いから、下位

の遺構である日SK150からの油入の可能性があるl。

土師器

nu 
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Fig .18 第65次調査土墳出土遺物実測図(1)(1/3)

斐 a(13) 推定口径22.6cmを測り、体部より緩やかに外反しつつ口縁部へ至る形状を示す。

頚部内面および体部外面はハケによって調整し、口縁部内外面ともにヨコナデによって仕上げ

ている。胎土中に角閃石を少量混入している。また口縁部外面に煤状炭化物が付着している。

遺構の切り合いから、下位の遺構である65SK150からの混入の可能性がある。

65SK005褐灰色土層出土土器 (Fig.18)
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Flg .19 第65次調査土横出土遺物実測l図(2)(1/3)

須恵器

杯 a(14) 推定口径13.0cm、器高3.5cm、底径8.8cmを i~1j り、底部外商は回転ヘラ切り後粗いナ

デによって仕上hげている。色調は決灰色を思している。

土師器

杯 d(15) 推定底径9.2cmを測り、体部下端より底部外国にかけて凹較ヘラ削りによって仕上

げている。色調は内面明茶樺色、外面i炎茶栂色からi炎黄茶白血を毘している。

65SK010出土土器 (Fig.18)

土師器

小皿 a(16-19) 口径9.0-10.0cm、器高1.3-1. 5c臥底径6.4-8.4cmをそれぞれ測り、底部

外面は回転ヘラ回りによって処理されている o

65SK085出土土器 (Fig.18)
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須恵器

大皿 a(20・21) 推定口径18.2・18.0cm、器高2.1・2.2cm、推定底径14.5・15.4cmをそれぞれ

測り、底部外面は回転ヘラ切りによって仕上げている。

土師器

杯d(22) 底部のみの破片で、推定底径7.1cmを測る。体部外面にミガキa痕跡が残る。

65SK086出土土器 (Fig.18)

土師器

杯 a(23) 底部のみの破片で、やや高い底部形状を示す。底部外面は回転ヘラ切りによって

処理されており、色調は灰色、焼成はやや良好。内外面ともに回転ナデによって調整されてい

る。

65SK095出土土器 (Fig.18)

須恵器

杯(25) 推定口径15.4cmを測る口縁部のみの破片で、内外面ともに回転ナデによって調整し

ている。

土師器

蓋3(24) 口縁端部のみ残存する。端部はやや丸みをおびているが、断面三角形の形状をと

どめている。

65 SKll0出土土器 (Fig.19)

土師器

蓋3( 1 ) 推定口径16.1cmを測り、内外面をミガキ aによって仕上げている。

蓋4( 2 ) 推定口径18.8cmを測り、器面磨耗が著しいが磨き痕跡をわずかに確認できる。

皿a( 3 ) 推定口径16.0cm、器高2.1cm、推定底径12.9cmを測る。器面磨耗のため調整痕跡は

不明確。

大皿 a( 4 ) 推定口径22.0cmを測り、器面磨耗のため調整痕跡は不明確。

須恵器

蓋 3( 5 ) 推定口径20.1cmを測り、天井部外面は回転ヘラ削りによって仕上げている。色調

は灰白色、焼成は良好。

皿 a( 6 ) 推定口径18.4cm、器高2.4cm、推定底径15.5cmを測る。底部は回転へラ切りによっ

て処理されており、色調は明灰色。焼成は良好。

杯(7 ) 推定口径15.0cmを測り、内外面ともに回転ナデによって仕上げられている。

杯 c(8・9) 高台のみの破片で、底部外面は回転ヘラ切り後未調整。

鉢 a(10) 推定口径22.7cmを測り、内外面ともに回転ナデによって仕上げている。色調は青

灰色を呈し、焼成は良好。
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65S0050 

。
円'9'.20 第65次調査溝出土遺物実測悶(1/3) 

65 SK 1'50出土土器 (Fig.19)

須恵器

10cm 

藍 1(11・12) かえりのある諜で、推定日筏は17..0・15.6cmをそれぞれ測る。 11の天井部外

商ιは回転ヘラ削り痕跡をとどめている。

杯 a(13) 推定口径14'.4cm、器高3.7cm、推定成佳9.1cmを測る。底部外国は回転ヘラ切り後、

問転ヘラ削りによって仕上げられる口遺構の切り合いから、上位の遺構である65SK005からの

混入の可能性がある。

甑(14) 底部のみ残存するもので、内外面をヘラ状の工具によって削っている。推定底筏

17.8cmを測る。色調は赤みのある樫茶灰色を聾している。

平瓦(15) 乱れた斜格子叩きによってつくられた瓦で、色調は明茶灰色を宜している。遺構

の切りl合いから、上位の遺構である65SK005iJ、らの混入の可能性がある。

溝出土遺物

6580050出土遺物 (Fig.20)

土師器

小皿 a( 1 ) 推定口径10.4cm、器高1.3cm、推定股怪8.5cmを浪Ijり、底部外閣の処理は磨耗のた

め不明確。

丸底杯 a.( 2 -~ 6 ) 推定口径15.6--16.7cmを測り、版部外国の処理は全て回転ヘラ切りの痕

跡をとどめる。

越州窯系青磁

椀(7・8) 7はI-2'イ鎖、 8はI叩 2・ア類。見込み部分および畳付け部分に目跡が残る。
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Fig .21 65 SE 040出土遺物実測図(1/3 ) 

石製品

石鍋転用品(9 ) 滑石製石鍋の転用加工品で l箇所穿孔している。外面は鍋として利用され

ていたことを示す煤が付着している。

井戸出土土器

65 SE040出土土器 (Fig:21、Pl.5 ) 

土師器

小皿a(l~ll) 口径9.2~ 10. Ocm、器高1.0-2. Ocm、底径7.0~8. Ocmをそれぞれ測る。口径

- 35-



平均は9.59cmを測る。 11のみ仰のものと異なり、法量がやや大きい口底部外国の処理は、全て

回転ヘラ切りである。

丸底杯a(12.......24) 口径14.6---18. Ocm、器商2.5~3. 5cmを測る。底部外国の処理はいずれも

回転ヘラ切り。

小椀 c(26) 高台のみの破片であるため、小皿cになる可能性もある。推定高台控6.0cmを測

り、色調は茶|白色を毘し、焼成はやや良京子。

脚付均二(27) 脚部のみの破片資料で、三角形の形状を持つ脚が貼付されている。色調は褐茶

服色を呈している。

山茶腕

椀(25) 口縁部のみの破片で、推定口径15.0cmを測る D 素地特徴が、暗灰白色を量 lし、微細

な黒色物質を少量含んでいる。腕成はやや良好で、口縁端部に緑灰色の紬がかかる。

緑紬胸器

小椀(28) 高台のみの破片資料口推定高台筏は5.0cmを測り、円盤状の高台形状をとる。高台

外国の処理は問較糸切りによって仕上げられており、高台外面を除く他の部分を全面施紬して

いる。粕鯛は決緑色の色調で、葉地特椴は明灰色を盟し微細な砂粒を若干混入するものの硬質

である。 視入の可能性あり。

白磁

椀(29) II叩 5類。推定口径16.0cmを測る。内閣および口縁部外面付近まで施軸し、粕調はや

や灰色をおびた半透明軸で、柔らかな光沢がある口紫地特徴は明灰白色で精選されている。

その他の遺構出土土器

股落ちあるいは大土摘出土土器

65SXOOl上踊出土土器 (Fig.22---24、Pl.4・5) 

土師器

小皿 a1 (1 '---65・67) 口経9.6~ 11. 2cm、器高O.9~2.1cm、鹿径6.3~9. Ocmを測，~、口径平均

値は10.35cmを測るが、分布状況は前述した口径の範閉内に平均的に分布している。底部外閣の

処理は、全て凹較ヘラ切り口 67のみ器高が高く、他の資料に比して法量が大きい。

小皿a2 (66) 推定口径10.4cm、器高0.9cm、底佳8.0cmを測り、口縁端部内閣に沈線が l条巡

る。底部外国の処理は、回較ヘラ切り。

丸底坪a(68-，--89) 口佳14.5~ 16. 8cm、器商3.6---4. 95cmを測り、口佳平均は15.52cmを測る。

企て回転ヘラ切りによって、底部切り離し処理が行われている。

小椀 c2 (90・91) 口径11.2・12.3cm、器商4.5・4.75cm、高台径5.4・6.5cmをそれぞれ測る。

色調は淡白茶色および淡栂茶色を呈する。

椀 c2 (92.) 推定口径14.8cmを測り、高台が欠損している。色調は内面決茶灰色、外面決賞
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10cm 

Fig .23 65SX001出土遺物実測図(2)(1/3)
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Fig .24 65 SXOOl出土遺物実測図(3)(1/3)

茶色を呈し、焼成は不良。

黒色土器A類

椀 c(95) 底部のみ残存する破片で器形の詳細については不明確。内面にミガキ cの痕跡を

わずかにとどめる。

黒色土器B類

皿a(93) 推定口径12.0cm、器高2.1cm、推定底径9.0cmを測り、底部外面は回転ヘラ切り。内

面および体部外面をミガキ cによって仕上げ、精選された胎土特徴を有する。内面に光沢あり。

椀 c2 (94) 推定口径15.2cm、器高6.1cm、推定高台径6.4cmを測る。内面から体部外面にか

けてミガキcによって仕上げられており、精選された胎土特徴を有する。高台は粘土紐を巻き付

けたような形状を示す。体部内外面に光沢がある。

白磁

皿(96) 刃一 3類。推定口径12.8cmを測り、精選された白色の素地特徴を有している。紬調

はわずかに褐色がかった白色紬で、透明かっ光沢がある。

椀(97) V類。推定高台径6.4cmを測り、精選された灰白色の素地特徴を有している。紬調

は、青色味がかった透明な白色紬で、貫入が入る。

須恵器

鉢(98・99) いづれも口縁部のみ残存する破片で、口縁端部がややつまみ出された形状をと

る。焼成は良好。
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瓦

丸瓦(100) 大宰府分類II-5類。「佐jの文字を記す。

鉄製品

釘(101) 現存長4.2cmを測り、断面長方形を盟している。

65 SXOOl下崩出土土器 (Fig.24、Pし4)

土師器

小皿a(102--104) 推定口径9.8-1O.8cm、器高1.0--1.45cm、推定底径7.4--8.8cmをそれぞ、れ

測る。企て回転ヘラ切りによって切りl離し処理を行う。

又ニニーム叫ロロク 1

1 グ

o 5 cm 

F，j，g .25 65 SX030出土

遺物実測図(1/3)

柱掘りl方状遺構出土遺物

65SX020出土遺物 (Fig.26、刊.5)

土師器

窪み状遭構出土遺物

同 65SX030出土潰物 (Fig.25)

土師器

小皿 a( 1 ) 推定日経9.4cm、器高0.9cm、推定底径7.

Ocmを測り、底部外面は回転ヘラ切り。

丸底杯 a( 2 ) 推定口径14.2cm、器商3.4cmを測り、

底部外面は回転ヘラ切り。色調は、決茶白色を盟する。

鉄製品(3・4) いづれも小破片であるため器穫の限

定はできなかった。

叢3( 1・2) 推定口径14.0 ・ 14.1cmを i~1j り、ミガキ a によって器面調整を行っている。色調

は両者とも淡茶灰色を呈している。

須恵器

壷 3( 3 ) 推定口径14.2cmを測り、天井部外聞は凹較ヘラ切り後ナヂによって仕上げている。

体部と口縁部の色調が重ね焼きのためか、わずかに異なっている。

皿 a(4・5) 口控15.0・18.2cm、器高2.1・2.4cm、底筏12.0・15.0cmを測り、両者とも底部

外国の処理は、間転ヘラ切り後ナデによって仕上げている。色調は灰白色・暗灰色を思してい

る。

大讃(6 ) 口縁部の破片資料で、外面に櫛状原体を上下日動かして描く波状文が残る口内閣

および外面に自然紬がかかる。

石器

石斧(7 ) 残存喪1l.6cmをはかり、刃部を欠損している。表団全体に敵村痕跡が残存してい

る。材質は変質はんれい岩。

- 40-



SX3L/ 

SX125 

逗芝会?三雰主賓::

~，.......:.::.ヶーーー土±烹士二でそ
t.. ..-'、.‘， .‘._句、4

.、字会;ジおぶyむM吋吋え
ピでで;宍γ".""，ぷ、可!らμJ……J治止-二.:~~~
い吋ミ主.<;.:-:~}:可ぺ込只りL勾ι江:え，S怜ぞミぬ亨弘弘.'，、 6 

開125~ 十三竺雪、 8

m平一寸__ -=--;;79 

; I ，. '.:::':/f，，'，，'i:，: ，7勺三1-:.':;";- で丸町"
_.~: -:..-:.・ごCC.'.....c/ t '-. ':， .:."-' ..'“;.~ ::"~. マ

ゼ~-.:...訟をふ主主一 | 匂j換謀議み{:..~~ザ/
浴室三時去三ぞシ l t、学許認仏，~!{.t{)
-ーで些台孟宗=7j~-' - I 、.....~.:ふぜ.~;'Y:い
\::~~~注;t~:r、! -， "{竺;/N

"件、'.~'-';:， 
.~ι-=~ ‘，.，-t 
害~- 0 ~ 

Fig .26 第65次調査掘り方状遺構出土遺物実測図(1/3 ) 

. . . 

10 

10cm 

65SX125出土土器 (Fig.26)

須恵器

蓋 1(8 ) 推定口径は12.6cmを測り、天井部外面は回転ヘラ削りによって仕上げている。色

調は明青灰色を呈している。

翠(11) 頚部から体部にかけての破片資料。叩き締めによって器面調整がなされているが、

体部中位から頚部にかけて回転ナデによって再調整がなされている。色調は灰白色を呈してい

る。

土師器

皿(9 ) 推定口径14.0cmを測り、内外面回転ナデによって仕上げている。色調は茶灰色を呈

する。
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65SX127出土土器 (Fig.26、Pl.6 ) 

土師器

椀(10) 推定日佳18.6cmを測り、口縁部内閣に l条の沈線を巡らす。外聞はミガキによって

仕上げられており、内聞に暗文が描かれている。色調は糧茶版色で、禁母片を少量合む胎ニt特

徴を有している。

聾埋納遺構

65SX135出土土器 (Fig.27、Pl.6 ) 

_.../， 

I_~.~ 
--

じん，-_/'¥
川 /

/ てノ一一寸-

円9.27 第65次調査嘉穂納瀧構出土遺物実測図(1/3) 

一位 一

土師器

b ( 1・2) I口径24.

8・27.9cm、器商19.5・21.

2cmを測|りl 、両者とも底

部を若手孔 lしている口体部

内閣は両者ともヘラ削り

によって調整しており、

体部外聞は、格子叩きの

痕跡をとどめているの色

調は茶白色を呈してい

る。

ピットなど出土土器

65SX007出土土器

{Fig.28) 

土師器

坪 c( 1 } 推定口径14.

4cm、器高4.km、推定高

台径9噂 Ocmを測り、底部

外面の処理は回転ヘラ切

り後未調整。内外国とも

に器表閣が磨耗している

ため調整痕跡の詳細につ

いて不明確。

65SX093出土土器

(Fig.28) 

土師器
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っている。

丸底杯 a( 2 ) 推定口径15.0cm、器高3.6cmを測り、回転ヘラ切りによって切り離し処理を行

杯(3 ) 口縁端部を面取りするもので、一見玉縁状の形状を示す。色調は明茶灰色を呈して

いるが、焼成は不良。

65SX108出土鉄製品 (Fig.28)

鉄製品

万子(6 ) 現存長4.5cmを測るが、大半を欠損しているため、器形の詳細に関しては不明確。

65SX121出土土器 (Fig.28)

土師器

丸底杯a( 4 ) 推定口径14.6cmを測り、内面にミガキ b痕跡をとどめる。色調は茶白色を呈し

ている。

65 SX 134出土鉄製品 (Fig.28)

鉄製品

釘(7 ) 残存長6.0cmを測り、断面形状は正方形を呈している。

65SX137出土土器 (Fig.28)

土師器

杯d(5) 推定口径15.4cm、器高3.8cm、推定底径8.1cmを測り、体部下端外面より底部外面

にかけて回転ヘラ削りによって調整している。また内面および体部下端外面までをミガキ aに

よって仕上げている。色調は、赤茶灰色を呈する。

65 SX 141出土石器 (Fig.28)

石器

石鍛(8) 残存長2.25cmを測り、材質は黒曜石。

各土層出土遺物

表土出土遺物 (Fig.29~31 、 P l. 6 ) 
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土師器

小皿 a(1~10) 口径9.O~ 10. 2cm、器高1.2~ 1. 7cm、底径6.0~8.1cmを測り、全て底部回転

ヘラ切り。 10は他の資料と異なり、やや器高が高い。

杯 d(11・12) 推定口径14.8・14.0cm、器高3.05・3.15cm、推定底径7.1・7.8cmを測り、両者

とも体部外面下位より底部外面にかけて回転ヘラ削りによって再処理を行っている。 12は器面

磨耗が著しく調整痕跡の詳細は不明確であるが、 11は内面および体部外面をミガキ aによって仕

上げている。

丸底杯 a(13~18) 口径14.2~ 18. 4cm、器高3.0~4. 2cmをそれぞれ測り、全て底部回転ヘラ切

り。

椀 c2 (20~22) 推定口径11.4~ 14. 4cm、器高3.7~5.1cm、推定高台径5. 6~8. 2cmを測る。 20

は丸底杯に高台を貼付した形状を示し、他の二者は丸椀に高台を貼付している。

須恵器

蓋 3(23) 推定口径13.8cm、器高1.9cmを測り、天井部外面は回転ヘラ切りの後粗いナデによ

って再調整している。天井部内面は極めて滑らかになっており、硯に転用されていたと考えら

れる。

均二 a(24) 推定口径14.5cm、器高4.05cm、推定底径10.2cmを測り、底部は回転ヘラ切り未調

整。

杯 c(25) 推定口径14.8cm、器高3.7cm、推定高台径10.4cmを測り、底部は回転ヘラ切り後粗

いナデによって再調整している。

壷 (26・27) 26は「く」の字状に屈曲する頚部形態を有し、内外面ともに回転ナデの後体部外

面上半部分をミガキ aによって仕上げている。法量は、推定口径19.6cmを測る。色調は淡糧灰

色を呈している。 27は、体部上半から頚部にかけて残存する破片で、内外面ともに回転ナデによ

って仕上げている。色調は淡灰褐色を呈している。

灰紬陶器

小椀(19) 推定口径7.8cm、器高3.3cm、推定高台径4.3cmを測り、色調は内面淡褐灰色、外面

淡黄灰色を呈している。口縁部のみ施紬している。紬調については、内面に煤状のものが付着

しているため不明確である。

皿(29) 高台部分のみ残存しており、推定高台径8.6cmを測る。素地は精選された淡茶灰色の

特徴を示し、内面に明緑灰色の硝子質の光沢ある紬がかけられている。

越州窯系青磁

椀 (30~36) 30は、 1-la類。 31は、 1-la類032は、 1-lb類。 33は、 1-2類。 34は、 11-lb類。

35は、 11-3類。 36は、 E類。

査(37) 査I類。素地特徴は、明白色で精選されており、黒斑および空隙が若干ある。紬調
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は体部外面下位まで褐紬がかかり、内面は褐斑が多く浮き出る黄緑紬を施紬している。推定底

径は9.6cmを測る。

白磁

II -1a類。II -la類。 41が、E類。 40が、分類は38が、 vxw類。 39が、皿 (38~40)

II-1類。 45・47が、 II-5分類は、 42・43・46が、 W類。 49が、町一 1a類。 44が、椀 (42~49)

類。 48が、 V類。

須恵器

推定口径28.0・27.0cmを測り、色調はそれぞれ明灰色・灰色を呈している。鉢(50・51)

土師器

推定口径25.0cmを測り、内外面ともに回転ナデによって調整している。体部外面下鉢(52)

位に指頭圧痕跡が残る。また体部外面には、煤状炭化物が付着し、内面は口縁部~底部にかけ

て調整痕跡が磨耗しており、使用に伴う磨耗痕跡である可能性がある。色調は淡黄灰色を呈し

ている。

土製品 (Pl.6 ) 

いづれも瓦の再加工品で、台形の形状をとり l箇所穿孔している。それぞれの権(53・54)

重さは、 53が69.1g、54が45.1gを測る。

土師器の底部を再加工したもので、 4.1cm x 3. 9cmの大略円形を形づくる。
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F，i，g.32 第65次調査各層出土遺物実測図(1/3)

8 

砥石(56-59) それぞれの材質は、 56は細粒砂岩。 57は槻岩。 58は粘根岩。 59は花岡岩。

l剥片(60) 材質は黒曜省。残梓長1.9cmX 1. 6cmX O. 4cmを測る口

鉄製品l

釘(61--65) いず、れも欠損した資料であるが、断面形状は正方形を呈している口

刀子(66) 欠摘しており全体にわたる詳細な特徴は不明である。残存長4.9cmを測る。

淡褐色土出土土器 (Fig.32)

須恵器

蓋 3(1) 推定口佳15.6cmを測り、色調は灰色を呈する。

杯(2 ) 推定口径13.0crnを i~1j，り、色調は灰色を呈する。

土師器

杯a( 3 ) 服部のみの破片で、推定底佳7.0cmを測る。底部外聞は回転ヘラ切り未調整。

波褐肢魯土出土土器 (Fig.32.)

須恵器

杯c( 4 ) 推定荷台桂10.0cmを測り、色調は内閣版色、外国茶肌色を患する。

褐灰色土出土土器 (Fig.32)

須恵器

小農3(5) 推定日経11.6cmを測り、天井部外聞は聞紙ヘラ切り後来調整D 色調は青灰色を

皐する。

葦 3{6--8) いずれも口縁部のみの破片資料。推定口径15.}-17. 4cmを測る。

郎 c(9・10) 推定高台径8.9 ・ 9.4cmを 7~1jり、色調は灰色を呈している。
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大杯c(11) 推定口径17:9cm、器高5.5cm、推定高台径11.6cmを測る。色調は暗灰色を呈して

おり、外面の方がやや白色味をおびている。焼成はやや良好。

土師器

杯 d(12) 推定口径15.0cmを測り、内外面にミガキaの痕跡をわずかにとどめる。色調は糧茶

灰色を呈する。

5 )小結

各遺構の年代を出土遺物から検討できるものについて以下に列記する。

掘立柱建物

65 SB065・100は、 8世紀後半の範囲内で捉えられ、65SB070は8世紀第E四半期頃と考えられ

る。振れの点から見ても前二者は近似している。

土墳

65SK005・085・095・110は出土遺物から 8世紀後半のものとみられ、 65SK010最上層の遺物

については、大宰府編年XII期の範囲内で捉えられる。 65SK150は混入品と判断される一部の資料

を除くと 7世紀後半のものである。

溝

65SD050出土遺物は、大宰府編年のXII期のものであり、 11世紀後半頃のものと考えられる。

井戸

65 SE040出土遺物は、大宰府編年のXII期のものであり、 11世紀後半頃のものと考えられる。

柱掘り方状遺構

年代を押さえられるものは少ないが列記すると、 65SX020は8世紀後半、 65SX125は7世紀後

半~8 世紀代のもの、 65SX127は特殊な遺物ながら 7 世紀後半の範囲で捉えられる資料である。

ただし、これらの遺物の年代が直接この遺構の年代の決め手になるかは、遺物の出土量の点か

ら不安な要素を含んでいる。

聾埋置遺構

65SX135とした合口スタイルで斐を埋納した遺構は、土師器斐の年代から大宰府編年の四~

X期に相当するものである。この時期の顕著な遺構は今次の調査区内からは確認できていない

が、ここではこの範囲に収まる遺構として捉えておきたい。

その他の遺構

段落ちあるいは大土壌とした65SX001は上層で安定した資料群を提示しているが、下層の資

料も時期的な差異は認められない。いずれも大宰府編年のXII期に該当するものである。また、

窪み状遺構とした65SX030もXII期に考えることができる。

ピットでは65SX007・137が8世紀後半、 65SX093・121が盟期前後の資料を出土した。他のも
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のは小片しか出土しておらず年代の決定は難しい。

今回は調査面積も狭く、検出した主要な遺構の多くは調査区外に延びており、全体を把握す

るに至らなかった遺構や遺物群が多い。しかしながら、楽良時代後半と平安時代後期に遺構造

営の主体があることは確認できた。また奈良時代に属すると考えられる摺立柱建物を部分的な

がらも確認したことは重要な所見と替える。さらに部分的に残存していた 8世紀後半墳と見られ

る整地層(淡褐色土圏、褐色土層、褐灰色土層)の存在は、類似の整地が周辺のエリアで確認

されることと併せて、その年代の問題や広がりについて十分な検討を必繋とするものである D

それは、大宰府都市のある部分が、崇良時代後半から平安時代前半の聞に大親模な整地によっ

て様相を一変させている可能性が考えられるからである。

今次の調査成果は、問題点の抽出を行ったにすぎず、今後に残された課題や周辺の調査に期

待する部分がかなり多いものの、拙いながらもこの時期の大宰府都市の様相を解明する手掛か

りは得られたものと考えている。
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3 第81次調査

1 )はじめに

調査地は太宰府市大字通古賀1088-3・1089-1に所在し、対象面積は1000ばである。昭和63年

9月21日に住宅建築に伴う埋蔵文化財の取り扱いについて宗教法人正行寺から住友林業(槻を通

して照会があった。対象地は鏡山猛氏推定条坊案右郭12条 2坊の北端に位置しており、北側に

条坊の区画が検出されることが予測されたため、発掘調査を行う協議にはいった。その結果、太

宰府市教育委員会が受託事業として発掘調査をおこなうこととなった。調査期間は平成元年 5

月25日から 8月10日までおこなった。調査面積は580m2で、ある。緒方俊輔・城戸康利が調査を担

当した。

2 )層位

遺構面の上層には茶褐色の包含層が存在する。 12世紀までの遺物を含んでいる。その上は暗

茶色土で表土に続く。遺物は古代から近世までのものを含む。地表面から遺構面までは約0.5m

である。遺構面は 2面あり、上層遺構面が11世紀後半まで、下層遺構面が8世紀代の遺構群と

考えられる。上層遺構面は起伏があり上層遺構面と下層遺構面の問の層(明灰色土)は部分的

にしか存在しない。明灰色土は本来全面に存在していて削平されたのか、はじめから部分的に

堆積していたのかは不明である。このため上層遺構では 8世紀代のものも検出された。

1.表土

2.暗茶色土
3.茶褐色土

3 )検出遺構

土墳 (Fig.34・35)

81 SK025 

4.明灰色土
5.地山

Fig .33 第81次調査区土層模式図

調査区の北西に位置し、調査区外にのびる長円形の土墳である。長辺3.5m以上、短辺2.5m、

深さ0.8mを測る。埋土は暗茶褐色土の単一層である。遺物を多く出土した。却期の遺物を含む。
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81 SK061 

81 SK02'5に切られている略円形の土墳である。佳約1.9mと考えられる。 深さは約0.8mを測

る。埋土は上層から灰褐色土、賀補色土、暗褐色二仁の順で、それぞれの曙聞に薄い炭化物の庸

がある。遺物は版褐色土はW期、暗褐色土はV期を中心とする口

81 SK064 

略楕円形をした波い土器i留まりである。長;辺3.6m、短辺108m、深さ0.2m程で、ある。埋土は炭

化物を多く含む黒灰色土である。却期の遺物を含む。

81 SK070 

調査区南商で検出 lした略円形の土墳で 2段になっている。長軸2.2m、短軸107m、深さは一段

目が0.15m、二段目がO.35m程を測る。埋土は暗灰色士で炭化物を多く含む。遺物は土師器杯aが

重なった状態で出土している。 VI期の一括遺物と考えられる。

81 SK120 

楠円形の浅い土器溜まりである。長軸2.1m、鰹軸108m、探さO.4mを測る。視土は上層が県成

色土で炭化物が多く、下膳は暗茶灰色土である。盟朋の遺物を中心とする。

81 SK130 

調査区北側端で検出した楕円形のこt墳である。長軸3.0m、短軸2.0m、深苔O.6mを測る。炭化

物を少し合む明灰色土とともに須恵器を中心に遺物を多量に出土した。遺物は皿 .IV期のもの

を中心とする。一括廃棄の土墳か。

8~ SK135 

81 SK130の東に並ぶように位置する。 81SK 130に似た形状の土横である。長軸2.6m、姫軸

l.4m、深さ0.8m程を測る。樫土は明版色土である。 v.vr期の遺物を多く出土した。 81SK130 

に比べ土師器が多くなっている。一括鹿棄のこt膿か。

81 SK170 

81 SK130・81SK135の南に位置する楕円形でニ段掘りのこt繍である。長軸2.7m、短軸2.1m、探

さは一段目lが0.6m、ニ段闘が1.2m程をisIJる。塩土は一段目lまでが上から茶灰色土、黒灰色土、

ニ段闘が暗版色土である。東側では一部に地山の崩落が認められる。遺物は羽期のものを中心

とする。

8~ SK315 

円形の土墳である。底は平坦で井戸の掘り方を思わせる。畏軸2.3m、鰹軸2.1m、深さ1.4mを

測る。埋土は上から暗茶色土、黄色細粒砂、黒灰色土の111貨である。暗茶色士、黒肌色土は同じ

くらいの厚さで堆積し、黄色細粒砂はその聞に薄く堆積する口遺物はXI.xn期のものを中心と

する口

井戸 (Fig..36・37)
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81 SK061 

ヘ

81 SK120 

29.00m 

29.20m 

o 

81 SK130 

81 SK170 

Fig .34 第81次調査土墳実測図(1)( 1/60) 
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0 
匝画面

81 SE001 

楕円形の掘り方をもっ井戸である。掘り方は段を

3段持ち、楕円形から円形に近くなる。長軸3.5m、

短軸2.4m、深さ一段固までが0.55m、二段目が2.0m、

底までが2.45mを測る。二段目の径は1.0m、底は0.8m、であは土は上カら暗茶灰色土暗灰色土で こ

れを除去した段階で井戸枠の痕跡を確認したo ほほ

29.40m一段目に等しい。井戸枠内は暗灰色粘質土である。

掘り方は灰茶色粘質土と灰色砂の大きな互層である。

木質は全く残存していない。枠の痕跡から桶の枠だ、っ

たと推定される。現在では全く湧水せず、水位が下

がっていることがわかる。底の標高は27.8mである。

xn期に埋没したと考えられる。

81 SE060 
Fig .35 第81次調査土墳実測図(2)( 1/60) 

掘り方がほぼ円形を呈する。井戸枠は残っていな

いが羽期の遺物を出土することから方形と考えられる。掘り方は二段になっており、上段が深

さO.4m、底までが深さ2.0mである。掘り方の径は上面で2.7m、底で0.7mである。埋土は一段

固までが暗灰色土、以下が茶灰色土であるが、暗灰色土と茶灰色土のあいだに窪みに溜まるよ

うな状態で黒灰色土がある。枠の痕跡は確認できなかった。上面をxn期の遺構で切られている。

湧水はない。底の標高は27.8mである。

81 SE066 

掘り方は略円形を呈する。二段掘りになっている。径は上面が1.4m、一段目が0.9m、底が

0.6mである。深さは一段固までが1.05m、底までが2.1mを測る。埋土は上面から黒褐色土、黒褐

色粘質土、黒灰色土、底の曲げ物跡に黒灰色粘質土という順である。井戸枠の痕跡は不明だが、

底の部分にある曲げ物跡から井戸とした。上面をxn期の遺構で切られている。沼期埋没か。湧水

はない。底の標高は27.0mである。

81 SE 105 

円形の掘り方をもっ。径は1.4mで、底のほぼ中央に径0.3mの曲げ物を設置する。深さは1.

Omで曲げ物の深さは0.3mである。埋土は上層から下層へ、暗灰色土から灰色土へ漸移する。井

戸枠は不明。底の曲げ物は腐って少しだけ遺存する。遺物はxn期のものを中心に出土したo 湧

水はない。底の標高は28.2mである。

81 SE 140 

調査区の北東隅に位置する。遺構番号を S-125と重複して付けていたため、 S-140に統合してい
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81 SE066 
81 SE001 

『哩き空

29.00m 

30.00m 

81 SE 105 

29.60m 
29.40m 

。

Fig .36 第81次調査井戸実測図(1)( 1/60) 
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81 SE 140 

29.ト
召-

‘
 

‘‘
 

円9.37 第81次調査井戸実測悶(2)( 1 /60) 

81 SE 160 

。 2m 

る。調査区外に続き危険なため、完掘してい

ないD 掘り方、井戸仲ともに円形と考えられ

る口捕りガが惜1.0m臥上、井岡枠均すO.4m以上

である。埋土は最上層が茶黒色土で、その下

の掘り方は黒色粘質土、枠内は黒色土である。

遺物はxn期までの物を含む。

81 SE 160 

調査区の北西に位置する。円形の掘り方に
29.20m 

なると考えられる。筏は推定で2.8m粧になる。

閥査院外にかかるため把捌していない。現状

でこ段になっている。段までの深さは0.85m

である。埋土は上面から黒灰色土、黒灰色粘

質土の順であり、黒灰色粘質土の下で円形の

井戸枠の痕跡がぼんやりと見えていた D 遺物

はxn期までの物を含む。

811 SE240 

品。|略雌1i略的l平岡形をもち、ごこ段棚 lりにな引でいる口

2.9m、短辺2.1m、一段目が長辺1.8m日銀辺1.4m、深さが一段目まで0.2m、底まで2.0mを測る。

底には曲げ物を据えた跡が窪み状に残り、径0.5m、深さ0.05mを測る。埋土は最上層に黒茶色

土があり、これを除去すると円形の井戸枠跡があらわれる。径は0.8m程である。井戸枠内埋土は
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上から暗茶色砂、茶黒色土、暗灰色粘質土、明灰色粘質土と黄色土の混合層の順である。その

下に曲げ物跡があり灰白色砂質土が詰まる。掘り方は二層に分かれ、上層は黒色粘質土に黄色

土ブロックが混じる。下層は灰茶色の粗い砂である。湧水はない。底の標高は27.3mを測る。

却期までの遺物を含む。

溝

81 80030 

調査区西側で、幅0.6mで長さ約 5m分を検出した。深さは約0.15mである。埋土は暗褐色土の単

一層である。振れは N-26
0
34' -W前後である。 XII期までの遺物を含む。

81 80100 

調査区中央をほぼ東西にのびる溝である。 81SK130・135を切っている。約12m分検出した。

幅0.85mで深さは0.2mである。振れはN-79
0
30二W前後である。羽期までの遺物を中心とする。

8180110 

81 SD100の南で方向を少し違えてのびる溝である。約12m分を検出した081SK170を切って

いる。幅約0.9m、深さ約0.2mを測る。振れは N_88
0 
45' -E前後である。 XII期までの遺物を含

む。羽期の遺物は81SK170のものか。

81 80165 

調査区の東側に位置する南北方向の溝である。少し湾曲している。約4.5m分を検出した。

81 SD100を切り、81SD110に切られている。幅は約0.6m、深さ約O.4mである。埋土は淡褐色土

を呈する。 x期までの遺物を含む。

8180245 

調査区南端で約5.5m分検出した。幅約0.8m、深さ約0.5mを測る。埋土は上から暗茶色土、暗

茶色土に黄色の地山ブロックを含むもの、炭化物を含んだ黒灰色土、暗黒灰色砂の順に堆積す

る。下の二層は溝の自然堆積で、上二層は人為的埋土と考えられる。振れはN-88
0
45' -W前後

である。 X期までの遺物を含んでいる。

81 80275 

調査区南側で約2.5m分を検出したo 溝としては短いがここで報告する。幅約0.5m、深さ約

0.2mを測る。埋土は黄灰色土で地山に類似している。遺物は 9世紀代のものを少量出土した。

81 SK315に切られている。

81 80285 

81 SD275に直交するように約7.5m分検出した。 81SD275に切られる。幅約O.4m、深さ約0.3m

を測る。埋土は黄灰色土で地山に類似している。遺物はごく少量で、須恵器の蓋と土師器片が出

土している。切りあいから 8~9 世紀代のものと思われる。振れはN_88
0 

05'-W前後である。

その他の遺構 (Fig.38・39)
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81' SX017 

81SE001の東に位置する浅い楠円形を呈する遺構である。長軸2.8m、短軸1.5m、深さO.05m程

である。 xn~四期の遺物を合む。埋土には炭化物が多く含まれる口

81' SX023 

81 SE001を切っている円形の遺構である。 佳品:~1.0m を測る。 81 SE001の井戸枠にほぼ震なる

ことから、井戸枠の窪みに堆積したものと考えられる。珊期までの遺物を含む口

81' SX042 

関査区北西隅で検出した略円形の遺構である。 控は約1.0m、深さ約O.3mを測る。 xn期までの

遺物を含む。

81' SX047 

81 SE001を切っている略方形の遺構である。一辺約1.9m、深さO.4m桂で、ある。 xn期までの遺

物を合む。

81 SX053 

不整形の遺構である。長辺4.5m、短片2.6m、深さO.2m程で、ある口 j留まりか。却期lまでの遺物

を合む白

81 SX059 

81 SX053のー四隣に位置し、 81SX053に切られている楕円形の遺構である。畏軸3.2m、

短軸2.1m、深さO.4m程である。埋土lは黒灰色粘質土である。盟期lまでの遺物を合む。

81 SX069 

略方形をした遺構である o 一辺約1.2mで、ある。坦土は灰褐色土である。却期までの遺物を合l

む。

81 SX081 

略円形の波lいi，'留まりである。筏約2.0m、深さ約O.25mを測る白 X期くらいまでの遺物を合む。

81 SX091 

長軸O.8m、短軸O.6mのピットである。羽期の遺物を含む。

81SX102 

81 SX053の東に位置する不整形の瀧構である。一辺約2.1mo xn期までの遺物を含む。

81 SX 103 

81SX102の東に位置する口変形した瓢箪形をしている。長軸3.5m、短軸2.0m程で、ある。堀土

はH音茶灰色土をしている。 xn期までの遺物を含む。

81 SX104 

いびつな円形をしている口佳約2.5m、深さ1.9mを測る。ニ段掛りになっている日理土は補色

の粗砂であり、人為的に埋めたと考えられる。近世以降のものと考えられる。
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81 SX104 

ー哩竺
29.60m 

81 SX059 

一欄ふ り m

81 SX081 

。 2m 

29.00m 

Fig .38 第81次調査その他の遺構実測図(1)( 1/60) 
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81 SXl17 

81 SD100の南に位置する楕円形の遺構である。長軸約1.4m、短軸約l.Omを測る。 v-羽期の

遺物を含む。形態は81SK130・135に類似している。

81 SX129 

調査区北東側に位置するピットである。

81SX150 

調査区東端で検出した遺構である。閥査区外にのぴるため形状は不明であるが、おおよそ畏

円形を呈すると思われる。四期までの遺物を出土した。

81 SX175 

81 SK170の南に位置する楠円形の遺構である。長軸1.5m、短軸l.Om雅である。 xn期までの遺

物を含む。

81SX180 

略長方形の遺構である。 民辺2.8m、短辺1.4m、深さO.3m粧をjllJる。埴土は上層lから

阪禍色土、明j究也土の}II買である。遺構の先後関係は81SDllOに切られ、81SD165・81SK170を切

っている口遺構の時期はx--xn期である。

別 SX200'

略慌方形の遺構である。長辺2.5m、臨辺L3m、深さO.2rn程をillJ!る。 i菟いj留まりと考えられる口

膿土は暗灰色土である。Jm期lまでの遺物を出土した。

81 SX204 

慌l.Om租のl略円形をした遺構で、ある。捕さO.4.mを測る。理土は黒灰e土である。組問までの

瀦物を出土した。

811 SX220 

調査区南1BIJ，~こ位概する大きな j留まり状の瀧構である。不整形をしており、長軸約4.0m、短軸

約2.0m、探さO.2-0.4m程である。樫jこは黒色土である。 81SX225を切っている。 xn期までの

漬物を出ニ仁した。

81 SX.212 

不整形のi留まり状の遺構である D 長軸約l.Om、短軸約O.8m、深さO.1m程を測る。埋土は暗灰

色土で地山に似ている o 8世紀代の遺物が出土した。

81 SX217 

調査区東端で検出した。多くは調査区外にのびる。現状で、長軸約1.5m、短軸約O.8m、深さ約

O.3mである。埋土は暗茶色土である。却期までの遺物を出土したD

81 SX225 

81 SX220に切られる南北に長い不整形の遺構である。長軸約5.5m以上、鰹軸約2.0m以上、深
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Fig .39 第8次調査その他の遺構実測図(2)( 1/60) 

さ約0.4 ~0.5mである。埋土は81SX220に類似した黒色土に、地山の黄色土ブロックを含んだも

のである。南端は81SD245を切っている。 xn期までの遺物を出土した。

81 SX230 

浅い不整形の溜まり状遺構である。長軸約2.0m、短軸約1.0m、深さ約O.lmを測る。下層に大

小のピットがあることから包含層(茶褐色土)の残存部分とも考えられる。却期までの遺物を

含む。

81 SX235 

径1.2m程の略円形をした遺構である。深さは約O.lmである。 81SD285を切っている。 9世紀

代の遺構と考えられる。

81 SX243 

調査区南端で検出した楕円形の遺構である。長軸約2.0m、短軸約1.1m、深さ約0.2mを測る o

k期までの遺物を含む。

81 SX244 

81 SX243の床面で確認した楕円形の遺構である。長軸約1.4m、短軸約1.0m、深さ約0.3mを測

る。埋土は上層が黒灰色土、下層が赤茶色粘質土である。遺物は四期までのものを含む。

81 SX263 

調査区南端で検出した径約1.0mの円形と思われる遺構である。 81SD245に切られている。 深

さは約0.5mを測る。 9世紀代の遺構と考えられる。

4 )出土遺物

81 SK025出土遺物 (Fig.40)

須恵器

-61-



て-L イ
\~:::::- .，イて二.~イ

て二~¥ー「トーィ

ミ二主ヨコイ 〈ご~巧 ¥ごL
又 二Lーゼグ

て...

。 5cm ¥ 
色)21 。

Fig .40 

鉢(17) 口径18.4cm。丸く肥厚した口縁をもっ。篠黛系と考えられる。

土師器

小皿a( 1 ..._ 10) ヘラ切り。 1~9 は口佳9. 5~ 10. 4cmo 10はやや大きく日律11.4cm口

丸底杯 a( 1l ~15) ヘラ切り。口径15.0 ~ 17. Ocmo 15の内閣には炭化物が付着している。
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ヘラ切り。口径15.7cm。丸底杯c(16) 

白磁

て
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皿(18)

口径12.0cm、

ア一一一寸-

Frr=1 
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器高4.0cm。

外面に5ヶ所

の縦ヘラがは

いり、口縁は

外反する。底

部は平底にな

ると思われ
10cm 。

る。盟-3類か。

越州窯系青

椀(19・20)

19は1-la類o

磁

1・8
口径:14.2cm、

器 高5.0cm。

目土は 5ヶ所

に残ると考え

畳付端部のみ

をかきとる。

全面施紬後、

られる。 20は

II-1b類。見

込みに白色の

目土が残る。

石鍋を

滑石製品

焼成不良。

石製品

(21 ) 

11 

81 SK061出土遺物実測図(1/3 ) 
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Fig .41 

転用したもの

で擦り切って



菱形に整形し、一部に映りを入れている。また凹面には途中まで穿孔がある'0 長さ12.9cm、幅

4.8cm、厚さ1.5cm。用途は不明日

砥眉(22) 砂岩製。 2閣に使用困がある。他は欠損し不明。平滑閣には細い沈線がある。現

存長8.4cm、幅6.7cmo

81 SK061，出土潰物 (Fig.41)

損思器

葦c3( 1 ) 口径16.5cm。天井部に四転ヘラ削りを施す。つまみは欠損する。

杯c(3・4) 3は日経13.0cm、器高4.2cm、高台径7.6cm。底部と体部の墳はまるい。 4は断

面台形の高台がつく。高台径lO.4cmを測る。

杯 d(2) 底部の破片である。外国はヘラ削りを施す。底部桂6.8cmo

.DIl a (.5 ) 口径14.2cm。外底部はヘラ切り後ナデを施す。

硯(6 ) 円蘭視の小破片である。口径14.8cmo脚の透かしは方形のものが一つ残っている。

I-C-b類。

土師器

杯d( 7) 口径11.0cmo外底部と体部下半は回転ヘラ削り、内面にはミガキ aを施す。

て二二3ι長三ラP2

¥ームー斗ζPでグ
3

、て一百二L~

て二二汽

文二主3~
L 斗 三5イ

てご-ードョラグ

又て斗戸イ。

て一~グ

。
Flg .42 81 SK064'出土遺物実測図(1/3)
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鉢(11) 庶部径14.7cm。外面

にはノ、ヶ目が桟る。

饗(8~ 10) 口径25.2~29.

2cmを測る。 8・10は内閣に口縁

部と体部の境に稜線をもっ。

2.4・10は賞褐色土出土で、

他は暗褐色土出土である。

81 SK064出土遺物

(Fig.42、Pl.12)

土師器

小皿 a(l--11) ヘラ切り。

口径9.0-10. Ocm。器商LO--

1.6cmo 

丸底杯 a(l2 17) 口佳14.0

-15.8cmo 

白磁

椀(18・19) 18は日」類。口

径16.8cmo軸は灰色l昧をおびた

白色で不透明。 19は町一1a類。口

径15.1cm、器高6.3cm、高台径6.

3cm。粕は厚い。内聞と外面体

部下半まで施紬し、一部は高台

までかかる口

81 SK070出土遺物

( Fig.43~45 、 P l. 12 ・ 13)

須恵器

10cm 華 a4 (34) 口控14.7cmo天
-l 

井部はヘラ切り後、板状工具に

よるナヂを施す。Fig.44 81 SK070出土遺物実測悶(2)(1 /3) 

土師器

杯 a( 1 ~26) ヘラ切り。口径12.0--14.0cm、器高2.9-3.9cmを測る。体部1，立直線的に立ち

ょがる。体部と底部の境は明瞭である。

杯d(27) 口筏14.3cm、器高3.9cmを測る。外底部と体部下半は回転ヘラ削り、他はミガキ a

を施すと考えられる。
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4cm。直線的な高台が体

椀 c(28) 

部と底部の境につく。

外底部と体部下半は回

転ヘラ削りを施す。

口径19.大椀 c(29) 

Ocm、器高8.0cm、高台径

10.2cm。底部はヘラ切

り後、板状圧痕がつく。

また i+J字状のヘラ

記号がある。体部と内

口径

器壁は厚い。底部はヘ

ラ切り、他はナデを施

ラ切り、未調整。体部

35は口

径24.2cm、器高6.9cm、

底部径14.8cmを測る。

口縁端部が外反する。

14. 4~ 16.0cm。底部はヘ

面は幅が広く、雑なミ

はナデで外反する。

ガキ aが施される。

皿 a(30~33)

鉢 (35・36) 

す。 36は口径21.Ocm。

底部を意図的に円形に
，
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10cm 抜いている。体部上半

81 SK070出土遺物実測図(3)(1/3)Fig .45 
に2ヶ所耳がついてい

た痕跡がある。体部外

面耳から下は回転ヘラ削りを、他は横ナデを施す。

38は体部に耳がつき、浅い形態を示す。口縁端部はゆがみがあり、なみうってい護(37~40) 

る。体部との境にはゆるい稜を形成する。外面には煤が付着している。口径26.Ocmo 37・39・40

は体部と口縁部の境に稜がある。 40は口縁が長く外反する。口径は37が17.6cm、39が28.0cm、40

- 67-
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これらの遺物は出土状態からも一括遺物と考えられ、時期はW期である口

81 SK 120出土遺物 (Fig.46・47、PlJ.3)

土師器

小皿a(1--16) すべてヘラ切り。口径8.8~l1.4cm、器高1.O~ 1. 5cmを測る。 6の外底部は

革などで編んだ鑑の庄痕がある。すべて黒灰色土出土である。

丸庶杯a(17 ~39) 口径13.4~17.2cmo 口縁端部は丸くなっている。 34のミガキ b は粗い。 17

は小型の中丸底杯a にはいるか。 17~19・26・28・32・35・36・38は暗茶灰色土出土。{也は黒灰

色土出土である。

費(40) 口径38.4cmの繭平な護である。外面下半は粗い斜格子叩き痕を桟し、上半は縦方向

のハケ自をおもに横方向のナヂで消している。内閣の当て具痕は丸いくぼみ状になっている。

はヘラ状工具によるナデが施苔れている， 0 また外面下半には煤の付着が顕著であり、底部

は赤変していることから、煮沸具に使われたことがわかる。黒灰色土出土。

椀 c(41 ~43) 口径15.6 ~ 16. 8cmoいずれも B類。 41は体部下半から底部に回転ヘラ削りが

施される。内聞と体部上半はミガキc0 黒灰色土出土。 42・43は内外とも粗いミガキc0 暗茶灰

色土出土。

印磁

椀 (44~47) 45・46はW類。黒版色土出土。 44はIV-1 a類。黒灰色土出土。 47は暗茶灰色土

出土でV-1a類。

81 SK 130出土遺物 (Fig.48~51 、 P l. 14)

小蓋c3 ( 1 ) 口径10.6cmo天井部はヘラ切りのまま、つまみをつける。

中華c2 ( 3 ) 口佳14.6cm、器高2.8cm。天井部は回転ヘラ削りを施す。扇平なつまみは中心

からず、れてつく。

中議 c3 (2・6) 2は口径14.2cm、器高1.8cm。ひずみが大きい。 6は口径16.5cm、器高

1.8cmo天井部は四転ヘラ削りを施す。騎平なつまみがつく。

3 (4・5・7・8) 口径15.2~20.0cm。天井部は 5 がヘラ切り、他は回転ヘラ削りを

施す口

小体 a( 9 ) 日佳10.6cm、器高4.0cm。底部は阻較ヘラ削りを施す。

小坪c(l6) 口径10.4cm、

りを施す。

kmo少し張り出す四角形の高台をもっ。底部は回転ヘラ削

中杯c(10~15 ・ n~22) 口桂12.O~ 14. Ocm、器高3.4~5. 1cmを測る。底部はヘラ切り後、ナ

デまたは未調離である由 11には外底部にヘラ記号がある口
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大杯 c(23) 日控20.0cm、器商5.5cm。服部には回転ヘラ削りを施す。

高杯(2.6・27) 26は高杯の均二部と考えられる。口径18.0cmo27は脚部で径10.2cmo

皿 a(25) 口径i7.0cm、器商2.2cm。底部はヘラ切り未調整。

皿(24) 日経21.Ocm。口縁端部に平祖簡をつくる。

鉢 a(29・30) 29は口径20.0cmo鉄鉢型。 30は口径21.4cm。鉄鉢型か平成か不明。どちらも

外面下半を回転ヘラ削りし、上半を横ナヂしている。

鉢 b(28) 日徒21.2cm。平成でバケツ状をホすと考えられる。外面下半を問転ヘラ削lりし、

を楠ナデしている。体部中位に沈線状のものが 1条めぐるが、意図的なものか不明。

壷 c(33) 口径17.6cm、器商22.9cm、高台径16.7cmo最大径付近に把手が2ヶ所に付いてい

たと培えられる。底部と外国下半を回転ヘラ l削りし、上半を横ナデしている。口縁はほぼ直立

し、端部は丸みをおびる。

小聾 a{31・32) 31は口径16.0cm、最大径18.0cmを測る。なで屑で口線端郎は丸い。体部下

半に格子叩き、上半は横ナヂをおこなう口内閣の当て具痕は問心円。また外聞叩きの後から櫛

問状の調整を施す。 32は口径12.9cm、器高22.4cm、最大径20.9cmを測る。肩部に明瞭な稜をも

っ。口l縁端部はシャ…プにできている。外面は格子叩き後、ナヂ消している。内閣は同心円の

叩きの当て具痕が残るが、上半部はナデ消されている口内閣下半と外間間部に自然軸がかかる。

大議 a(34) 日経50.4cm。口縁端部近くに 3条の凹綿と 2条の波状文が施される。体部は細

かい平行叩きを・ナデ消している口内面の叩きの当て具痕は放射状の文様を思す。

土師器

大叢 3(35・36) 35は日経22..4cmむ調整は内外面ともミガキ a036はl口径30cmを超えると考

えられる口調整は外面ミガキ c、内面横ナデである。

4 (37) 口径は30cmを超えると考えられる。

中杯 c(38) 口惜13.5cmo版部はヘラ切り後、ナデをおこなう。外国はミガキ aか。

高杯(41) 口径24.0cmo内外面ともミガキ aを施す。蓋の可能性もある。

皿 a(39) 口径15.6cmo底部はヘラ切り。

1IIl b (40) 日経15.0CIDo庶部は手持ちヘラ削りをおこなう口

矩頚壷(42) 口径11.6cmo口縁端部はまるい。内面口縁部から外面にかけて赤色顔料を塗布

している口調整は横ナヂ。内聞に粘土屑が付着する。

中饗 a(44) 日経21.Ocm。日縁部は短く、外反する。内面はヘラ削り。外蘭はナデと思われ

るが不明瞭である。また慌が付着している。

焼塩壷(45・46) 円錐状をなす。口径は45が10.4cm、46が12.0cmを測る。いびつなため

ではない。いずれも外聞は指の肥棋がのこり、内聞はI具によるナデをおこなう。布の庄痕は

みられない。 45は黄白色を毘する。 46は2次焼成を受けていて、質構色をしており部分的に白
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短頚壷(47) 口径9.6cmo 口縁は直立し、肩が張っている。口縁直下から施粕している。紬は

暗緑色を呈する。

瓦

軒平瓦(48) 唐草文をもち、正格子と縄目の叩きを施す。

平瓦(49) 斜格子の叩きを施す。端面付近はヘラ削りをしている。



81 SK 135出土濯物 (Fig.52--54、PL15)

須恵器

葦c3( 1 --4 ) 日経12.6'--17.8cm。つまみはどれも欠摘している。天井部はすべてヘラ切

り。 2の外面にはハケ目梯の圧痕がつく。

大壷c3( 5 ) 口径19.0cm。天井部はヘラ切り。

中杯 a( 6 --12) 口控12.4--13. 7cm、器高3.0--4.1cmを測る。版部はすべてヘラ切り。 8・

9・11は体部と鹿部の境が明瞭で、体部は車線的にのびている08はゆがみが激しい。

中杯c(13--23) 口径12.0-17.6cm、器高3.5-5.8cm、高台径7.3--10.lcmを測る。底部は16

が聞紙ヘラ削り、 18が不明で、他はヘラ切りである。 14の外底部にはヘラ記号の一部と考えら

れるものが桟る。 18・21の内服聞は平滑になっており、転用慌の可能性がある。 22には内外に

赤色顔料を強布していると考えられる。 23は大坪cにしたほうが良いかもしれない。

高坪(36) 杯部外面は凹較ヘラ削りをおこなう。内面は平滑になっている。脚控9.6cmを測

る。

中皿a(24・25) 口径は24が14.4c肌 25が14.6cmで、ある。底部はどちらもヘラ切り。

皿 a(26--30) 口径17.0-19.6cmである。底部はすべてヘラ切り。 30の内底面は削りに近い

十デロ

鉢b(34・35) 口径は34が24.0cm、35が23.0cmで、ある。調整はどちらも外商が横ナデと回転

ヘラ削り、内面が横ナデであるが、回転ヘラ削りの範囲が34は体部下半なのに対し、 35は口縁

部直下から底部にかけて施されている。 22と同様全閣に赤色顔料を塗布していると思われる。

土師器

藍c3(37) 口佳15.2cmo 退化した属平なつまみがつく。天井部の調整は不明。内面と体部外

国はミガキaと考えられる。

大叢3(38) 口佳26.6cm口合体にミガキ aを施す。

杯d(39・40) 口径は39が14.6cm、40が14.0cmで、ある。外面と体部下半が回転ヘラ削り、他に

はミガ、キaを施す。

皿a(31--33) 口径18.0--20. 4cm。成部はすべてヘラ切り。

鉢(41・42) 41は日経15.6cmを測る。底部はヘラ切り、外面体部底部近くは回転ヘラ削り、他

にはナデを施す。 42は口径22.5cmo 底部はヘラ切りと考えられる。口線は外反する。底部と体

部の墳に細い高台がつく。口線から体部の鯛整はミガキ aである。

小聾a(43) 日筏20.0cm、器高14.0cmを測る。外間体部に一部横方向のハケ日が桟る。内閣

はヘラ l削り。外面は口縁部まで慨が付着している。内面は底部のみである。

費 a(44・45) 口径は44が17.2cm、45が26.8cmで、ある。内面はどちらともヘラ削りである。外

国は44は不明、 45が縦方向のハケ目を施す口 44の外聞には煤が付精している口
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81 SK 170出土遺物

(Fig.55~57 、 P 1. 15 ・ 16)

須恵器

蓋4( 1 ) 口径14.4cm。

天井部は扇平でヘラ切りす

る。黒灰色土出土。

蓋 c3 ( 2 ) 口径14.1cmo 

天井部は横ナデされる。つ

まみは欠損するが、その痕跡

から中心からずれて付いて

いたことがわかる。暗灰色土

出土。

杯 a( 8 ) 底部の小破片

である。外底部に判読でき

ないが、墨書が残る。底部は

ヘラ切り、体部はナデを施

す。暗灰色土出土。

杯 c(3~5) 口径12.5

~ 13. 8cm、器高4.7 ~5. 6cm、

高台径8.2~8.5cm を測る。

直線的な体部をもち、 4は体

部と底部の境に高台がつく。

3・4は茶灰色土出土、 5は

暗灰色土出土である。

椀 c( 6 ) 口径14.0cm、器

高5.6cm、高台径9.8cmを測

る。直線的に立ち上がる体

部は口縁付近で内湾する。

ーとさ=ー一--.ごとーー~
ミミ=三~子、
-ーー一一一ーーー

-・ー・・・・"
・・・ーー__J_・ーーーーー

¥ 

。 10cm 

高台は体部と底部の境につ Fig .54 81 SK 135出土遺物実測図(3)(1/3)

く。体部外面はミガキ a、内面は横ナデを施す。茶灰色土出土。

44 

皿c( 7 ) 高台径7.0cmを測る。底部から丸く聞き、端部近くで外反している。緑紬陶器の形

態に似ている。体部下半は回転ヘラ削り、上半と内面はミガキaを施す。茶灰色土出土。

土師器
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土師器

蓋a3 (10) 口佳15.6cm。天井部は回転ヘラ削りをされる。内閣は横ナデを施す。黒阪色土出

士。

藤 4(9 ) 日経14.8cmo

灰色土出土冊

な天井部は回転ヘラ削りをされる。内閣はミガキaを施す。黒

杯a(11 ~38) 口径12.2~ 16. Ocmを測る。外庶部はすべてヘラ切り、体部は横ナデ、内底部は

ナヂを施す。 28・35は内底部に概状工具によると思われるナデ、の痕跡がある。一部を除いて底l

部と体部の境は明瞭で、体部は直線的にのびる。 28は体部が外皮する。 3別立大型で底部に丸み

をもっている()26の内面には煤が付着する。 13・17・18・23・28・35--37は茶灰色士、 19は暗

版色土、他は黒灰色太からの出土である。

杯 d(39--42) 39は口佳16.6cm、器高3.0cmと崩平である Q 口縁端部はやや外広し、底部と体

部の墳は丸い。体部下半から底部には凹転ヘラ削り、他はミガキaを施す。皿に分類されるかも

しれない。 40-~42は口径13.6--14.2cmをはかる。体郎下半と底部を凹較ヘう削り、他はミガキ

aを施す。 39・40は黒灰色土、 41・42は茶灰色土からの出土である o

椀 c(43・44) 43は器高14.8cm、器高5.3cmを測る。長めの高台は体部と属部の壌につき、体

部は直線的にのびている。底部と体部下半には四転ヘラ削り、他はナデ調整が施される。黒灰

色士出土。 44は口径16.4cmを調IJるやや大型の椀である。体部下半に回転ヘラ削りをもち、他は

ミガキ aが施苔れる。底部は丸みをもっと考えられる。

皿 a(45--51) 口径14.8~16. Ocmを測る口属部はすべてヘラ切り、体部と内面はナテ'を施す。

49は外皮する。 49--51は外底部に墨書がある口 51は底部径が9.6cmとやや小さいことから杯aに

模原されるかもしれない。 45・48. 51は茶版色土、 46・47・50は黒収色士、 49はl暗版色土から

の出土である。

小議 a(52・53) 口径は52が18.2cm、53が19.4cmで、ある。調整は外面体部と口縁部はハケ目、

内閣はヘラ削りである。 52は口縁と体部の境のくびれは緩い口 53は締まっている。 52の外面体

部には煤が付着している。

聾 a(54・5'5うl 日控は54が26.0cm、55が2'7.0cmを測る。 54は体部と日縁の墳はくぴれず、口線

端部でわずかに外反する。茶灰色土出土。 55は体部と口縁の境が明瞭で、内面には稜線をもち、

口縁は櫨端に外反する。黒阪1s土出土。

黒色土器

椀 c(56・57) どちらも A類である。 56は口桂19.1cmo 外国体部中位まで聞紙ヘラ削りをお

こない、その上からミガキ aを施す。内面はミガキCで、ある。 57は小さい断固主角形の高台をも

っj底部片である o 内面はミガキ cを施す。外面は腐減lのため不明である。 2点とも黒灰色土出

土。

緑柚附器

- 82-
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Fig.57 81SK170出土遺物実測図(3)(1/3)
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Fig .58 81 SK315出土遺物実測図(1/3 ) 

椀(58・59) 58は口径17.4cm、器高6.0cm、高台径7.8cmを測る。まるく立ち上がる体部にわず

かに外反する口線をもっo 高台は大きな蛇の目高台である。内外面ともヘラミガキを施し、

間lに脆糊している。見込みに概い股がめる lひ舶土は輔自色で軟質、腕臓は良岬口軸はi虎賀鰍也

で光沢があり、薄くむらがある。ハケで控られたと考えられる口 59は底部径6.8cmの破片で、ある。

高台風に削りだし、回転ヘラ削りを施す。胎土は淡黄白色で軟質。粕は淡緑色で光沢がある。

ともに茶灰色土出土。

越州鱒系背柚

椀(60) 1叩 2期。施軸後高台畳付器部分のみかきとる。 と見込みに推定151闘の悶l跡が残

る。

土製品

管状土錐(61) 長さ3.9cm、最大径1.4cm、穴径0.5cm。茶灰色土出土。

l立川畑のものと帯えられる。

81 SK315出土遺物 (Fig.58)

土師器

小皿 a(1~3) 口径9.8~ 10. 2cm。底部はヘラ切り。

緑軸胸器

皿(4) 鴎蜘惜8.'5cffi'o 体榔は内外ともヘラミガキをおこなう。

ある。胎土は明賞灰色で軟質、紬は全聞にかけられ、淡緑黄色を呈する。

白磁

り付けで

lIIl.(5) II-1類。口径11.9cm。胎土はきめ細かい白色。紬は青味をおびた白色半透明。外底

部にハ?の制:がのこる。

叢(7 ) 1類。口径13.1cmo 施軸後日縁端部をかきとる。合子の蓋と考えられる。

椀(6) 11類。高台径8.3cm。高台は輪高台状をなす。見込みに目跡がつく。

81 S臨001出土漬物 (Fig.59)

-84 -
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小皿a( 1 ~16) 日経9.1~ 10. 2cmを測る。すべてヘラ切り。 7・9は暗茶灰色土、 11・14は灰

茶色粘質土、{也lはl崎灰色土からの出土である。

丸底坪 a(17--2'5) 口控15.4--18.8cmを測る口内閣はミガキb、外国には指顕庄痕がのこる。

体部は全体lこ開き気味で浅い。すべて暗!災住土出土である G

丸成杯c(26) 口径15.0cmo内而lはミガキb、外面に lは指頭圧痕がのこるο 体部は深く、口縁

端部はわずかに外反する。底部近くには高台接合のナヂがみられる。暗灰色土出土。

椀 c(27・28) 28は口佳16.8cmを測る。わずかに外反する口縁端部と太い高台をもっ。内閣は

ミガキb、外田体部下半に回転ヘラ削りがみえる。回転ヘラ削りは器嘩がj事くなりすぎたために

削ったものと思われる。暗灰色土出土。 27は細く高い高台をもっ口高台径7.0cm。内面はミガキ

b、外面には指頭伍痕がのこる。丸底郎cに分頼されるかもしれない。収茶色粘質土出土。

黒色土器

椀 c(29) 口経16.0cm、器高5.1cin、高台径7.0cmを測る。丸く聞く体部には粗いミガキ cが施

される。底部lはヘラ切り。 B類。暗灰艶土出土。

越州窯系背般

椀(30) 皿額u 高台径4.8cm。細い輪高台をもっ口外底には白色の目跡がつく。紬は暗線灰色

を盟する。 8lSKω5出土の破片と接合した。暗灰色土出土。

石製品

滑石製品(31) 楕円形または円形をした円盤状のものと考えられる。凹面と凸面がある'0 現

存長10.3cm、現存幅4.0cm、早さ3.0cm。石鍋の 2次加工品か。暗灰色土出土。

81 SE060出土漬物 (Fig.60・61、Pl.16)

Z百恵器

杯 a( 1 ) 口径12.8c肌器高3.6cm、底部径8.2cm。底部はヘラ切り、他はナデを施す。茶灰色

土出土。

小郎 c( 2 ) 高台桂は6.8cm。服部はヘラ切り。暗版色土出土。

皿 a(3) 口径14.0cm、器高1.7cm、底部径11.3cm。底部はヘラ切り口茶灰色土出土。

壷d(4) 扇平な耳をもっ双耳壷である。調整は内外国とも横ナヂである。最大径18.8cmを

測る。茶灰色土出土。

鉢(5) 口慌18.5cmo日縁端部は薄くなるo内外面とも横ナデ調整。暗灰色土出土。

土師器

監c4 ( 6 ) 口径16.6cmo緩いドーム状をしている。調整は内外国ともミがキ aoつまみを欠

摘する口茶灰色土出土口

大蓋3( 7 ) 口径20.6c恥天井部を回転ヘラ削りする。茶灰色土出土。

杯 a(8) 口径13.6cmo閥整は磨滅がはげしく不明である。茶灰色土出土。
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日佳12.8~16.6cm。外版部から体体d(l0~ 15) 

部下半にかけて聞転ヘラ削りをおこなう。 仰はミ

ガキ a0 12は外服部にヘラ切り痕がのこる。すべ

て茶灰色土出土。

版部径9..6cm。外底部に高台梯のもの椀(9 ) 

を削りだす。庶部は回転ヘラ削り、体部はナデを

施す。筑後系の土器と考えられる。暗灰色土出

土白

底部径10.4cmo 底部と体郎の境に商椀 c(16) 

白がつく。外底部は回転ヘラ削り、体部外聞は凹

転ヘラ削り後ミガキa、内閣にミガキaを施す。茶
Flg .61 81 SE060出土

遺物諜測閲(2)( 1/3 ) 

灰色土出土。

日僅16.2~ 17. 4cm、器高1. 6~2.4cmを測る。底部は問転ヘラ削り、仰はミガキ皿a(1.7-19) 

aを施す。 17・18は茶灰色土出土。 19は暗灰色土出土。

日佳22.6cm。日縁はあまり外皮しない。内閣日縁と体部の壊は、体部のヘラ削中喪 a(20) 

りで明瞭な稜を形成する D 外聞にハケ日が残る。暗灰色土l出土。

阪紬l附器

日経16.0cm、最大径42.4cmを測る。直立した短い口縁部がっくり肩が大きく張惣顕輩(21)

り最大径は胴部上半にくる。内蘭は同心円の叩き出て具痕がのこり、上から横ナデを施す。特

-88 -



¥←一一よ二五P てグ 丈二二二仁ー~づク て一一一ヒニニP プク

てこ二二kニ2 ヲグ て

ーに二二戸ーグ夫元一二三」ーーペグ 守
¥ て一寸ーイ

千二二司..こプ

ミZEZ
J て~

ぞ二1

に_[;:2
..7 ミJ

一

一

一

¥

;

一一一、
10cm 

Fig .62 81 SE066出土遺物実測図(1/3)

に頚部近くは横ナデが顕著で、当て具痕は残らない。外面は胴部以下を回転ヘラ削りを施し、あ

とで口縁から胴部中位まで横ナデをおこなう。胴部中位は 器壁が薄くなっている。紬は淡青

緑色で光沢、透明感がある。肩部は一部白濁している。内面頚部から外面胴部中位までかけら

れ、紬だれがはげしい。施紬されていない部分も自然紬のためか、表面に光沢がある。胎土は

きめのやや組い灰白色をしている。いくつかの遺構から胴部以上が出土した。茶灰色土・暗灰

色土出土。 81SX048・102、S-36.37・39・44・58出土破片と接合したo

石製品

砥石(22) 砂岩製の砥石である。現存長10.4cIDo3面を使用しており、かなり使い込んでいて

-89-



l中央が謹んでいる。

81 S院066出土遺物 (Fig.62、Pl.17)

土師器

小皿 a(1---9) 口径9.4~10.9cm。底部はヘラ切り。 1--6は黒褐色士、 7は黒灰色土、 8・9

は黒褐色粘質土出土である。

小皿a2(10) 口佳11.4cm、器高1.0cm。底部はヘラ切りと思われる。黒褐色粘質土出土。

中丸底杯a(11・12) 11 は口径14.0cm、12が13.3cmである。内閣はミガキbがみえる。ともに

黒褐色土出土。

丸底杯a(13・14) 13が口径16.0cmo黒褐色土出土。 14が口径16.2cm。黒掲色粘質土出土日

丸底杯c(15--18) 口径14.7 ---15. 6cm。内閣はミガキb、外聞はヘラ切り、指頭庄痕、ナデが

みえる。 16・17には高台捺合の跡が破る。 15・16は黒褐色土、 17は黒褐色粘質土、 18は黒灰色

土出土。

黒色土器

椀 c(l9--21) 口径は15.2cm、高台径6.7--6.9cm。内面はミガキc、外聞は19がナヂ、 20・21

にはミガ、キcを施す。 19・20には外聞に押し出しによる指頭庄痕が残る。底部はすべてヘラ切り。

19・20は黒灰色土、 21は黒褐色土出土である。 19はA類、他はB類である口

81 SE 140出土遺物 (Fig.63)

」 ~J/
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て一ーっと三三テ3

「コ工 、JL6 

。切に j

石拠品

須恵器

( 1) 服部経8.5cmo底;部はナデ調整を

おこない、商台風に少し削りだしている。

体部はヘラ削り、内閣はナずである。調整

はかなり粗い。胎土には白色粒がはいり目

立つ。鉢の可能性もある日

土師器

小皿a( 2 -... 4 ) 口径9.0--11.0cmo3点と

もヘラ切り。 2は黒茶色土、 3・4は黒色土出

士。

丸版杯 a( 5 ) 口佳15.0cmo内聞はミガキ

b、底部ヘラ切り。黒色土出土口

砥指(6) 砂精製である。現存長14.5cm、脂4.9cm、障さ1.8cmo 4面とも使用している。黒

茶色土出土。

81 SE 160出土遺物 (Fig.64)

須恵器
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Fig .64 81 SE 160出土遺物実測図(1/3 ) 

7 
10cm 

硯(8 ) 円面硯の脚の破片である。破片の両側は透かし窓になっている。外面に箆で 2条、縦

方向に沈線をいれる。高さ約4cm分のこる。窓と窓のあいだはおよそ3.5cmで、ある。黒灰色土出土。

土師器

小皿a( 1 ) 口径10.4cmo •底部はヘラ切り。黒灰色粘質土出土。

丸底杯 a(2~5) 口径14.8~15.4cm。内面はミガキb、外面ばヘラ切り、一部に押し出しの指

頭圧痕が残る。 3は黒灰色土出土。他は黒灰色粘質土出土。

6は器形不明の高台部分である。扇平な高台風のものを底部に貼り付けている。底部径

6.2cmo 底部の切り放し法は不明。内面はミガキの可能性がある。搬入品か、特殊品と考えられ

る。黒灰色土出土。

黒色土器

7はB類である。底部径8.8cmで、ある。体部は内外ともミガキ cを施す。外底部にはナデをお

こなう。杯aに分類、されるか。黒灰色粘質土出土。

白磁

椀(10) 口径17.3cmo IV類。紬は透明で、やや青みがかり光沢がある。黒灰色土出土。

越州窯系青磁

椀(9 ) 底部径5.8cmo 1類。全面施紬後、底部端のみかきとる。緑がかった淡青灰色を呈す

る。黒灰色粘質土出土。

81 SE240出土遺物 (Fig.65)

土師器

小皿a(l~ll) 口径8.8cmo すべてヘラ切りされる。 1・4~ 6が黒茶色土、 9が暗茶色砂、他

は暗灰色粘質土出土である。
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Fig .65 81 SE240出土遺物実測図(1/3・1/4・1/2) 

丸底杯 a(12~17) 口径14.4 ~ 17. Ocmを測る。 12はやや小ぶりで、中丸庶杯aに分類されるかも

しれない。内面はミガキbをほどこす。外面はヘラ切り後、押し出しの指頭庄痕がのこるものも

ある。 17はヘラ切りの股が完全には消えておらず、体部に朋曲がのこる。

暗茶色砂、他は暗灰色粘質土出土である。

皿a(18) 口径15.6cm。かなり外反する体部とやや凸状の底部をもっo 底部はヘラ切りと思

われる。他はナヂ閥盤である口

緑紬陶器

92 
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皿(19) 径5.0cmの貼り付け高台をもっ。内外ともナデ調整である。紬は灰色をおびた緑黄色

である。全面に施紬される。胎土は灰色で硬質である。暗灰色粘質土出土。

イスラム陶器

20は大型の壷の破片と考えられる。 2.5X 1. Ocm程の小片で、ある。器壁は約 1cmで、 O.lcm程の

紬がかかっている。体部中位くらいにあたるか。外面に 2条の浅い凹線がみられる。胎土はき

め細かく軟質で、黄白色を呈す。紬は深い青緑色で光沢があり、剥落しやすい。黒茶色土出土。

白磁

椀(21・22) 21はII-1類。口径15.5cmを測る。体部下半に回転ヘラ削りがのこる。胎土はや

やくすんだ黄白色。紬はわずかに黄色味をおびた透明紬で光沢がある。暗灰色粘質土出土。 22

はW類。高台径は5.4cmを測る。暗茶色砂出土。

青白磁

皿(23) 口径11.Ocm、器高2.5cm、高台径3.9cmを測る。体部は緩く聞き、口縁部が外に屈曲

する。高台は低い輪高台。外底部は露胎でハマ痕跡が残る。輪花は 6ヶ所と思われる。口縁端

部に刻み目をいれ、これと対応する位置の体部外面に縦方向のヘラ押しをおこない、体部内面

にできた凸部分に白色土による堆線をいれる。見込みには浅い段がある。 11世紀後半以降に出

現するタイプである。黒茶色土出土。

瓦

平瓦(24) 1-1類。「平井瓦屋Jの銘が左字ではいる。小片のため銘部分以外の叩き文様は

不明である。暗茶色砂出土。

石製品

砥石(25) 頁岩製。 4面を使用している。幅広の面は特に平滑になっていて、凸面になって

いる。手持ちの砥石と考えられる。現存長5.8cm、幅3.5cm、厚さ2.2cmを測る。

81S0030出土遺物 (Fig.66)

土師器

小皿 a(13・14) 口径は13が10.0cm、14が10.6cmを測る。底部はヘラ切りされる。

白磁

皿(15) 口径9.6cmo V-2類。口縁端部に平坦面をもっ。紬は青色味をおびた乳白色で光沢

がある。

81 SO 100出土遺物 (Fig.66、Pl.17)

須恵器

大蓋c3( 1 ) 口径24.0cm、器高5.0cmを測る。扇平なドーム状の体部に、鋭角的な三角形の口

縁がつく。つまみはおおきい擬宝珠状である。天井部は回転ヘラ削りをされている。

杯 c(2~4) 口径12.0~ 13.0cm、器高3.9~4 .4cm、高台径9.0~9.4cmを測る。底部はヘラ切り

q
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81 SD030・100出土遺物実測図(1/3 ) Fig .66 

される。

脚部径10.0cmを測る。軸部の器壁は厚い。高杯(10)

口径14.0~ 18.2cm、器高1.6~2.2cm、底部径1 1. 1 ~ 14.4cmを測る。底部はヘラ切皿 a(5~7)

りされる。 5・6は内底部が平滑であり、硯に用いられた可能性がある。

最大径27.2cmを測る。肩部上方に鈍い凸帯を貼り付ける。肩部と胴部の境は丸く壷 e( 9 ) 

突出している。二重口縁がつくと考えられる。外面は横ナデ、内面も横ナデが施されるが、わ

- 94ー
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硯(8 ) 円面硯である。陸部径9.6cm、海部径14.2cm、最大径15.2cmを測る。脚部には透かし

窓があり、その数は10ヶ所に復原される。陸部は使用されて平滑になっているが、墨痕は残ら

ない。

土師器

大蓋 3(11) 口径26.8cmを測るかなり扇平な蓋である。内外面ともミガキaを施すが、外面に

は一部ミガキ cもみられる。

皿a(12) 口径16.8cmで、ある。内外面さらに外底部にまでミガキ aを施す。

8150110出土遺物 (Fig.67、Pl.18)

土師器

小皿 a(1~8) 口径9.6~ 10. 8cmを測る。底部はヘラ切り。

小皿 c( 9 ) 口径10.2cm。底部はヘラ切り。
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丸底杯a(10--15) 口径15.0--15.8cmを測る。 10は器高2.6cmと浅い0

}i.!酷岬c(16) 旧植15.4cmo内閣はミガキb<!:思われる口外四

には深く、椀cとも考えられる。

黒色土器

椀 c(17) 日控15.2cmoA欄。内面はミガキ c、外国には指顕庄痕が残る。

緑紬陶器

。杯』こするl

18は高台径9.4cmの属部片である。版部は聞紙ヘラ削り、見込みにはヘラミガキを施す口

に淡緑黄色の軸がかかる。胎土は明茶白色で軟質である。椀または皿と考えられる。

白磁

椀(19) 口惜17.6cIDoII叩 l醐。外面下半までl横ナヂをおこなう。内聞と までj斑糊肌;

色の透明粕がかかる。

皿(20) 口径13.0cmoXI-3類。外商から縦方向のヘラ押しをする。見込みに段がある。

昧をおびた淡灰色の透明軸がかかる。

石製品

i骨布拠品(2.1) 方形の台 i~こ た円形の穴 ている。 なlり艦は平細であ

る。径は上段が1.0cm、下段が0.4cmを測る。穴の深さは上端から0.6cmを測る。鍔の高さはO.

2cmo現存する一辺は3.0cmで、高さは1.0cmで、ある。

してい壮いが他に文学瓦がl点ある。平正で「口井Jのl正苧がある。 1叩 8叫 b摘で品る口

8180165出土遺物 (Fig.68、Pl.18)

須恵器

杯c( 1 ) 高台径7.2cmo底部はヘラ切り後ナデを施す。

土師器

椀c(2) 

灰紬陶器

6cmo細〈 く。内聞はミガキ cを;摘す。l

皿(3 ) 口径10.0cm、器高3.3cm、高台径5.6cmを測る。口縁端部は小さな玉縁状に丸くなっ

ている。体制外田は聞紙ヘラ削り後ナヂを施す。くすんだ総白色の軸は内外体部に糟くかかる。

見込みには施紬しておらず、また重ね焼きの溶着痕があるo IX--X期のものと考えられる。

8180245出土漉物 (Fig.68、Pl.18)

土師器

小皿a(4--7) 口径10.3--11.Ocmを測る。底部はヘラ切り。 7は器高2.0cmと高く、杯aに分

れる可能性がある口 IX--X期。 4 6 

小皿c(8--10) 口径10.9--11.2cmを測る。底部はヘラ切り。 8・10は暗茶色土出土。

杯a(11) 口径1O.7cm。底部はヘラ切り。 混入品か。
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Fig .68 81 SD 165・245・275出土遺物実測図(1/3 ) 

中椀 a(12) 口径13.0cm。底部はヘラ切り。内面はミガキbと思われる。口縁端部はわずかに

外反する。暗茶色土出土。

黒色土器

椀 c(13) A類。口径11.9cm、器高4.9cm、高台径6.7cmを測る。内面にミガキcを施す。十分に

黒化していない。黒灰色土出土。

越州窯系青磁

椀(14・15) 14はII-2f類。口径14.7cm。化粧土が内面から外面口縁部下までかけてある。

施紬は外面体部下半までおこなう。黄色味がかったオリープ色の半透明紬である。暗茶色土出

土。 15は高台径7.2cmo 1 -2b類。体部下位にヘラ削りが残る。体部外面に縦方向のヘラ押さえ

がはいる。見込みに 9ヶ所に復原される白色の自主が残る。高台にも目跡がある。紬は褐色味

がかった淡オリーブ色が全面にかかる。黒灰色土出土。
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8180275出土遺物 (Fig.68)

須恵器

杯 a(16) 口佳13.4cm、器高3.6cm、成部佳7.8cmを測る日成部はヘラ切り、他はナデ調整である。

土師器

皿a(17) 口径18.0cm、器高1.9cm、底部径14.8cmを測る。体部外面にはミガキaが施されてい

ると考えられる。他は調整不明。
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Fig .69 81 SX017・023・042・047出土遺物実測図(1/3)

818X017出土遺物 (Fig.69)

土師器

10cm 

小皿 a(l~:n 日控9. 0~9. 6cm口成部は 1・2はヘラ切り、 3は糸切り。 2の内閣には煤様の

ものが付着する '0

小皿 a2 (4 ) 口径11.8cmo底部はヘラ切り。

丸底杯 a( 5 ) 口徒14.8cm口内聞はミガキbを施す。

自破

小椀(7 ) 高台径4.0cmoII類。軸は膏色味のある乳白色の不透明のものが高台近くまでかか

る。化粧土がかけられていると思われる。見込みに段がある。

皿(6 ) 口筏10.4cmon -1 a類。外面は口縁近くまで回転ヘラ削りが残る。見込みに浅い段

がある。紬は灰色がかった透明紬'0
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81SX023出土遺物 (Fig.69)

土師器

小皿 a( 8 ) 口径10.0cm。底部はヘラ切り。

中丸底杯a( 9 ) 口径12.0cm。内面はミガキ b。

81 SX042出土遺物 (Fig.69)

土師器

小皿 a(10) 口径9.

6cmo 底部はヘラ切り。

丸底杯 a(11) 口径

15.6cmo 内面にミガキ

bを施す。

白磁

椀(12・13) 12は口

径14.8cmo 1V-1 b類。

大きな玉縁の下まで回

転ヘラ削りが残る。粕

は黄色味がかった透明

紬。 13は口径16.5cmo

ll-l類。紬は色青味が

かった乳白色である。

81 SX047出土遺物

(Fig.69) 

土師器

小皿 a(14) 口径9.

6cm。底部はヘラ切り。

丸底杯 a(15) 口径

15.0cm。

小壷(16) 底部径6.

2cm。体部は横ナデ、底

部には板状圧痕が残

る。
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81 SX053出土遺物

(Fig.70) 
Fig.70 81 SX053出土遺物実測図(1/3 ) 
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土師器

小皿 a(1~'6) 口径9.2~ 10. 2cmo底部はすべてヘラ切り。

杯 a( 7・8) 7が口径15.4cm、8が14.8cmを測る。底部はヘラ切り。体部に屈曲がある。 8に

は強い板状圧痕があり、凹凸がはげしい。

丸底杯 a( 9 ~ 12) 口径15.O~ 16. Ocmを測る。いずれも内面にはミガキ bを施す。

緑紬陶器

査(13) 頚部の破片で、全体の器形は不明。胎土は茶色味のある灰色を呈し硬質。紬は茶色

味の強い緑色をしている。

白磁

椀(14~16) 14は口径16.2cm、器高6.7cm、高台径6.6cmを測る。 V-1a類。外面は口縁直下ま

で回転ヘラ削りが残る。見込みには段がつく。高台以下は露胎。 15は口径16.2cmo11 -1類。紬

は青色味のある透明紬。 16は高台径6.5cmoIV -la類。

皿(17) 口径10.4cm、器高2.9cm、高台径5.Ocmo 11 -2 a類。外面屈曲部以下には回転ヘラ削

りが残る。内面見込みには段がある。口縁部付近には紬だれがある。乳白色の半透明紬である。

石製品

砥石(18) 片岩製の砥石片である。 4面とも加工しであるが、使用痕は 1面に顕著である。現

存長16.8cm、幅7.2cm、厚さ 1.75cmで、ある。

81 SX059出土遺物 (Fig.71)

土師器

小皿a( 1・2) 口径は Iが1O.4cm、2が10.6cmを測る。底部はヘラ切り。

小皿a2 (3 ) 口径11.8cm。底部はヘラ切り。

土師質土器

火舎(4 ) 口径24.5cmを測る。内面口縁付近に突起が貼り付けてある。他の遺物からみて混

入の可能性も考えられる。

白磁

椀(5 ) 高台径6.8cmo XI X V X羽類。羽類の可能性が強い。高台外面まで施紬している。紬

は青色味のある乳白色を呈し半透明で光沢がある。

越州窯系青磁

壷(6 ) 底部径5.4cmを測る。外面体部最下位は回転ヘラ削り、他はナデを施す。目跡が外面

底部と体部最下位に 5ヶ所つく。全面に淡緑灰色の紬がかかる。

81 SX069出土遺物 (Fig.71、Pl.19)

土師器

小皿 a( 7 ) 口径1O.2cmo底部はヘラ切り。
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越州窯系青磁

小蓋(8 ) 小壷の蓋と考

えられる。口径3.0cm、最大

径4.8cm、器高2.3cmを測る。

内面天井部は露胎。口縁端

81 SX059 

て二ご二コ;;;.:::ミフグ

ミーミ三-_-ニτニ~フク
部の平坦面は紬をかきとる。~

目跡が3ないし 4ヶ所ある

と考えられる。紬は明るい

オリープ色を呈し柔らかい

光沢がある。

81 SX081出土遺物

(Fig.71) 

須恵器

小壷(9 ) 口径9.8cm、最

大径11.7cmo口縁端部は尖る。

土師器 45p 。 10cm 

仁一一丁一一う
只て二二司マークグ皿a(10) 口径13.2cm。底

部はヘラ切り。体部は大き

く開く。

Fig .71 81 SX059・069・081出土遺物実測図(1/3)

81 SX091出土遺物 (Fig.72)

須恵器

杯 a( 1 ) 口径14.2cm、器高3.3cm、底部径11.3cm。底部はヘラ切り。

杯 c( 2 ) 高台径9.lcmo底部はヘラ切り。内底部に焼成後線刻をおこなう。

椀(3 ) 口径18.6cm。

壷 e(4 ) 肩部に小さな突帯をつける。二重口縁をもっと考えられる。

81 SX 102出土遺物 (Fig.73)

土師器

小皿 a(1~3) 口径8.8~ 10. 4cm。底部はヘラ切り。

丸底杯 a(4~7) 口径14.8~ 15. 9cm。

越州窯系青磁

皿(8 ) 高台径6.8cmo m類。輪高台は貼り付けと思われる。見込みに毛彫りがある。全面に

施紬され、淡いオリーブ色で光沢がある透明紬である。

81SX103出土遺物 (Fig.73)
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10cm 

Fi.g..72 81 SX091出土遺物実測岡(1/3)

ニ仁師器

小皿 a( 9 ) 口佳

9.8cmo底部はヘラ

切り口

イスラム陶器

10は6X4.5cmほど

の小破片である。 2

条のl緩い沈線がはい

る。胎土は軟質で黄

白色を呈する。柚は

O.lcmのl厚きで、外

捕は深い青緑色、内

閣は濁った空色をし

ている。大壷の胴部

と考えられる口

81' SX1'04出土遺物

(Fig駒73)

土師器

丸底坪a(ll) 口径14.2cmo

版柚陶器

椀(12) 高台径7.2cmo底部は糸切りで高台を貼り付けている。体部下半までまだらに紬がか

かり、灰 るω 見込みは使用のため平滑になっている。また赤色顔料が付着している。

他に悶示していないが、近世までの遺物を含んでいる。

81 SX117'出土遺物 (Fig.73)

須恵器

体 c(13) 日佳12.6cm、器高4.7cm、高台径8.8cm。底部はヘラ切り後、細いハケ目状の痕が残

る。

査b(14) 高台径11.Ocm、最大径18.8cmを測る口成部はヘラ切り後ナデ、外面体部下半は回転

ヘラ削り、他は横ナヂを施す。

81， SX129出土遺物 (Fig.74、Pl.19)

土師器

1は托状の製品と考えられる。最大佳は16.2cmである。皿状に成形したものに外聞胞曲部と

内面に円筒形のものを接合していた痕跡が残る口
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81 SX150出土

遺物 (Fig.74)

須恵器

皿 a( 2 )口

径17.6cm、器高

1. 7cm、底部径

14. 1cmを測る。

底部はヘラ切り

と考えられる。

壷(3 ) 底部

径6.7cm、最大

径10.8cmを測

る。肩部が張り

体部との境で屈

曲し、小さな突

帯がめぐる。体

部は手持ちのヘ

ラ削りを行い、

その後丁寧にナ

デをおこなう。

底部はナデ調

整。内面底部に

は叩きの当て具

痕がある。古墳

時代の遺物か。

緑紬向器

椀 (4) 口径21.Ocm。内面はミガキaと考えられる。外面は体部中位まで回転ヘラ削りが残

る。胎土は黄白色で軟質。紬は淡い黄緑色で光沢がある。

土制口
弓定日日

コ ; ?

七ClA~ヨ~グ

ミーニシ大二ゴL2グ

、
、、、ラーード三ミt~~

只孟:J::r::::::::::::;イ

。一
81 SXl17 

て 寸ぐて

81 SX 104 

寸レJ
、当ζf

。 10cm 

Fig .73 81 SX 102・103・104・117出土遺物実測図(1/3 ) 

紡錘車(5 ) 直径7.2cmに復原される。中央の穴は直径1.4cmと推定される。厚さは端部が

0.8cm、中心が0.5cmで、ある。片面が窪んでいる。

81SX175出土遺物 (Fig.74)

土師器

ハU



別 SX12日

τご に--.トーJ

て二二弓二二三二三

81 SX175 

亡二コロζ イ

てこ二コニジグ

81 SX180 

81 SX200 
又 霞雪--~

、、Yゴ=雪ずJ1

T7 
Fig.74 81SX129・150・175・180・200・204出土遺物実測図(1/3・1/2)

小lilla (6 -..13) 口惜9.6-10.4cmを測る。服部はすべてヘラ明り口

81 SX180出土遺物 (Fig.74、Pl.19)

白磁

椀(14) 口径15.7cm、器高6.0cm、高台径6.7cmを測るo XI-4類。外面体部口縁部下から高台

際にかけて蓮弁を11枚削りだしている。高台は内側が少し内湾し、外面は直立する。畳付外側

は間取 lりがしである。見込み加にはやや大おな段がある。施紬は高台と服部以外』こおこなう口軸

は黄色味をおびた遊明軸で光沢がある。
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10側

Fig "75 81 SX212・217・220出土遺物実測図(1/3・1/2)
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81 SX200出土遺物 (Fig.74)

土師器

丸底杯a(15・16) 15は口径14.0cm、16は14.1cmを測る。どちらもやlや深く、 16は体部は緩く

のび、口縁部は外反する。

イスラムl問器

17は大壷体部の破片と考えられる口外箇に 3条の凹線が認められる。これに車交するように

ヘラ描きの一部と考えられるものがみられる。胎土は黄l白色できめ細かく軟質である。軸の厚

さO.lcm程で、外面は深い青緑色、 l内面は空色を呈する。

81 SX204出土遺物 (Fig.74)

土師器

小皿a(18) 口径10.2cmo 底部はヘラ切り口

丸底杯a(19) 口径14.0cm。内面はミガキ ho

黒色土器

小皿a(20) B類。口径10.4cm、器高1.3cm、底部径7.4cmを測る。底部はヘラ切り'0 他はミガ

キcを施す。

椀 c(21) B頼。高台後4.7cmo 内閣はミガキcが施される口内l底部lにはミガキbの痕跡と考え

られる放射状lの傷が残る。

白磁

椀(22) 町頼。口径15.'2cmを測る。少し緑色ががる透明紬で光沢がある。外面体部上半まで

回転ヘラ削りが残る。

81 SX212出土遺物 (Fig.75)

須恵器

杯a(29・30) 29は口佳12.0cm、器高2.6cm、底部径8.6cmo 底部はヘラ切り。 30は口径13.4cm、

器高4.3cm、底部径7.2cm。底部はヘラ切り。

1m a (31) 31は日経18.4cm、器l高1.8cm、服部径13.4cm。底部はヘラ切り後ナデ。

土師器

皿a(32・33) 32は口惜17.4cm、器高2.2cm、底部佳13.7cm。底部はヘラ切り。 33は口径

18.6cm、器高2.0cm、底部径15.0cm。底部はヘラ切 lり'0

小彊a(34) 口径14.8cm。口縁は綾く外皮する。外聞はハケ闘が残る。内l聞はヘラ自IJりを施

す口

81 SX217出土遺物 (Fig.75)

土師器

小皿a(35) 口径9.9cmo 底部はヘラ切り。



81 SX220出土遺物 (Fig.75)

須恵器

蓋c3 ( 1 ) 口径17.6cm。天井部はヘラ切り後ナデをおこなう。つまみは剥離している。内面

はナデ調整で平滑になっている。

土師器

小皿a( 2 ~ 16) 口径9.8~ 10. 6cmを測る。底部はすべてヘラ切り。

丸底杯 a(l 7~21) 口径14.8~ 16. 4cmo 

黒色主器

椀(22・23) 22は口径16.0cmoA類。内面にミガキcを施す。外面には指頭圧痕が残る。 23は

口径15.6cmoB類。内外ともミガキ cを施す。

椀 c(24) 高台径8.0cm。底部はヘラ切りで内面にはミガキCを施す。 B類。

緑紬陶器

皿(25) 高台部を欠損する底部片である。見込みに段がある。胎土は淡茶灰色で軟質。紬は

ほとんど剥落するが、濃緑色で光沢があるものが部分的に残る。

白磁

皿(26) 口径11.4cmを測る。 II-la類。少し緑色味のある透明紬がかかる。

越州窯系青磁

皿(27) 高台径6.6cmを測る。 E類。外底部には目跡がある。紬は緑灰色を呈する。杯になる

可能性もある。

石製品

滑石製品(28) 現存長3.2cm、現存幅3.1cm、高さ1.25cmを測る。周囲に段を設け、その上に

浅い沈線をめぐらす。段の下は周囲を1.5cm程平坦にし、中心にむかい、扶りをいれている。

81 SX225出土遺物 (Fig.76・77)

須恵器

斐(1 ) 口径17.0cm、最大径36cmを測る。なで肩で長胴と思われる。外面は平行叩き、内面

は叩きの当て具痕を丁寧にナデ消している。

土師器

小皿 a( 2 ~ 13) 口径9.9~ 10. 6cmo底部はすべてヘラ切り。

小皿 c(22) 口径11.1cmo大きく開いた皿部に太い高台がつく。

丸底杯 a(l4~ 21) 口径15.3~15.8cm。内面にミガキ b、外面には押出しの指頭圧痕がつく。

丸底杯 c(24) 口径15.0cm。内面はミガキb、外面下半には指頭圧痕がつく。さらに最下部に

は高台接合の痕跡が残る。

杯(26) 口径17.0cm。内外面ともミガキCを施す。口縁端部は上方に尖る。

椀 c(25) 高台径7.7cm。内面はミガキ c。

ハU
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椀(23) 口径15.4cm。内面はナデを施す。

黒色土器

椀 c(27・28) ともにB類。 27は口径14.8cm、器高6.3cm、高台径6.2cmをはかる。内面と体部

外面中位までミガキCを施す。 28は口径14.8cmo 内面と体部外面下半までミガキCをおこなう。

白磁

椀(29) 口径16.2cmo IV -1 b類。口縁部に大きな玉縁をもっ。施紬は内面と外面体部下半ま

でおこなう。紬は淡灰緑色をおびた透明柚で光沢がある。沼-1類の可能性もあるか。

石製品

砥石(30) 砂岩製。 3面を使用しており、 l面は割れ面である。幅広の使用面には幅0.2cm前後

の条痕がつく。

81 SX230出土遺物(原色図版 3) 

図示していないがイスラム陶器の小片が出土した。大型の査片と考えられる。凹線が2条認

められる。厚さ 1cm程で、淡黄灰色の軟質の胎土で、ある。 j農青緑色の半透明紬がかかる。

81 SX243出土遺物 (Fig.78)

土師器

中椀 a( 1 ) 口径13.4cm。

黒色土器

椀 c( 2 ) 高台径7.1cmo 内外面ともミカ、、キCを施す。とくに外面は高台際までおこなう。外
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81 SX 243.244・263出土漬物探測岡(1/3・1/4)Fig.78 
底部は横ナデ。

滑石製。口径32.8cmと推定される。外面は規則的な撃痕があり、内面には平滑にし石鍋(3 ) 

ているが斜めlの備跡が時っている。

81 SX244出土遺物 (Fig.78、Pl.19)

最大径24.2cmo 長胴で、二重口縁になると考えられる。外面は格子叩きの後、ナ

ハU

壷 f(4 ) 



デ消し、部分的に叩き文様を残す。内面は叩きの当て具痕を丁寧にナデ消している。内面には

全面に白色の石灰状のものが付着してる。壷の内容物であった可能性が高い。

土師器

杯 a( 5 ) 口径12.4cm。底部はヘラ切り。

瓦

平瓦(6) 1-8-b類。凸面に「平井」の文字が正字ではいる。凹面は布目がつく。

81 SX263出土遺物 (Fig.78)

土師器

椀c( 7 ) 口径15.8cm。丸い体部に少し外反する口縁がつく。調整は内外面ともナデ。底部に

は高台が剥離した痕が残る。

茶褐色土出土遺物 (Fig.79 ---82) 

須恵器

杯 c( 1 ) 口径13.9cm、器高3.8cm、高台径8.9cm。底部はヘラ切り。体部は直立にちかい。

高台付浅鉢(2 ) 口径17.4cm、器高3.2cm、高台径10.8cm。底部はヘラ切り。他はナデを施す。

体部は聞き、口縁部で屈曲する。口縁端部は平坦になる。

鉢b(4) 口径28.2cm。外面は口縁部から下を回転ヘラ削りをおこなう。内面はナデD 口縁端

部は平坦でやや窪む。

鉢 (48・49・51・52) 48・49は口縁部である。ナデ調整。 51は底部径8.5cmを測る。糸切り。内

面は使用で平滑になっている。 52は底部径11.5cm。底部はヘラ切りと考えられる。体部は内外

ともナデを施す。すべて篠窯系と考えられる。

査(3 ) 底部径6.2cmo最大径9.6mo底部はナデ、体部最下部はヘラ削り、他はナデをおこな

う。外底部に i+J字と思われるヘラ記号がある。

土師器

小皿 a( 5 ---27 . 77) 7は特殊な形態を示す。口径6.6cm。底部は糸切りと思われる。 8~27 ・

77は口径8.6---11. 5cmを測る。すべてヘラ切り。 6はヘラ切り後指押さえをおこなう。

杯a(29・30) 29は口径12.8cm。底部はヘラ切り。器壁は薄い。口縁部は少し外反しながら肥

厚する。 30は底部径5.8cm。底部は高台状につくられ、ヘラ切りされる。搬入品か。

中丸底杯a(35) 口径12.8cm。内面はミガキb。口縁部付近に油煙が付着する。

丸底杯a(36) 口径14.8cm。外面には指頭圧痕が残る。

皿b(33・34) 33は口径13.0cm。体部下半から底部は手持ちのヘラ削り。他はナデ。器壁は

やや厚く、底部は平坦である。 34は口径16.0cm。口縁部より下は手持ちのヘラ削りをおこなう。

椀c(31・32) 31は、口径11.8cmo底部はヘラ切り。直線的に開く体部の下に高台が接続す

る。 32は高台径9.0cm。体部外面と内面はミガキ aと考えられる。底部はヘラ切り後ナデる。外
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Fig .80 茶褐色土出土遺物実測図(2)( 1 /3 ) 

底部に墨書があるが、判読できない。

壷(37) 口径7.9cmo 内外ともナデ。底部は粘土の接合部で剥離している。

黒色土器

53 
10cm 

小皿a(42・43) 42は口径8.6cm、器高1.5cm、底部径6.0cmを測る。調整はすべてミガキ c。

43は口径10.2cm、器高1.4cm、底部径6.2cmを測る。底部は回転ヘラ削り。他はミガキを施す。

どちらも B類。

椀 c(40・41・45) 40は高台径6.3cm。内面に粗いミガキCをおこなう。外面高台際には指頭

圧痕が残る。 A類。 41は高台径8.2cmo 底部はナデ、外面体部は回転ヘラ削り、内面には細かい

ミガキCをおこなう。 A類。 45は高台径6.4cm。内外面ともミガキcを施す。外底部にはヘラ記号

風の文様がつく。 B類。

椀(44) 口径17.2cm。全体にミガキCを施す。 B類。

鍔付椀(46) 鍔部径12.4cmを測る。内面、外面鍔部先端まではミガキc、以下は横ナデをおこ

なう。

須恵質土器

椀(47) 底部径5.0cm。底部は糸切り。内外ともナデ。東播系と考えられる。
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茶褐色土出土遺物実測図(3)(1/3)Fig .81 

口縁部の破片である。開整はナヂ。東播系と考えられる。鉢(50)

53は底部佳12.7cmo 澗整はすべてナデ。鉢の底部か。

瓦質土器

54は形態、は円間硯に似るが、海にあたる部分が機能を果たさず、硯としては使用できないと

考える口上部の日後10.9cmo 最大径は屑部と底部直上にあり、 14.0cmを測る口上面と凹面はミ

lガキ cが施される。

灰紬陶器

口径20.0cm。緩く聞く体部に外皮する口縁部がつく。調整は横ナヂ。糊は少し緑色椀(55)

味がかった灰色で、柔らかい光沢がある。

繰粕陶器

56は高台佳5.4cmo 丸い体部をもっo 鹿部は糸切り口体部はナデ。高台は貼lり付椀(56・57)

けである。胎土は灰白色で軟質。濃緑色をした軸が薄くかかっている。近江系と考えられる。

57は高台佳10.Ocm。底部は回転ヘラ削りを施し、体部は横ナデo 削lり出しの高台をもっ。胎二k

___; 114 
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10cm 

茶褐色土出土遺物実測図(4)(1/4・1/2)Fig .82 

は明茶灰色で軟質。紬は淡緑黄色である。

口径14.0cm。調整は横ナデ。胎土は明灰色で硬質。紬は緑黄色を呈する。皿(58)

高台径4.8cm。口縁部を欠損するが、体部のゆがみから耳皿と考えられる。底部は耳皿(59)

糸切り。体部外面はナデ、内面はミガキと思われる。胎土は茶色味のある灰色で硬質。紬は茶

色味をおびた緑色である。

61は口径15.4cm、器高5.5cm、高台径6.6cmを測る。 IV-1a類。外面は口縁

直下まで回転ヘラ削りが残る。青色味のある半透明紬がかかる。 63は高台径6.4cmo IV類と考え

白磁

椀 (61 ・ 63~66)

られる。体部を打ち欠き円盤状に二次加工をおこなう。 64はXI-3類。 65・66はXI-4類で蓮弁

を削りだしている。

刃類。高台径5.2cmo 体部外面は回転ヘラ削り。施紬は一部高台までおよぶo 青白色皿(62)

の半透明紬である。底部にはハマの痕が残る。

越州窯系青磁

67・68は 1-1 b類。高台と見込みに目跡がある。外面体部下半は回転ヘラ削り椀(67~69) 

を施す。 69は高台径6.6cmo n -2類である。円盤状の高台をもっ。見込みに目跡が残る。

底部径8.8em。外面体部は回転ヘラ削り。底部は上げ底ぎみになっている。粕はわず壷(71)

かに黄色味のある灰白色で不透明。胎土は赤褐色を呈し、白色の細かい粒子を多く含む。磁器

質と言うより陶器質に焼けていると思われる。査で掲げたが水注の可能性もある。また、越州

窯系青磁でない可能性もある。

長沙窯系青磁

口径14.0cmを測る。外面体部下半は回転ヘラ削りを施す。外面口縁下まで厚い化粧椀(70)

土がかかる。紬は外面体部中位までかかる。紬色は緑灰色の透明紬で光沢がある。

イスラム陶器



60は4X3叩ほどの小片である口外面に 3染の回線がみえる。また斜めのヘラ捕と思われる

ものが…部みえる D 胎土は粛自色できめ細かく軟質である。紬lは外面はj来い青緑色で、内面は

濁った空色をしている。大査の体部中位から下半にあたると考えられる。

瓦

丸瓦(74) 凸面にこ重料格子で「賀茂jの正字をもっ文学瓦である o ill-5類。

平瓦(72・73) 72はニ重斜格子に安楽寺の「安J宇をもっo 在学である o IV-4類。 73は斜格

子に「佐瓦Jの在字をもっ。 II-7aまたは b類。凹面は布目をナデ消している。

土製品

管状土錘(38・39) ともに紡錐形をしている。 38が5.1x 2.0 x 1. 8cm、39が3.9X 1. 5X 1. 4cmを

測る。

石製品

砥石(75・76) 75は砂岩製で4而に使用痕がある。 lとくに一面は凹んでいる。現帯長4.7cm、

幅6.1cm、躍さ1.2cmを測る。 76は全面を使用している。現存長6.4cm、幅4..5cm、惇さ1.3cmを測

る。

明灰色土出土遺物 (Fig.83)

須恵器

蓋 c3( 1 ) 口径12.1cm、器高2.0cm。天井部は回転ヘラ削りをおこなう。

叢 3( 2 ) 日佳14.8cmo天井部はヘラ切り口

大蓋c3( 3 )口佳20.8cm、器高2.7cm。天井部はヘラ切り後、横ナデをおこなう。ボタン状の

つまみがつく。

皿a(4 ) 口径14.2cm口器高1.8cm、底部佳12.lcmo底部はヘラ切りと思われる。

葡(5 ) 口縁が短く車立する、広口の輩である。口径10.0cmo

高杯(6 ) 日経16.8cmo杯部が探い高杯と考えられる。外底部は岡転ヘラ削lりされる。

3 

二一ー、

o 

-ーー
10cm 

円9.83 明灰色土出土遺物実測図(1/3)
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Fig .84 暗茶色土・表土出土遺物実測図(1)(1/3)
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土師器

皿b( 7 ) 口径13.8cmo 底部を手持ちヘラ削りする。内面は横ナデをおこなう。

暗茶色土・表土出土遺物 (Fig.84~86 、 P 1.21)

ここで言う表土は、重機による表土剥ぎの際に出土したもの、排土のなかから検出したもの

を含んでいる。

須恵器

大蓋c3( 1 ) 口径24.2cmo 天井部は回転ヘラ削り。つまみは欠損する。口縁端部はかなりま
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るくなっている。

横瓶(2 ) 胴部は円筒形を呈し、回転ヘラ削りをおこなう。

硯(3 ) 壷eの肩部を転用したと考えられる。猿面硯に復原される。側面は擦って形を整え

ている。底面には、凸帯を削った跡が残る。内面は使用により平滑になっている。残存長8.3cm、

幅10.0cm、厚さ1.2cmを測る。

土師器

小皿 a(4~7) 口径8.8~9. 4cmを測る。 4・6はヘラ切り、 5・7は糸切り。

瓦器

椀(8 ) 口径14.0cm、器高6.3cm、高台径6.8cm。口縁端部内側に沈線がはいる。内外面とも

ミガキ cを施す。楠葉型か。

灰紬陶器

椀(9 ) 高台径6.6cm。高台は貼り付け高台。紬は灰色で不透明。

越州窯系青磁

椀 (10~15) 高台径6.4~9. 7cmo 10・12が 1-2類。 11がII-1 b類。 14がII-3類。 15がII-3a類。

13がE類。

白磁

椀(17~33 ・ 39) 17は 1-1 類。口径15.4cm。口縁端部を折り曲げている。 18~21 は H 類。 18

はII-1類で口径15.4cmo19はII-3類で口径15.4cmo 22~26はW類。 22 ・ 23は N-2 類で口径はそ

れぞれ14.6・16.7cmo24は口径15.Ocmo 25はN-1b類で見込みは一部紬がかかっていないo27~ 

32はV類。 27・28はV-1類で口径はそれぞれ14.8・16.0cmo29・30はV-2a類で口径はそれぞれ

15.2・15.0cmo31はV-2c類で口径は16.6cmo32はV-3a類で口径15.4cmo 33は沼-1類。口縁は

折り曲げて玉縁をつくる。口径は20.2cmに復原されるが、少し大きすぎるかもしれない。 39は盟

-1類で口径12.0cmを測る。小椀に入るか。

皿 (34~38) 34は沼~4 類。 35~37は II -1a類。 38は内面に文様のあるVII-2b類。

40は近世の紅皿と考えられる。外面に型押しによる唐草文が施される。

石帝1)ロ
ヨ丈口口

滑石製品(16) 直径11.6cm程に復原される円盤状の加工品である。表面には全体に擦痕があ

る。厚さ1.5cm。蓋に使用されたか。

その他の石製品 (Fig.86、P1.21)

lは安山岩の縦長期l片を利用した剥片尖頭器である。剥離面のバルブは意図的に除去されて

いる。旧石器時代後期の所産と考えられる。長さ8.8cm、幅2.9cm、厚さ1.1cmo81SK070出土。

2は安山岩の石核である。上下から打面調整をおこないながら横長の剥片を取り出したと考

えられる。弥生時代の所産か。長さ3.0cm、幅6.3cm、厚さ1.9cm。茶褐色土出土。 3は黒曜石製の剥
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片鍛である。縦長剥片を素材とする。基部の扶り部分のみに二次加工を施す。両辺縁は素材剥

片の縁辺をそのまま使用している。大剥離面は上下二方向からの剥離をおこなう。 81SX300出

土。 4は緑色片岩製の石鍬である。片縁の二面に二次加工が施される。長さ8.1crn、幅6.6crn、厚

さ1.8crno 81 SX261出土。 5は泥岩製の石剣である。基部の部分と考えられる。 81SE066出土。 6

は敵石である。角閃石と白色の結晶を含むヒン岩と考えられる。先端部に敵打痕がある。長さ

14. 8crno 81 SE060暗灰色土出土。

5 )小結

本次調査地での遺構の時期は 8世紀第 E四半期から11世紀末までである。それ以降は近世の

遺物が存在するのみで、遺構は展開しない。特に 8世紀代後半から 9世紀代前半と 11世紀代後

半にそのピークがある。遺物は旧石器時代後期からあり、周辺に古い時期の遺跡の存在が示唆

される。

遺構群は、東西方向の溝が方向をわずかに変えながら各時期にわたり存在している。 81SDlOO

から81SD245までがそれである。区画溝の可能性があるが、いずれも検出距離が短いか、調査

区の中で完結しており、広域の区画ではなく、ごく狭い範囲を区画するものかもしれない。

81 SK130・81SK 135・81SK170は III~羽期の土墳であるが、隣接して位置し、形状、埋土、

遺物の多さが類似していることから相互に関連があり、 }II買に形成されていったと考えられる。

廃棄土壌か。

理期の大型の遺構が調査区西側に約10mの幅で南北方向で集中している。これはこのような

大きな掘削をおこなえる土地がこの範囲にしかなかったという物理的規制があったことを示唆

している。特に土墳に顕著である。

明灰色土の整地層は 8世紀代のもので、広域に存在していると考えられるものの一部であろ

つ。

今回の調査では筑前国府に直接関連する遺構は検出されなかった。しかし国外からのものを

含め豊富な搬入品の存在が、本次調査地が一般的な集落とは性格を異にするものであることを

示していると考えられる。
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4 第89次調査

1 )はじめに

調査地は太宰府市大字通古賀1061-1・4に所在する。対象面積は500rrfである。昭和63年3月

19日に地権者本村キヌヨ氏から埋蔵文化財の有無について照会があった。調査地は鏡山猛氏推

定条坊案右郭11条2坊にあたり、国府推定地であることから発掘調査の必要を伝えたD その後

共同住宅建築の計画が進み、同時に埋蔵文化財の取り扱いについて協議をすすめ太宰府市教育

委員会が受託事業として発掘調査をおこなった。協議にあたっては三興住宅企業(捕に窓口とし

てご協力いただいた。調査期間は平成 2年 1月8日から 2月10日までである。調査面積は230rrf

である。調査は緒方俊輔・城戸康利が担当したo

2 )層位

現地表面から遺構面までは約0.8mである。最上層はガラ等の入った客土で、その下に畑の旧

耕作土がある。以下は暗黒茶色土の遺物包含層である。包含層の厚さは0.3--0.4mである。遺

構面は部分的に上下二層存在する。特に調査区中央部で顕著である。東西端では検出されず、

下層遺構面が露出していた。下層遺構面を覆う層は淡灰色砂質土の均一な層である。厚さは約

0.1 ~0.3mである。地山は黄色の砂質または粘質土で、水性堆積により形成されたと考えられる。

3 )検出遺構

道路状遺構

89SF150 

調査区東側で検出した南北方向の遺構である。 89SD090、89SD100・151~ 155が側溝と考えら

れる。路面幅は約3.0mを測る。任意中点での振れはN_1
0

04' -E前後を測る。側溝は下層遺構

-45. 020. Om 

w 

30.0 m ~ 

5D090 
1.客土+耕土 6-1.晴灰縄色土 7-111.灰縄色土(黄色地山ブロッヲ混じる)

2.暗黒茶色土(包含層) 11.灰褐色土(貧色地山ブロ yヲ混じる) IV.暗灰色砂質土

3.暗茶色土 111.暗灰色砂質土 8. 灰色砂質土

4.灰茶色土(黄色地山ブロ yヲ含む) 7 -1 .陪灰縄色土(茶色昧帯びる) 9. 暗灰色砂質土

5D100 

2m 

5.黒褐色土 11.暗灰褐色土 10. 灰色粘質土(貧色地山ブロッヲ含む)

Fig .88 89 S F 150南壁土層観察図(1/60) 

30.0m 



を覆う淡灰色砂質土に拙り込まれており 9世紀以降の所産と考えられる。地山は路面部分だけ

商くなっでおり憐灰色砂質土を除去すると路冊だけが盛り上がり、削りだしているようにみえ

る。その際の比高差は0.2~0.3m である。このことは淡灰色砂質土が堆積する以前にも路面と

して使用していたことが場えられる。ただ古い路聞が盛りょがった状態で再寵したかは蝶l問で

ある。硬化面は淡灰色砂質土上でも地山面でも確認できなかったo

土墳

89SKOOl 

調査区の南西隅で、調査区外にのびる土墳である。略方形をしていると考えられる。一辺約

2.5m以上、概さO.lm聴である。下膳に遺構が明 lりlあっており (89SKOIO' 0'15' 025)、その壇I物

を多く含む。下層遺構の窪みに包含層がj留まっていたとも考えられる。 xn期までの遺物を含む。

89SK005 

南北方向の長太横である申溝になる可能性もあるo 長さ5.5m分を検出した口幅は約1.0m、

深さ0.2mを測る。底はほぼ平坦である口振れはN_50 45' -E前後である。遺物はV期のものを

中心とする白 xn期のものをわずかに合むが拠入と考えられる。

89SK010 

89SKOOIの成で検出した土墳である。現状で長さ2.2m以上、幅1.2m以上、探さ0.5mを測る。

底は平坦である口 W期までの遺物を含む。

89 SK015 

8'9SKOIOの鹿で検出した土摘である。現状で…辺 1m以上、協さ1.2mを削る。判期までの摺

物を含む。

89SK020 

調査区北西隅で検出した略円形と思われる土壊である。径約2.2m、深さ約O.4mで、ある。焼塩

壷を多量に出土した。 V期までの遺物を含む。

89SK025 

89SK001の下層で89SK010 .015に切られていた。したがって平面形は一部しか残っていなか

った。深さ0.2m桂である。 V期lまでの遺物を合む。

89SK030 

89 SK020に切られている。調査区外にのびるため全体の平面形は不明で、あるが、長土臓にな

る可能性がある。現状で長さ2.1m以上、幅約1.2m、深さ約O.5mを測る。 v期までの靖物を

89SK050 

りで検出した。…郁を撹活しされているが、|岡崎|円形を盟する口畏軸2.7m、飽軸

2.2m、深さ2.0mを測る。底は南に寄っており、径1.3m程の略円形を呈する。井戸の可能性も考

えられる。下層遺構の89SK122を切っていて、その遺物を合んでいる。 xn期までの遺物を合む。
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Fig .89 第89次調査土墳実測図(1)( 1/60) 
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29.60m 

89SK 115・070

29.60m 

89SK055 

調査区中央で検出した楕円形の士墳である。底

は浅く平視である。長軸3.2m、短軸2.3m、深さ

0.2mを測る。 89SK065・070合切lっている。:xn期

までの遺物を含む。

89SK060 

調査区中央で検出した略円形の土墳である。底

は椅円形を盟し、断面は捕り鉢状になっている口

89SK065・085を切っている。 怪2.1m、深さ1.0m

を測る。黒茶色の埋土である。廃棄土横か。却期

までの遺物を

89SK065 

89SK叩5・060ι明られる略円l形の北臓であlる。

底は平坦で、断面揺り鉢状を呈する。径は約

2.0m、深さ約0.8mを測る。円柱状の底部を持つ

椀は底近くでまとまって出土したo vm期までの遺

物を出土した。

一一 89SK068 

調査区南端にかかる略円形の土墳と思われる。

89SKO引を仰っている。組2.0m以上、i黒谷0.5m

を測る。 xn期までの遺物を出土した。

89SK070 

89 SK050・055に切られている略円形の士績で

Fig .90 第89次調査土墳実測図(2)( 1/60) ある口径約1.8m、深さ1.4mを測る。断面は底に

向|かつてすほまっている。;粗:f:Iま鼎帯血j:であ

る。一部89SK1l5を誤って掘っている。〉日期までの遺物を出土した。 V期の遺物は89SKl15に

と思われるo

89 SK071 

89SK068に切られている略方形と考えられる土壌である。一辺は約1.7mと思われる。 深さは

約0.4mを測る。却期までの遺物を合む。

89SK080 

よりで検出 る。 7m、 8m、深 ~O.4m を測|る口

埋土は黒茶色土である D 沼期までの遺物を出土した。
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89SK082 

調査区北端で検出した二段掘りの土壌である。調査区外にのびるが平面形は方形と思われる。

現状で、は一辺1.5m以上である。深さは一段目がO.4m、二段目が0.6mを測る。 VII期を中心とした

遺物を出土した。

89SK085 

89SK060・080に切られている長円形の主壊である。長軸約2.5m、短軸約2.0m、深さ約0.7mを

測る。底は不整形をしている。埋土は黒茶色土である。刃期までの遺物を出土したO

89 SK 110 

調査区中央で他の土墳群に切られている不整形の土墳である。現状で長辺約2.0m、短辺約

1.2m、深さ約0.7mを測る。羽期を中心とした遺物を出土した。

89SK 115 

89SK070に切られている長円形の土壌である。長軸1.8m、短軸1.4m、深さ1.6mを測る。埋土

は灰白色砂質土である。 V期までの遺物を出土した。

89 SK 120 

調査区南東端で検出した土墳である。土横内には土師器の斐が床面からわずかに浮いた状態

で、正位置で据えてあり、土師器の皿aが蓋として使用されていた。切りあいがあり、埋納され

た斐の上半部まで検出した段階で、平面形を確認できた。平面形は径0.37mの円形を呈する。埋

土は茶色砂質土である。土壌のサンプルをとり残存脂肪分析をおこなった。結果は斐内から検

出された脂肪酸からヒトの遺体を納めたものと判定された。また、掘り方の埋土からも同様の

結果がでており、分析者は掘
89 SK120 

り方にも直接ヒトの遺体を納

めた可能性があることを指摘

している。調査担当者は斐は

ヒトがそのまま収まる大きさ

でないことから、その一部の

可能性が強いと考える。ただ

胎盤を埋納した場合に特徴的

にあらわれる高級脂肪酸が一 30.0m 

般的遺跡の数値の範囲内にあ

り、胞衣壷と考えるには疑問

が残る。また掘り方に直接ヒ

トの遺体を埋納した可能性に

ついては、痕跡が確認できず

~竺旦

E
0
.
0的

。 50cm 

Fig .91 第89次調査土墳実測図(3)( 1/20) 
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物を出土したD

89SE045 

不明である。

89 SK 122 

下層面で検出した隅丸長方形の

士捕である， 0 の

土墳群に切られていた口長辺約4.

Om、姫辺約3.0m、i架さ約1.6mを

測る。埋土は暗灰色砂質土である。

遺物はV期のものを出土した。

井戸

89SE035 

した円形の拙

り方をもっ井戸である。掘り方の

慢は約2.1mで探さは約1.3mであ

る。井戸枠は残っていなかったが、

底で曲げ物の痕跡を検出した。却

期までの遺物を出土した。

89SE040 

円形の掘り 1iをもっ舛阿である。

井戸枠は確認されなかった。土墳

の可能性もある。筏2.2m、深さ

1.15mを測る。IX期を中心とした遺

89SE035に切られる円形の掘り方をもっ井戸と考えられる。径2.2m、深さ1.4mを測る。井戸

枠は輸出でおなつかた。淵期までのl組物をl出土した。

溝

89S0090 

89SD100、151~ 155 と対をなして、道路状遺構の側溝になると考えられる。 A~Dの掘り直し

があっている。古い方から090C→ 090D→ 090B→ 090Aの順になっている。幅は合わせて約1.0

moそれぞれで約0.3--0.5mを測る口 Aと日は南側では判別できなくなっている。 深さは路聞と

考えられる所から約0.6mを測る。 溝の断面形は逆台形状をしている。振れはN_OO 35' -E前後で

ある。理土は090A.Bが崎駅禍租土、 090Dが地山の粛也止のブ口ックを合tJ肌欄色ニt，090Cが

暗灰色砂質土である。遺物はE期のものまでを出土した。一方量的にはV・羽期の遺物が多い。
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89S0 100・151-155

89SD090と対をなす道路状遺構の側溝と考えら

れる。 090と同様掘り直しがある。古い順に155・

152→ 154→ 100・151・153となる。幅は合わせて

1.0~2. Omである。溝の断面は逆台形状をしてい

る。特に155はV字状に近い。 100は幅1.2m、深さ

0.8mを測る。座標南北方向にのる。埋土は暗灰褐

色土~暗灰色砂質土である。却期までの遺物を含

む。 151は土壊状のi留まりになっている。長軸1.

9m、短軸0.8m、深さ0.7mを測る。座標南北方

向にのる。埋土は暗灰褐色土である。却期までの

遺物を含む。 153は幅1.0m、深さ0.5mを測る。長

さ約 5m分を検出している。埋土は暗灰褐色土で

ある。 E期までの遺物を含む。 100・151. 153は

本来同一の溝であったと思われる。 100-153の振

れは N_1
0

55' -W前後となる。 154は幅1.1m、深

Fig .93 第89次調査井戸実測図(1/60) さ0.1~0.3m を測る。振れは N_7
0

25' -E前後で

ある。埋土は暗灰茶色土である。却期までの遺物

。 2m 

89SE045 

29.60m 

イ
29.60m 29.60m 

を含む。 152は154の底面で検出した。幅0.3m、深さ0.2mを測る。振れはN_4
0

25'-E前後であ

る。暗灰色砂質土の埋土である。遺物は出土していない。 155は幅0.5m、深さ0.7mを測る。振

Q
d
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れはN_10 

.25'叩 W前後である。埋土は灰褐色砂である。沼期までの遺物を出土した。

89S0125 

南北方向の溝である。道路上遺構を切っている。幅O.4m、深さ0.2--0.3rnを測り、約5m分を

検出した。珊期までの遺物を出土した。

その他の遺構

89SX049 

89SK020に切られている遺構である。不整形であるが、拙り上がりからみると89SK005に連

続していた可能性が強い。遺物はV期に収まると考えられる。燐塩壷片が多く出土した口

89SX074 

89SK065に切られる fLJ字状の遺構である。幅は約0.9m、深さ約0.35mを測る。構になる

可能性もある。遺物は四期のものを中心とする。

89SX075 

S，9SK080・085の上層部を掘っている口理土は黒茶色土である。土色名の鼎茶色土で取り上げ

た遺物もこの中に含まれる。 xn期までの遺物を含む。

89SX076 

調査区南西側に位置する構状の遺構である。幅約0.5m、深さ約O.lmで約1.0m分を検出した。

89SX101 

路上と推定される部分に切り込むビットである。遺物が少なく時期の判定は難しいが、おお

よそ盟期以降と考えられる。

89SX104 

89SXIOlと問様路上と推定される部分に切り込むピットである。却期以降の所産と考えられ

る。

89SX105 

路上と推定される部分に側溝と似た方向で存在する溝状遺構である口振れはN_4
0

25'-E前

後である。x羽期の所産と考えられる。

89SX112 

調査区南東隅で検出した略円形と思われる遺構である。径約1.5m、i果さ約O.2mを測る。

89SKi20を切っている。 89SK120に埋納している饗も当初は89SXl12に帰属すると思われてい

た口護の上半部ほどまで掘り下げて89SK120の掘り方を検出している。したがって89SX1l2の

探さは0.2mより浅い可能性が商い白

89SX132 

下層で検出した溝状の遺構である。幅約1.2rn、深さ約0.2--仏4mを測る。 89SK122に切られ

ている。遺物はV期までのものを出土した。

ハ
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89SX135 

調査区東端で検出した遺構である。大半が調査区外にあると考えられ、規模、性格は不明で

ある。溝の可能性がある。現状で長さ 5.5m、深さ 0.3~0.7m を測る。北側に低くなっている。埋

土は黒色土である。 VJI.VJn期の遺物を中心に出土した。

4 )出土遺物

89SKOOl出土遺物 (Fig.94・95、P1.28・29)

須恵器

蓋c4( 1 . 2 ) 1は口径14.15cm、器高1.35cm。天井部はヘラ切り後ナデ。内面に少量の赤色

顔料が付着する。 2は口径17.4cm、器高2.8cmを測る。天井部はヘラ切り。

大蓋c4( 3 ) 口径20.4cm。天井部はヘラ切り後ナデ。口縁部を一部焼成前に補修している。

つまみは欠損している。

杯a(4~7) 口径12.0~ 14.3cm、器高3.5~4.1cm、底部径6. 8~9. 3cmを測る。底部はすべてヘ

ラ切り後ナデを施す。

小杯c( 8 ) 口径9.2cm、器高4.8cm、底部径6.8cm。底部はヘラ切り後粗いナデ。体部はほと

んど直立し、高台は底部と体部の境につく。

杯 c(9・10) 9は口径12.5cm、器高5.4cm、高台径6.9cm。底部はヘラ切り後ナデを施す。 深

い体部に小さめの高台がつく。 10は口径12.7cm、器高4.55cm、高台径8.0cm。ヘラ切り後丁寧な

ナデをおこなう。

皿 a(11・12) 11は口径16.2cm、器高1.75cm、底部径13.2cm。底部はヘラ切り後ナデをおこな

う。 12は口径17.3cm、器高2.25cm、底部径13.9cm。底部はヘラ切り後ナデ、一部にはハケ目ら

しきものカfある。

鉢(13) 底部径16.0cmを測る鉢と考えられる。外面は回転ヘラ削り、内面は丁寧なナデをお

こなう。

壷 a(14) 高台径12.4cmを測る。胴膨らみの短頚壷に復原されると考えられる。体部は内外

ともナデ。底部はヘラ切り後ナデをおこなう。

硯(15) 口径9.6cmを測る円面硯である。圏台は故意に打ち欠かれたか。透かし窓は 9ヶ所程

と思われる。墨痕が残っており実際に使用されていたことがわかる。 I-C-b・イ類。

以上の須恵器は羽期までのものと考えられる。

土師器

蓋c3(16) 口径13.0cmを測る。天井部は回転ヘラ削り後、他の部分と共にミガキ aを施され

る。つまみは剥離した跡がある。

大蓋3(17) 口径20.0cmを測る。外面にはミガキa、内面にはナデを施す。
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Fig .95 89 SKOOl出土遺物実測図(2)( 1/3・1/2)

杯 a(30) 口径13.4cm。底部はヘラ切り後ナデ。

杯 c(36) 口径14.6cm。底部は回転ヘラ削りをおこなう。

杯 d(22~28) 口径10.6~15.4cmを測る。底部または底部から体部中位にかけて回転ヘラ削り

を施し、他はミガキ aをおこなう。



杯 e(18・19) 18は口径11.8cmを測る。底部はどちらもヘラ切り。

中丸底杯c(20) 口径13.0cmo聞いた杯部に中央寄りに高台がつく。Jill期。

椀c(35・:W) 37は口径14.6cmを測る u 体部は丸みをもっ。 X期。 35は体部は直線的に立ち

上がっていると考えられる。 服部は回転ヘラ削lりをおこなう。体部にはミガキ aがはいるかl。

JIll a (31 ~34) 口径15.4 ~ 19. Ocmを測る。 31は底部をヘラ切り後ナデ調整をおこない、体部

はナデを施す。 32~34は属部を回転ヘラ削り、体部にミガキ a をおこなっている。

皿c(21) 口径16.4cmo聞いた皿部に高めの高台がつく凸四期のものか。

皿(29) 口径1O.4cmo底部はヘラ切りと考えられる。体部はナヂ。

小皿 a(38・39) 口径9.0・10.0cm。底部はヘラ切り。

緑紬陶器

椀(40) 口径15.6cm、器高4.5cm、高台径9.8cmを測る。高台は削りだし、見込みはミガキ、

体部内外商はナデをおこなう。胎土はj炎褐色で硬質。施紬lは淡緑色の軸が企面に薄くかかる。

高嵐青磁

椀(41) 班同 1a類。高台径5.2cmo見込みに目l跡が残る。企面施紬をおこない、紬はくすん

だオリーブ色をしている。

金属器

42は鉛製と考えられる口長さ4.9c臥根本で幅O.7cm。口径0.3cm程の穴があいている。形状か

ら針と考えられる。

遺物は時期幅lが広く混乱しているが、 89SK001自体は小皿aなどの却期と考えられる。 v.川

期lのの遺物が多いのは下層にある8ω9SKO旧0

89SKO∞01でで、の古期期lの遺物は8ω9SK01叩0以下のものと理解される。

89SK005出土遺物 (Fig.96、P1.29)

須恵器

蓋 c( 1 ) 天井部は回転ヘラ削りをする。

輩 3( 2 ) 口径14.9cmo回転ヘラ削りの有無は不明。

杯c( 3 ) 口径12.0cm、器高3.9cm、高台径9.5cmを測る。底部はヘラ切り。

鉢(4. ) 口径16.6cmを測る。口線端部は平坦面を持ち、丸く深い体部へは一段段をつけてい

る。企画にナテーを施す。硬質に焼け、外国には薄い自然紬がかかり光沢がある。搬入品と考え

られる白器形も鉢以外のものも考えられる。

壷(5 ) 頚部から屑部のl破片である。外国に縦方向のハケ日後ナヂ、内閣にヘラ削りを施し

ている。

土師器

焼塩壷(6.，..9) 6・7はどちらも口径12.0cm、口縁部はうねっている。外聞は指頭庄痕で凹凸

- ]，34 
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Fig .96 89 SK 005出土遺物実測図(1/3 ) 

がはげしい。内面は型抜きと思われ、 6はナデと員殻条痕がつく。 7は布圧痕をわずかに残し、ヘ

ラ状工具によるナデをおこなう。 8はナデである。 9は不明。すべて H類に分類される。二次

焼成が明瞭なのは 7~ 9である。

89SK010出土遺物 (Fig.97・98、P1.29・30)

須恵器

皿a( 1 ) 口径13.7cm、器高1.3cm、底部径10.9cmo 底部はヘラ切り。

硯(5) 円面硯。最大径15.6cm。浅い海部から緩く立ち上がる陸部がある。陸部は平滑にな

っている。 I-C-b'イ類と考えられる。

壷 (2~4) 2は長頚壷の口縁と思われる。口径9.5cmを測る。器壁は薄い。 3は底部径

7.0cmの小壷で、ある。底部調整は不明であるが、体部下端は回転ヘラ削りを施す。体部下半にヘ

ラ記号がある。 4は底部径9.8cm。長頚査になると思われる。体部下半は回転ヘラ削りをおこな

つ。

土師器
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杯a(6 ---10) 口径12.8---14. 6cm、器高3.4---3.9cm、底部径6.4---8. 6cmを測る。底部はヘラ切

り。 10は外面に炭化物が付着する。
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Fig.98 89SK010出土遺物実測図(2)( 1 /3 ) 

口径14.2~ 15. 2cm、器高6.0~6. 6cm、高台径7.2~9. 4cmを測る。底部はヘラ切椀 c(1l ~15) 

り。 12はヘラ切り後ナデをおこなう。体部外面に12はl条、 14には 2条の沈線がめぐる。 13の

内面には油煙が付着する。

口径7.9cm、最大径10.0cmを測る。体部外面には部分的にミガキ aを施す。小壷(16)

口径24.4cm。外面は縦方向のハケ目後ナデ、内面はヘラ削りをおこなう。口縁中費 a(17) 

部と体部の境は稜をなす。

口径16.7 ~ 20. 6cmo内面はヘラ削り、外面は19がナデ、 18・20がハケ目を施小斐 a(18~20) 

す。 19は口縁部内面と体部内外面の一部に黒変部分がある。

黒色土器

どちらも内面をミガキ c、外面上半をミ口径は21が19.0cm、22が20.0cmを測る。椀(21・22)

ガキ a、下半を回転ヘラ削りしている。両者とも A類。

ヴ

t

89SK015出土遺物 (Fig.99)
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Fig.99 89 SK015出土遺物実測図(1/3・1/2)

調恵器

蓋 c( 1 ) 天井部を回転ヘラ削りする。体部はドーム状を呈する。

鉢(2 ) 口径32.0cmを測る。口縁部で屈曲し内湾する。外面格子叩き、内閣問心円の当て具

痕が残る。

土師器

椀c(3) 高台径9.8cm。内閣はミガキ a、外面体部下半と底部には回転ヘラ削りを施す。杯

dに小さい高台がついたような形状をしている口

黒色土器

椀 c( 4 ) A類。高台径9.0cm。内面はミガキ cを外面体部は横ナヂを施す口

金属器

刀子(5) 関から刃部にかけての部分と考えられる。現存長7.7cm、鵬1.8cm、厚さO.8cmを測

る。

89 SK020出土遺物 (Fig.100.101、P1.30・31)

須恵器

査 c3(1--3) 口径14.7-18.0cmo 1 .2は天井部ヘラ切り後ナデ。 3は回転ヘラ削りをおこ

なう。 2・3はつまみを付けていた痕跡が残る。 1は器閣が低く崩平であるが、日縁端部を短く

折り曲げ、断間三角形にする。

大革 c3 (6) 口径21.2cm。天井部は回転ヘラ削りを施す。

大叢 3(4・5) 口径19.2・20.2cmを測る。天井部は雑な回転ヘラ削l りをおこなう口

杯 c( 7 -10) 口径12.3-17. 7cm、器高3.4--6.2cm、高台径8.0-11.2cmを測る。底部はすべてへ

ラ切り。 7は大杯cに入れられるか口

oo 
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u
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Fig .100 89 SK020出土遺物実測図(1)(1/3)
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削りをおこなう D

脚部にはしぼり

痕も残る。

皿 a(11・12)

口径17.6--20.

9cm、器商2.3，--23 

10叩 2.5cm、服部佳

15.2 --18. Ocmを

測る。底部は11

----一一-戸-ーー-ー

o 

Flg .101 89 SK020出土遺物実測図(2)( 1 /3・1/2)

b (18) 

口惜28.6cm、

高16.7cm、脚部

径14.7cmを i~U る。

杯部外面は回転

ヘラ削り、内面

はナデ。脚部内

面は先lの細いへ

叩フ 間

が回転ヘラ削り、 12がヘラ切り後ナデをおこなう。体部は12が内湾ぎみに立ち上がるのに対し、

11は外反している。

査議(13) 天井部はヘラ切り後ナヂ。つまみが付かず、天井部にヘラ削りをおこなわないこ

とから、TIll.aの可能性もある。

a (17) 胴l部最大惜22.8cmを掛IJる。高台は剥離している。内服部は自l眺軸がかかる口

b (16) 口縁部の破片である。口径12.2cmを測る。

壷(14) 口径12.8cmを測る、短頚壷である。外面には自然粕がかかる。屑部に他の器物との溶

着痕が残る。

聾(15) 口径14.9cmo口縁端部はまるい。外面は平行叩き、内面は同心円の当て具痕が残る。

土師器

商杯b(19) 口径25.6cm。内閣はミガキ a、外国は回転ヘラ削りlを摘す。

(20-22) 口惜11.0 --14. Ocmo円錐状を盟する。外聞は粗雑な揃醐旺痕が掛る。内四

はヘラ商仏りをおもにおこない、 21は上半にハケ日を施す。すべてニ次焼成をうけ赤変している。

口縁端部は薄く丸く仕上げている。 II-b類。

石製品

140 
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Fig .102 89 SK025出土遺物実測図(1/3 ) 

砥石(23) 砂岩製。欠損していない 4面はすべて使用されている。広い面の片側には部分的

に蔽打痕が残る。現存長12.4cm、幅9.9cm、厚さ2.3cmo

89SK025出土遺物 (Fig.102)

須恵器

杯a( 1 ) 底部径9.5cm。底部はヘラ切り後、ナデ。

杯c( 2 ) 高台径7.7cm。底部はヘラ切り後、ナデ。

皿a( 3 ) 口径14.4cm、器高2.0cm、底部径11.9cm。底部はヘラ切り。

土師器

杯a( 4 ) 口径13.3cm。底部はヘラ切り後、ナデ。内面には煤が付着する。

杯 c( 5 ) 口径13.1cmo底部は回転ヘラ削り、他はミガキaを施すD 口縁部から体部下位にか

けて煤が付着する。

杯 d( 6 ) 口径11.0cm。外面体部上半まで回転ヘラ削りをおこない、その上からミガキ aを施

す。内面はミガキ ao

小壷(7 ) 最大径10.4cm。外面はミガキ ao

89SK030出土遺物 (Fig.103、Pし31・32)

須恵器

杯 a( 1・2) 口径13.0cm、器高3.4~3. 5cm、底部径8.9~9. Ocm。底部はヘラ切り。

杯c( 3 ) 口径14.5cm、器高4.6cm、高台径9.4cmo底部はヘラ切り。

皿 a(4~6) 口径14.8~ 18.0cm、器高1.9~2.0cm、底部径12.1 ~ 15. 4cmo底部はすべてヘラ切

り。

土師器

蓋b( 7) つまみ径4.5cmを測る。天井部および内面はミガキ aを施す。

杯 d( 8 ) 底部径8.4cm。底部を回転ヘラ削り、他はミガキ aを施す。外底部に墨書がある。

斐 a( 9 ) 口径28.0cmo薄い口縁は大きく外反する。外面体部と口縁部内面にはハケ目があ

- 141-
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89 SK030出土遺物実測図(1/3 ) 

ったと考えられる。体部内閣はヘラ削りをおこない、日縁部と体部の境には棋ができる。

焼域輩(10) 口桂12.0cm口円錐形状をする。外聞は指顕庇痕が残る口内閣はヘラ削lりをおこ

なう口日縁部は!事い。ニ次;焼成を受ける。器慌には白い班点状のものが付着する。 H叩 b頗口

89SK050出土遺物 (Fig.104・105、P1.32)

土師器

小皿a( il 9 ) 口径9.6-p.75cm。底部はすべてヘラ切り。 4は外間体部に黒斑がある。

小皿 a2(10・11) 口怪日.Ocm。口繰端部に沈線がめぐる。服部はヘラ明り口

小皿 c(12) 口佳11.6cmo服部はヘラ切り口細く高い高台がつく骨

中椀 a(13-16) 口徒12.3-13.0cm。外簡はナデと指顕庇痕が残る。内面はナデ。底部はヘ

ラ切り。 13は中丸底杯 aにはいるかもしれない。

中椀 c(17) 口径12.8cmo器盛はやや厚く、尖った く。底部はヘラ切り。

丸底杯 c(18・19・22) 口佳15.'0-1'5. 4cmo内面はミガキ bo

椀 c(20・21・23) 口怪15.4・1'5.6cmo20は体部に屈曲をもっ口

黒色土器

- 142 
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Fig .104 89 SK050出土遺物実測図(1)(1/3)
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ιコ椀(24--却)口控14.1--15. 1cm、器商5

:13445~6.35cm、高台控7.3--8.35cmを測る 0

/，)iぷfソ4h24~26はA類。底部はヘラ切りで、外面は

J二ヤ品以 ナデと回転ヘラ削り、内面はミガキcをお

/一、 こなう。 27--29はB類。内外面ともにミガ、J キcをおこなう。 27には凹転ヘラ削り、 28

一一一一37 には指顕阻痕が残る。 29は外鹿部にもミガ

o 2c叩 キcを施す。 28は口縁端部に沈線がめぐり、
同副函可

畿内からの搬入品と考~られる。

白磁

皿(30) 口径14.8cm、器高3.1cm、高台径

6.6cm。体部は大きく聞き、下位に胞曲があ

る口日縁端部には輪花があり彼服すると 5

Fig.1，05 89 SK050出土遺物実測岡(2) ケ所になる。見込みには段がl段ある。外

(1/4・1/3・1/2) 鹿部には焼台の跡がある。施軸は高台外側

までおこなう。畳付は紬を削り取っている。胎土は白色、軸は灰色味のある週明粕である。 ~t

宋系の白磁と思われる。

越州窯系背磁

椀(31) 口径14.2cm、器高5.2cm、高台後6.1cmo 高台は輪状高台を削りだす。体部は車総的

にのびる。見込みと畳付に日掛がある。施紬はオリープ色の紬が全面にかかるが、畳付lはふき

取る。 1-2 a組。

瓦

軒丸瓦(32) 中房部分の破片である。蓮子は 1+6と考えられる。蓮子は周聞に段をもって

いる。

華子平瓦(33) 悲から右に流れる備行唐草コたであるo 上外区に珠文を配する。 1類。

平正(34・35) 34は凸面に「安Jの左字をもっ。ニ重斜格子。町一4類。 35は「安楽之帯jを

2本の縦線で消lしている。大きな斜格子目lである。町四1-b類。

石製品

硯(36) 滑石製の風宇硯片である。残存畏5.7cm、高さ2.7cm、幅5.2cmを測る。内閣は平滑に

なっており、使用したと考えられる。

金属製品

37は用造不明の鉄製品である。略円形で扇l平である。長辺2.6cm、短辺2.3cm、厚さ0.7cmを測l

る。

-144 -



ミ二ご=L グ ミ三Lーヲグ
ト旬;3

一===:J:::::::c::寸¥よ

¥ミ三-x
R三二二一二てコー一-~ヲF

Fig.l06 89SK055出土遺物実測図(1/3)

89SK055出土遺物 (Fig.106)

土師器

小皿 a(1~6) 口径9.6~ 11. 4cm。底部はヘラ切り。

丸底杯 a( 7 ~ 11) 口径14.8~ 16. 8cm。内面はミガキ b、7は不明。

杯(14) 口径11.8cmo底部はヘラ切り。他は横ナデをおこなう。外面口縁端部以下に赤色顔

料がつく。搬入品と考えられる。

椀(12・13) 12は口径16.4cm。内面はナデもしくはミガキbを施している。外面はナデ。口縁

端部が外反する。

灰柚陶器

椀(15) 口径14.8cm。粕は口縁部を中心に体部中位程までかかる。浸け掛けと思われる。黄

色味をおびた灰色の紬で、口縁部付近は褐色味がかかる。

その他、図示していないが平瓦で「平井」字を持つものがある。 I-8-b類である。

89SK060出土遺物 (Fig.107、P1.33)

土師器

小皿 a(1~3) 口径9.6~ 10. 6cm。底部はヘラ切り。

A
性
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Fi，g . 107 89 SK 060出土遺物実測図(1/3)

小皿c(4) 日後11.4cmo底部はヘラ切り。扇平な皿部に尖った高台がつく。

杯 a( 6 ) 口径11.0cmo成部はヘラ切り口

中丸成郎 a( 8 ) 口径12.4cmo内聞はミガキ bo

丸底杯 a(9 ) 日程13.8cm口外国に指顕在痕が桟る。

丸底郎 c(11) 口佳14.4cm口底部はヘラ切り口内閣はミガキ b。体部下平に屈曲がある。

中椀 a( 7 ) 日筏13.0cIDo底部はヘラ切り、体部は楠ナデを施す。口l縁端部が少し外反する。

椀(5・10) 5は底部控7.2cmo底部はヘラ切り、外国は段を作り、高台胤にしている。仰は楠

ナヂD 搬入品と堵えられる。 10は口径14.2cmを測る。内閣にミガキ c、外国は横ナデを施す。

灰I粕胸器

椀(12) 高台径7.0cm。内面は平滑になっているが欄整は不明。外聞は横ナデ。高台は少し湾

曲するものlを貼り付ける。

他に使用痕のあるフイゴの羽口が出土しており 89SK055出土のものと接合した。

89SK065出土遺物 (Fig.l08、Pし33)

こ仁師器

杯 a(.1 ~ 5 ) 口径lL2~13. 1o恥底部はヘラ切り。

椀 c( 6 ) 高台径8.5cmo体部は直綿的にのびる。

椀 (7~20) 7は口径13.7cmo車線的な体部に少 lし外反する口縁部がつく。 8.--20は円柱状

の版部をもち、ややまるい体部.~こ外反ぎみの口縁がつく。底部は高台風に見え、外面は指頭庄

痕や上下からの押さえつけで段になっているものがある。底部処理はヘラ切りである。体部か

ら口縁部にかけては非常にγ事なナデを施している。 14の属部にはヘラ記号様のものがある。

薩摩からの搬入品の可能性が高い。

黒色土器

A
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Fig .108 89SK065出土遺物実測図(1/3 ) 

椀c(21) 口径15.2cm、器高5.1cm、高台径9.4cmoA類。底部はヘラ切り。内面はミガキ cを

外面体部は横ナデをおこなう。

他に図示しなかったが平瓦がある。凹面は布目、凸面に不規則な斜格子目のなかに左字で「小

口瓦Jの叩きがはいる。 x類。

89SK068出土遺物 (Fig.109)

土師器

丸底杯 a( 1 ) 口径16.0cm。内面はミガキ bをおこなう。

89SK070出土遺物 (Fig.109)

須恵器

必斗‘
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円'g.109 叩SK068・0叩・ 071出l土壇物探測悶(1/3)

小斐 a( 2 ) 口径13.7cm。口縁端部には沈線がめぐる。内外面とも自然紬がかかる。

鉢a3 (3) 口径17.0cmo 内外面ともナデ。鉄鉢型と思われる口

土師器

小皿 a(4---7) 口径10.0---11.Ocm。底部はヘラ切り。

小皿 a2 ( 8 ) 口径11.Ocm。底部はヘラ切り。

1，fa(9) 凹概13.0cmo 成部を糸切 lりする。搬入品と考えられる。

丸底杯 a(10) 口径15.3cm。内面はミガキ b。口縁端部が外反する。

丸鹿杯 c(11) 口径14.1cmo 底部中央寄りに高台がつく。口縁部は少し外反する。

12 

聾(12) 口径16.7cm。外面は横ナデをおこない、煤が付着している。内面は磨滅して不明。 A

頼。

89'SKon出土壇物 (Fig.109)

土師器

椀 c(13) 口径15.0cmo 内面はミガキ bと思われる。体部最下端には高台を接合した跡が残

る。

-148 -
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Fig .110 89 SK080・082出土遺物実測図(1/3・1/2)

89SK080出土遺物 (Fig.110)

土師器

小皿 a(1~4) 口径9.6~ 10. 9cmo底部はヘラ切り。

丸底均二 a(5~8) 口径14.5~ 15. 5cm。内面のミガキ bはあまりはっきりしない。

越州窯系青磁

椀(9 ) 口径17.6cmoill-b類。内面にヘラによる片彫りで花文を施す。紬は灰色をおびた淡

緑色で全面に施紬する。

白磁

椀(10) 高台径7.0cm。高台外面まで施紬。黄灰色味をおびた透明紬。

金属製品

釘(11) 鉄製。断面四角形をなし、頭部を折り曲げている。現存長7.5cmo

89SK082出土遺物 (Fig.110)

土師器

杯 a(12~ 15) 口径は 12~ 14が12.0~12. 6cmo 15は14.4cmとやや大きい。底部はすべてヘラ

A
せ
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Fig .1n 89 SK085・110出土遺物実測悶(1/3) 

切り。体部は臨線的にl聞くが、 15だけ体部上半から口縁部を大きく外反させる。

黒色土器

小費(16) 口径14.6cm。外面は横ナデ、内面はミガキcと思われる。外国には煤が付溝する。

A類。

越州窯系背磁

17はI舗で、大型の椀と考えられる口灰色味のある暗黄緑色で不透明の粕がかかる。

89 SK085出土遺物 (Fig.111)

土師器

小皿 a(1~3) 口桂9.4~ 10. Ocm。底部はヘラ切り。

丸底杯 a(4.~ .8) 口径14.0-15.4cmo内面はミガキ bを施す。

黒色土器

椀 c( 9 ) 高官径7.4cmo内閣はミガキ cをおこない、外国は粗雑なミガキCで、指顕庇痕がよ

く残っている。 日類。

89SKll0出土遺物 (Fig.111)

須恵器

杯 a(10) 口筏14.0cm、器高4.0cm、底部怪9.4cm。服部はヘラ切り口体部を楠ナデする。
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土師器

三デ
13 

杯 d(11・12) 11 は底部径9.0cm。底部を回転ヘラ削り、体部外面はミガキ aを施す。杯dと

するには体部の湾曲がなく、器壁が厚い。 12は口径16.5cm。回転ヘラ削りは底部のみに施す。

他はミガキ ao

皿a(13) 口径20.0cm。底部は回転ヘラ削り、他はミガキ aをおこなう。

白磁



椀(14) 1-1鎖。口縁部を折り曲げ王線にしている。わずかに空色をおびた透明粕がかか

る。

89SKl15出土遺物 (Fig.112、P1.34)

須恵器

壷 3( 1 ) 口桂11.8cmo天井部を回転ヘラ削りする。

盤4(2 ) 口径15.0cm。天井部はヘラ切り。

小杯a(3) 口径9.3cm、器高2.9cm、底部径6.3cmo底部はヘラ切り。

小坪c(4 ) 口径9.3cm、器高4.3cm、高台径5.4cmo底部はヘラ切り後ナデ口体部と属部の墳

は明瞭な積をなす。

杯c(5--7) 口径12.4--15.1cm、器高3.9-4.1cm、高台桂8.55---9.3cm。底部はヘラ切り。

椀(8) 口僅16.0cm。体部外田下部は回転ヘラ削りを施す。他は横ナデ。

皿a( 9 ) 口径16.1cm、器高1.9cm、底部径13.0cm。底部はヘラ切り。 他はナデをおこなう。

鉢 b(10) 口径24.6cm、器高21.lcm、属部径14.8cm口底部は平廊であるが、砂 lし保っている口

体部外面上位から底部にかけては回転ヘラ削|りを施す。残りの体部と内面は欄ナヂ。口線端部

は平坦につくる。

土師器

小杯 c(11) 口径10.2cm口底部は回転ヘラ削りをおこなう。底部と体部の境は明瞭である。

杯 d(12) 口径16.0cm。底l部から体部外国下位までは回転ヘラ削り、他はミガキaをおこな

℃二二二

。

一一一-/J 勺。

-グ 皿a(13) 口佳20.0cm。底部は回転ヘラ

削り、他はミガキ aを施す。

焼塩藷(14) 口径12.2cmo 円錐状をして

いる o 器躍が摩く底部では2.5cmを測る。

外聞は指頭庄痕が残るが、凹凸は少ない。

内田はヘラ削りをおこなう。二次焼成の跡

ははっきりしないo 11 -b類。

89 SK 120出土遺物 (Fig.113、P1.34)

土師器

皿a( 1 ) 口佳20.8cmo 底部は回転ヘラ

削りを施す。他はミガキaと考えられる。

10cm 伏せて棄の叢として使用していた。

→ 
小寵a( 2 ) 口径17.6cm。外国は縦方向

Fig .113 89 SK120出土遺物実測図(1/3)
のハケ目、内面はヘラ削りlをおこない、内
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Fig . 114 89 SK 122出土遺物実測図(1/3・1/2)

底部には指頭圧痕が残る。口縁部は横ナデ。

89SK 122出土遺物 (Fig.114、P1.35)

須恵器

蓋 c4 ( 1 ) 口径13.0cm、器高2.1cmo 天井部はヘラ切り。口縁端部内面の窪みは目立たない。

大蓋3( 2 ) 口径21.Ocm。天井部は回転ヘラ削りを施す。

蓋 (3) 小さな三角形のかえりがつく。

大蓋(4) 口径32.5cm。天井部は口縁近くまで回転ヘラ削りをおこなう。器壁は厚く重量感

がある。身になる可能性もあり、天井部にはつまみ、または軸がつくと考えられる。

杯 c(5~9) 口径12.4~ 14.8cm、器高3.5~4.2cm、高台径8.2~9. 8cm。底部はヘラ切り、また



はヘラ切り後ナデを施す。 7は外面体部から底部まで自然紬がかかる。

皿 a(10・11) 10は口径15.0cm、器高2.2cm、底部径12.5cmo11は口径17.7cm、器高2.15cm、底

部径15.0cm。どちらも底部はヘラ切り後ナデo口縁端部を少し外反させる。

大皿 a(12) 口径26.0cm、器高2.7cm、底部径21.1 cm。底部から体部へ丸みをもって立ち上が

る。口縁端部は丸い。底部は手持ちヘラ削り、底部と体部の境付近は回転ヘラ削り、他はナデ

を施す。高杯となる可能性もある。

鉢(13) 口径23.3cmo口縁はわずかに内湾し、端部は平坦につくる。調整は横ナデ。

大斐(14) 口縁の破片である。口径は20cm以上と考えられる。外反した頚部から上方にのび

る口縁部がついている。端部は平坦につくる。

土師器

小杯c(15) 口径10.2cmo体部と内底部はミガキ a。外底部は不明。

皿a(17) 口径21.6cmo底部は回転ヘラ削り、他はミガキ aを施す。

皿b(16) 口径17.7cm。外面体部上半から内面は横ナデ、外面体部下半から底部には指頭圧痕

が残る。

石製品

紡錘車(18) 滑石製。直径3.5cmで断面蒲鉾状をしている。中央の穴は上面で0.8cm、下面で

0.6cmを測る。厚さは1.lcmで、ある。

89 SE035出土遺物 (Fig.115)

土師器

小皿 a( 1 ~ 12) 口径9.O~ 10. 4cm。底部はヘラ切り。

丸底杯a(13~ 16) 口径14.6~15.4cm。内面はミガキc0 13・14は口縁端部を少し外反させる。

黒色土器

椀 c(17) A類。口径は15.4cmo内面はミガキc。外面は横ナデをおこなうが、指頭圧痕が残

る。高台は剥離している。

瓦器

椀 c(18) 口径15.0cm、器高5.7cm、高台径6.2cmo内底部から体部外面までミガキ cをおこ

なう。底部はナデを施す。

瓦

軒丸瓦(19) 複弁蓮華文である。中房の蓮子は 1+ 6で、外区には珠文を配する。顎の部分

はヘラ削りがおこなわれる。直径15.0cmを測る。

89 SE040出土遺物 (Fig.116、P1.35・36)

土師器

杯 a(1~8) 口径10.8~ 11. 4cmo 底部はヘラ切り。 4~6 は底部と体部の境が明瞭。 5は体
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89 SE035出土遺物実測図(1/3・1/4)Fig.115 

が直線的に立つ。 4は器壁を薄く仕上げる。 1は焼成前に外底から穿孔をおこなっている。

13・15の口径は15.3cmo14・15の高台は細く高い。 13の体部外面下端には黒色椀 c(1l ~15) 

の漆様のものが付着する。

口径12.0・12.4cm。底部はヘラ切り。 10は円盤状の皿部に細い高台がつく。 9

は高台が剥落する。

皿c(9 . 10) 

高台径18.0cmを測る。体部から底部の境に太い高台がつく。底部の処理は磨滅して鉢(16) 

不明。大椀の可能性もある。

黒色土器

口径15.3cm、器高5.9cm、高台径9.2cmo B類。外底部はナデ、他はミガキcと思われ椀 c(18) 

る。外底部には焼成後、線刻で、ヘラ記号様のものを入れる。

口径14.3cmo A類。内面はミガキ c、外面口縁部はミガキ、以下は横ナデをおこ小査(17)
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なう。

越州窯系青磁

椀 (19) 口径17.4cm、器高6.3cm、高台径8.4cm。 1 -2 a類。全面施粕後、高台畳付の紬を掻

き取る。見込みには16ヶ所に目土が残る。紬は淡青灰色を呈する。

瓦

丸瓦(20) 文字瓦である。凸面の太い斜格子目のなかに「佐J字がはいる。 E類。字体は II-

8類に類似している。凹面は布目。

平瓦(21) 文字瓦である。斜格子目に「平井」字がはいる。 1-7-a類。凹面は粗い布目。

89 SE045出土遺物 (Fig.1l7、P1.37)

須恵器

査(7 ) 口径17.5cm。調整は横ナデ。

土師器

杯 a( 5 ) 口径10.4cmo底部はヘラ切り。小皿とするには体部が高く直立する。

丸底杯 a( 1・2) 口径13.4・15.6cm。内面はミガキ b。口縁端部がわずかに外反する。

椀 c(3・4) 3は口径13.8cm。体部内外ともナデo4は口径14.0cm。体部は内外ともナデを

おこなう。外面には2ヶ所に屈曲がある。細く高い高台がつく。

緑紬陶器

耳皿(6 ) 口径10.5cm、器高2.3cm、高台径5.6cmo底部は糸切り。高台畳付に段がある。口縁

端部は外反している。粕は緑色をしており、ほとんど剥落している。胎土は須恵質である。

瓦

丸瓦(8 ) 文字瓦である。凸面に斜格子自と「平井」字がはいる。 1-8-b類にはいるか。

宅2・ z

fア-~. .' "、，...'....... ti 
J九、叫';\_.，子rt.-- 〆~F:"¥丁1ヌ
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Fig .117 89 SE045出土遺物実測図(1/3・1/4)
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8980090出土遺物 (Fig.118、目.37)

土師器

小皿 a( 1 ) 口径1O.4cm。底部はヘラ切り。

白磁

椀(2 ) 高由徳'5.7cmo1鯛。日締端部の肥原の具合から玉締lこなるlと考えられる。金面施軸

後畳付のみ紬を掻き取る。紬は淡い青色味をおびて透明。

越州窯系青磁

腕(3 ) 鴎由律10.6cmo ト 2類。大型であるむ見込みと

全面施紬後畳付のみ搭き取る。紬はオリーブ色で白濁する。

瓦

軒平瓦(4) 唐草丈をもっ小片である。

九瓦(5 ) 凸面に密な斜格子目を施す。文字があるように見えるが判読できない。凹面は組

自色の目ニkが桟る。軸|は

い布目である。

898'00拠出土遺物 (Fig.1l8)

瓦

平瓦(6 ) 凸面は細い二重斜格子、凹面は粗い布目がつく。

8980100出土遺物 (Fig.119、町.37)

jニ師器

小皿 a( 1 ~ 14) 口径8.6~ 10. 2cm。底部はヘラ切り。

丸底坪 a(15......20) 口径14.6~ 15. 2cm。内面はミガキ b。

椀c(21) 高台径6.8cm。体部外面下半には指頭圧痕が残る。内面はミガキ cをおこなう。
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Fig .119 89SD100・151出土遺物実測図(1/3・1/2・1/4)

白磁

椀 (22~24) 22は口径14.8cIDo IV -1a類。やや扇平な玉縁がつく。体部下半まで施紬する。

紬は灰色をおびた透明紬である。 23は口径16.4cIDo IV類。内面口縁付近に紬ダレがある。 24は
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円g.120 89SD153・154出土遺物実測図(1/3・1/4)
瓦

制楠干闘のなかに f平l'

金属製品

える。 E叫 8欄か。

平瓦(25) 文字瓦である。

釘(26) 鉄製である。断面四角形で頭部は折り曲げる。現存長8.8cmo

89S0151出土遺物 (Fig.119)

土師器

小皿 a(27--32) 口径9.6 --11. Ocmo底部はヘラ切り。

丸肢体 a(33;) 口径14.4cffi'oI内蘭は騨滅して調整不明。体部外聞には指醐伍痕が残る。

89SD1日出土壇物 (FigJ加、刊.37)

土師器

小皿 a(34--40) 口径8.6--9. 9cmo底部はヘラ切り。底部が平坦なものと尖るものがある。

丸底杯 a(41--44) 口径14.1--15. 7cm。内面はミガキ b。
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椀 c(45) 口径15.3cm。内面から体部外面は幅の太いミガキ cをおこなう。

瓦

鬼瓦(46) 大宰府政庁跡で出土した鬼面文鬼瓦と同系統のものと考えられる。額から右眼付

近が残存する。力癌のついた額と眉問、つり上がった眉、空豆状の眼をもっ。眉聞には口径2.

6cmの釘穴があけられ、裏面にむかつて細くなっている。裏面は指頭圧痕が残るが、 ~J離面であ

ることから、活型に粘土を押しつけた際のものと考えられる。したがって粘土を沼型に継ぎ足

していったことがわかる。鬼面文は沼型によるが、細部はヘラ状工具を用いて調整している。

残存するのは厚6.6cm、幅20.8cm、長さ19.8cmで、ある。

89 SO 154出土遺物 (Fig.120、Pし37)

土師器

小皿 a(47~49) 口径8.6~8. 9cmo底部はヘラ切り。

黒色土器

椀 c(50) 口径15.1cm、器高5.9cm、高台径7.0cm。高台は外側に張り出す。口縁部で少し外反

する。内外面ともにミガキCを施すが、体部外面下半と内底部は粗雑である。内面口縁付近から

外面体部へかけての一部分に黒色の顔料(漆か)が塗布されている。

89S0125出土遺物 (Fig.121)

土師器

小皿 a( 1 

~ 3) 口径

8.9~9. 8cmo 

底部はヘラ切

り。

丸底杯a(4

~ 6) 口径

14.3 ~ 15. 7cm。

内面はミガキ

又二二:ドヨフグ

てこニム二y グ
2 

\』~

てニ:七ι ノ
¥ミデ七クイ

bを施す。
Fig .121 89 SD 125出土遺物実測図(1/3)

黒色土器

椀 c( 7 ) 口径15.8cm、器高5.4cm、高台径6.5cm。外面体部上半から内面にかけてはミガキ

cをおこなう。 A類。

89SX049出土遺物 (Fig.122)

須恵器

蓋 c3 ( 1 ) 口径20.2cm、器高3.2cmを測る。天井部は回転ヘラ削り。
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。 10cm 

Fig .122 89 SX049出土遺物実測図(1/3)

杯 c( 2 ) 口径11.6cm、器高，3.8cm、高台径7.9cm。底部はヘラ切り後ナヂを施す。

鉢(3) 日佳:39.8cmと大型である。口縁部と体部の墳がくびれる。くぴれ以下に外国は格子

日叩き、内面は同心円の叩き当て具痕がある。

ニk師時

六 2
てノ

」よ

議a( 4 ) 口径33.0cmo 体部外聞は縦方向のハケ目、内面は

横方向のヘラ削りをおこなう。日縁部内面には横方向のハケ闘

があったと考えられる。日縁部は強く外皮しており、煤が付着

している。

その他、焼塩壷片 (n類)が多く出土している。

89SX074出土遺物 (Fig.123)

土師l器

郎 a(I--3) 口佳11.4--12. 4cm。底部はヘラ切り。 lは底

部と体部の境が緩くなりはじめる。 VII期のものか。

皿a( 4 ) 口径12.4cm。底部はヘラ切り。体部は穴きく聞

き、器高が低い。
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Fig .124 89 SX075出土遺物実測図(1/3)

その他、瓦質の鉢、白磁椀(v類または却 .XIII類と考えられる)があるが、混入の可能性が高い。

89SX075出土遺物 (Fig.124)

土師器

小皿 a( 1 ~ 13) 口径は9.6~ 11.2cmo 底部はすべてヘラ切り。

丸底杯 a(l4~17) 口径14.4~ 15. 7cm。内面はミガキ bを施す。 15は内面上部に段状のもの

があり、口縁端部はわずかに平坦面を形成する。 17は口縁端部を少し外反させる。

黒色土器

椀 c(18) 口径16.0cm、器高6.1cm、高台径6.9cmo A類。内面を

黒化させるが口縁付近は十分に黒化されていない。内面はミガキ

Co 外面体部上半は横ナデ、下半には指頭圧痕が残る。底部の処理

はヘラ切りと考えられる。

89SX076出土遺物 (Fig.125、P1.37)

土制口
Z定日日

ず 0:=1

Fig .125 89 SX076 

出土遺物実測図(1/3)
lは柑塙又は取瓶の口縁部と考えられる。器壁は厚く 2.5cmを測

る。作りは組く粘土の接ぎ目がわかる。内外面ともヘラ削りを施

すと思われる。口縁端部は平坦につくる。内面は熱を受けて灰色に還元され、硬質になってい

る。外面は茶灰色で軟質である。口径は20cm以上と思われる。

89SX104出土遺物 (Fig.126)
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Fig .126 89SX104・105・112出土遺物実測図(1/3)

土l師器

小皿 a( 1 ) 日程9.0cmo 底部はヘラ切り。

l脚付鉢(2 ) 脚部分の破片である。調整はヘラ削りとナデでおこなう口外国下部に議みを削

り出す。猷脚を意識したと思われる。

89SX105出土壇物 (Fig.127)

瓦器

椀(3 ) 口伍14.6c恥内外面ともミガキcを施すが、外聞には指頭庄痕が残る。口線端部内側

に沈線が一条めぐる。内外とも灰色を毘する口畿内産か。

その他にl岡示していないが龍泉蕪系青磁椀 I同 5b類の小片が出土している。

89 SXl12出土溝物 (Fig.126、P1.37)

¥h  

x i五Z二ググ

二、了一寸ーズ

須恵器

鉢(4) 口径20.3cmo 口縁部と体部の境がくび

れ、短い口縁がつく。体部外面下半には回転ヘラ

削り、他はナデを用いる口

土師器

部 a( 5 ) 底部径6.2cm。底部は糸切り。体部

¥ I /アと内閣はナヂ。搬入品と考えられる。豊前系のも

、て三竺一一一一:二二ゴ -~ //  のか白
守二二コ=山ご---"1臼<:;_:;;>oρ// ν 

二」手金主7~/4 89SX135出土遺物 (Fig.127)

o lOcm 須恵器

皿a( 1 ) 口径12.0cm、器高1.4cm、底部径8.8

Flg .127 89SX135出土遺物実測悶(1/3)
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Fig .128 淡灰色土出土遺物実測図(1/3)

他に杯 a の底部小片がある。 VII~咽期のものと思われる。

緑粕陶器

椀(3 ) 口径14.6cmo 口縁端部外面には沈線が一条めぐる。内面には体部中位に段をもっ。

全面に施紬をする。紬は灰色味のある黄緑色で不透明。胎土は灰色で硬質。

越州窯系青磁

椀 (4 ) 底部径11.Ocm。底部は回転ヘラ削りをおこなう。見込みと外底端部に目跡がつく。

施紬は内面と外面体部下半までおこなっ。紬は灰色味のある黄緑色で不透明。 11-3 a類。
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F円円Ig.1ロ29 暗黒茶色土出土遺l物物実測図(ωω1υ)川(1/3) 

椀(4 ) 底部径11.0cffio底部は回較ヘラ削りをおこなう。見込みと外底端部に図跡がつく。

施紬は内面と外面体部下平までおこなう。軸は灰色味のある黄緑色で不透明。 日山 3a類。

淡灰色土出土遺物 (Fig.128、PL38)

調態器

聾C1 ( 1 ) 口控12.4cm、器高2.3cmを測る。天井部は四較ヘラ削り、他はナヂをおこなう。口

織のかえりlは口線端部より少し突き出る。

蓋2( 2 ) 口径16.5cmo天井部は回転ヘラ自，11り、他はナヂをおこなう oつまみの接合痕が大き

く、高l杯の杯部になる可能性もある口

議c3 (3) 口径14.4cm。天井部は回転ヘラ削り、他はナデをおこなう。天井部にはつまみの

接合痕がある。

大盤 3( 4 ) 口控19.0cmを測る。夫井部は凹較ヘラ削り、他はナデをおこなう。

がFc(5--8) 口径14.0--15. 3cm、器商3.6--5.5cm、高台佳8.3--10.4cm。鴎台を外へ限り出

す5・8と断面四角形を示す 6・7がある。 5は体部が直練的にのびやや探い。底部処理は 5がヘ

ラ切り後ナデ、他はヘラ切りと思われる。 5・8には外底部にヘラ記号がある。 5は先端が鋭利な

8は平粗な工具でつけている。

土師器

l郎 a( 9 ) 口佳14.9cm。底部はヘラ切り、他はナデで仕上げる。形態は杯dに類似するが、回

転ヘラ削lり、ミ:ザキ aが施されていない。

費 a(W) I口径25.4cmo口縁部と体部は少しくびれるだ吋で、稜をもたない。体部外面は縦方

向のハケ目肪、が時る。内面は雑なヘラ削りを施す。外面体部下半には;慌が付着している 0'

暗黒茶色土出土遺物 (Fig.129・130)



小査(1 ) 小型の短頚壷と思われる。胴部最大径10.6cmo 胴部下半にカキ目を施す。他は横

ナデをおこなう。

土師器

小皿 a( 2・3) 口径9.7・9.8cm。ともに底部はヘラ切り。 3は器高がやや高い。口縁内外に油

煙が付着する。

杯a( 5 ) 口径17.7cmとかなり大きい。底部はヘラ切り。内面にミガキb痕が残る。押し出し

が不十分な丸底杯aとも考えられる。

中椀c( 4 ) 口径12.2cm。底部はヘラ切り後ナデ。他はナデを施す。高台はやや高めで少し内

湾している。体部は中位で少し屈曲する D

灰紬陶器

小壷(6 ) 底部付近の破片と考えられる。外底部には接合痕があり、高台が剥離したものと

思われる。粕は全体にかかっており、黒灰色を呈する。二次的に熱を受けたと考えられる。胎

土は灰白色から淡褐色である口

白磁

椀(7・8) 7は口径15.0cmo 1V類。黄色味をおびた灰白色の不透

明示由がかかる。 8は高台径5.6cmo 1V-1類。灰白色の不透明粕がかか

る。

皿(9 ) 口径13.3cm。四一 2a類D 体部は内湾し内面には段をもっO

わずかに空色がかる透明紬がかかる。

金属製品 (Fig.130、P1.38)

分銅(1 ) 青銅製の鋳造品と考えられる。側面は笠形を示す。頂

部に扇平な方形の鉦がつく。笠部は断面三角形の稜で 6分割され、そ

の聞にさらに小さな断面三角形の稜が二つずつはいる。上面からは 02cm  

ほぼ六角形に見える。笠部の下は短い円柱状を呈する。器高2.3cm、
Fig.130 暗黒茶色土出土

笠部の最大幅2.9cm、円柱径2.05cm、円柱高0.3cm、鉦高0.35cm、重量 遺物実測図(2)( 1 / 1 ) 

は46.5gを測る。鋳造後の加工痕は不明である。内部は中空で円柱状の部分に重心がある。鉦は

中心を少しずれて取り付けられている。

5 )小結

今次調査では南北の道路状遺構とその両側の様相を一部検出した。遺構面は二面で 8~ 1l世

紀の遺構群が展開している。下層が8世紀代で上層が9~11世紀代のものと考えられる。

遺構群は道路状遺構のすぐ西側一帯は大小の土墳群で占められている。その密度は高く、選

地するにあたり物理的または習慣的規制があったと考えられる。井戸の底の標高はいずれも約
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次閥査より 1mほど低くなっている。

道路状遺構 (89SF150)と下層遺構を覆う淡灰色砂質土の関係は、側溝がその上聞から掘り

込まれていることから上眉遺構薗で機能していたことは確実である。一方淡灰色砂質土を除去

すると路面が盛り上がった状態に取り摘される。このことは地山を削|り盛り上がった路聞を構

築したのか、路面をのぞき整地をおこなったかであろう。その際の整地は客土をするのではな

し現状での凹凸を一度担耕して均す方法によるものと考えられる。いずれlにlしろ略繭?は決灰

色砂質土堆積以前から機能していたと考えるのが妥当であろう。

遺物では金属製の分鋼、焼塩壷が注目される。金属製の分銅は大事府では初例である。出土

層位が包含層なので時期の限定が難しいが、他の例から古代のものと考えられる。

調査区北西部で焼埴壷が集中して出土している。これは大宰府史跡第70次調査のSD1830、第

120次調査のSX3600の例のように厨的性格の施設を考えてよいのかもしれない口

Tab.1構任溜~I中点、脇陣倒:

遺構番号
p* 遺構中点座標値

方位
南門からの距離料

位置 X 

北P 55，951.00 
89SD090 

南P 55，941.40 

I 89SDI00 
~~p 1 55，954.40 

南P 55，942.10 

89SIDIQ5 
I ~tP 55，943.40 

南P 55，941.70 

89SD125 
北P 55，952.30 

|南P 55，947.60 

北P 55，947.30 
89SD151 

|南P 55，946.20 

北P 55，947.60 
89SD152 

南P 55，946.30 

89SD153 
北P1' 55，952.40 

南P 55，947.80 

89SD154 
北p1， 55，952.40 

商 P 55，945.50 

北P 55，952.30 
89SD155 

欄P1¥ 55，948.20 

89SF150 
北P 55，952.30 

商E 55，941点。

*北Pはi蓉検出北端に近い位置の任意中点

南Pは溝検出東端に近い位置の任意中点

Y 

-45，015.90 

-45，016.00 

-45，019.90 

-45，019.90 

-45，018.50 

-45，018.70 

-45，017.70 

幽45;017.80

-45，019.40 

-45，019.40 

-45，020.00 

-45，020.10 

-45，020.10 I 

-45，019.40 

-45，019.00 

-45，019.90 

-45，019.50 

-45，019.40 

-45，017.70 

-45，017.90 

X"jj向 (m) Y方向 (m)

N刷O'35' 48" -E -759.595 幽187.578

-769.196 幽187.581

N心砂 00'00" -E 刷756.236 齢円1.611

-768.534 -191.490 

N働6'42' 35"・E -767.221 -190.101 

-768.923 -190.285 

N・l' 13' 08"・E -758.313 制 189.393

~763.01'4 欄 189.443

N・o'00' 00"・E -763.329 -191.043 

附764.430 欄 191.031

N-4' 23' 55" -E -763.035 -191.645 

-764.337 耐 191.732

N必蜘 39'09" 嶋W 柵758.237 -191.793 

-762.829 -191.047 

N刷7'25' 53"蜘E 州758..226 刷 190.692

-765.135 幽191.552

N輔 l'23' 50" -W 帽758.332 -191.191 

暢762.430 耐 191.049

N-r 04 15"-E -758.313 司 189.393

醐769..014 齢1.89.48S

** X方向の.値は政庁から南へ移動したことを示す

Y方向の幽値は中軸融から西へ移動したことを示す
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皿 調査のまとめ

今回報告をおこなった地域はいずれも 8---11世紀に展開し、その聞に 8世紀末から 9世紀初

頭の地山に似た整地層を挟む。この状況は通古賀の集落から鷺田川にかけてかなり広範に存在

している。しかし一方では道路状遺構89SF150のように整地をされない部分もある。これはこの

時期に道路などの部分を除き大きく改変されたことを示している。その理由は不明であるが、

なんらかの強制力を考えざるをえない。

遺物はイスラム陶器、金属製分銅、焼塩査をはじめ、各時代の公的施設や輸入陶磁器を入

手・使用できる階層の人々の住居で出土するといわれるものである。

これらのことは、筑前国府の存在を含め、当該地の土地利用を知る手がかりになるが、現状

では国府や邸宅に直接関わるような遺構は確認できておらず、今後の調査を含め検討していか

なければならない。

1 .イスラム陶器について

第81次調査では 5点のイスラム陶器が出土したが、いずれも類似した胎土・紬をもっている。

これらはその特徴から初期イスラム陶器(8世紀中頃---11世紀前半)に区分される。日本での

初期イスラム陶器の出土例は Tab.81のとおりでいずれも北部九州での出土である。器種もす

べて大壷と考えられ、これは東アジアへの貿易品とされているが、一方で容器として渡ってき

た可能性も指摘されている。また、日本に持ち込まれたのは、直接イスラム世界からなのか、中

ゆ
2 

Fig .131 初期イスラム陶器大壷復原図(山本信夫作画)
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Tab.8 初期イスラム陶器出土地一覧

遺 跡、 名 l調査年 文 献

大宰府条坊勝第19次 1981 『大宰府条坊肱mj，太事府市教育委員会 1984 
大宰府条坊跡第34次 1982 l 未報告

大宰府条坊跡第81次 1989 未報告

筑後間府跡第69次 1986 『筑後国府跡J久留米市教育委員会 1987 
筑後間府跡第86次 1989 l' r筑後国府跡・国分寺跡J久留米市教育委員会 1990 
福岡市多々良込田遺跡 1983 『多々良込田遺跡mj福岡市教育委員会 1985 
鴻臓館跡昭和62年度調査 1987 『鴻蝿館跡、 I]椙岡市教育委員会 1991 
鴻臓館跡平成 2年度調l査 1990 '1 r鴻艦館跡 1j福岡市教宵委員会 1991 
博多築港綿第 l次 1982 『博多j(築港線 i)福岡市教育委員会 1988 
博多築港綿第 3次 1985， 1， r博多A，(築港綿班)福岡市教育費員企 1989 

聞を介して開楼的に伝わったのかは不明で、ある。いずれにしても現状での出土例は極端に少な

く、大量に選択的に搬入したとは考えにくい。

大宰府条坊跡では 3地点、 10点を出土している口第四次調査は観世音寺の前面にあたる。珊

期の大きな窟みの上層からとu世紀後半---12世紀前串の井岡の可能性のある土墳からそれぞ、れ

1 点、出土している。第34次調査は第81次調査の東隣にあたり 11世紀後半~12世紀前半の土墳と

溝、 9世紀後半・-----10世紀初頭の井戸からやはり 1点ずつ出土した。第81次でも同一遺構からは

複数出土していない。大事府以外では鴻臓館で棋数出土した他はやはり単独で出土している。

第34・81次調査のものはいずれも大型の査と考えられ (Fig.1312
)、胎ニ仁や紬調が酷似しており

同一個体の可能性が考えられるが、時期的には約 3世紀の幅がある。

2.分銅について

金属鎚の分銅lは畿内を中心に全国から12例ほど出土している。形態は大きく 3種頬ある。有

蓋壷を模したもの(1 )30 楕円球を 2ヶ所で切断し、広い断面に紐をとりつけ、球面には縦方向

に断面五角形の畝をつくりだすもの (2 )40短い円柱に笠形を取り付けるものο この笠形には

丸いもの(4 )5と数条の断国立角形の畝を持つもの(3 )6とがある。どの形態にも紐が付いてい

。 5 cm 

Fig .132 金属製分銅の形態 (2/3・各報告書より再トレース)
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Tab.9 金属製分銅法量表

出 典

『出雲国庁跡発掘調査概報』松江市教育委員会 1970 

『日本の考古学』東京国立博物館 1988 

京都新聞 1993.5.7付夕刊

『長岡京市埋蔵文化財センタ一年報J同センター 1994 

る。

今回出土したのは短い円柱に畝を持つ笠形を取り付けたものである。類例は①島根県松江市

出雲国庁、②静岡県袋井市坂尻遺跡、③滋賀県野洲町下々塚遺跡、④京都府長岡京市長岡京跡

がある。笠形に施された畝の構成は各々に違いがみられる。①には鉦に環が付いている。重量

は③が約140g、④が134.68gで、当時の3両と発表されている。第89次出土の分銅は46.5gで、あり当

時の一両の約42gより重いが、③例の 1/3に近似している。

このように考えると今回出土した分銅は包含層からの出土からであるが、周辺の調査地点を

含め、遺構群はほぼ11世紀で終罵し、①②③④とも奈良~平安時代のものと考えられているこ

とから、古代の分銅である可能性が強い。

1.山本信夫「日本出土のイスラム陶器資料をめぐって一最近の調査研究成果より-J第44田中近東考古学研究会 発表

資料 1994.5 による。

2.スケ yチを描いた山本信夫氏は器形・編年について次のように解説している。

日本の例は復原不可能であり、海外出土例から形態を知る。初期イスラム大査は青緑紬の色調、独特な器形、造形に

おいて後の時代の作品と容易に区別が可能と言われる。 lはサマラ出土品で高さ70センチ。 8世紀とされる。 2は伝ピシャ

プール出土で高さ78センチ。この 2例の器形、文様に対比されるような変化をもって l→ 2へと編年する。つまり卵球

形から下部の細くなる長胴形へと捉え、胴上半の貼付文弧線内に 3、4個のパルメット渦文を配する整美な lから、単純

なl個の渦文へ、さらに単に輪と曲線、細かな波状文の連続する 2への文様の粗略化をあげる。ところで口縁部、底部に

ついて詳細を報じたものはあまりなし、。 lの口縁部は稜を有し、 2は稜が鈍く外側に肥厚する。 lの高台形は不明で平底か

低い高台形と思われ、 2は外側面のみを高〈誇張する八字形に聞く角高台である。編年要件の可能性として今後注意する

必要がある。 2例に通じる特徴は主として装飾法にある。肩上位に逆U字形の三耳を有し、耳中央から垂下する貼付波状

文を境として三単位の貼付文様を胴上半に施す。一単位は弧線で外側の輪郭を取りその内部に円、線、縄状網文などを

配する。胴中位には線刻帯を設け lは鋸歯状、 2は斜行連続文となる。 1は口縁部下にも鋸歯文帯がある。胴上半は多層

のロクロ目状の凹凸を残すが下半は無文とする。 2の胴中位下には粗く太い貼付縄文がある。 2の耳は頚部に密着し隙間

がなく機能的ではなし、。
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6. f長岡京市醜蹴文化財センタ一年報』盛岡京市埋蔵文化財センター 】994

(城戸康利)

3.条坊関連遺構の検討

はじめに

大事府条坊跡、の研究は、鏡山猫以来様々な研究者によって続けられている。ここではその研

究史を詳細に紹介する余裕がないので、簡単に主要なものを紹介しておきたい。まず、鏡山雄

は「大事府都城の研究」において南北22条、東西各12坊で一辺約108mの条現地割りを基調とし

た諸島坊が施行苔れていたと考えた(鏑山1968)。条坊の推定は観世昔寺文書に残された条坊呼称

が決め手となり、その当時残されていた周辺の地割りから具体的な復原を行った。当時は発掘

調査の成果は皆無の状態であったが、地上に残された考古学的資料と歴史地理学的乎法を駆使

して研究された成果は大きく、現荘我々が行う行政的な発掘調査のー側面に大きな影響を与え

ている。つまり鏡山の論がなければ、大宰府条訪跡という遺跡の名称、は与えられていなかった

であろうし、住宅の建て込む範囲さらには行政区を飛び越えた範閉まで周知の遺跡として理解

されることは少なかったものと思われる。我々は鏡山の意見の当百を発掘の成果の一部として

扱うことが多いが、それ以前にこの論の思想を計り知れないほど受けていることを認識すべき

であろう。

鏡山以来二十年余りを紐た最近では金回章裕の論が注目される。条坊区画の複原はもちろん

のことながら、観世音寺文書の再検討は重要な視点として理解できる。金田はl同文書を子細に

検討することιよって、大宰府条坊が施行された年代を10世紀後半に求めると説いたりまた、

都械に施行されていた条坊区画とは異なり、一区画の面積が8反を基準にしていることも指摘

した(金田1989)口のちにも報告するが、このこつの指摘は考古学の成果とも合致する重要な所

見であり、見逃すことはできない。

筆者は、これらの重要な論を受けて条坊について発表する機会を得た(狭J111990)口詳細は論

文を参照されたいが、本稿はこの摘に発表した内容の再検討と、発表当時未整理であったデー

ターや資料を参考にして検肘し直したものでめる。したがってデーターに若干の変更が生じて

いる部分があるが、その部分は本稿をもって正式なものとしたい。また、本稿は報告書として

の性格から今回報告したエリアの資料を l中心とし、それに若干の未報告資料を加えて整理した

つ耐
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ものであり、条坊全体の復原は将来報告が進んだ段階であらためて実施することにしたい。

条坊遺構の距離計算

関係する遺構を一定の基準で整理するために国土座標を用いた遺構の実測を行っているが、

各遺構間の距離を知るうえでは、推定される条坊設計基準線からの換算が必要となってくる。

都市部分の設計は、政庁部分の基準線と同ーとは限らないし、また最近の成果を整理すると若

干ながら異なった数値で設計されていることが明らかになりつつある(狭J111994)が、ここで

は従来通り政庁中軸線(N_O
O

34' 24に E/以下中軸線とする)を基準とし、政庁南門中点からの

距離を提示することとした。

検出遺構の距離関係

報告の部分では、計算で導き出された細かな数値をそのまま掲載しているので、ここでは各

地点別に簡単に整理することから始めたい(Fig.133)。なお検討する遺構の埋没時期は、すべて

大宰府編年のE期(山本1988) を中心とするもので、概ね11世紀後半~12世紀前半に考えられ

ているものである。

また、このデーターのみでは見えない部分も多いので、次の条件で検討を加える。 1)片側の

側溝が未検出の道路の規模は、これまでの多くの調査結果から路面幅を約 3mとする。 2)その

両側に取り付く側溝は幅約 1mとして考える。 3)したがって側溝を含めた道路占有空間は幅約

5m、側溝心心聞は約 4mとみたい。

第44次調査

条坊関連遺構として44SD005・025が掲げられる。両者を道路の側溝と見倣した場合、路面の

中心線は中軸線から99.99inとなる。また、条坊区画内法の東端まで、は推定で"103.13mという数値

が得られる。

第81次調査

検出した81SD045を東西道路の北側溝と考えた場合、溝中心までの距離は南門中点から

818.68mで、道路幅を先の条件で推定すると条坊区画内法の北端まで、は823.18mという数値が得

られる。なお路面中心までは820.68mという数値になる。

第89次調査

多くの溝を検出したが南北道路の東側溝を89SD090、同じく西側溝を89SD 100として考える

と、中軸線から路面中心まで、が189.56m、条坊区画内法の西端まで、は187.08mという数値が得られ

る。なお、整地の状況からここに言う路面の中心は、道路の構造は異なるものの奈良時代まで

遡る可能性が高い。

これ以外にここで使用する他の地点のデーターを整理しておく。



(凡例)

・東西方向の数値は、中軸線からの距離

-南北方向の数値は、南門中点からの距離

( )は推定値
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Tab .10 第16・53次調査検出溝任意中点座標値

遺構番号
P. 遺構中点座標値

位置 X 

1650087 
北 P 55，770.35 

南P 55，762.90 

1650088 
北 P 55，770.∞ 
南P 55，760.∞ 

1650ω1 
北 P 55，763.95 

南P 55，760.02 

1650ω2 
西P 55，769.07 

東P 55，768.90 

5350似5
北 P 55，848.20 

南P 55，844.45 

-北Pは溝検出北端に近い位置の任意中点

南Pは溝検出南端に近い位置の任意中点

第16次調査(山本1983)

Y 

-44，938.40 

-44，938.64 

-44，934.30 

-44，934.93 

-44，933.85 

-44，934.02 

-44，945.43 

-44，940.95 

-45，021.31 

-45，021.47 

方位
南門からの距離

X方向 (m)柿 Y方向 (m)帥

N・1"50' 42~ -E -939.460 -108.275 

-946.913 -108.440 

N_3
0 

36' 18" -E -939.769 -104.171 

-949.775 -104.702 

N・2
0

28' 37" -E -945.814 -103.662 

-949.746 -103.790 

N_92
0 

10' 23" -E -940.811 -115.290 

-940.935 -110.812 

N・2
0

26' 35" -E -862.445 -191.958 

-866.195 -192.084 

•• x方向の・値は政庁から南へ移動したことを示す

Y方向のー値は中軸線から西へ移動したことを示す

東西方向の溝16SD092は、条坊関連道路の南側溝と考えられる。溝中心までの南門中点から

の距離は940.87mを測る。また先の条件で北側溝の位置を想定した場合、条坊区画内法の南端ま

では推定で936.37mという数値が得られる。なお推定される路面中心までは938.87mである。

南北方向の溝は 3条検出されている。 16SD087は西側溝とみられ、中心までの距離が中軸線

から 108.36m、16SD088・091は掘り直しのある東側溝と考えられ、それぞれ中軸線から

104. 44m ，103. 73mを測る。路面の中心(16SD087 ~088) までは106.40m である。また、条坊区

画内法の東端までは推定で108.86mという数値が得られる。

第53次調査(狭J111992)

南北溝 l条を検出したのみであるが、第89次の成果からそれと同じ道路の南延長部分に該当

するものと判断した。つまり西側溝と判断したことになる。中心までの距離は中軸線から

192.02 mで、条坊区画内法の西端までは推定で187.52mという数値が得られる。

以上の成果に基づいて、全ての遺構を連結させる作業から始めたい。

まず、区画の東西距離は44次道路心と89次道路心によって求められ、 89.57m内外であること

がわかる。同じことを16次道路心と53次推定道路心で行うと83.62mという数値になり、若干の

違いが出てくる。これは53次と89次がおそらく直線に近い形で結ぶことができるのに対して、

44次と 16次では直線で結ぶことができない状況であることによる。しかしながら、これまで調

査されてきた条坊痕跡を見るかぎり、大宰府の条坊は小さく段違いになるかわずかに斜めにな

るような形で施行されていることが多く、ここでもその現象が見られるものと理解される。例

をみると、第34次では北上するとともにわずかに東へずれているし、第60・61・75次の各調査



成品では東西道路の北側溝ながらおよそ50m西に進むと 3m程度南にずれることが判明してい

る(狭川1992)。この結果からみると 16次と44次の間(南北距離約105m)にみられる惹約6.4mは

大事府条坊を考えるうえでの許響範聞内にあるといってよかろう。

次に南北の匹聞についてみてみると、第81次と第16次の成果が擢用できる。いづれも片側の

構のヂーターであり不安な要素も残されているが、両者を東西道路の側溝と認めて計算すると

道路心心聞は118.19mという数値になる。

ところで、金田が論じた大宰府条訪のは聞は 8反が基準となっているとされるが、面積を中心

に考えるならば道路の心心距離ではなく、内法の距離を求める必要がでてくる。その距離を先

の道路の条件ι陥らし合わせて計測すると、南北距離は113.19mとなるが、東西距離は南端に近

いあたりで78.66m、北端に近いあたりでは83.95mという数値になる。このヂ…タ…は次に検討

するように、きわめて重要な数値であると考える。

そこでこの区画によって京される面積を計算してみたい。現状では南側が挟くなった台形状

を呈しているとみて首十算すると、区間の面積はおよそ9202.91ぽになる。ここで金田が論じた一

区画8反という面積が気になるところである。この時代の基準尺が不明なので、仮に天平尺と曲

尺の問者で計算を試みた。天平尺は0.297m/尺とし、曲尺は0.303m/尺とする。 1反(段)は

360歩、 1歩は 6尺四方として計算すると、夫平尺では 8反が9145.51.1げとなり、曲l尺では 8反が

9518.76nfとなる。当時の尺の長さがこの両者の間lこ求められるなら、今回計測できた

9202.911げという数値は、当時の 8肢を示していると言って蓋し支えなかろう。つまり今回揖示

できた条坊区間は、一区蘭 8反であることを示していることが理解できる白

なお、将来これらの砥長部分が検出されるとやはり若干のずれが認められる可能性があり、

数憶については若干ながらも変更せざるを得ない状況になることは間違いなかろう。しかし大

筋では命回の結果は動かないものと倍じる。

苔て、以上の紺果に基づいて作成した条坊一区閣のモデル図はFig.134である。これまで条坊

が施行されている地域ではみられない、変形した査な形状を盟していることがわかる口

最後に年代について述べておきたい。ここに報告した遺構から出土した土器群は、大宰府繍

年のxn期を示しているが、これはめくまでも遺構の現役年代の一端を訴しているにすぎない。

そこでこれらの遺構によって切られている遺構、つまり前後関係の明確な遺構を抽出すると、

16次調査で検出された土横16SK089・090が挙げられる。直接的な切り合い関係』こはないものの、

土棋は推定される路聞に位置しており、道路が建設される以前に事たれたものと考えられる。

このこ仁捕の時期は、大宰府編年の珊~IX期 (10世紀第 E 四半期頃)とみられることから、これ

以降に道路の建設を考えることができょう。

そこで注目したいのが観世音寺文書である。金田も指摘するとおり、同文曹に記載される染

坊呼称、の初出は天砥三 (975)年でありl、以後12世紀中頃まで確認される。これは今回発掘され
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た各遺構の所見とうまく合散するものといえる。このー箇所の所見のみではまだ不安な部分も

残るが、観世音寺文書に記載される大宰府条坊は、 10世紀中頃以降に建設され、 11世紀後半か

らは世紀中掴までに廃絶したものと考えたい。将来、調査箇所の増加によってさらにこの年代

は絞られてくるものと思われる。

この地区の調査をまとめることによって、大宰府条坊の複原に関わる興味あるヂーターを提

示することができた。しかし、大事府条坊推定全域にわたってこの形状の区闘が広がっている

とは考えられない。すでに調査した膨大な地点は未だ諸事情で未報告であるが、これらの地点

を報告する折に詳細に検討を加えて行きたいと考えている。なお、 1989年度までの大宰府条坊

の復原については、拙稿(狭J'111990)にその概略を示したので参照されたい。

(文献一覧)

・鏡山 猛 1968 r大宰府都城の研究j 風間寄薦
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111m X84mとしていたが、本稿をもって正式なデ…タ…とする。

199.2 r天下の一都合Jr太宰府市史…考古資料編一j 太宰府市

1994 r大宰府の朱雀大路JW文化財学論集j 文化財学輸集刊行会

-山本信夫 1983 ，~大串府条坊跡1I] (太宰府市の文化財第 7集)太宰府市教育警員会
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(狭川真一)
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別表

別表には各調査次数ごとの略測図・遺構番号対照表・土師器の法量

表・出土遺物一覧表を掲げる。

凡例

土師器の法量表

A:実測番号 B:挿図番号 C:内底のナデの有無 D:板状圧痕の

有無単位 :cm

出土遺物一覧表

・( )の中の数字は破片数を示す。

. [2] = 2個体 ②=同一個体2片(= [-l]個体) (3) =別個

体3片

.IVXYはIVまたはV類の意。

IV~羽はIV.Y.VI類のうちどれかの意。
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Fig .135 第44次調査略測図(1/100) 

。。

遺構番号対照表
第44次

Y-936 

S喜平子 l:i亘情合方 S-番号 Im1丹官勺

SKOOl 49 SK049 
2 50 SE050 
3 51 SX052 
4 52 SX052 
5 SD005 53 SK053 
5E SD060 54 
6 
7 
8 
9 
10 SDOlO 
11 

12 
13 
14 SX014 
15 
16 
17 
18 
19 
20 SX020 
21 
22 SX022 
23 
24 
25 SD025 
25E SX035 
26 SX020 
27 SX020 
28 SX040 
29 SX029 
30 SK030 
31 
32 
33 
34 SD034 
35 SX035 
36 
37 
38 SX040 
39 SX040 
40 SX040 
41 SX040 
42 SX040 
43 SX040 
44 
45 SX045 
46 
47 
48 



鏑 44次
法量

445D025 

器 種 A 日 l口径l器高 底筏 C D 

椀c 1 R-OOI，I 6 1， 15.3 5.7 8.4 。。， 2 小皿a(ヘラ) R心021，4 10.0 ι3 7.3 ワ l 。
3 。 IR心03 3 10.4 1.0 ' 7.0 9 × 

4 .. 由ゅl 10:6 '. 1.1 8.0 ワ X 

'1 5 l' 今 且-2 '1 11.0 1.7 7.6 、'0 
6 ~ a・3 11.0 1.4 8.6 ワ × 

7 ' 小血a2 R-004 5 10.0 0.8 7.8 。× 

8 黒B小皿a R-005 7 11.2 2.0 

17 内〉 a-7 10.0 1， 1.1 7.7 。× 

18 杯a(ヘラ) R僧007 11 14.4 2.9 1，肌4 。。
19 1， 。 a-I ，1 15.0 3，0+ 12.2 

20 丸底杯a(へラ) 良心08 1，2 15.2 

21 l' " R-009 ~3 '1 ¥4.8 

22 。 R咽012 14 15.6 3.7 l' 。
23 " R-025 15 15.0 3.7+ 。
24 今 a-I 14.8 3.1+ 

25 " a-2 15.4 3.6+ 1， 
26 " a・3 ，1 15.0 3.4+ 

27 ~ a・4 15.6 3.2+ 1， 
11 28 6- a帥5 15.6 ， 3.4十

29 丸底杯c? '1 R心05 17 l' 7.9 X l' 

'1 30' .. R-006 16 14.8 4.5 7.0 ヴ × 

31 県B 椀c R-OII 18 6.7 

445X似5

1 1器 穣 1A I B ，¥口筏[器商|底径1c .1 D I 
| 1 1 J.fa(ヘラ) ，1 R岬 q13 I 刷 | 暢 |ω10101 

445巳050

器 種 l' A 日 口筏l器商 底筏 C D 

JI'lID.a(ヘラ) R.OO1 10.6 1.0 8.8 、。，
2 .. R.002 2 10.4 1.5 7.8 。。
3 " ，1 R.003 4 9.8 1.8 1 6.。。。
，1 4 砂 R-004 9 ， 10.4 1.3 6.8 ? ? 

5 。 R-020 5 10，6 1.5 7.7 。
61 .. 'IR心21 6 10.2 l' 1.5 7.1 '1 0 。
7 今 '1 R-022 7 10.0 1'.4 7.7 。。
8 .. ， R-023 8 10.0 1.4 6.6 。。
9 。 a-1 10.0 1.5 6.8 。。
10 .. a-2 10.2 1.2 7.6 。。l

11 。 a.3 9.8 1.3 7.4 。9 

12 .. ，1 a-4 10.0 1.5 7.0 o o 
13 。 1， aδ 10.2 I 1.2 7.8 L 0 ，1 )，4 。 且-6 '10.2 1:6 ' 7.6 

15 小皿a2 十附9
， 3 1'0.0 1.3 6.8 。。

'1 16 l' 。 R-024 10 9.8 I 1.0 7.5 l' 0 む

no 



出土遺物一覧

第44次

S-I 

片
一;

 

斐
一

一器一

-
子
市
川

F-i
 

M
一土一

S-5 

須恵器 費、杯c、蓋c

土師器 愛、小皿a(へラ)、丸底杯a、杯a、器台、椀c

瓦 器椀c

黒色土器 A 片

黒色土器 B片

越州窯系青磁 椀 1-2 

白 磁椀 IV、V-3

皿 II-Ia 

中国陶器 無紬?;壷E

国産陶器 近世片

染付片

瓦 類片

石製品 砥石、磨製石斧、安山岩

その他 動物骨

S-7 

|須恵器|片

|土師器|杯

S-8 

|!恵 f!¥BB市費

XトIXIV

S-10 

|須 恵器 |蓋3、受

|土師器|丸底杯a、杯。、受

|瓦類|片

S-II 

須恵器 高杯、皿、翌

土師器 丸底均'aヲ小皿

黒色土器 A椀

黒色土器 B椀c

白 磁椀 H、XI、V、V-I

輸入陶磁器 朝鮮無紬陶器

瓦 類片

S-12 

|須恵器|杯c、斐

|土師器|片
白 磁 | い 止

IV-VIII? 

須恵器 蓋c、蓋3、杯、受

土師器 丸底杯、小皿a、杯、椀c、斐

越州窯系青磁 椀 I、1-2

龍泉窯系青磁 龍泉?片

同安窯系青磁 椀 片

白 磁椀 11、IV、V、V・l、V-VIII

皿 VIII? 

国産陶器 近世片

国産磁器 近世?白磁片

瓦 類片(文字)

石製品 砥石、軽石

S-15 

H、11-5、IX

IV-VIII 

S-20 

須恵器 均二c、壷、均一、a、蓋3、妻、査(耳付)、蓋×杯

土師器 丸底杯a、椀c、菱、杯a

越州窯系青磁 椀 I-Ib、卜2イ、 11-2、11-3

龍泉窯系青磁 椀 1-5b 

同安窯系青磁 椀 片

椀 IV、11-1、VIIIヲ、 IV-b、V-4aXVIII、XI

白 磁 IV-川 H、 XIX青白

皿 II-Ia(l)、日、 II(灯釜?)、 VIII-Ia

緑紬陶器片

瓦 質 土 器 鉢

中国陶器 壷E'

国産磁器 近世染付片、近世白磁片

瓦 類丸(文字)、片

石製品 砥石?

その他 動物骨

- 183-



8.21 

S・22

須恵器 杯、藤、議

土 師 器 丸底勾，a、杯、強

結州繍系背磁 椀 I. 

自 磁椀 11、V網 'l(タテクシ)、 V.3、V'1、片

:t師質土器 片口l

瓦 類丸、平

石製品 石器?(偏平)

8-22下層l

須恵 器|郎、鑓、建

土師器丸底杯?、杯、富里

越州黛系背磁 椀 1-2 

飽泉?片龍泉窯系青磁

高I't青磁片

自 磁椀 日、 IV、V、V-2b(タテヘラ)

瓦 額 l片

}
 

】(
 

n
 

z
E且

8-26 

須態器
杯小c皿、a登{糸、)、杯丸a、底建均'a、丸底均'7、灘、器台

土師器

越州黛系背磁 椀 I、I・2ウ、 II、H・3、11-3?IXIU 

その他水注X議I

'"椀
II、IV-l.a、IVXV、IV-VUI、V-.l、 V

自 磁 XI・3(}'テヘラ}

その他水柱X議

灰紬陶器椀

染付片

l瓦 類"片

s幽27

須恵器 輩c、襲、 坪c、一重量

土師器 均'a、丸底杯a、椀c、鉢、現

黒色土器日 椀c、片

自 磁椀 IV、IV-Ib、V-2、V-2(輪花)

m VI-2 

背白磁 背白?片(施文)

線粕陶器 椀c

染付片

間巌磁器l
近世染付

瓦 類丸、片

l石製品 砥石

8.29 

8-25 

須恵器菱、

土師器l小皿a、

黒色土器 A椀c

黒色土器 a:l椀c、小lDla

路州繍系青磁 椀 t、ト2、ト2b、Il、 II帽3、I(タテヘラ)、 V

，"その他水法X議I

自 磁椀 V、11系?(XUI?)

その他片〈森田町

精白磁 腎自，'1片

l練紬陶器l片

灰軸陶器 蜜

l中国陶器蜜A'げ

lt 類

8-25下局l

l須 恵 器杯、議c、媛、饗

i土師器小皿a(ヘラ)、丸底杯a、椀c、IJ、lDla(糸)、喜怒

焼滋資

l黒色土器 A椀c

黒 色土器 B片

i&州繍系脊磁 椀 日?

緑軸陶器 片

l中岡陶器l貧紬;聾?

瓦 類片(文宇)、丸

布 製 品1滑石製石鍋

同一一
一
器
一
器
一

四
一
恵
一
師
一

n
y
幽

ω-

M
一
須
一
土
一

S-3，1 

I須恵器!費、杯c

|土師器|杯

|l国産磁制近代片

8-33 

8-35 

須恵器 費、杯、議

土師器 丸底杯、費

脇l州繍系青磁 椀 1， 1.-2、11-2

岡安熊系背磁 杯 HI-c 

自 磁椀 XI， 'I，V 

l染付片

瓦 類平(文学)

n
H
M
 



IV、XI

S-36 

l須恵器|受

|土 師 器|小皿祇ヘラ)

|白 磁|不明片

S-37 

須恵器 斐、杯c、均二

土師器 椀c、杯、受

越州窯系青磁 椀

白 磁椀 11、IV

染付片

瓦 類片

石 製 品 砥石
一一

S・38

1土 師 器 | 片

S-40 

須恵器釜3、杯c、墾、壷e、大杯c、蓋2、壷b、高杯

土師器 丸杯a、椀c、費、小皿a(ヘラ)、大杯c、杯a、小sllc

把手

黒色土器 A椀c

黒色土器 B椀c

越州窯系青磁 椀 I、1-1、1-2、11-2

杯 II(褐彩)

椀 1-5 

龍泉窯系青磁 皿

不明 片(新しい時期)

同安×高麗

椀 I、1-1、11-5、IV、V-I、V-2、V-IXVIII-2

白 磁 V-3、IXXI、IX、XI・l、XI'-I、IVX皿11

皿 111 

その他水注×壷11系(瓜割1)

灰紬陶器片

輸入陶磁器 朝鮮無紬陶器

国産陶器 近世片

国産磁器 近世染付片

染付片

瓦 類平

石製品 石器?(偏平)、黒躍石、滑石

V-2 

VXVIII 

1-1、IV

v-

要
一
斐
一
一

と
と
椀
一

杯
一
杯
一
一

器
一
器
一
磁
一

費一、-
匁“-

杯一、-

斐
一
手
一

、一抱一

句

3

-

-

p
i
-
-

、-

蓋
一
古
都
一

:
-

奇
ニ
弘
一
古
盟

、
一
皿
一
塩

杯
一
小
一
焼

器
一
器

S・50

須 恵 器 杯c、釜c、釜3、菱、杯、 slla

土師器 椀c(ヘラ記号)、小皿a(へラ)、小皿a2、器台、杯c

杯a(ヘラ)、丸底杯a、丸底杯c、受

黒色土器 A椀c

黒色土器 B椀c、片

自主州窯系青磁 椀 I、1-2、11、111

白 磁椀 IV、V-2?、XI・5、XIXIV

皿 XI-3 

灰紬陶器 椀、壷

中国陶器 中国産?B'a

瓦 類平

土 製 品焼土塊

。。



sδ2 

須恵器 釜1、釜3、杯a、杯c、壷、小室、壷b、婆

オ:師l 器 i椀c、費、小肌晶、丸底杯C、杯d、風車、カナエ、把手

黒色土器 A片

椀 I幽2、I

越州窯系腎磁 均: I、II

その他意H

腕 IV帽 la、IV、V、IVXXI-l、V之、日?

自 磁肌 XI? IIXIII、II

lその他鑓HI系

不明片

l織軸陶器 椀

灰紬陶器壷

土師質土器 火鉢

l国産磁器 近世染付片

染付椀(明?)

ベトナム ベトナム?盤?(賞線紬)

瓦 類丸、平

百雛品 滑石

土製品 土錘

S・53

|須恵器|大援丸濠

| 土師器|釜c3、饗

z 
須恵器 杯c、費、 蓋c、重量3

11.:t 'Ri!i器 丸底均;:a、IJ'、llna、小lllla2、l杯、椀c、把卒、麹

黒色土器 A片

越州l鱒系腎磁 椀 [帥2

能泉窯系背磁 椀 I・5b

I，a， 磁 :椀 V-l、XトlXIV

灰粕陶器 椀

瓦 類丸、平

側溝

l繍態犠l杯心、議b、遊3、強、郵

土師器椀c、j:;Fa、小皿a、費、

館州熊系腎磁 椀 ιI、1'1

椀 IV?(翰花)、 II

自 磁瓜 IV幽 lb

その他水注X鐙II系

緑粕陶器 椀、片

1ζ 魁'j:I"

茶褐色こt
繍態器1.T-c、E盤、軍監c、杯、町、a、避a:3、議、 llna、高杯、資b'

土師器 小皿a(ヘラ)、丸底杯a、丸底杯(古手)、杯c、椀c、杯d

灘、JIll:a

瓦 器椀c

黒色土器 A椀

黒色土器日 片

総州窯系青磁 椀 1・l、I・2ウ、 I、1-2b、H、I1??(大型品)、 11-3

血 m 

能泉窯系背磁 椀 Iδb、III'

間安黛系腎磁 椀 片

高麗青磁 I

|椀 '1-1、町、日欄l、IV、IVXX!I明1、V、V醐 I，c

白 磁 V-IXVIII-2 

IV-2(タテヘラト VII、VIIIX青白

その他水注X盗(II系}

緑 紬陶器 椀、皿

灰 紬陶器 資、片??

輸入陶磁器 朝鮮無紬陶器

中闘陶器 茶褐粕，;合平?(腎l自l磁タイプ)

国産陶器 瀬戸?? 片

|悶l康磁器l近世片

瓦 類片

金属製品 鏡片?

石 製 品 石器(偏平)、滑石

186 
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遺構番号対照表

第65次
s岨帯サil遺構骨サ 品骨サ 理 構 留 守 S-替サH恩 情官方 S柵帯サ 1J!!'f再官方

SXOOl 51 101 】51
2 52 1.02 SXW2 152 
3 53 103 SXI03 日3
4 54 104 154 
5 SK005 55 SB065a 105 欠番
6 56 W6 156 

111 7 SX:007 57 107 SXI07 157 SX157 
8 SX008 58 1.08 SXI08 
9 SB100e 59 109 
10 SKOI0 60 SK060 110 SKI10 
11 61 111 
12 62 112 1 SX112 
13 SX013 . 63 113 
14 64 114 
15 SX015 65 SB065b 115 SX115 
16 66 116 
17 67 117 
】8 SX018 68 118 
19 69 119 
20 SX020 70 SB070d 120 
21 71 121 SX121 
22 SX022 72 122 
23 73 123 
24 74 124 
25 SX025 75 SB065c 125 SX125 I11 
26 76 126 
27 77 127 SX127 
28 78 SX078 128 
29 79 129 
30 SX030， 80 SH070c 日o SX130 111 
31 81 SB070a I 131 
32 82 132 
33 83 SK083 133 
34 84 '1' 134 SX134 
35 SBI00d 85 SK085 135 SX135 l' 
36 86 SK086 1 136 11 
37 87 SX087 137 SX137 
38 88 138 
39 89 139 SX139 
40 SE040 90 140 SBI00a 
41 91 141 1 SX141 
42 92 142 
43 93 SX093 143 
44 94 144 
45 SBIOOc 95 '1 SK095 145 
46 ' 96 146 SX146 !II 
47 SB070b 97 11I 147 11 
48 SX048 98 148 
49 99 149 
50 1 SD050 100 SBI00b 150 SK150 
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法 亘Eヨ 表
60 .. R・089 57 10.5 1.0 7.5 。。

第65次 61 .. R-090 58 10.4 1.3 7.7 。。
S-I上層 62 

今 R・091 59 10.0 1.3 7.5 。。
器種 A B 口径 器高 底径 C D 63 " R-092 60 10.0 1.3 7.8 。。

杯a(へラ) R-OOI 68 12.2 3.7 9.6 。。64 .. R-093 61 11.0 l.l 7.8 。。
2 小皿a(ヘラ) R-002 10.2 1.4 8.0 。 65 

。
R-094 62 10.2 1.2+ 7.3 。。

3 " R-003 2 9.8 1.4 7.0 。。66 " R-096 64 10.8 1.3+ 8.2 

4 .. R-004 3 10.0 1.2 8.0 。 67 " R・097 65 10.1 1.3 7.7 。。
5 .. R・005 4 10.1 1.5+ 7.4 。。68 小皿a2 R・044 66 10.4 0.9 8.0 

6 .. R-006 5 10.8 1.4 8.7 。。69 丸底杯a R-021 69 15.4 3.9 

7 .. R-007 6 10.8 1.2 6.8 。。70 ，砂
R-022 70 15.6 3.7 

8 .. R・008 7 10.2 1.2 7.4 。 71 。
R-023 71 14.5 4.9 

9 ク R-009 8 10.6 1.3 8.0 。。72 。
R-024 72 14.7 3.9 

10 .. R-OIO 9 10.5 1.4 7.8 。 73 。
R-025 73 16.2 4.2 

II .. R-OII 10 10.6 1.2 8.4 。。74 ，診
R-026 74 16.0 3.9 

12 .. R-012 II 10.4 1.2 8.4 。。75 。
R-027 75 15.6 3.6 

13 .. R-013 12 10.7 1.2 8.2 。。76 ，砂
R-028 76 15.6 3.7 

14 .. R-014 13 10.6 1.4 8.1 。。77 今 R-029 77 15.8 4.0 

15 .. R-015 14 10.2 1.4 7.9 。。78 .. R-030 78 15.8 3.9 

16 .. R-016 15 11.2 1.7 8.4 。 79 .. R-032 79 15.0 4.3 

17 。
R-017 16 10.6 1.3 8.0 。。80 イシ R-033 80 16.2 4.2 

18 " R-018 17 10.6 1.6 7.4 。。81 " R-034 81 15.2 3.8 

19 .. R-019 18 10.5 1.5 7.2 。。82 .. R-035 82 15.8 4.1 

20 .. R-020 19 10.2 1.3 7.7 。。83 .. R-036 83 15.0 3.6 

21 砂 R-051 20 10.2 1.3 8.1 。。84 ク R-037 84 15.2 4.3 

22 。
R-052 21 10.3 1.2 7.6 。。85 " R-038 85 15.6 4.3 

23 " R-053 22 9.8 l.l 6.9 86 今 R-039 86 15.6 4.5 

24 .. R-054 23 9.6 1.3 6.6 87 今 R-040 87 15.2 3.8 

25 砂 R-055 24 10.3 1.4 7.5 。。88 。
R-041 88 16.8 3.4+ 

26 .. R・056 25 9.6 1.5 6.3 。。89 ゐ R-042 89 15.2 3.9+ 

27 .. R・057 26 10.0 1.4 7.8 。 90 椀c R-031 92 14.8 5.2+ 

28 .. R・058 27 10.2 1.4 7.1 91 小椀c R-043 90 11.2 4.5 5.4 

29 .. R-059 28 10.8 1.4 7.7 。。92 。
R-045 91 12.3 4.7 6.5 

30 " R-060 29 10.4 1.3 7.1 。。
31 .. R-061 30 9.6 1.4 7.2 。。

S-I下層
32 .. R-062 31 10.7 1.5 7.7 器 種 A B 口径 器高 底径 C D 

33 .. R-063 32 10.2 1.6 8.1 。 小皿a(ヘラ) R-OOI 102 10.8 1.2 8.8 。。
34 .. R-064 33 10.4 1.2 8.0 。

2 
'ー

R-002 104 10.6 1.4 7.6 。。
35 .. R-065 34 10.5 1.4 8.7 。。 3 島切 R-003 103 9.8 1.0 7.4 O? 。
36 .. R-066 35 11.0 1.7 8.2 。。
37 .. R-067 36 10.4 1.3 7.4 。。

S-5最上層
38 .. R-068 37 10.4 1.3 7.9 。。 器種 A B 口径器高底径 C D 

39 .. R-069 38 10.8 1.5 7.2 。。 勾;d R-OOI 3 15.0 3.2 6.7 。× 

40 .. R-070 39 10.5 1.3 8.3 。。
2 杯e R-004 I 4 2.8+ 6.0 。ヲ

41 .. R-071 40 10.8 1.7 8.4 。。
42 " R-072 41 10.0 1.4 7.1 。。

S-5褐灰色土層
43 " R-073 42 10.0 1.2 8.2 

|l  l 器J L42|:| 口汁竺|う?|ciD44 " R-074 43 10.4 1.4 7.3 。。
45 " R-075 44 9.6 1.4 7.0 。
46 " R-076 67 9.8 2.1 7.8 。

S・7
47 " R・077 45 10.6 1.3 7.0 。 器稜 A B 口径器高底径 C D 
48 .. R-078 46 10.2 1.4 7.8 。。

杯c 14.4 4.1 9.0 。× R-OOI 
49 " R-079 47 9.6 0.9 8.0 

50 。
R-080 48 10.6 1.6 8.4 。。

51 ク 10.7 1.3 8.6 。。S-8 
R-081 49 

|l| 九プ |RAIlB|官庁liT11|?
53 ク R-082 50 10.4 1.5 7.9 。。
54 。

R-083 51 10.0 l.l+ 7.7 

55 " R-084 52 11.0 1.3 9.0 。。
56 " R-085 53 10.8 1.2 8.4 。 S-IO最上層

。 10.6 7.8 。。 器 種 A B 口径 器高 底径 C D 
57 R・086 54 1.7 

" 10.4 1.5 8.1 。。 I I/J、血a(へラ) R-OOI 16 9.0 1.5 6.4 。。
58 R-087 55 

" 10.0 1.5 6.6 。。 2 .. R-002 17 9.1 1.3 7.0 ? 。
59 R-088 56 .. R-003 I 18 10.0 1.3 8.4 '予 。

4 R-004 I 19 9.8 1.3 7.9 。。



同日 器種

杯d

| A 1 B 1口径|器高|底径 1c 1 D I 

|R-0011 1 - 1 1品 1 7.6 1 1 I 

S-25上層

「 一「 器種

|1 1 杯a

| A 1 B 1 口径|器高|底径|

|R・0011 ・ 12.1+ 1 7.6 1 

S-40上層

器種 A B 口径 器高 底径 C D 

旬、(ヘラ} R-001 12 14.6 2.5 9.5 。。
2 九!畿杯a il恥002 1:4 15.0 3.5 

3 ' 。 :R-003 15 115.8 3.2 日
4 '" R-004 16 15.4 3.3 。
5 今 R・005 17 16.4 3.4 

6 。
R-006 18 16.8 3.2+ 

7 。 R-007 19 18.0 3.1+ 

8 '" R-008 20 17.0 3.0+ 

1 9 :1; 砂 R欄00骨 21 16.4 2.9 。
R，OIIO 22 1S，.2 111 2.事 11I

小Illla(ヘラ) 股欄0)13 9.7 1.4 7.0 。。
12 '" R-014 2 9.6 1.3 7.0 。。
13 9:2 。。。 R-015 4 1.2 7.3 

14 '" R-016 3 9.6 1.1 7.2 。ヲ

S-4O中!溺

11: 器 撤 A 日 1 Iコ筏 器商|成筏 c 'I 0 i 

11 郎a(ヘヲ) 品00111日 16.0 3.3 'I! 9.8 |口 !IO'
2 丸底均:a R-002 23 15.6 2.9+ 

3 '" R-003 24 15.0 2.8+ 

4 小皿a(へフ) R・004 11 10.0 2.0 8.0 。。
5 // R-005 5 9.6 1.2 7.1 。。
6 今 R-006 6 9.4 1.5 7.3 。。

4シ R・007 7 9.6 1.1 7.3 。。
。

目見附008 日 ~.4 1.2 
。 '(.0 7;0 I 0 'O? 

10 b R-OIO 1 10 1 9.4 1.2 7.2 I 0 

$85上層

| | 器 種 1 A 1 B 1口径|器高|底径 1c 1 D I 

|1 1 刷 IR-OOI1 22 1 ー 11.9+ 1 7.1 1 I 

| A 1 B 1口径|器高|底径 1c 1 D I 

|R-OOI 1 9 1 14.0 1 2.1+ 1 ー|ー|
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表土

器稜 A B 口径 器高 底径 C D 

l 小皿a(ヘラ) R-001 9.6 1.5 7.0 。。
2 。

R-009 2 9.1 1.5 6.0 。。
3 夜》 R-OIO 3 9.4 1.7 6.6 。。
4 '" R-011 4 9.5 1.2 7.4 。。
5 '" R-012 5 9.8 1.3 6.0 。。
6 " R-013 6 9.3 1.3 6.9 。。
7 " R-014 7 9.0 1.2 6.7 。。
8 今 R-021 8 10.2 1.4 7.4 

9 '" R-022 9 9.7 1.5 7.7 

10 '" R・028 10 9.6 1.7 8.1 O? 。
11 杯d R-002 11 14.8 3.0 7.1 

12 今 R-003 12 14.0 3.3 7.6 

13 丸底勾'a R-005 17 15.2 3.3 。
14 '" R-006 18 18.4 4.2 。
15 " R-015 13 14.2 4.1 

16 " R-016 14 14.8 3.2 

17 '" R-017 15 15.2 3.3 

18 砂 R-018 16 14.2 3.0 

19 椀c R-024 21 12.7 4.5 8.2 

20 ク R-025 22 14.4 5.1 7.4 

21 砂 R-026 20 11.4 3.3 5.7 

22 小椀c R-027 19 7.8 3.3 4.3 

己と」 椀c R-001 18.6 6.5+ 

i炎褐色土上層

| | 器 種 I A I B I口径|器高|底径 I c I 0 I 

| 1 I 杯司 IR-001 I 3 I ー I 2.0+ I 7.0 I 0 I 0 I 



第65次 出土遺物一覧
S-Iよ鴎

S・6

|土陶器，1，片

須態器 杯c、登1、議3、皿a、釜、勾;a、坪、裂、平瓶

杯×皿

郎a[lJ、丸底年目O}，小自問、丸底 'a(34)(11)，、椀a，

土師器 蓋3、椀c[l)、小sD.a(ヘラ)[77)(67)、sD.a、小皿a2[I](I)

椀

|皿

締馳陶器 片(2)

灰紬陶器 皿?(I)、壷?(I)

須恵質オ乙器 鉢{東播7)(3)

瓦 類丸(斜格子)、平(縄問、斜格子}、文字山

金属製品 釘(1)

8-1下層

須恵器杯c、議3、受

|土 師 器 |l丸t不a[l](4)、イl、sD.a(ヘラ)1'2J(12)、E革命(1)、片(23)

焼塩釜i

黒色土器 A椀(1)

|賎色:t告書 sl'椀l

緑粕陶器片(1)

l1L一副主(縄問)

S-2 

i土師制丸底杯、時

l越州黛系背磁| 椀 1(1) 

sa 
1須恵器|蓋c、杯

|土師器|杯、斐

54 

|土 l師 器|費、丸成年、片

器|椀:c[l)， sD.a[I)、刷21、叢3(正吾
務|杯司、議3、小sD.a(ヘラ)(混入)、高台、議[1)

矧I':i!f(縄問)

ふ10下層

!|繍慰器J郎、援3(1)、張、灘b、商略X郎晶、漣

| 白 磁 | 椀 IV?(1)

S-11 

l須恵器|片

I(:t締器I，M

|昨日l厳 司
|土 師 器|杯a、菱、高杯(1)、小皿剖ヘラ)

I~ 陸1

S・14

|百一町一片付}

|黒色土器 AI杯a(l)

8-16 

1.92 -



!
 

!
 
:
 

!
 
!
 

費
一
一

、一椀一

蓋
一
杯
一
一

一
器
一
器
一
磁
一

一
一
一
害
n

一

一
恵
一
師
一
一
笹

川
町
一
一
一
州
一

と
須
一
土
一
越
一

片
一

一器一
-
z
m叩
-i
 

凸

ヲ

園

田

一山一土一

S-30 

須 恵 器 杯c、壷、委、蓋2、蓋3、鉢、均:

土師器 丸底杯a[I](1)、ノj、皿a(へラ)(3)、費、高台

黒色土器 B椀c、片

白 磁その他 11系(1)

青 白 磁 皿(1)

瓦 類丸(縄目)

金属製品 不明鉄製品(2)

|須恵器|片

器|皿a[I](1)、晶、蓋3、蓋4(1)、恥、査、大斐b(1)、片l住-師 器|恥(ヘラ)、刷

|瓦 類|平(縄目)

S-21 

xm(1) 

S-22 

1嘉一恵器|杯、妻

|土師器|小皿a(へラ)(1)、片

要
一
受;

 
、:
蓋
一
江

-
9
・

r
h
一壷j
 
i
 

-
-
，
，
 

i
 

一円l
w
-

、

扉
一
杯

一
器
一
器
一

一
恵
一
師
一

ε
、
“
周
一
四

回
一
須
一
土
一

$25埋土

|須恵器|片

|土師器|占

S-26 

|土師器|片

S-27 

|須恵器|費、杯

|土 師 器|小皿a(ヘラ)(1)、丸底杯、費、高台

S-28 

|須恵器|片

|土師器|費、杯

|黒色土器 A|片

片一:
 

杯
一
要
一
片
一

一
器
一
器
一

B
一

一
一
一
器
一

一
恵
一
師
一
土
一

2
一
一
一
色
一

日
一
須
一
土
一
黒
一

S-33 

17豆一器|杯、蓋

|土師器|費、均二c、椀c、器台、蓋c

斐
一
片
一

一
器
一
器
一

時
一
恵
一
師
一

句

3

・--

M
一
須
一
土
一

ー

S-34 

l須恵器|菱、叢3、杯

|土師器|費、片

$35上層

|須恵器|蓑3X高杯(1)、皿?(1)

|土師器|姿、椀c、片

$35柱痕

|土師器|杯×皿、杯

受
一
一

日小一受一
j
 

A
守
一
、
.

釜
一
杯
一

一
器
一
器
一

生
恵
一
師
一

5
-

一
-

q
3
・

m

E

S
一
須
一
土
一

S-36 

|土師器|斐

11須恵器|恥杯艶
|土師器|費、杯

|瓦 類|平(縄目)

|lL器|片
|土師器|片
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S-40上層

須恵器 杯七、重量3、輩、均~a、鉢、高杯、費

丸底杯a[2)(7)、小皿a(ヘラ)[2](3)、杯a(l)、椀X杯

土師器 高台(1)、脚、脚付鉢(1)、肌a、強

焼塩讃(2) 

黒色土器 A椀c、片

l越黒州色撫ニ糸ヒ青器磁隠
椀ι、j中

椀 I(l)、 ]-2(1)

lIII! 1[(1) 

自 融| IVXXI-l(l)， JIV帥c(l)、IV-VII!II(l)

|その他 H孫。)片(2)

線紬陶器 肌(i1)

灰紬陶器 山茶碗?(1)

瓦 類平(斜格子?格子)

土製品 管状土錘(1)

その他炭

S-40中層

須恵器 杯c、蓋c、蓋3、建、資、均:

小血a(へラ)[4](3)、杯a(1)、丸底杯a(3)、主連、釜4

土師器 高台、火舎、把手

焼塩壷(1)

黒色土器 A片

黒色土器 B片

白 磁椀 11-1(3)、IV(2)、V-2(1)

中国陶器 四耳室長n;E?a'b'(I) 

石製品 オハジキ(1)

一片一
一削櫛一

一師一

同
一
土
一

XII(I) 

lI(l) 

1-2(1) 

IV(I) 

A
幡
一

釜一:
 

司

3
-

釜一
-

L

一
一
川
リ
ー

一
斐
一
婆
一
縦
一:
 

一
杯
一
杯
一
平
一

一
器
一
器
一
類
一

周
一
恵
一
師
一
一

qJE

一

一

問

一
日
一
須
一
土
一
瓦
一

S-48下層

|土師器|杯a

S-50上層

須恵器 室長1、蓋3、杯c、高杯、脚、 重喜

土師器 丸底杯a(2)、小皿a(ヘラ)(1)、 IJ、lIIlc、叢c、椀c、受

焼塩資(1)

黒色土器 A片

黒色土器日 片

越州窯系管磁 椀 1(1) 

自 磁椀 11(1) 

1i: 類平(斜格予、縄問)

5-50下l欝l

嫡l 聴器 議3、競4、競c:，灘、略ι、杯、弼

:i:師時 灘、丸成均ia(3)、開l台、郎、髄3、杯4、野GcX肌u

期色土器 A陽台

熱 e土器日 椀c

越州熊系背磁 椀 1(1)、 1-2(1)、ト2ア(1)、 1-2イ(1)

1i: 類丸(斜格子)

石製品 砥石?(I)、滑石鍋の再利用品?(1)

s-51 

|土師制菱、片

片
一:

 

杯
一

底
一

丸
一

一器一
-
お
巾
-i
 

弓

r---

M
一土一

S-53 

|土師器|丸底杯、小lIIla

|白 磁|その他片(1)

I~54 
|土師器|費、片
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S-55柱痕

| 須恵器|蓋片
土師 器 杯 × 皿 、受

S-55埋土 S・67

lt;;12片 11?;;11d 

S-58 

|須恵器|杯c

|土師器|片

S-59 

|土師器|杯

S-60 費
一;

 

杯一
一器一

-zm-i
 

n
u
-
-

w
一土一

S・71

|須恵器|斐

|土 師 器|丸底杯司、杯

lr 恵匝a~-~
|土師器|杯×小皿a

S-72 

S・62

1嘉一恵器l片(1)

|土師器|丸底杯(1)、片(14)

11(1) 

IV(1) 

|土師器島幸一

器除×皿、受

劃と呈

S-63 

17恵器|杯、楚
1. 日 器|丸底杯、菱、片

|焼塩壷

司

3

-

-

蓋
一
杯
一

一
器
一
器
一

張
一
恵
一
師
一

品
b
q島
園

田

園

q
J
-

一
-

M
一
須
一
土
一

$75柱痕

|須恵器|杯×皿、片

|土師器|費、片

杯一:
 

E
-饗
一

饗
一
主
，
一;
 

、
-
A
u
-

示
一
杯
一
片
一

一
器
一
器
一
旦

一
一
一
器
一

層
一
恵
一
師
一
土
一

工
一
一
一
色
-

M
一
須
一
土
一
黒
一

E 
|邑

請書×皿受片

署長片

F
D
 



告書両元ご鏡、議4、椀c(l)、饗、均~X血

)
 

-(
 

I
 

5-79 

|須恵器|費、長頚蜜、杯×皿

$80上層

l須恕器|小坪a(1)、杯、議3

|l土 : 師 側 杯 ?

$80現土

|須恵器|釜3(1)、杯、受、杯X皿

|土師器|議3、釜、費、片

器|鉢(1)、釜(1)、杯、蓋3(3)、壷、受

器|杯c、杯aX皿a、カマド、丸底杯a、建

焼塩蜜(2)

S・83

|須恵器|杯(1)、費

E土師器|高台、費

.土製品|焼土塊

s附84

s“86 

s幽87

ヨ
杯一:

 

]
 

川町一建一

』
一
凪
一

り
一
大
一

沢
一
×
一

差
一
、
一
)

i
i
 

1
蜘
(

丸
一
大
一
議

l

i

 

pL

一、
ω
A守
a

，干

杯
一
杯
一
焼

器
一
器

5-91 
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S・94

|土師器|杯、受

S-95上層

S-I04 

lぽー蚕一器匝耳
|土師器|高台、片

須恵器 杯a、蓋3、蓋c、杯、鉢(1)、皿

土師器 丸底杯(2)、杯a、小皿a(へラ)(3)、杯d、大皿×大杯

高台、高杯脚?、杯、受

黒色土器 A片

黒色土器 B高台、片

自 磁椀 IV-VIII(I) 

皿 IIXIIIXVIII(I) 

瓦 類平(縄目)

s-105上層

|須恵器|釜3、杯

|土師器|費、片

S-105 

l須 恵器|蓋c

|土師器|片

s-105下層

|土師器|杯×皿、受
器|杯也、一両:可~(I)、蓋、蓋3、蓋4、壷、斐、皿×大尿
器|杯、費、高杯、蓋4、蓋c、皿×杯、蓋3(1)

焼塩蜜(3)

磁| 椀 IV(I)(混入?)

類|片

品|オハジキ(1)、黒曜石(1)

S-106 

3~椀 11-5(1)

S-96 

l須恵器|片

|土師器|菱、杯

S-108 

|須恵器|杯

l土 師器|椀c、片

|金属製品|万子(1)

S-98 

|須恵器|蓋2、杯×皿、蓋

|土師器|斐片
|焼塩壷

片
一

一器一E
見

仰
一
一

ω

ー

:

ー

$
一
土
一

s
l
 須恵器 杯a、杯c(2)、皿a(l)、蓋2、費、蓋3(4)、鉢a(l)、蓋l

勾受~a、釜9、大年cX大皿c、杯、 皿咲1)、壷(1)、蓋3(1阻l
土師器 蓋4(1)、高台、カマド、高杯×皿a(1)費、大杯×大

焼塩壷(3)

瓦 類平(斜格子)

石製品 オハジキ(1)

土製品 焼土塊

S・99

|須恵器|杯、費、蓋

|土師器|杯a、費、壷

|瓦類|片

a
-

杯
一

一器一
層一ー-

上
一
郎
一

∞
一
一

ー

:
ふ
一
土
一

s-1∞柱痕

l須恵器|杯(1)、皿(1)、壷(1)

|土師器|蔓(1)

S-110 

1
1

須恵器|釜C 恥印刷
1) 斐

|土師器1f1

S-100埋土

l須恵器|楚

|土師器|片

S-101 

|宥!!吾|肩台
|土師器|菱、杯

J I土師器|片

S-112上層

1

1土

2

師器|費

|須恵器|杯

|土師器|片

S-102 

l須恵器|杯c(l)、杯(1)

|土師器|菱、杯

nwu 



S-113 

|須恵器|釜2

| 土師器|片

務|蓋c(l)、蓋3(1)、器台X鉢(1)、議1(2)、資(1)

II-Ib(l) 

s幽 114

1須恵器|壷

|:t師器|片

I~調態

Ijニ師

iE3 

;
 

一

C;
 

Z
3
 

一叢;
 

一
恥
聾
一
蜜

一
弘
一
、
一
塩

一
杯
一
杯
一
焼

器
一
器

S-115柱痕

|須恵器|釜沢l)、杯(1)、片(1)

|土師器|斐(1)、片(2)

器!杯、片

受
一

一器一

土
ア
』
一

理一嗣剛一

ζ

J

E

-

-
:
 

山一士一

S-1I6 

S-117 

|須恵器|片

|土師器|片

S-118 

lS13岬
l哀ーづZ一副主片

|土師器|杯(1)、饗、杯×皿、蓋3(1)、片(2)

S-130柱痕

|土師器|灘、片

$欄131

| 土師器|受

lr恵器|杯斐

|土師器|費、片

I I白 磁|椀川)

片
一
片
一

一
器
一
器
一

周
企
画
L
師一

n
u
-
-

胴

ヲ

-
-
-
m

ー

:
$
一
須
一
土
一

s-120下層

I1綴恕器|片

S-121 

|芳一恵一器|嵐蚕

|土 師 器|丸底杯a、高台、杯、片

S-135 
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S-137 

器|蓋1(3)、琢(1)、匝而、壷(1)、杯a(1)、壷×斐(1)

器|杯(2)、費、血(1)、皿×椀(1)、甑(1)、片 (9)

類|平(斜格子)(1)

藍

S-138 

|須恵器|杯

|土師器|椀cX杯c、斐

|瓦類|片

S-140 

$150上層

1
1

須 恵器|釜
1(1)

|土師器|

lTF片
器|釜、費、杯、葦l、片

|須恵器|杯

I I土師器|杯、片

s-139上層

|須恵器|杯a

|土師器|杯、費、片

S-139 

|須恵器|蓋3、皿a(l)

|土師器|杯斐杯d? 片

|焼塩壷

|白 磁|その他1I系片(混入)(1)

S-153 

|須恵器|片

|土師器|杯、受

戸

S-154 

|土師器|片

器|叢、蓋1(1)、費、杯×皿、片

器|椀c(l)、斐、片 I~156 
|須恵器開ζ蚕;均:
|土師器|蓋4、費、高台、杯axlIs.a

S-141 

S-142 

|土師器|費、杯

S-146 

|須恵器|蓋3(1)、杯×皿、杯

|土師器l小壷(1)、皿、菱、杯×血

i炎褐灰色土上層

須 恵 器 蓋c、蓋3(5)、杯(2)、壷、杯c(l)、蓋(1)、杯aXlIs.a

斐(1)、椀a(l)、蓋l

事Fa(1)、蓋3(1)、受、杯d(l)、椀c(l)、高杯、均:

土 師 器 大皿×大杯、釜4(1)

焼塩壷

瓦 類平(縄目、布目)、片

石製品 滑石(1)、オハジキ[11

その他 灰山

i炎褐色土

11須恵器|杯契蓋蓋3 片
|土 師 器|費、杯、カマ円高台、皿cX杯c

器|姿、杯×皿、杯、壷、釜

器|丸底杯、杯×皿、杯、護、脚付鉢?

焼塩壷

od 



様式

l杯刷州噴織旺c叫州帆I川川1日IH1目(1机k 小灘魁、
|欄憾臨 資叩弘蟻d川櫛仇 時

|把手、斑(1)、商杯

ノJ、肌8(10)(10)、椀c[3)、杯c、杯a(ヘラ}、均;d、椀

丸底杯a(6)、カマド?火舎、大sllX大杯、高杯、 slla

土師器 把司王、小slla2、重量c、杯d(2)、小椀c[l)、鉢[1)、叢2

器台、小輩、費、血b、丸底杯c、椀[1]

焼塩壷(5)

黒色土器 A椀c、片

黒色土器 B椀c、杯a、小皿a、片

椀 1(19)、I?(I)、 Iぺa(2)、I幽 1(1)、 1-2(2)、1・Ib(l)

越州窯系背磁 11(4)、11欄 Ib(1)、 11幽3(1)、II?(l)

皿 1I(1) 

11Iそそ続椀のの他他 I皿四勾3t1lX)2川3EM世選b叩刷附}、λ盛v釜 、片明)

l 肉食鱒系腎磁 雌 1(2)、片(1)

その他片(白磁的)(1)

長沙織系管磁 長沙?i薮類(1)

高麗青磁 I?(I)、 III問、象依(1)、片(1)

I?(I)、 1(14)、1-1(1)、 11(7)、11-1(19)、11・3(1)

11-5(7)、 IV(40)、IV?(2)、IV・la[l)、V(5)

V?(I)、 V・1(7)、V-I?(3)、V-2(5)、V-2?(I)

椀 V-2b(4)、V-3(3)、V-4(1)、 IVXV(I)、 XII?(I)

IV-VII(4)、IV-VIII(18)、IVXXI-I(l)

V-VII(1)、 V-VIII(句、 V-2XVH(I)、 XII(4)

自 磁 l VnI(2)、VHJ-2(l)、 XI-l(1)、 XIII(4)

xm岨肋(1)

日0)".Il??(.I)、品la[l)(2}，

IID. XI-3 X 4(1) 、 IV(I~)- V (1)、V酬2(2)、V-VI'[(3)

VI(2)、Vlil(1)、 YH-2(2hVlI叩)、 VHI?(1)

IX(I) 

その他 I壷(1)、日系片(20)、III系水注X霊堂(1)

水詑(1)、片(64)

青白 磁片(1)

緑紬陶器 片(1)

灰紬陶器 小椀c(l)、皿(1)、灰?片(1)、片付)

土師質土器 鉢?(I)

須恵質土器 鉢(東播)(4)

輸 入 陶 磁 器 朝鮮無紬陶器片 (9)

耳滋;XI'I-2(1) 

中闘陶器資鯛;A'ab(1) 

，1I熱欄制1;小讃(1)

禍糊 ;1溺燦x中悶7(3)

常滑;鉢??(1)、常滑?片山

国践陶器 唐津;唐津?片(1)

近世;片(菱、道、揺鉢、遊)(19)、近世?片(3)

不明;片(1)

国産磁器 近世肥前系磁器(染付、白磁、多色)(13)

瓦 類平(斜格子、縄目)、丸

金属製品 釘 (8)、鉄斧(1)、不明(2)

石製品 砥石(2)、黒曜石、滑石(7)、磨り石(1)、石器、軽石

砥石?(I)、その他石片(2)

ニt 製品 管状土錘(須恵器)、権(瓦転用?)(2)、紡錘車(1)

その他l 炭

z 
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遺構番号対照表

第81次

s-番号 遺構番号 s-番号 遺構番号 s-番号 遺構番号 s-番号 遺構番号 s-番号 遺構番号

SEOOl 51 101 151 201 

2 52 102 SX102 152 202 

3 53 SX053 103 SX103 153 203 

4 54 104 SX104 154 204 SX204 

5 105 SE105 155 

6 56 106 156 206 

7 57 SX053 107 157 207 

8 58 108 158 208 

9 59 SX059 109 159 209 

60 SE060 110 SDII0 160 SE160 210 SX220 

11 61 SK061 111 161 211 

12 62 112 162 212 SX212 

13 63 113 163 213 

14 64 SK064 114 164 214 

15 115 165 SD165 

16 66 SE066 116 166 216 

17 SX017 67 117 SX117 167 217 SX217 

18 68 118 168 218 

19 69 SX069 119 169 219 

70 SK070 120 SK120 170 SK170 220 SX220 

21 71 121 171 221 

22 72 122 172 222 

23 SX023 73 123 173 223 

24 74 124 174 224 

25 SK025 125 SE140 175 SX175 225 SX225 

26 76 126 176 226 

27 77 127 177 227 

28 78 128 178 228 

29 79 129 SX129 179 229 

30 SD030 130 SK130 180 SX180 230 SX230 

31 81 SX081 131 181 231 

32 82 132 182 232 

33 83 133 183 233 

34 84 134 184 234 

35 135 SK135 185 SDIlO 235 SX235 

36 86 136 186 SK170 236 

37 87 137 187 237 

38 88 138 188 238 

39 89 139 189 239 

90 140 SE140 240 SE240 

41 91 SX091 141 191 241 

42 SX042 92 142 192 242 

43 93 143 193 243 SX243 

44 94 144 194 244 SX244 
145 245 SD245 

46 96 146 196 246 
47 SX047 97 147 197 247 
48 98 148 198 248 
49 99 149 199 249 

100 SD100 150 SX150 200 SX200 250 

nu 



ふ骨唱す 遺構骨号 ふ番号 遺構時管 s-骨母 遺構番号

251 
，11 30] 都禍臨:t

252 I 302 時茶色土|

303 阪楢~二t 明灰色土

254 304 明灰色土

255 表土

256 306 
257 307 
258 308 
259 309 
260 310 

I 26】 311 
312 

263 SX263 313 11 

264 314 
265 315 SK315 
266 316 
267 317 

268 318 
269 319 
270 

271 321 
272 322 
273 323 
274 324 J 
275 SD275 
276 326 
277 327 
278 328 
279 329 

280 

281 331 
282 

283 

284 1 401 
285 SD285 
286 ! 403 

287 404 

288 
289 406 

407 
291 408 

292 409 
293 

294 411 

I 295 11 41.2 
296 11 

297 1: 414 

298 415 

299 416 

300 417 

202 



第81次
法量表

S-Is音灰色土

器 種 A B 口径 器高 底径 C D 

小皿a(ヘラ) R-001 5 10.1 1.5 7.5 。。
2 ク R-002 9.1 1.3 5.7 。。
3 ク R-003 12 9.9 1.5 6.8 。× 

4 <- R-004 10 9.8 1.1 6.8 。。
5 " R-005 6 9.7 1.2 7.4 。。
6 。 R-006 4 9.8 1.5 6.3 。。
7 " R-∞7 3 9.6 1.6 7.1 。。
8 .. R-008 13 10.0 1.5 7.9 。。
9 。 R-009 8 9.6 1.4 6.7 。
10 ク R-OIO 16 10.2 1.2 7.7 。。
11 <- R・011 2 9.6 1.4 6.8 。。
12 。 a-1 9.6 1.0 7.6 。。

S-5 
13 イシ a・2 9.8 1.4 6.8 。ワ

14 <- a-3 10.4 1.3 7.4 。ワ

15 .. a-4 10.4 0.8 7.2 ワ ラ

16 。 a-5 10.4 1.5 8.4 。。
17 ク a-6 9.8 1.0 6.8 q 。
18 。 a-7 10.0 1.0 7.6 ワ 。
19 ク a-8 10.2 1.2 7.8 。。
20 ク a-9 10.2 1.7 7.6 。。
21 " a-10 10.4 1.3 7.8 。。
22 <- a-11 10.2 1.2 7.8 。。
23 ク a-12 10.4 0.9 8.0 。。
24 <- a-13 11.2 1.2 9.2 。ワ

S-17 

A 器 種 A B 口径 器高 底径 C D 

I 小皿a(へフ) R-001 2 9.6 1.4 7.4 。
2 ク R・005 9.0 1.0 7.2 。
3 <- a-1 9.6 0.9 7.6 。
4 小1IIla2 R-006 4 11.8 0.8 8.4 × 

5 小皿a(糸) R-007 3 9.4 0.8 7.4 。
25 " a-14 10.0 1.1 7.6 q 。 6 丸底杯a R-002 5 14.8 3.1 

26 " a・15 10.2 1.1 7.8 。。
27 " a-16 10.6 1.2 8.2 。ワ

28 " a-17 10.2 1.1 7.8 。ワ

29 <- a・18 10.6 1.1 8.0 。。
30 " a-19 10.2 1.2 7.4 。ワ

31 <- a-20 9.8 1.2 7.2 q ワ

32 " a-21 11.2 1.2 7.6 。ワ

33 " a-22 10.4 1.3 8.2 。。
34 " a-23 10.0 1.2 7.0 。ワ S・25

35 <- a-24 10.2 1.4 7.6 ヲ ワ 器 種 A B 口径 器高 底径 C D 

36 .. a-25 9.8 1.2 7.8 。q 小皿a(へフ) R-009 10 11.4 2.0 6.6 ? × 

37 <- a-26 10.2 1.2 8.2 。つ 2 " R-011 9 10.4 1.6 8.2 ワ × 

38 <- a-27 10.0 1.3 7.4 q ワ 3 " R-012 5 9.6 1.6 7.1 ヲ × 

39 <- a-28 10.2 1.0 7.2 q ワ 4 <- R-013 3 9.8 1.6 7.7 ワ 。
40 <- a-29 10.4 1.6 8.0 。。 5 四シ R-014 9.5 1.4 7.4 。。
41 <- a・30 10.0 1.4 7.4 。ヲ 6 " R-015 8 10.0 1.4 8.0 。。
42 <- a-31 9.6 1.1 6.8 今 ワ 7 ク R-016 7 9.6 1.4 7.1 。。
43 " a-32 10.4 1.0 7.4 。。 8 " R-017 2 9.6 1.1 6.S 。。
44 <- a-33 10.2 1.1 7.8 今 ワ 9 <- R-018 6 9.6 1.3 7.5 。。
45 <- a-34 9.8 0.9 6.8 ワ ヲ 10 <- R・019 4 9.6 1.3 7.1 ヲ 。
46 丸底杯a R-012 17 15.4 3.4 。11 <- a-1 9.6 1.1 7.0 

47 <- R-013 25 18.8 4.7 。12 ク a-2 10.0 1.1 8.0 。。
48 <- R-014 21 16.0 3.2 。13 " a・3 9.6 0.9 7.6 

49 <- R-015 20 15.6 3.8 q 14 <- a・4 10.0 1.1 7.4 

50 " R-016 24 16.8 3.9 。15 " a-5 10.0 1.1 7.2 。。
51 <- R-017 19 15.6 3.6 ワ 16 <- a・6 10.2 0.7 8.2 

52 <- R-018 18 15.6 3.8 。17 ク a-7 10.0 0.9 7.2 。。
53 <- R-019 22 16.8 3.7 。18 <- a-8 10.2 1.2 7.8 。。
54 <- R-020 23 17.0 3.7 。19 。 a-9 10.4 0.9 8.2 。。
55 ク a-1 16.2 3.4+ 20 <- a-10 9.0 1.0 6.0 。
56 丸底杯c R-021 26 15.0 4.5 21 " a-11 10.0 0.8 7.6 。
~ " R-022 16.8 S.4 

」 一 」
22 今 a・12 10.8 1.0 8‘6 。。
23 " a・13 9.0 0.7 6.8 。。
24 ク a-14 司立Q 1.2 7.4 。。
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25 。 ，1 a-15 ，1， 10.01， .)，.3 ， 8.0 

26T 。 '1 a剛16 9.0 0.7 6.4 

27 今 a-17 10.4 0.8 8.2 

28 今 a-18 11.0 1.4 8.4 

，1 29 b ，1 a-19 ，1 11后 1.2 9.0 。
30 ，1， '" 血嗣20 9.6 LO '1 8.0 

'1 31 丸底I均'a ， R-004 11 15.0 3.6 

32 今 R-005 12 15.4 3.7 

33 '" ，1 R欄006，113 15.6 3.7 ， 34 ，1， 。 R剛∞7 14 15.6 3.8 l' 

35 。 'R-008 15 17.0 3.3 "， 
36 b a-1 15.4 3.2 

37 ， /， a-2 ，1， 15.0 3.2 

， 38 " 血幽3 15.4 3.5 

39 ' 。 a幽4 16.0 3.7+ 

40 今 a・5 15.0 3.8 ， 
，1 4.1 。 a-6 16.0 2.8+ ， 42 。 a-7 '1 15;0 l' 2.9 l' 

43 ' '" a・8 16.0 3.8 

44 今 a・9 14.6 3.7+ ， 
45 。 ，1 a，・10 15.4 3.2+ 

，1 46 。 11 a・11 ， 16.0 ， 3.7十

47 l' '" a幽12' 17.0 3.4+ 

48 丸底杯c R-OIO 16 15.7 4.9 7.0 

S-42 
，1 A 器 穏 A B 口 径 器 高 底径i

， C 

小皿a(へラ》 R-叩』 10 9.6 '1 1.3 7.2 。
2 発， 畠府1 9.0 1 1.6 6.8 

3 今 a・2 9.0 1.1 6.6 。
4 。

a・3 9.6 l.l 7.6 ，1， 
5 。 a刷4 10.6 0.9 8.4 

6 丸底坪a R心02 1'1 15.6 3.3 

。

。

'0 

。
。

D 。
。

ー

3 。 R心04 9.6 '1' 1'.5 7.0 。。
4 。

R・005 9.6 1.0 6.6 o l' x 
5 今 R-叩6 10.6 1.1 8.4 。。
6 。 ， R"0071， 9.6 1.2 6.8 。。
7 1， 。 a幽l 9.6 1.2 '1' 7.6 

8 。 a幽2 9.6 1.2 7.6 。。
9 '" a・3 10.6 1.6 7.6 1， 。

，1 10 丸底杯a ，1 R帽001，1， 14.2 3.8 

'11 。 a幽1 12.4 1'.7'併

S-44 

A 器 種 A ，1 B '1口径器商底径 C 1 0 

1 '1 小皿a(ヘラ) 孔001 I 9.6 1.4 7.1 。， 0 

S-47 

A 

1 

2 

， S-53 

l 

2 

3 

s耐57

器 種 IA I B I口径l器寓 l底径l' C D 

小皿a(ヘラ)1 R・0031 14 9.6 1.0 7.0 今 × 

丸底杯、a R開叩21 15 I 15.0 I 3.3 

器 種 A B 口径

小lsl.a(ヘラ)IR-∞51 4 10.0 
。 ，1 R"0061， 3 9.4 

'" |恥∞"1_2 9.6 

器高底筏 C D 
1.2.1 7.2 。。
0.8 5.8 。。l

1.2 l' 6.4 。。
7.5 l' 0 1 01， 

7必 1 ? 1 ? 

6.8 ，1 010 
7.0 1 0 1 

LQJ 

い務 種 A B 口径器高 底径 C 。
l 小皿a(ヘラ) R-叩8 6 10.2 1.7 6.6 。 XI 

2 '" R-帥9 1 1. 9.2 1.2 7咽] 。。
3 。 ， a寸 l 10.0 1.5 7.0 。
， 4 '1， '" a・2 9.6 1.0 7.0 。

5 砂 a-3 10.2 1.3 6.8 

6 丸底杯a Eし∞3 9 15.0 3.0 × 

7 " ，R心04 12 16.0 2.8 ，1， X 

8 l' '" R-叩5 11 15.6 3.3+ l' 〉ぐ

9 均~a R-006 8 14.8 3.2+ 9.1 。。
10 。 R-∞7 7 15瓜 3.1 9咽O 。

5-60茶灰色土

器 穏 A B l口径 器高 底径 C 。
杯d R幽002 12 15.8 4.4 7.9 

2 。 R-004 1'0 14.8 3.7 7.4 

3 '" R-∞5 14 14.0 3.7 6.3 

4 4シ R-仰7 15 16.6，1， 3.6 8.9 

5 。 R-008 11 15.4 1， 3.4 6.4 

6 '" R-013 13 12.8 3.1 6.4 

7 l' 均~a R-006 8 13.6 3.2 8.6 

8 ， 皿a 品叩3 18 16.3 1.6 ，1 13.5 

9 。 R心的 17 16.2 1.6 13.3 ，1， 
'" 

10 董c R幽010 16.6 ' 2.6+ l' 

I'l 費 R-OI1 20.6 2.0+ 

12 椀c R-012 4.0+ 10.4 
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$61暗褐色土

i AI 器種 I A I B I口径|器高|底径Ic I D I 

l 1 I 刷 IR-∞51 7 I 11.0 I 2.6 I 6.0 I - I - I 

S-62 

l l 器種 I A I B I口径|器高|底径I c I D I 

l1 I小llUa(ヘラ)I a・1I I 9.8 I 1.2 I 7.4 I - I - I 

S・66

器 種 A B 口径 器高 底径 C D 

1 小皿a(ヘラ) R-001 9.4 1.1 6.7 。。
2 11 R-002 5 10.1 1.2 7.9 ヲ。
3 11 R-∞3 4 9.9 1.1 7.5 ヲ? 

4 砂 R・004 3 10.1 1.1 7.6 。× 

5 " R-005 2 9.4 1.1 7.2 。。
6 " R-006 6 10.0 0.9 7.5 。。
7 中丸底杯a R-007 12 13.3 3.3 × 

8 " R・008 11 14.0 3.1 × 

9 丸底杯a R-∞9 13 16.0 4.1+ × 

10 丸底杯c R-010 15 14.7 5.4 6.6 

日! " R-Oll 16 15.0 4.8+ 
」

S・64

器 種 A B 口径 器高 底 径 C D 

l 小皿a(へラ) R-001 10 9.2 1.6 7.6 。。
2 1， R-∞2 2 9.2 1.1 6.8 。。
3 '1 R-003 5 9.6 1.2 7.2 。。
4 名ヤ R-004 9 10.0 1.4 8.2 。。
5 今 R-005 4 9.4 1.5 7.3 。。
6 今 R-∞6 7 9.0 1.6 6.9 。。
7 。 R-007 8 9.4 1.4 6.9 。。
8 。 R-∞8 3 9.3 1.2 6.9 。。
9 。 R-∞9 6 9.6 1.0 7.6 

10 。 R・010 11 9.4 1.3 7.0 。。
11 " R-011 9.4 1.0 7.4 。。
12 1， a-1 8.4 1.0 6.6 。。
13 " a-2 9.6 1.4 7.4 。。
14 今 a-3 9.0 0.9 6.8 。9 

15 。 a-4 9.6 0.9 7.0 

16 " a・5 9.6 1.5 7.0 。。
17 " a・6 9.0 1.1 6.7 。。
18 今 a・7 8.8 1.2 6.4 。。
19 丸底杯a R-012 14 15.0 3.3 。
20 今 R・013 15 15.0 3.9 。
21 。 R-014 13 14.6 3.1 。
22 内》 R・015 12 14.0 3.2 。
23 イシ R・016 17 15.8 3.0+ 

24 " R-017 16 14.8 3.1 。
25 " a-1 16.0 2.9 

26 。 a-2 15.8 3.2 ヲ
27 砂 a・3 14.6 3.1 

S-66黒褐色土

器 種 A B 口径 器商 底径 C D 

小皿a(へラ) R-001 8 10.1 1.2 7.5 ヲ 。
2 " R-002 9 10.4 1.2 8.1 

3 ク a・1 10.4 1.3 8.2 

4 4シ a-2 10.2 1.2 7.2 

5 小llUa2 R-003 10 11.4 1.0 8.3 × 。
6 丸底杯c R-004 17 15.6 3.9+ 8.2 

7 丸底杯a E旦51 14 I 16.乙 2.9+

S-70 

器 種 A B 口径 器高 底径 C D 

大椀c R-∞3 29 19.0 8.0 10.2 ? 。
2 杯a(ヘラ) R-004 17 13.4 3.5 6.8 ヲ。
3 " R-005 23 13.0 3.9 7.5 O? × 

4 1， R-∞6 4 13.0 3.0 6.8 。。
5 " R-∞7 26 13.0 3.0 6.9 。。
6 

'ー
R-∞8 24 13.0 2.9 7.4 9 × 

7 。 R-(防9 15 13.4 3.1 7.4 ? × 

8 b R-010 6 13.4 2.9 7.4 × 。
9 1， R・011 20 12.5 3.1 7.0 。× 

10 。 R-012 21 12.6 3.1 6.7 ヲ× 

11 今 R-013 25 13.0 3.6 6.3 。× 

12 1， R-014 22 12.8 3.2 7.4 ヲ× 

13 " R-015 16 13.0 3.6 7.1 ヲ。ヲ
14 " R-016 12.8 3.3 6.9 ヲ× 

15 " R・017 18 12.8 3.3 6.7 ? × 

16 b R-018 7 13.6 3.0 6.7 ヲ× 

17 。 R-019 8 13.6 3.3 8.0 O? 。
18 1， R-020 3 12.8 3.3 7.4 。× 

19 ゐ R・021 5 12.8 3.4 6.9 。× 

20 1， R-022 13 13.2 3.5 6.9 O? × 

21 1， R-023 11 14.0 3.3 8.8 ヲ× 

22 1， R-024 12 13.0 3.2 7.4 ヲ× 

23 。 R-025 19 12.2 3.8 6.2 ヲ× 

24 島〉 R-026 2 12.0 3.3 12.8 ヲ× 

25 1， R-027 10 13.0 3.6 8.0 ? × 

26 b R-028 9 15.6 3.5 7.9 。。
27 ゐ R-030 14 13.0 3.0 6.0 

28 杯d R-029 27 14.3 3.9 7.2 

29 llUa R・031 33 16.0 2.0 12.7 ? × 

30 4シ R-032 31 14.8 1.6 10.6 ヲ× 

31 名〉 R・033 30 14.0 1.4 9.1 。× 

32 。 R-034 32 16.0 1.5 12.8 ? × 

33 椀c R-035 9.4 

何日 |A  I B I口径|器高|底径I c I D I 

|R-∞11 1 14.1 1 3.2+ 1 ・|

ハU



同日 i A 1日!日後|器削底径1c 1 0 1 

1R-001¥ 1 剛 13.9+ 1. 9.5 1 耐，11 駒 1I

7 小slla(ヘラ) 浪曲008 3 9.8 1.5 7.3 。 。|

8 // R-009 5 10.0 1.1 8.0 今 。

9 // R-OIO 4 10.0 1.2 7.7 ヲ 。

10 ". a-I 10.0 1.5 7.6 。 。

11 砂 a-2 10.0 1.5 7.6 。 。

12 砂 a-3 10.2 1.1+ 7.7 

13 。 a，4 9.6 1
'
.2+ 7.2 欄

i 14 ~ 丸底均~c : ，e-，I 11 116，0 ~ ， 4.2+ 

". e-2 1.5.6 4.1十

16 椀c R幽011 16 I 15.4 5.6 6.9 X 

s幽78

| |器穏 1 A 1 B 1口径|器商|底径1c 1 D 11 

|1 1 丸底杯:a 1 R-0011 1 13.0 1 4.0 1 1 1 - 1 

S-IIO下層

同日 器種

丸底がGa
|A  1 B 1日制器削底径1c 1 D 11 

しR心011 1 16.0 1 3.8 li 幽"

器 種 A B 口径 器高 底径 C D 

1 丸底杯a R心01 12 15.0 3.3 X 

2 。 a幽 l 1.5.6 3.3+ 

3 湖、(ヘラ) iR心02， 1.3.6 3.5 7.3 !日 口
i 4 小lllle R酬003 9 1.0.2 Jl.4+ 。 x 
5 小皿a(ヘラ) R幽004 7 10.8 0.9 9.5 。 X 

6 ". R-005 8 10.6 1.0 8.9 。 。

7 丸底杯c? a-2 16.6 3.5+ 

器 種 A B 日後銭高成径 C D 
器 4議 A B 口径 器高成径 C D 

1 杯a Rゆ01 12.4 I 3.1+ 
1 li 小皿a(ヘラ) 院の01，1.6 1l.0 1.5 11 8.3 。 。

2 I1， 肌晶 &"002 i 13.0 '11 11.6 11 10.1 I 蜘 I &-0021 2 9.0 Ji.2 11 6.0 !日
。。

3 l' ". R-003 11 11.4 1.0 1 8.5 。
s働 100

4 。 R幽004 7 10.0 1.3 7.4 。 。
器 穏 A B 口径器高底径 C 5 ". R-005 5 10.0 1.4 8.0 。 。

l slla R-0071 12 1 16.8 1.5 13.8 × 
6 ". R-006 8.8 1.2 5.7 。 。

7 今 R-007 10 11.4 1.3 8.7 。 ワ

s暢 102
8 。 R心08 8 9.8 1.0 7.6 ? ワ

i~ 穂 A B 口径 器商l成筏 C D 9 ". お009
同1O0442111 14830  0 1 ，1， ;;tL1s;旧|問| 7 1.5.9 1 3.5 1I 11 0.1 100 1: Jシ R心情。

2 1 ". 11 R心02' 4 I 1.4.8 3.5 Il o.! 11 ". 民幽011
3 。 R-003 5 15.4 3.5 。 12 ". 民-012 13 1 10.2 1 1.4 1 7.5 1 0 1 0 
4 イシ R・004 6 15.6 3.6 。 13 イシ R-013 3 9.4 1.5 7.5 。 。
5 // a-I 14.2 3.2 14 イシ R-014 14 10.2 1.2 6.8 。 。
6 。 a-2 15.0 3.0+ 15 今 R・015 4 9.6 1.4 7.0 。 。
7 小皿a(ヘラ) R-005 3 10.4 1.3 7.6 ワ ? 

16 砂 a-I 9.8 1.0+ 7.5 。
8 。 R心06 2 9.2 0.9 6.8 9 。 17 丸底杯a R幽016 21 15.0 3.6 。

". 11 8.8 1.2 5.0 。，10 1 18 ". &-017，1 27 1.6.4 3.9 10 
1 10 1: 。 |恥1 9.2 1.1 11 6.8 ? !I x 1 19 φ R心18 20 14.6 1' 3.8 l 吻

11 b 9.0 。 。 20 ". R“019 31 16.0 3.8 。
12 ". a帽3 9.0 0.9 6.4 ワ 。 21 。 R-020 34 16.0 3.4 。

22 イシ R-021 22 15.6 3.8 
5-103 23 // R-022 23 15.6 3.8 

器 種 A B 口径器商底筏 C D 24 ". R・023 33 16.0 3.4 
l 小肌a(ヘラ) ル0011 9 9.8 1.4 7.8 ヲ 。 25 b R幽024 25 14.0 2.4 。

26 。
1l1RR〈4Onnお7e1i 37 

1.5.0 11 3.3 

払1，04 11 27 1' 
。 30 16.4 11 3.1+ 11 

'11 I ~1ß;t1-~ I R_~Ol li ~ I ~4.~3! 1 ~3.~1底径!っ E 28 ". 39 16.0 1' 3.2+ 

29 // R・0281 24 15.8 3.7+ 

30 ". R幽029 29 16.0 3.7+ 
ムー問問ーー

$-120黒灰色土

$-110 

器 種 1 A B 口径 器高 底径 c I 0 
l 11 15.0 3.8 

2 。 民心05 10 15.0 2.6 

砂 |品006 13 1， 15.6 3.4 'Ii 10  

4 ". 1'4 15.6 3.8ゃ

5 ". a働1 11.4 2.0+ 

6 。 a-2 14.6 3.5+ 

ro 
ハU



S-120日音茶灰色土

器 種 A B 口径 器高 底径 C 
杯d

l 丸底杯a R-001 28 16.2 3.6 dl L_J_J I皿a

2 イシ R-002 19 14.8 3.9 

3 " R-003 38 15.0 3.7 S-170黒灰色土

4 '" R-004 17 13.4 3.7 。
5 " R-005 18 14.0 3.7 

6 。 R-006 35 16.6 3.4 

7 向〉 R-007 32 16.2 3.7 

8 ク R-008 26 16.2 2.9+ 

9 " R-009 36 17.2 2.9+ 

10 小皿a(ヘラ) R-012 6 9.8 1.2 6.2 。O? 

S-130 

器 稜 A B 口径 器高 底筏 C D 

I 中杯c R-028 38 13.5 4.5 10.0 × 

2 皿b R-029 40 15.0 2.2+ 

3 sIla R-030 39 15.6 2.1+ 13.1 

S-135 

器 種 A B 口径 器高 底径 C D 

l 杯d R-008 39 14.6 3.8 7.7 

2 ク R-009 40 14.0 3.0 6.6 

3 sIla R-011 33 20.4 2.1 16.8 

4 名ヤ R-012 31 18.0 2.5 14.4 

5 名〉 R-013 32 18.6 2.6 15.4 

5・140茶黒色土

器 種 A B 口径器高底径 C 01  

l 小皿a(ヘラ)I R-0011 2 9.0 1.3 6.4 ワ 01  

S-160黒灰色土

| |器 種 I A I B I口径四高|底径I c I 0 1 

| 1 I 丸底杯a I R-0011 3 I 15.0 I 3.1 I 1 

S-165 

1 1 器種 I A 1 B 1口径|器高|底径I c I 0 I 

l 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

|1 I 椀c IR-0031 21 - 12.7+1 7.6 I 1- I S-182 

器 種

杯a(へラ)

" 

'" 
'" 
'" 
イシ

" 
イシ

'" 
" 
イシ

" 

" 

" 

'" 
'" 
'" 
'" 
" 

杯dワ

杯d

sIla 

ク

椀c

" 

器 種

小皿a(へラ)
ク ， 

'" 
" 
" 

'" 
" 

" 

'" 
" 

'" 
" 

R-009 41 13.6 I 3.0 9.9 。
R-0101 48 16.0 1.6 12.8 。

A B 口径i器高 底径 C D 

R-001 11 12.4 3.1 7.0 。。
R-002 29 13.8 3.6 8.2 。。
R-003 12 12.5 3.3 7.0 。。
R-004 21 13.5 2.9 7.6 。
R-OOS 14 13.2 3.1 8.3 。。
R-006 20 12.8 3.1 8.4 。。
R-007 27 13.8 3.2 7.3 。。
R-008 34 13.4 3.0 7.4 。
R-009 32 15.4 4.1 7.6 。
R・010 22 13.2 3.0 7.6 。O? 
R-011 25 13.4 3.6 7.1 。
R-012 15 13.8 3.5 8.5 。
R-013 31 13.8 3.0 8.5 。
R-014 33 13.8 3.1 8.6 。
R-015 30 13.4 3.3 8.4 。。
R-016 24 13.2 2.9 9.1 。。
R-028 38 16.0 3.7 9.5 。
R-029 16 13.6 3.0 7.0 ? ? 

R-030 26 13.8 3.3 9.0 ヲ × 

R-017 39 16.6 3.0 10.4 

R-03I 40 14.0 3.0 7.0 。
R-018 46 14.8 2.0 11.6 O? 。
R-021 47 15.4 J.7 12.1 。
R-019 44 16.4 5.2+ 

R-023 43 14.8 5.3 7.7 

A B 口径 器高 底径 C D 

R-001 13 10.4 1.3 7.9 。。
R-002 9 9.9 1.7 8.4 ヲ 。
R-003 10 10.2 1.2 8.3 ? ? 

R-004 II 10.4 1.3 8.4 今 。
R-005 8 10.0 1.3 7.4 。。
R-006 12 10.4 1.4 8.8 ワ つ

R-007 7 9.8 1.1 7.9 ワ ワ

R-008 6 9.6 1.3 7.8 ヲ ワ

a-I 10.2 1.1 7.6 。
a-2 10.6 1.0 8.0 

a-3 10.0 1.0 7.0 。
a-4 10.4 l.l 7.8 

| |器種 1 A 1 B 1口径|器高|底径1 c 1 0 1 

S-170茶灰色土 |1 I 丸底杯? 1 R-0011 1 14.8 I 2.7+ I 1 
器 種 A B 口径 器高 底 径 C D 

杯a(ヘラ) R-001 37 14.0 3.2 8.7 。× 

2 '" R-002 13 13.2 3.5 8.8 。× 

3 " R-003 17 12.8 2.6 8.0 。× 

4 " R-004 28 13.4 2.7 7.5 。。
5 '" R-005 35 13.6 3.2 8.0 。。
6 '" R-006 18 12.2 3.0 7.3 。。
7 " R-007 23 13.6 3.8 7.4 。。
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日晶-叩 ...-~】

世静 鴨 Ili A 11 B I口|憾l鱒隅il成l 悶 c D 時 轍 A !I B 11:0 繊!機商il:戯儲 C :1， 0 
杯d :11ル叩1142 1' 14.2 1 3.4 11 8oi1 。 1 小肌a(へ判 R-002 6 11: :10.2 11 1.3 11 6.8 l' 0 。
I均;a 除心02'1137 !II 1

'
3.8 3.3 I! 8.0 。 '1 2 。 Eし003 9 1 10.3 Ji.2 11 7.0 。。

3 lIs.a R-0031 45 1 15.1 1.2 11.2 9 。3 。 応叩4 8 】0.1 1.5 7.5 。。
4 ~ R幽005 4 9.9 1.2 7.5 

S・2∞ 5 。 R-∞6 12 10.6 1.4 8.5 。。
器 種 A B 口径器高底後 C D 6 ~ R幽007 3 10.2 1.4 8.2 。

l 丸底杯a 1 R-∞川 161 14.1 1 4.5+ 1 。7 " R-∞8 2 10.2 1.2 7.4 。01  

2 " R-∞2 15 14.0 3.8 × 8 ~ R・009 10 10.4 1.0 7.8 。。
9 ~ R・010 5 10.0 1.0 7.1 。

S-204 10 。 R-011 13 10.4 1.0 8.6 。。
器 穂 A B 口径器商底径 C D 11 ~ R幽012 7 10.2 1.1 7.4 。

1 丸底杯a R幽叩21 19 1 14.0 1 3.0+ 12 砂 Eし0i3 11 }O.4 1.3 8.1 。
2 小Dlla{ヘラ)1 R-叩31 18 附.21 1.1 7.6 il! 0 11I 

|日 。
，1 a幽l 111 110.2 iU 6.9 。。

[4 4伊 111 川 '11 川

1閣制S'~21!0 15 a接 |叫l 1 9.6 

器 積 A B 口筏 線高 腹筏 c D 
16 " 晶帥4 10.2 0.9 

l 小皿a(ヘラ) R-叩1 13 10.3 1.7 7.7 ワ X 17 ~ a-5 10.0 1.2 守3

2 4シ R-∞2 9 10.0 1.6 7.6 。?。18 '" a幽6 10.6 1.2 8.0 ? q 

3 今 R-∞3 6 10.0 1.4 7.2 。。19 '" a・7 9.6 1.1 7.4 。。
4 " R-∞4 7 10.0 1.3 6.9 ヲ × 

20 。 a-8 10.0 1.0 7.5 。
5 " R-∞5 s 10.0 1.3 7.5 ? × 

21 。 a-9 10.4 1.0 7.0 。
6 " R-006 10 10.2 1.2 7.6 O? 。22 " a・10 10.0 1.0 7.8 。
7 " R-007 15 10.6 l.l 8.2 O? 今

23 " a-11 10.0 1.0 7.7 

8 " R-008 11 10.2 1.0 8.0 。X 
24 。 a-12 10.8 1.3 8.8 

9 砂 R-009 12 10.2 0.9 i 7.3 。?。25 丸底杯a R・014 21 15.3 3.8 

10 。調 161 l'制 9.0
。。26 4伊 R-015 19 15.4 4.1 

1.1 
27 ， 

名， R-OI6 1'7 15.4 4.1+ 。|
x 

11 i12' 。 19 !I 同日 11 3:7 1 。 φ 目見附削7， 1'6， 11 15.6 i 3.5 1口

iI3 4シ |恥0叫口肌811 3.1+!1 
29 I 

砂 院の'18' 1'8 1.5必 3.3+ 

30 ~ 良心19 15 15.8 3.5 。
S-212 

31 '" R帥020 14 15.6 3.1+ 

器 種 A B 口径器商底径 C
32 。 良心21 20 15.6 3.0+ 

D 

l I皿a R幽∞41 33 18.6 2.0 15.0 
33 '" a幽1 15.8 3.0+ 

2 今 R-∞51 32 1 17.4 1 2.2 13.7 
34 '" a・2 16.0 3.0+ 

35 " a-3 15.8 3.2+ 

36 'シ a-4 14.6 2.8+ 
S-214 

|器 種
37 。 a・5 15.6 3.0+ 

A B 口径器高底径 C D 

1 1小lIIla(ヘフ)1 R咽 1 。38 丸底杯c 民欄022 24 15.0 4.5+ 
10.4 1.I 8.2 

39 。 R・025 25 2.5+ 7.7 

40 杯 R側023 26 17.0 3.5+ 
S"217 

11: 僻 轍 1: A 
41 椀 R心29 23 15.4 3.4+ 

B l口 惜l勝鴎l燃i犠 C D 42 1 小皿u 'R.ゆ30.1122 i ):11.11，11 2.1 ，11 
1 11 小Dlla(へ汐)恥0011 35 9:9 1必 7:1 ? 口

! 2 '1 晶帥1 10.2 1.2 。
3 a-2 9.6 1.7 。 sゆ226

|器 種 IA I B I口径|器商|底筏Ic I 0 I 
S-220 

器 種 A B 口径 器商 底径1c 
I 小皿a(へラ) R-∞l 4 9.8 0.9 7.8 

2 " R-∞2 3 9.8 1.2 7.7 

3 '" R-∞3 2 9.8 1.3 6.5 

4 " R-004 14 10.2 1.2 8.0 

5j器~ふ11 B 1~5.~I~I.~I~12.~II ~ I ~ I 5 φ 恥∞5 5 10.0 1.4 7.8 

6 。 a・1 10.2 0.8 8.2 

7 砂 a必 1'0.4 1.0 11 8.6 

8 I 角J臨杯蜘

9 '" 
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5-240暗灰色粘質土 5-263 

tij 器 ~c fi I R-~01I ~ I ~5.~1 ~.3~1底径~
5-275 

tij器sIlafi I R利:118FITlylclD|

5-295 

11 I ;~if~ I R-~01I B I ~5.~1 ~.;I底径~
5-310 

11 I :a(̂ :) I R-~01I B 1~0.~1~2.;1~7.31f1 ~ I ~ I 

器 種 A B 口径 器高 底径 C D 

l 小皿a(へラ) R-001 11 9.6 1.2 6.8 。。
2 " R-002 2 8.8 0.9 6.6 。。
3 4ヤ R・003 8 10.4 1.3 6.7 。× 

4 内〉 R-∞4 10 9.6 1.0 6.8 。。
5 ~ R-∞5 7 9.2 1.2 7.5 。。
6 丸底杯a R-∞6 12 14.4 2.9 。
7 。 R-007 17 17.0 3.1+ × 

8 。 R・008 15 14.6 2.9+ 

9 イシ R・009 16 15.0 3.8 × 

5-240黒茶色土

S-314 

1 1器種 IA I B I口径|器高|底径IC I 0 I 

器 種 A B 口径 器高 底径 C 
D l i | 'J'lJlla¥"、ノY | R・山B| |山.01 1."'lO..J|ー|)

l 小皿a(へラ) R-001 6 9.4 1.2 6.6 。
2 " R・002 5 9.4 1.2 7.0 。。5-315 

3 ~ R・003 8.8 1.0 7.1 
器 種 A B 口径 器高 底径 C D 

4 ~ R-004 4 9.2 。 l .小皿a(ヘラ) R-001 3 10.2 1.4 7.1 。
1.3 6.5 

5 " a-1 10.0 
2 。 R-003 9.8 1.8 7.2 。。

1.3 8.4 ? ? 

6 今 a・2 9.6 
3 。 R-Q04 2 10.0 1.1 7.9 。

1.0 7.6 ヲ 9 

7 " a・3 9.0 l.l 6.8 ? ヲ

8 ~ a・4 8.8 1.3 6.2 。。茶褐色土

9 " a・5 9.8 l.l 7.8 
器 種 A B 口径 器高 底径 C D 

10 ~ a・6 8.8 1.2 6.8 9 
l 小皿a(ヘラ) R-001 20 9.4 1.4 7.4 ? 。

11 ク(糸) a-7 9.2 1.5 6.0 。× 
2 。 R-002 13 9.2 1.7 6.8 。。

12 丸底杯a R・005 14 14.8 3.1 
3 " R-∞3 17 9.2 1.5 5.4 。。

13 皿a R-006 18 15.6 2.2 12.2 。ヲ
4 " R-Q04 10 8.8 1.5 6.7 。。
5 " R-∞5 9 9.0 1.4 6.7 。。

5-243 
6 。 R-006 8 8.6 1.2 6.8 。。

|l l hア1411?113了|ワ|底径l clD|  

7 " R-007 19 9.5 1.4 7.5 。。
8 " R-(旧日8 21 9.6 1.4 7.2 。。
9 ~ R-009 18 9.2 1.4 7.0 。。

5-244 
10 " R-010 15 9.2 1.6 6.6 ヲ 。

|11Lf)141!?|す !?!?|f|?|

11 4シ R-011 16 9.3 1.5 6.7 。。
12 。 R-012 14 8.9 1.6 。。6.7 

13 '" R-013 24 10.1 1.7 7.3 。。
14 ク R-014 22 9.6 1.4 7.2 ? 。

5-245 15 " R-015 27 11.5 1.8 9.0 。。
器 種 A B 口径器高底径 C 01 16 ~ R-016 11 9.0 1.6 6.4 。。

I 均二a(へラ) R-ooll 7 11.0 2.0 6.0 ? 17 " R-017 25 10.6 1.5 7.8 。
2 小sIlc R-0021 9 10.8 2.0 7.6 。 18 " R-018 77 9.2 1.3 6.7 。。

19 。 R-019 12 9.0 1.5 6.5 。
5-245暗茶色土 20 今 R-020 26 10.4 1.5 8.2 。

器 種 A B 口径 器高 底 径 C D 21 ~ R-021 23 10.2 1.3 7.6 。。
小sIlc R-OOI 8 10.9 2.2 7.5 × × 22 小皿a(糸) R-026 7 6.6 1.6 6.2 

2 " R・002 10 11.2 2.0 7.6 O? 。23 皿b? R-022 33 13.0 2.5 11.2 

3 中椀a R-∞3 12 13.0 3.8 8.9 × 24 皿b R-023 34 16.0 3.4+ 

4 杯a(へラ) R-004 11 10.4 3.3 9.0 ワ 。25 杯a(へラ) R-024 29 12.8 3.7 7.4 

26 ~ R-025 30 5.8 

5-245黒灰色土
27 椀c R-027 32 9.0 

器 種 A B 口径 器高 底径 C D 
28 " R-031 16.4 4.5 7.0 

l 小皿a(へラ) R-ool 5 10.8 1.8 7.1 。。29 中椀c R-036 31 11.8 4.2 7.1 

2 " R-003 4 10.3 1.7 7.6 。。30 丸底杯a R-029 35 12.8 2.7 

3 ~ R-【)()2 6 10.8 1.4 O? 
31 得ヤ R-030 36 14.8 3.4 

7.3 × 
32 ~ R-032 16.2 2.6 

33 小sIlc R-035 28 11.4 2.4 6.6 

n
H
d
 

nu 



明灰色ホ

l |器 穏，1 A ，1 B ，1口 続|器削底径1c 1 D 1， 

|1 !皿b I，R側 17 1， 13.8 1， 2.併 1" [ ，[ '1 

nu 

勺
白



出土遺物一覧

第81次

S-1暗灰色土

須恵器 杯c、蓋c、蓋3、壷、受(1)、高台

椀c、杯a、丸底杯a[3](1O)、小皿a[9](34)、小皿a2(1)

土師器 菱、高台(1)、丸底杯c(2)、皿a、高杯

焼塩壷(2)

黒色土器 A椀c、椀

黒色土器 B椀c[l]

越州窯系青磁 椀 III[I](S-25と接合)、 1(1)

白 磁椀 1-2(1)、 XI?(2)、XI(1)、 X-1XII-1(1)、 IV(1)

V-VII(1) 

緑紬陶器 片(1)

灰紬陶器 片(1)

瓦 類平(斜格子、縄目)、丸

石製品 滑石製品(1)、砥石(1)、滑石(2)

S-1暗灰色粘質土

須恵器 杯c、費、釜3、杯、差、壷

小皿a2(1)、小皿a[I](3)、菱、椀c、杯d、釜c

土師器 カマド

焼塩壷(1)

黒色土器 A椀

黒色土器 B片

瓦 類平(縄目)

S-1灰茶色粘質土

須恵器 費、杯a、杯c、壷、鉢、蓋c3、蓋3、蓋4、sIla蓋l

土師器椀c[l]、杯d、小皿a(2)、片(2)

黒色土器 A片

黒色土器 B片

白 磁椀 XIXIV(1) 

緑紬陶器 片(1)

瓦 類平(縄目、格子)

S-1暗茶灰色土

須恵器 杯c、蓋3、蓋4、費、壷、蓋9

土師器 小皿a(5)、椀c、高台、丸底杯a(2)、杯a、鉢(片口)、斐

黒色土器 B椀

越州窯系青磁 椀 I 

白 磁椀 V-1aXVIII-2(1) 

須恵質土器 鉢(東播?)(1)

瓦 類片

土製品 羽口(2)、焼土塊(1)

S-2 

1京ι 定、器|費、杯

|土 師 器|費、小皿a、丸底杯d

|瓦 類|平〈縄目)

5-4 

|須恵器|杯

|土師器|丸底杯a、愛、椀c、小sIla

|瓦類|片

S-5 

須恵器 杯、愛、蓋3

丸底杯a(2)、杯a(糸)(1)、小皿a(3)(墨痕ー1)、小皿c(l)

土師器 椀c、婆

焼塩壷(1)

黒色土器 A椀c

黒色土器 B片

瓦 類片(格子)

金属製品 スラグ

S-6 

S・7

S-11 

S-12 

17恵器|蓋c、愛

|土 師 器|丸底杯a、高台、杯

|瓦類|片

巨 器|蓑3、愛×壷

器|小皿a、丸底恥、椀c

S-14 

つ臼



日帽17

須恵器 杯c、筆、血a、釜3、安

小皿a(糸あり)[1)(7)、丸底杯a[I)(I)、杯c、褒(1)、叢c

土師 o書小llII!a2川、椀c、肌a

焼塩壷

黒色こた器 m椀c

椀 IV(3)、II(4)， lil~I(2) 、 11δ(1)、 V-2(l)

自 磁 V-4VIII(1)、 XIII-lb(1)、 II(小椀)(1)、片(1)

|肌 n・la(l)

緑粕陶器 片(1)

輸入陶磁器 朝鮮無軸陶器(2)

nt 蝋平(縄問、斜裕子)

石製品 滑石鍋(1)、滑石(1)

S-19 

|土師器i小lIIla、片

5-23 

繍恵器杯七、側晶、議3、議u、灘、商l均t

土師器 均~a、丸底旬、(2)、椀c、小皿a(4)

焼犠遊(1)

勝也土 l線路l片

白 磁椀 XI・5?(I)

l締馳陶器 肌(.1)

1L 類l 平(格子)

土製品 瓦玉(1)

S・25

綴磁器界c(l)、灘I、藤2、厳3、議4、厳c，、鏡、費、;qz:瓶(1)1， 

広口資、鉢(篠)(2)

杯a(l)、杯c(l)、ノl、肌a(9)(51)、小肌a2(2)、勾~、高杯

土自問器 椀c、小lIIlc(2)、小TID.a2、丸底均~a[2](I9)、丸底l郎c(l)

費、均~X皿c

焼犠鷲(2)

黒色土器 A倒c、椀、片

黒色土器 B椀c(3)

|蛾州潟県腎磁 椀 1(3)、 1~2(l}， I-t，a(2}， U-lb(l)， IiI(l) 

その他水注X壷1(1)、瓜割(2)、杯I・3(1)

l高 臆背磁 IIl(1) 

椀 1(1)、日(I')， XI~3(1) ， XI-4(1)、 XI-5(l)、 rV(3

白 磁 XIXIV[I)、片(5)

肌 XI，37(平成7)(1)

緑紬陶器 片(5)

輸入陶磁器 朝鮮無糊陶器(7)

覧 鎖l平(縄l問、格子、斜格子)、丸、片

石製品 滑石加工品(1)、オハジキ(1)、滑石鍋(4)、黒曜石(1)

低石(1)

土製品 1L::E 

$暢26

|土師器|高台、杯

時|薮抗議4、皿、珂;c、資、藤二両:

器|杯d、皿a、大lill.cX大杯c、現

焼塩嚢(1)

類|平(縄問、格子)

s耐30

須恵器杯c、高杯、小壷(1)、蓋3、皿a、費、蓋c、蓋、杯

: t附器 郎晶、椀c、〆j、lill.a(均、荷台、灘、杯:dXJlIIt晶

焼塩登(2)

|黒色土器 A椀

黒色土器 B椀

越州窯系青磁 その他鉢1(1)

|嗣 織lIIl V蜘2(1)

灰 紬陶器 片

輸入陶磁器 朝鮮無紬陶器?(1)

1L 期;qz:(縄問、格子)

石 製 品 滑石

11須恵 一 蓋4 杯l::i::師緯|弼、l 小皿a

|瓦類|片

つ臼つ白



S-41 

lす恵 器| 蓋l 須恵器 費、杯a

| 土 師 器 | 刷 、 片 土師器 丸底杯a、〆j、皿a[I](2)、杯d、椀c、小皿a2(1)、高杯脚

|白 磁|椀片(1) 高台、費

黒色土器 A椀c

黒色土器 B椀

白 磁椀 11(1)、 11・1[1]

灰秘陶器 片?(1)

輸入陶磁器 朝鮮無紬陶器?(I)

瓦 類平(縄目)

S-42 

須恵器 妻、血a、杯c

土師器 杯d、小皿a[I](4)、丸底杯a(l)、費、杯cXlIll.c

焼塩壷(1)

黒色土器 A片

黒色土器 B椀

自主州窯系青磁 椀 1(1) 

その他水注×壷(瓜割1)(1)

自 磁椀 11・1(1)(S-44と接合)、 IV(2)、IV・Ib(l)、11(1)

|瓦 類|平(斜格子)

S-43 

須恵器 主干t、費、 杯、

土師器 小皿a[3](8)、丸底杯a(2)、杯d、椀c、杯a、斐

黒色土器 B片

白 磁椀 IV①(4)、V-3?(I)、片(2)

輸入陶磁器 朝鮮無粕陶器?(I)

石製品 滑石鍋(1)

土製品 カマド片

S-44 

須恵器 杯c、費、壷

S-37上層 土師器 小皿a[l]、高台、杯×蓋、費

須恵器 杯c、壷、長頚蜜(1)、菱、蓋3 黒色土器 B片

土師器 椀(ミガキ)、菱、小皿a[I](4)、丸底杯a、高台

黒色土器 A片

自 磁椀 11(1)、11-1

灰粕陶器 短頚壷(S・60茶灰色土と接合)

定Z州窯系青磁 椀 1・1(1)、 11(1) 瓦 類片(縄目)

灰粕陶器 短頚壷(S・60茶灰色土と接合) 土製品 スラグ?

瓦 類平(縄目)

石製品 滑石(1) S-46 

土製品 焼土塊(1)

S-37 

須恵器 菱、壷、杯c、壷dXf、蓋3、葦c、高杯胸、杯a

土師器 杯a、小皿a、勾二d、費、把手、高杯胸、蓋c

黒色土器 A片 S-47 

緑紬陶器 片(1) 須 恵 器 杯c、蓋3、愛、壷、蓋、lIll.a

灰粕陶器 短頚壷(S-60茶灰色土と接合) 土 師 器 杯d、丸底杯a[I](I)、小皿a(l)、小壷[1]、把手

瓦 類平(縄目)、丸 黒色土器 A椀

土製品 羽口 黒色土器 B椀

高麗青磁 111(1)、片(1)

白 磁椀 11-1(1) 

皿 V-1(1) 

輸 入 陶 磁 器 朝鮮無紬陶器(1)

瓦 類平(縄目)
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自

V網 1a[2](I)、 Vぺ(1)、 V綱引1)、 V♂a(2)、II(5) 

l 椀 II-lο}、目。(1)、 XI・4(1)、 Xl?(I)、IVρ)

V-1XVIII-2(1)、V-1XVlII-2XXI(I)

IV-VIl(I)、XII(I)、片(3)

肌1l-2a(2)、V酬2(1)、V-VI附}

一一 片(3)

S-59 

須恵器 夜、高杯脚、杯c、遊3、議4、議ι、大杯cX.lTI1c、脚?

l大杯c、鉢?壷、杯aX皿a

火曜生(1)、椀c、小皿a[I](4)、盟、丸底杯、小皿a(糸)(1)

土師器小血a2(1)、盤3、杯a

焼塩資(3)

l黒色:t:器 A椀c

l黒色土器 Bl椀c、片

越州輿系腎磁 l 椀 1(1)、日bX杯1(1)

，"その他水注X盤1(1)

白 磁椀 1(1)、XIXIVXVI(l)

不明片(1)

灰l 紬l 陶器l短頚鷲(S-6O茶灰色ニ仁と接合)

l輸入陶磁器 l朝鮮無紬陶器(1)

瓦 類平(縄l悶、料格子〉、丸

金腐製品lスラグ

:0製品 滑:O(I)、:0製品片(1)

S-60茶灰色土

l須恵器 杯c(l)、強([)、杯a[l]、溜d(l)、盤c、盛3、難4、鉢

重量1、皿a(l)

土師器杯d[2)(6)、血a(2)、椀c[l]、体a、監3(1)、盤c3(1)、饗

1焼塩盤(4)

灰粕陶器 妓頚資(1)

瓦 類平(縄問、丸

石製品l布製品川、滑石(1)

土製品 カマド

S-60階灰色太

須慰器 輩、 盛3、杯aXJlllaX盤、 均;c(1)、 饗、 理主1、監c、鉢

鉢(篠7)(1)、小鑑、血a

土師器 大胆a[l]、椀(1)、裂(1)、年d、杯、椀(筑後?)(1)

焼塩讃(3)

阪 紬l 陶器l綴頚議(S-60茶灰色jニと様合)

瓦 類平(縄問、格子)

百製品l安山岩(1)、砥石(1)、不明石製品[1]

l土 製 品カマド、焼土塊(2)

S・57

須J!(器 杯u、杯、釜2X商杯、礎、鉢b、高杯

土師 片

黒色土器

黒色土器 B椀c、片

自 磁 椀 II(3)， IIぺ(1)、 II?(I)、，IV-VII(J)、 IV・1a[l]

V-2(l)、 XlI(り V♂a(t)、片(3)

瓦 頬平(斜格子)

lお製品 砥;酒[11、滑石(2)

214 -



8-62 

須恵器 蓋3、杯c

土師器 高台、丸底杯a、小皿a(1)、受

焼塩資(1)

黒色土器 ρ片

黒色土器 B片

白 磁椀 IV(2)、11(1)、 XI?(I)、V-IXVIII-2(1)

瓦 類片(格子)

片
一;
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8-64 

須恵器 杯c、蓋1、蓋3、杯×椀、受

土師器 杯a、小皿a[8](10)、丸底杯a[4](6)、椀c、高台、蓋c

斐

黒色土器 B椀、片

椀 XI-5(1)、 11(4)、11-1(1)、 IV-Ia[l]、V-2a(l)

白 磁 片(2)

皿 1I-la(1)、片(1)

瓦 類平(格子)

土製品 焼土塊(1)

S・66

須恵器壷、蓋c、蓬3、杯、受(1)

土師器 丸底杯a[I](2)、小皿a[2](3)、丸底杯c[I](1)、小lIIlc

小皿a(糸)[1]、椀c

黒色土器 B椀c[l]

越州窯系青磁 椀 片?(1)

翰入陶磁器 朝鮮無紬陶器?(1)

瓦 類平(斜格子)

8-66黒灰色土

土師器 小皿a[l]、椀c[l]

黒色土器 A椀c[l]

黒色土器 B椀c[l]

越州窯系青磁 椀 1-1(2)、1(1)、11-2(1)

白 磁皿 片(2)

緑紬陶器 片付)

輸入陶磁器 朝鮮無粕陶器(1)

8-66黒褐色土

須恵器杯c、蓋3、小室、長頚資、杯a、高杯、蓋2、愛

土師器 丸底杯c、丸底杯a(2)、杯a、小皿a[2](3)、小皿a2[1]

椀c、杯d、受

黒色土器 A椀

黒色土器 B片

長沙窯系青磁 片?(1)

須恵質土器 斐(2)

中国陶器 褐紬，壷×水注?(1)

瓦 類丸(斜格子)、軒平(1)

S-67 

|須恵器|愛、杯c、蓋3、lIIla

|土陶器|杯七、費、杯

|瓦類l平

8-68 

1I-la(1) 

8-69 

須恵器 菱、杯a、杯c、鉢a3

土師器 小皿a(2)、菱、杯a

焼塩壷(2)

黒色土器 A片

黒色土器 B片

越州窯系青磁 その他小壷1(1)

白 磁皿 1-1??(1)、 XI?(1)

不明片(1)

瓦 類平(縄目)

8-70 

須恵器杯c、差3、壷、小査、蓑a4[1]、長頚壷、血a、杯a

高杯、蓋c、転用硯(1)、~

杯a[23](4)、椀c(3)、蓋3(1)、受[6](17)、壷、鉢[1](1)

土師器杯c、杯d[l]、大椀c[l]、大杯a、皿a(4)、鉢?[I]

焼塩嚢(2)

黒色土器 A椀c、片

緑紬陶器 皿(1)、片(1)

瓦 類平(タタキ)

石製品 議11片尖頭器(安山岩)[1]、玉(砂岩)[1]

S-72 

|須恵器|蓋l、片

8-73 

8-74 

須恵器 蓋3、蓋c、壷e、高杯

土師器 小皿a、丸底杯a、杯a、椀c、受

焼塩壷

黒色土器 A片

黒色土器 B椀

瓦 類平(斜格子)

石製品 滑石

S・76

須恵器 杯c、費、壷、蓋3

土師器 釜c、脚(1)、小皿a、器台、椀c、斐

焼塩壷(1)

黒色土器 A片

黒色土器 B椀c(1)

越州窯系青磁 椀 1・2(1)

白 磁椀 XI-I(1)、 IV-Ib(1)

灰粕陶器 椀c(1)

瓦 類平(縄目)

石製品 滑石(1)



8-82 

S-83 

1煩態器|均~， 'i! 

制小把手、簸4、灘、均:
ll焼損蛍(1)

s剛84

112質感器|議日

|土師捌饗

1正類|片

S・，87

|土師器|杯

|無色土器 AI片

|織物 l陶樹椀(1)

S-90 

須恵器|杯、認、資筆、饗、叢3

ニt 師器旬、(1)、費(1)、凪c、椀c(l)、器台(1)、高均:

l焼塩議

黒色土器 A椀c

l膜色土器 B椀

越州窯系管磁 椀 [(1) 

その他盛1(1)

瓦 類平(縄問、斜格子)、丸

l布製品l安山嶺(1)

S・9川5

器1蜜e[l]、灘、杯c(1)、大杯c、椀?(1)、杯a(1)、lIlla、盗c

盤、叢3

器|杯c、費、筆3

機塩琵(10)
類l平(斜格子)

器!琢玩1)、型

組生Jt

t須恵器|費、片

|土師l 器|片

lx 類|片

S-97 

1須恵器|費

|土師器|片

216 -

器|蔓!，筆、杯C

器|紙ic、費、肌祇り、杯司(1)、杯:c(l)

焼犠嚢(1)



S-I00 

釜c3[1]、杯c(4)、費(1)、杯、登1(2)、壷c(1)、資e(1)

須恵器 皿a(4)、蓋c(1)、高杯脚(1)、平瓶?(1)杯a(4)、鉢a(1)

高杯、鉢b、短頚壷(1)、蓋、円面硯(1)、片(1)

受(2)、杯、皿a(l)、蓋3(1)、把手、釜c、勾;a(1)、勾:CI

土師器杯d、大杯c

焼塩壷(8)

白 磁椀 1'11以外の片(1)

灰紬陶器 壷(2)

瓦 類平(縄目、格子)、丸

石製品 焼石

土製品 焼土塊(1)、羽口(1)

S-101 

S-102 

須恵器 費、皿a、杯c、杯a、蓋3

土師器 丸底杯a[4](6)、小皿a[I](12)、椀c、杯a 賓

瓦 器椀(1)

黒色土器 B片

越州窯系青磁 椀 1-1?、1(1)

皿 III(I) 

白 磁椀 II(I)、 11-1(1)、 IV(2)、IV-VII(I)、片(2)

皿 V-2(1) 

灰紬陶器 短頚壷(S・60茶灰色土と接合)

輸入陶磁器 朝鮮無紬陶器(1)

肥前系陶磁器 片(混入品)(1)

瓦 類平(縄目、格子)

S-103 

須恵器 杯c、蓋3、蓋4、杯、菱、壷×鉢

杯a(l)、小皿a2(1)、丸杯a、椀c、皿a、器台、小皿a[l]

土師器 カマド

焼塩壷(2)

黒色土器 A片

黒色土器 B椀、小皿a?

越州窯系青磁 椀 11(1) 

その他合子1(1)

白 磁椀 IV(2) 

イスラム陶器片

肥前系陶磁器 片(混入品)(1)

瓦 類平(格子)、丸

石製品 焼石(1)、滑石(1)

S-104 

|須恵器|時三]示 両 蓋3、釜l、小室、費、費×壷

土師器 丸底杯a[l]、杯a、椀、器台、費

焼塩壷(1)

黒色土器 B片

越州窯系青磁 椀 1(1)、片?(1)

その他水注I

龍泉窯系青磁 椀 1・1-3(1)

高麗青磁 片(1)、高麗×長沙(1)

椀 IX?(1)、 IV(5)、IV・1b(l)、 V-2a(l)、 11(2)

自 磁 V-1a(l)、片(5)

その他水注II(I)、小壷11(1)

青白磁 片(1)

灰粕陶器 椀(1)

中国陶器 盤;Ea(1) 

肥前系陶磁器 片(10)

瓦 類平(斜格子)

金属製品 スラグ(1)

石製品 滑石(2)

土製品 羽口

S-105 

須恵器 蓋c、杯c、杯、蓋3、長頚壷、高杯、杯a(l)、壷、受

鉢?

土師器杯c、小皿a(1)、杯a(1)、高台、受

;焼塩壷(1)

黒色土器 A杯d(1)

白 磁皿 XI・6(1)

瓦 類平(縄目、格子)

土製品 焼土塊

費
一

蓋
一
、
一

、一杯一

都
一
高
一j
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S
一
須
一
土
一
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蓋
一
一
一

主
主
片
一

一
器
一
器
一
類
-

S
一
須
一
土
一
瓦
一

S・110

須恵器 杯a(赤色顔料塗布あり)、lIIla、杯c、高杯、蓋c、蓋3

蓋、蓋l、査、鉢bX輩、饗

丸底杯a[I](14)、小皿a[I](13)、椀c[l]、大杯c、年a(2)

土師器 皿c、小皿c(1)、杯d(l)、蓋c、高杯、杯c、器台、皿c

カマドつぱ、小皿(糸、口縁沈線)(1)、費(1)、片(1)

焼塩壷(3)

瓦 器片?(I)

黒色土器 A椀c[I](2)

黒色土器 B椀c(16)、皿

産自州窯系青磁 椀 1(1)、1-b(I)、11(2)、11・3(1)、 III(1)

その他輩×水注II(瓜割)(1)

椀 11-1(1)、 1-4XXI-1(1)、 XI-3(1)

自 磁 V-1 XVIII-2(1) 

皿 XI・3(1)

青白 磁片(1)

緑紬陶器 椀(1)、皿(1)、片(7)

瓦 類平l格子、縄目、文字(1)} 

縄文土器 晩期片(3)

石製品 安山岩(1)、滑石製品(1)、滑石鍋(3)、チャート?(1)

砥石

土製品 焼土塊(1)

ヴ

tn
4
 



S-120熱灰色土

須恵器 灘、長頚畿、議、畿日、緩み年c、Illla

士郎器 鍋[1]、小血a[10)(8)、丸底杯a[5)(9)、鉢、資、器台

弼

黒色土器 A片

|黒色土器 B椀c[l]

l自 磁椀 lV(3)、11(1)、IV耐l.a[l]

緑勅陶器 片(2)

瓦 類II:>JZ(縄問、格子)

石製品砥石

土 製 剖児玉、焼土塊

S-112 

S-113 

l五一恵瓦]}干
1:t師器|椀c、片

|瓦 類|片(縄問)

:
 

!
 

1
 

2
盤一

肌
一
塩
一

嘉
一
小
暁
一

時
一
器

恵
一
師

s帥 127

|須恵器|杯a、恥都議費

土師器|杯c、饗

- 218 



S-130 

壷c(l)、壷el④、大賓⑭(2)、長頚壷、蓋c3[4]、鉢b(l)b 

須恵器 蓋3(4)、小斐a[l]、中杯c[3](9)、小杯c(2)、壷蓋、壷

鉢a3(2)、皿(1)、鉢(1)、高杯(2)、大杯c(l)、小杯a(l)

蓋c2(1)、豪、蓋l、受(3)

受a(4)、杯c(l)、蓋3(2)、斐a2、短頚壷②、皿b(l)蓋2

土師器 蓋4(1)、皿a(l)、高杯(1)、杯d

焼塩壷(88)

白 磁椀 XI-4(S-180黒灰色土と接合)

灰粕陶器 壷(2)

瓦 類平|斜格子[1](1)、縄目|、丸、軒平(1)

土製品 不明(1)

S-131 

器!杯c、抵抗ご蚕て一志二蓋c、要

S-132 

|須恵器|片

|土師器|片

S-133 

|須恵器|片

|土師器|費、片

S-134 

S-135 

杯a[6](3)、杯c[7](5)、大杯c(l)、蓋c4、叢3、豪蓋

須恵器 鉢b[I](6)、皿a(lO)、蓋c(6)、蓋4、受(1)蓋c3(5)、叢l

高杯[I](I)? 宣明

杯c、高杯、蓋c3[1]、杯d(2)、受a[I](l3)、壷、蓋3

土師器 杯a、皿a[I](3)、鉢[1]、大差c3[1]、把手、大釜3(5)

鉢[1]、大杯aX大血c(2)

焼塩壷(11)

白 磁椀 V(I) 

瓦 類平(縄目、斜格子)

S-136 

S-137 

|須恵器|杯

|土師器|費、片

S-138 

|須恵器|杯c、蓋4、高杯

l土師器|費、片

|緑粕陶器|片?(I)

l須恵器|壷×護、片

師器|高台、壷?片

|焼塩釜(2)

S-140黒茶色土

須恵器 菱、資(1)、蓋、蓋l、杯c、蓋3、風字硯?(l)

土師器 小皿a[I](2)、丸底杯a(2)、器台、杯a

焼塩章(1)

黒色土器 A片

黒色土器 B片

白 磁椀 H・1(1)、片(1)

瓦 類平(斜格子)

石製品 砥石川

S-142 

J
 

司

3
-

・1
・

蓋
一
斐
一
面
一

、

-

-

』

ロ

四

国

一円、-、
-
i
T
4

・

杯
一
杯
一
焼
一

器
一
器

S-143 

|須恵器|片

|土師器|片

S-144 

|須恵器|杯c、蓋、椀c、蓋3、受

|土師器|椀ゆ
|焼塩登

S-145 

S-146 

胃ー曹、 器|斐、査、杯

器|高台、費、杯

|焼塩壷

杯
一
片
一;
 

建
一
費
一

一
器
一
器
一

一
恵
一
師
一
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土
一
黒
一
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S-149 



S・150

l須 恵務，1]、資団、緩み杯c(l)、高杯、皿a(l}-獲、壷

t:t.師器 時~a(2}、均~c、均~d、班、椀c(仏費2

黒色土器 A杯引(2)

長沙鱒系腎磁 片7(2)

自 磁椀l n(l) 
線糊陶器 椀(1)、片(4)

五 類平(縄問)

l土製品 焼土塊(1)、紡錘寧(1)

8-151 

5-154 

S・155

1須恵器|議、片

|土師制片

s帽 1.56

1須恵器|均:'1>，，"覆L片

|土師器|費、片

|土製品|五

s刷 157

|規窓器|費

5-158 

，1須恵器|蓋

5-159 

|絹恵器|片

ふ 160黒灰色土

|須恵器 費、杯ι、壷、大杯c、高杯、室長c、円l蘭硯脚(2)

太 郎著書 丸底杯則的、丸底*私小皿a(3)、杯alヘラ、糸(1)1

議b7盗3、小皿且2(1)、麹i

黒色土器 A片

|黒色土器日 椀c

越州窯系背磁 椀 11(1)、 lil-2(l)

"白 磁椀 11-1(1')、 IV(4)、XI-4(l)， V幽 1XVIlI-2(1)

E 類平(縄問、格子)(1)

土製品 焼土塊(2)

5-160照灰色粘質土

須恵器l費、彊、杯、遣を3、杯c、長頭壷、鉢、避c

丸底杯a(5)、椀c、小皿a(5)、楼台、羽l鐙1(1)、高台(1)

l土師器l聾

焼塩盛(2)

l黒色土器 Al椀c

黒色土器 B均~X小皿(2)、椀(3)

l越州窯系管磁 椀 I(大型)(1)、Ic2?(1)、 1-1a(1)

自 磁椀 I・1(1)、 IV(I)、 IV-VIII(I)、V-1XVIII-2(1) 

片(2)

緑粕陶器 片(1)

E 類王手(縄自、格子)

石製品 安山岩(1)、尉平打製石斧1(1)、滑石(1)、焼石(1)

土製品 焼土塊(1)

S-161 

|土師器|片

S-162 

， I須窓側議3

|土師器|杯?片

|蟻色土器刈片

ー!
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一
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一
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器
一
器
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一
恵
一
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一
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一
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引
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須
一
土
一

s-168 

|須恵器|杯

ljニ師器|費、杯c、杯a
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S-170 

須 恵 器 室、蓋、椀、蓋3、受

杯d②、杯a[l)、受(1)、皿a(l)、蓋4(1)、丸底杯a(l)

土 師 器 片(2)

焼塩壷(1)

越州窯系青磁 椀 1-2ウ(1)

緑紬陶器 椀c[l)

土製品 焼土塊(1)

S-170茶灰色上層

須 恵 器 費、杯c(2)、高勾:脚、短頚筆、椀c(ミガキa)(2):蓋3

壷

杯d[I)(2)、杯a(2)(11)(墨書あり)、受(3)、杯c、釜3

土 師 器 皿a[I)(3)、小皿a(l)、蓋4、大lIllaX大杯c、丸杯a(l)

焼塩壷

黒色土器 A椀c

黒色土器 B椀c

緑紬陶器 皿(1)、片(1)

瓦 類平(斜格子)

石製品 安山岩(1)

土製品 焼土(スサ入り)(1)、土錘(1)、カマド

S-170黒灰色土

須 恵 器 費、杯c(l)S-130と接合、登e、鉢b、蓋、蓋c、蓋3

杯a、高杯脚、釜a4(1)、壷

土 師 器 杯a(12)(8)、皿a(2)、蓋3、中椀c[I)(I)、杯d(2)、杯c

蓋a4[I)(I)、高台(2)、受a(4)(墨書あり)、杯(1)、片~I) I 

黒色土器 A椀c[I)(3)

自 磁椀 1-1(1)、 XI?(I)

緑紬陶器 椀×皿(2)

灰紬陶器 椀×血(1)

瓦 類平(縄目、斜格子)、丸

石製品 黒曜石(1)

土製品 焼土塊(5)、環状土製品(1)

動
一
杯
一;
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S-173 

|須恵器|片

|土師器|片

S-175 

須恵器 鉢b、蓋3、長頚壷、菱、杯c、壷e、蓋1、蓋c、壷蓋

杯a

丸杯a(2)、小皿a(5)(7)、杯a(l)、皿a、高台、蓋3、費

土師器杯d、把手、片

;焼塩壷(1)

黒色土器 A椀

黒色土器 B椀c、片

瓦 類平(縄目、格子)、丸(斜格子)

回二一製 品日空土塊(5)

品|焼土塊(1)、土錘川

S-I77 

1嘉一恵 器国工杯c、片

|土師器|蓋3、斐、刷、片

|黒色土器 BI片

S-178 

|須恵器|把手(1)、杯?杯a、壷×憂

|土師器|片

|瓦類|片

S-179 

|須恵器!費、蓋3

|土師器|片

|瓦類|片

S-180 

須恵器 杯c、釜c、費、小室、長頚壷、蓋3

土師器杯c、蓋c、杯a、菱、皿a、杯d、高台

焼塩壷(2)

黒色土器 A片

黒色土器 B椀c(l)

白 磁椀 XI・4(S-130と接合)[1)

瓦 類片(縄目)

須恵器 壷、菱、蓋、杯

土師器 椀(1)、小皿a?杯d

黒色土器 A片

黒色土器 B椀

緑粕陶器 椀(1)

瓦 類平(裕子)、片

土製品 瓦玉



s帥1，98

S-184 

S-185 s僧200

須 ~li: 器l重量3、型、畿、苅'C、がFa(妹色顔料塗布)、Isla

土 師 器'11小皿a[1]問、丸底郎a(l)、聾7(1)、杯c、旅d(l)、器台

カマドつ I;f'、椀c、小皿(1)、均~a

巣色土器 A椀c

黒色土器 椀c(l)、血

緑糊陶

]記 額l平(格子)

石製品 滑石鍋(1)

s備201

s蜘 187

|甥i !(銃器|杯u、片

|土師器l片

S-188 

i土師器|片

S-189 

1須恵骨量!杯a、施、麓3、杯也

|北側器|高杯、高台

s駒 1'9'1 S・203

!
 
!
 

ー

麗
一
片
一

一
鶴
一
器
一

同

一

如

町

-
i
 

帽

子

巾

叩

一

-

回
一
」
紬
一

ー

:
$
一
土
一
綿
一

s附 1'99
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片一山秘一

、一山一

議
議
一
安
一

時
一
器
一
口
叩
一

一
恵
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一
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a
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明

白
ツ
-
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一
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一
点
一
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一
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一
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片
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塁
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一
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一
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一
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瓦
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勾

J

m

-
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一
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杯
一
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器
一
器
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器|蓋2、杯a、棄、高勾:脚、蓋3(1)、杯×椀(1)

器|蓋3①、斐、椀，c(l)

S-212 

斐一ー

壷
一
恥
一

戸い一底一

示
一
丸
一
片
一
片
一

一
器
一
器
一

B
一類一

一
一
一
器
一
一

一
恵
一
師
一
土
一
一

日
一
一
一
色
一
一

回
一
須
一
土
一
黒
一
瓦
一

S-214 

5・217
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一

片
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器
一
器
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一
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一
土
一
白
一

S-219 

1<百 首王
目身、 .c.' 

l土一

器|蚕3、受、杯c、恥

器|皿a、杯d、楚

出主主2

S-220 

須恵器 蓋c3[I]、費、杯c、壷、皿a、杯、蓋3

土師器 丸底杯a[I](5)、小皿a[6](5)、杯a(3)、獲、椀c、把手

黒色土器 A椀c(2)

黒色土器 B椀c(5)

越州窯系青磁 椀 I-Ia(l)、 1-2(1)

皿 III(2)、日I(皿×杯)(1)

高麗青磁 III(I) 

白 磁椀 1-4(1)、 11(1)

皿 11・la(l)、lIXIII(I)、日I?(I)

青白 磁片?(I)

緑粕陶器 皿(2)

灰紬陶器 片(2)

童三

S・225

須恵器 受[1]、蓋3、杯、高台、均二c、査、蓋4、i皿a

丸底杯a[2](19)、椀c(l)、杯a(1)、小皿a(6)(23)、椀

土師器 高台(2)、斐、受b、丸底杯c(2)、皿c、小皿c[l]、杯(2)

器台、片(8)

;焼塩壷(2)

黒色土器 A椀c(l)

黒色土器 B椀c(3)

越州窯系青磁 椀 1(1)、11(2)、11-3(1)

長I少窯系青磁 水i主×壷(1)
自 磁椀 IV-lbXXI-I(I)、 V-VIIIXXI(I)

IV-VIIXXI(I) 

緑勅陶器 片(1)

灰粕陶器 片(1)

中国陶器 無紬，鉢I(古タイプ)(1)

道;A'b(l) 

瓦 類平(縄目、斜格子)

石製品 砥石川

土製品 焼土塊(2)

S-226 

須恵器 費、杯c、皿aX高杯

土師器 把手、丸底杯a(6)、小皿a(3)、杯a、椀c(l)、杯a[IJ

費、片(3)

黒色土器 B椀c(2)

瓦 類平(斜格子)

石製品 砂岩(1)

土製品 焼土塊(1)

S-227 

|須恵器|婆蓋4

土師器椀c、片

q
J
 



、‘FI
 

r-、
I
 

S~232 

器;扉ど豪、 sllaX杯a、議c、高杯、費、議、議3

器費、 土不必

，1 ~発 (2)

s助237

l煩態器|坪c、班、1IIla、杯自

|士郎器|費、小皿且?年a

s幽238

|須態器|筆3

1土師器l杯、貯

s剛240隠茶色土

須恕器l 灘、郎c、均~a、重量3 、盤整?

小皿a(ヘラ)(10)、小皿a(糸)(混入)(1)、丸杯a(3)、均'<1'

土 師 器l椀c、血a(l)、聾

焼極蜜(3)

黒色土器 tl椀c(l)、片

l黒色土器日 椀、片

越州窯系腎磁 椀l 1(1) 
l 椀 IV(2)、H-l(り、 II(l)、 V-'1XVIU-2(1)、V-3(1)

自 磁 片(3)

I sll V幽2(1)、 IV-VII(1)

その他水注X盛II(l)

背白磁l皿(1)

u災糊陶器 片(1)

イスラぷ陶器 片(1)

'11t 類平(布目)、片

省製品 黒曜石川、砥石川

|土製品 焼土塊

5-240暗茶:色砂

須~器 饗、塗4、停c、筆3、蜜

小皿a(ヘラ)(4)、丸底杯a(2)、椀c、杯a(l)、丸底杯c

土師器
l饗

焼塩蜜(1)

黒色土器 B椀

椀 11(2)、11・1、IV?(I)、V-VIII(1)、 V・2(1)

自 磁l V-3a(l)、 V-1XVlII-2(1)、片(1)

その他水波×畿日(1)

輸入陶磁器 朝鮮無紬陶器(1)

瓦 類平i格子、文字(1))

金属製品 スラグ

石製品 滑石(1)

S-240精灰色粘質土

須恵器 杯c、叢3、叢c、血a、杯aX.slla、椀X杯(糸)(篠?)(I)1， 

輩、費

:t.師器 杯a、丸底杯a(5)、小皿a(9)、費、椀c、高杯

焼塩議(5)

黒色土器 A椀c

黒色土器 B椀、小皿a?(l)

l 椀 11(1)、仏1(3)、V-VUI(I)、V-4XVII，I(I)

自 磁 IV(2)、IV?(I)

肌 V-2(3) 

緑紬陶器 皿(3)

灰紬陶器 片付)

瓦 類片(縄厨、格子)

石製品 滑石鍋(2)

器両耳両i雨， t1t3、盛c
器|張、高台、底部(平成)、杯:aX1IIla 

焼犠蜜(1)

-224-



S-243 

須恵器 費、蓋3、短頚壷蓋(1)

土師器椀c、費、中椀a②、小皿aX杯a

黒色土器 A椀c

黒色土器 B椀c(1)

滋州窯系青磁 椀 1(1)、 11(1)

その他水注×壷II(褐彩)(2)

瓦 類平(斜格子)、丸(格子)

五一型-JS巴 互 鍋(1)

S・244

須恵器 杯c、壷f@

土師器椀c、杯a[l]、皿、蓋c、受

黒色土器 A椀c、翌

黒色土器 B椀c

緑紬陶器 皿c[l]

瓦 類平(文字)(1)

石製品 滑石製品(1)

$-245 

須恵器 高台、壷、輩、杯、杯c

小皿c(1)、椀c、杯a、小杯a(1)、丸底杯、高台、杯

土師器 受

焼塩壷

黒色土器 B片

瓦 類片

土製品 紡銭車[1]、焼土塊(1)

$-245暗茶色土

須恵器 費、杯c、壷、蓋3

土師器 小皿c[2]、杯a(1)、椀c、杯d、高台、中椀a[2]、費

黒色土器 A椀

黒色土器 B椀c(l)

越州窯系青磁 椀 I-1XIII(1)、 11-2f(1)、 11-3(1)

緑紬陶器 片(1)

瓦 類平(縄目、斜格子)、丸

石製品 滑石鍋(2)、黒曜石(1)、安山岩(1)

$-245黒灰色土

須恵器 蓋b、妻、 蓋c、土干℃、 蓋3、高杯、 鉢(篠)(1)

土師器 小杯a[2]、椀c、大椀c、杯a、姿、小皿a(1)、杯cX皿c

蓋3

黒色土器 A椀c[l]

黒色土器 8椀

越州窯系青磁 椀 1-2b(l) 

白 磁椀 I?(I) 

瓦 類平(格子)、丸

S-247 

|須恵器|董b工存瓦釜3、重

|土師器|楚器台

|焼塩壷

S-248 

1須 恵 器 | 杯c、蓋3、費、杯a

|土師器|片

|焼塩壷

S-249 

器|董、蓋3、蓋、皿a、菱、杯c，高杯脚

S-252 

須恵器 蓋3、鉢、杯c、壷、小壷、皿

土師器 婆、杯c、杯a、大杯cX大皿c、椀、釜3、皿

焼塩豪(3)

黒色土器 A片

黒色土器 B椀

瓦 類平(縄目)

石製品 黒曜石(2)

土製品 カマド?

S-255 

須恵器杯c、杯a、皿、蓋3、壷、費、蓋c、壷蓋

土師器 杯c、鉢?(1)、杯、椀c(3)、費、杯(搬入品)(1)

製塩土器(玄海灘式?)(1)、焼塩壷(1)

黒色土器 B椀

緑紬陶器 片(1)

瓦 類片

石製品 安山岩(1)

S-256 

須 恵 器 費、壷

土 師 器 椀c、受

焼塩登(1)

黒色土器 A椀c

越州窯系青磁 皿 1(1) 

その他杯1(1)

瓦 類片

石製品 黒昭石(1)

S-257 

須恵器 蓋3、費、高杯、勾:

土師器 椀c、均二a、受

黒色土器 A椀c

越州窯系青磁 椀 1(1) 

緑紬陶器 高台(1)

瓦 類平(縄目)

石製品 滑石(1)



S-261 

l繍 窓際|麓3、iifc、1事肌(1)、灘t、商、 肌a

土師器杯a(1)、費、杯

焼犠畿(2)

黒色土器 A片

青 自磁 片(1)

lri 類 l片

石製品 石鍬[11、安山岩(2)

8-266 

|須恵器|杯、蓋、短頚壷

11土師器|商.iif仰、杯

S・267

|須 恵 器|杯c、筆、重量正面支琢ム

|土師器|裂、杯a
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s側270

s幽277

日帥278
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5・280

S-281 

S-284 

S-285 

|須恵器|蓋l

|土師器|片

S-288 

Y-YIII(I) 

S-291 

S-292 

1須恵器|片

|土師器|費、杯

器問瓦 if、蓋3

制姿、杯、蓋3、杯aX杯d
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広
一
台
一

一
盛
一
高
一

一
線
一
器
一

一
慰
一
師
一

ー

:

A
U
聞

F

同

日
一
須
一
式
一

S・313

器|琢c(l)、姿、椀c(l)、小蓋3(1)、横瓶、杯a、蓋c、登41 1須恵器|蓋3，!不

勾;:a.XDD.a l' 1I 飾器|質、釜3

器I~車、蓋c、杯cX椀c、皿a (1) 

焼塩盤(6)

品|石鍬(鳳昭石)[11、軽石川、オハジ""'[1]

XI ?(I) 

5-315暗茶色土

$-306 

|石一言器j棄
|土師器|主題、椀r、片

須恵器杯c、費、蓋3、輩、蓋c

小皿a(糸)(混入?)(I)、小血a(ヘラ)@(3)、杯a(糸)(1)、

土師器 丸底杯a'、判~d、灘、盛c、椀u

焼塩叢

黒色土器 Al椀c

|鴎色こと務 B椀c

越州窯系青磁 椀 II(特殊)(1)、1(1)、11(2)

その他水注×壷1(1)、合子筆?I(I)

l高麗腎磁 片(1)

長沙窯系青磁 片?(2)

椀 IV(4)、XII‘17(1)、 XI-5(1)

自l 磁lIIl 11-1[1](り、 111-1(1)、V-VI(I)、n?(1)

不明片(5)

緑粕陶器 血c(l)

瓦 類平(斜格子}

石製品 滑石(1)

土製品 焼土塊(1)

S-303 

|土師器|片

s-315黒灰色土

|須恵器|血a、杯c、費、登3、護

|土 師器|椀C、高郎、重量c、到、坪d

l黒色土器 sl椀c

| 五類|平、丸

1 ~川| 須恵器|蓋3、皿a、登、杯a

|土師器|丸底恥、杯a、血a、塑

s-308 

l須恵器|斥
|土師l 器|費、 l杯

l瓦額|片

片
一
片
一
椀
一

一
線
一
器
一

A
一

一
一
一
器
一

一
恵
一
師
一
土
一

的
一
一
一
色
一

別
一
須
一
土
一
黒
一

長士
山口「一

器!杯叫へラ)(1)

磁l血 V却 )

s帥312

l須恵器|杯c、差3、登

11土師器|

。。つれ同



S-322 

|土師器|費、杯

S-409 

1 I須 恵 樹 事 、 杯

|土師器|片

|黒色土器 AI片

1
1須

1

恵樹

|土師器|杯

|糾M山 1ロ2 

|土 師 器|丸底杯唱(混入)、受

S-323 

|須恵器|杯c、壷

|土 師器 |片

S・324

1友一恵一器|蓋3，!f 
|土師器|高杯、受

|瓦 類|平(斜格子)

S・326

l須 恵器|杯c

$-414 

$-416 

$-417 

|ltZ51F 
茶褐色土

S・327

|須恵器|杯

|土師器|杯、費、杯a

|黒色土器 AI片

費
一

恥
一
札
一
附
一

婆
一
葦
一
平
一

器
一
器
一
類
一

日
一
須
一
土
一
瓦
一

S-329 

l須 恵器|杯c

l土 師器|杯

S・331

| 土師 器| 片

杯a、杯c(3)、受(3)、蓋c、釜4、皿a、小皿a(2)、脚(1)

須恵器 蓋3、蓋2、蓋l、査、壷(2)、小壷(1)、大杯a、浅鉢(1)

高杯、蓑b、鉢b(l)、平瓶、横瓶、円面硯、篠?(6)

片(2)

壷[1]、器台、杯d、丸底杯a[3](1)、小皿a[16](5)、高杯

土師器 杯a(3)、椀c(6)、小皿a2、蓋2、皿b(2)、饗2、皿、受a

大蓋c3、皿c[l]、受b、小皿a(糸?)(I)、鍋、鉢(1)、蓋3

製塩土器(玄界灘式)(1)、焼塩壷(32)

黒色土器 A椀c[I](I)、斐

黒色土器 B椀c(4)、小皿a(2)、鍔付椀c(l)

椀 1(16)、1・Ib(3)、1-2(1)、Jl-2(2)、Jl(3)、Jl-3(1)

越州窯系青磁 Iト2f(l)、Jl-3b(l)、I(輪花)(1)、片(1)

その他水注×壷1(2)、水注×壷片(越?)(I)

長i少窯系青磁 黄紬(1)、黒褐紬(1)、Jl-la(l)

高麗青磁 I1I(3)、Jl(l)、主主×高麗(1)

1-1(1)、 X1(2)、XI-3(1)、 XI・4(2)、XI・5(2)

XI'-IXIV(I)、Jl(4)、Jl-2(1)、Jl-5(1)、I1?(3)

椀 Jl-I(I)、 V[I](5)、V-I(4)、V-2(4)、Jl-VIII(I)

白 磁 VI・IXVIII-2(4)、IV-VIII(8)、IV-VJl(4)

VI?(I)、 IV(lI)、IVXV(2)、IV-la(3)、片(16)

皿 VI-VIII(I)、 V-2(2)、IV-VJl(l)、Jl系?(I)

H・2XIVXV(I)、 V-VJl(l)

その他片(透かし?)(I)

青白 磁青白 XXI(I)

緑紬陶器 椀c[l]、椀(1)、皿(3)、耳皿(1)、片(7)

灰紬陶器 椀(2)、片(6)

瓦質土器 片(1)

須恵質土器 鉢(東播系)(4)

中国陶器 壷A'(I)

輸入陶磁器 朝鮮無紬陶器(6)

弥生土器 片(丹塗り)

瓦 類丸、平(縄目、格子、文字)(3)、軒丸

石製品 滑石鍋(12)、砥石(3)、黒曜石(6)、軽石(5)、石鎌?(I)

安山岩(10)、滑石、その他(2)

土製品 土錘[2]、焼土塊、カマド、羽口、片(1)

S-401 

|瓦 類|平(格子)

S-402 

|土 師器 |饗

!
 
!
 
i
 

句

3
司

蓋
一

一器一
一宙心一

例

一

-

8
斗

-ji-

s-街
珂
-

S-408 

|須恵器|片

| 土 師 器l椀c、杯a

| 瓦 類 | 丸



附茶色土

若宮:1杯c(1)、盛(1)、饗(1)、援3、釜2、保a、長頚議、高勾:

須 :i!': 大盤c3[1]、血a、盤筆、大血×大事Gc、叢b、広口室長、

鉢b、盤4、横瓶[1]、車五周硯川

聖堂c、杯a(1)、 大聖堂c、小Dlla[I](2)、IJ、肌a(糸)(2)、Dlla 

土附 時椀E 犬:tr'CX Dllc 

J:L ~I'椀(楠難問)

l黒色土器 A椀l、郎a(l)

黒色土器 B椀c

椀 1(4)、1-2[1](3)、nぺb[l]、 n・2(2)、11-3(2)

越州票総系腎磁 II'I(I)、III?(I)

lその他水柱X蜜1(3)

I(円、 1-1(2)、XI(3)、XI-I(2)、XI?(l)、 Ii=3[ITI'
II-I'[1](2)、II[I](7)、II-5(l)、 lV(l5)、IV?(3)

IV-l!l](1)， IV・la[l'](4)、rv・lb(2)、IV-2(2)

l 椀 V(1Q)、V-I'(2)，V-2(l)、 V-2a[2](1)、 V-2c(l)I

l自 磁'11 V-3(別、 V-3a(l)、V-VIII(功、 V-VII(l)

IV-VU(I)、 XI'XIV[I)'、V-lXVIII-2(5) 

XH-l(2) 

血 XI4?[I']、V-VII(別、 VII-2b[l]、n・la[l)

V?O) 

灰糊1 陶際 輩、椀c(須窓際7)(2)

繍 恵 質 土 器I鉢〈東播)(1)

輸 入 陶 磁 器 朝鮮無職陶l綴(3)

l国蔵陶器l瀬戸;片(1) 近世;片山

U~!前系陶磁際 小鷲(1)、片(7)

瓦 概平〈縄問、斜格子)、丸t格子)

，"石 製 品滑石制鍋(1)、滑石加工品(1)

明灰色土

童話3刷、蜜~j;;fc(2)、~不a(T)、7ト画、一面2(1)、Dlla(l)

繍 慾 劇盛仏 It03[0、遊b、商杯7(1)、杯(1)、大壁c3[1]

l弼(均、片(2)

自
一
凪
石 砥石?(I)

畿北

l編 E宮、器 郵、杯c、議(1)、盛

:t 附器 丸l良町、血、町、晶、小Illl.a(葬礼あり)、椀c

l協t猛資(目}

瓦 器椀

鳳在Li:器 B綿

l組州織系背磁 椀 1(3)、1網2(り

間安織系背磁 肌 11(1) 

11(2)、XI(り、 XI-I、IVXXI(I)、 IVぺ(1)

也 磁椀 ，IVぺb[円、 IV(I)、 V(I)、Vイa(l)， V-2(2) 

V♂a(l)、V-3a(2}，V-VHI(I)、片m
，1 Dll U-la[I](I)、IV-VII(l)

総紬陶器l椀X肌(輪l花〉

瓦肥前系陶磁額器l平自磁(縄;閥紅、肌斜(格1.)、子皿)、(l丸)、片(1)
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遺構番号対照表

鱒89次
s-番号 遺構骨号 s-番号 遺構番号 ふ番号 遺構番号

SKOOl 51 98 
2 52 99 
3 53 SX053 100 S0100 
4 54 100a S0151 
5 SK005 55 SK055 100b S0152 
6 56 100c '1 S0153 
7 57 100d S0154 
8 58 100e S0155 
9 59 101 
10 SKOlO 60 SK060 102 
11 61 SX061 103 
12 i 62 I SX062 104 SXI04 
13 63 SX063 105 SX105 
14 64 106 
15 SKOl5 65 l' SK065 [07 
16 66 SX066 108 
17 67 109 
18 68 11 SK068 110 SKllO 
19 69 111 
20 SK020 70 SK070 112 SX112 
21 7.1 SKon 1日|

22 72 114 
23 73 115 SK115 
24 74 SX074 1 116 
25 SK025 75 SX075 117 
26 76 SX076 118 SX118 
27 77 119 

SK120 :1' 28 78 120 I 

29 79 121 
30 SK030 . 80 SK080 122 SK122 
31 81 123 
32 82 SK082 124 
33 83 125 S0125 
34 84 126 SX日6
35 SE035 85 SK085 127 
36 86 128 
37 87 111 129 
38 88 130 
39 89 131 
40 I SE040 ，1 90 SD090 132 SX132 li 
41 90a S0090A 133 
42 90b S0090B 134 SF150 
43 90c SD090C 135 SX135 
44 91 136 
45 SE045 92 
46 93 140 
47 94 111暗黒茶色:tl'

48 95 S00900 淡灰色砂質土

49 SX049 96 黒褐色土 SK055 
50 SK050 97 隠茶色:1:: SX075 
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間日
表

Eヨ

亘法
D 

器 種 A B 口径 器高 底径 C D 
S-35上層

杯d R-016 22 10.6 3.4 5.3 
器 種 A B 口 径 器高 底径 C D 

2 。 R-017 25 13.9 3.3+ 8.2 l 小皿a(へラ) R-OOI 3 9.8 1.4 7.8 。。
3 " R-018 28 15.4 4.0 8.4 2 " R・【lO2 9.0 1.3 7.5 。。
4 " R-019 27 15.0 3.2 8.0 3 丸底杯a R-(旧日3 15 15.0 3.9 ヲ

5 " R-020 26 14.6 3.3 7.7 4 " R-∞4 16 15.4 3.7 。
6 " R-021 24 13.6 3.3 6.8 

7 " R-039 23 12.0 3.1 6.3 S-35下層

8 勾~a R-026 30 13.4 3.7 7.8 。011 | 器 種 LA I B I口 径 | 器 高 | 底 径 cI D I 
9 杯c R・041 36 14.6 3.5 10.5 9 l 小皿a(ヘラ) R-001 12 10.4 1.2 7.3 。。
10 杯e R-025 19 6.1 。。2 " R-(旧日2 11 10.2 1.3 7.6 。。
11 " ? R-031 18 11.8 4.7 5.0 ヲ ? 3 " R-∞3 6 9.6 1.4 6.5 。。
12 1IIla R-022 34 19.0 2.4 14.2 4 。 R・004 4 10.0 1.7 7.2 。。
13 " R-023 33 19.2 1.9 14.8 5 " R-005 10 10.4 1.7 7.7 。。
14 。 R-024 31 15.4 1.7 12.2 。× 6 。 R-∞6 9 9.8 1.1 7.5 。
15 " R-033 29 10.4 2.1 7.5 。。7 。 R-∞7 2 9.2 1.0 7.5 。
16 " R-040 32 17.0 1.7 13.8 × 8 mν R-008 7 9.8 1.2 7.0 。
17 " a・1 21.8 2.3 18.0 ヲ × 9 " R-009 5 9.8 1.2 7.6 。
18 1IIlc R-028 21 16.4 4.2 5.0 。9 10 名〉 R-OIO 8 10.0 1.1 8.2 。。
19 小皿a(へラ) R・034 39 10.0 1.1 6.4 。。11 丸底杯a R-011 14 15.0 4.2 × 

20 " R-035 38 9.0 1.4 6.6 。? 12 4シ R-012 13 14.6 3.2 。
21 椀c R-027 35 8.7 

22 ク R-032 37 14.6 5.3+ 9 ヲ
S-40上層

23 丸底杯c R-038 20 13.0 3.6 7.5 器 種 A B 口 径 器高 底径 C D 

椀c R-001 11 7.4 9 

S・5 2 ク R-002 12 7.4 。
器 種 A B 口径器高底径 C D I  3 。 R-∞3 13 15.3 5.3 7.4 9 

丸底杯a R-010 14.7 4.0 01 4 杯a(ヘラ) R-∞4 10.8 1.8 7.0 ヲ × 

2 杯d d・1 13.0 3.5+ 6.6 1IIlc R-005 10 12.4 1.7 7.0 

6 鉢 R-006 16 18.0 。
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杯d
第四次

S-1 

S-IO 

器 種 A B 口径 器高 底径 C D S-40下層

椀c R-006 15 15.2 6.3 7.8 。× 器 種 A B 口 径 器高 底径 C D 

2 今 R-011 12 15.0 6.6 8.5 。× 杯a(へラ) R-002 2 11.2 1.9 7.3 。。
3 イシ R-012 11 14.2 6.0 8.2 。× 2 " R-∞3 4 11.2 1.9 7.5 。。
4 " R-013 14 14.6 6.6 9.4' 。× 3 " R-∞4 6 11.5 2.4 7.1 。× 

5 " R-020 13 7.2 。ヲ 4 " R-005 8 11.2 2.0 7.7 。。
6 杯a(ヘラ) R-007 7 13.3 3.7 7.6 。? 5 " R-∞6 5 11.0 2.0 9.6 。。
7 。 R-∞8 6 13.1 3.9 7.6 。6 。 R-∞7 7 11.4 2.2 7.9 。。
8 。 R-∞9 9 12.8 3.4 7.4 × 7 今 R-008 3 11.2 2.0 8.0 。。
9 " R・010 10 13.0 3.5 6.4 。× 8 今 a-1 11.2 2.4 7.2 。? 

10 名》 R-019 8 14.6 3.7 8.6 。? 9 椀c R-009 15 15.3 6.9 9.0 ? 

10 今 R-OIO 14 8.0 。? 

S・12 11 1IIlc R・011 9 12.0 1.3+ O? 。
器 種 A B 口径器高底径 C 01 
丸底杯a R-001 14.8 3.3 01 S-45上層

2 " R・002 15.0 3.9 01 器 種 A B 口径 器高 底径 C D 

中椀c R-∞l 3 13.8 4.8 7.6 

S-16 2 丸底杯a R-002 2 15.6 3.7 × 。
| ll Z(へま 141l?|口llf|サ|底6.8径15|?|

3 杯a(ヘラ) R-∞3 5 10.4 2.3 7.0 。9 

4 小1IIla a-1 9.6 1.3 7.0 。。

川
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B I口径|器高|底

|15.0 I 3.8 I 園山田



13 h a欄2 10.0 1.2 7.0 。
~刷F唱J

開 欄 A ， B l口:醗 器 繍 日盟 慌 I C 。 。 '1 a-3 1 11 9.8 1.1 7.3 '1 0 11 口
l 小皿a(ヘラ) R-OOI 9.6 1.3 5.4 。。15 .. a-4 10.2 l.l 6.4 。
2 .. R-002 5 10.2 1.5 6.0 × × 

3 .. R-003 7 10.6 1.7 8.2 。。S欄65

4 1 .. II!恥O制 9 1!1.2 11 1:7! 7.8 。。 際 穂 A 11 日|悶i 慌 器商l成般1c ! 0 
5 φ R僧005 3 10.1 1.8 7.6 。。 杯a R-005 2 11.7 3.8 6.9 X X 

6 'シ R-006 6 10.2 1.5 7.4 。。2 .. R-006 3 12.8 4.0 7.4 × × 

7 。 R心07 8 11.7 1.7 8.0 。。3 。 R・007 4 13.1 3.9 8.6 X X 

事 1 毒， 肢の08 2 I 110.0 1，，6 7.5 。I? 11' 4 。 R心08 'i 1 111.2 3.2 7.0 11 X む
9 .. l 良心11 4 10.4 1.8 6.0 。X 5 .. R・011 5 13.0 3.6+ 8.2 。。
10 。 a-I 11.4 1.5 7.8 。。6 ク(柱状高台) R-OOI 10 12.4 5.4 5.5 × × 

II 。 a-2 10.8 1.8 7.0 。。7 " R心02 9 12.0 5.5 5.7 × X 

12 ill 

。 11 恥 3 11 1u.6 1 1.2 1， 7.2 。。l ilj 8 11 .. R刷003，11 i 12.0 i 5.5 :1: 5，.4 11 x 11 x 1 

13 l' 砂 a明4 10.6 I.l 7.6 。'10 9 .. R脚004 8 3.3 5.1 '1 x X 

14 .. a-5 9.4 1.4 7.0 ワ 。10 '/ R-012 12 11.8 4.2 × × 

15 // a・6 10.8 l.l 8.0 ? ? 11 // R-013 13 5.4 X X 

~， 11 a・7:1 10.0 1， 1.3 7.8 、。12 '/ 品01，411 17 li 5.4 li x 1 x 
17 l小1IIla2(ヘラ) 決心091 11 11.0 0.9 7.6 。'0  13 有〉 民-015 15 5.2 X x 
18 dシ R-OIO 10 11.0 1.0 7.5 。。14 // R-016 14 5.6 × × 

19 小皿c R-012 12 11.6 2.3 6.9 。× 15 .. R-017 16 5.6 × × 

20 中楠a R刷013 13 12.5 2.9 9.2 X X 1，6， 。 R柵018 19 I 5.4 X X 

21: 。 R-014 ， 15 12.4 4.0 ' '0  X 17 。 良心19 18 ， 5.5 X X 

22 'シ R-015 14 12.3 3.9 。× 18 .. R-020 20 5.5 × × 

23 'シ R-019 16 13.0 4.0 19 椀? R-021 7 13.0 4.1+ 

24 椀c R幽020 20 1 15.4 ，1 5.4 7.8 20 勾;c R欄009 6 i 4.8 8.5 ，1 x ? 

25 ' ゆ ， R，02il 21 '1 15.6!1 5.2 7.8 

26 '1 R刷026 17 12.8 4.6 6.5 S-68 
27 4シ R暢036 23 6.9 器 種 A B 口径器高底径 C D 
28 丸底杯c R欄023 18 15.0 5.2 7.4 :;.!L底杯a 1: R-OOII， 1 1， 16.0 3.5 。

.. '11品025I 19 15.2 5.3 '1' 8.1 

30 .. R-035 22 15.4 4.0+ S-70 

器 種 A B 口径器高 底径 C D 
$-55 丸底杯a 民帽001 10 15.3 1， 4.0 。

|時 轍 11 A 'B 11'口 qt， 機商I!庇餓 c 11 'D ' 11 2 1I 判'a(糸) R心02'1 9 '1 !13.0 11 3;9 ， 8.0 11 ? 11 口'1'

丸底杯a 良心01 7 14.8 3.7 11.0 。。3 小slla(ヘラ) R-004 7 10.3 1.5 8.2 。。
2 イシ R-002 8 14.6 3.9 × 4 今 R-005 6 10.2 1.2 7.0 。。
3 。 R-004 10 16.4 3.3+ 5 '1 R-006 4 10.0 1.0 6.7 。。

i 4 11 
。 ，IR剛005 l!I l 

16.8 1 3.6+ o 61 。 |品00811 5 11 111.0 1I :1.5 !I' 6.6 ? 11 ，X 

5 l' 4シ 民帥006 9 15.8 4.2 X 7 .. a幽l 9.8 1.5 8.0 。
6 椀 R-003 12 16.4 5.1+ q ヲ 8 小slla2(ヘラ) R-007 8 11.0 0.9 6.0 。。
7 皿×椀 R-007 13 5.1 ヲ × 9 椀c R-003 1I 14.1 5.2 6.6 × × 

，"小slla!(ヘラ} R-008，1 5 10.2 1.2 マ.6 o IX 1'0 書p c-I 1， 15.0 11 3.5+ 

9 4歩 Eし009'1 2 10.0 1.2 8.0 。X 

10 1， R-OIO 3 10.0 1.2 7.2 。× S-71 
11 。 a-I 10.0 1.2 7.5 。

11h-i器Jl山はlqJlyp剛筏|?|?|12 *摘む i C寸 11 i 17.8 

S-60 S-74上層
器 穏 A 1 B 口径器高底径 C 。

I器種 1 A 1 B 1口町底倒 1Dl1 丸成杯c R心021 I1 1 14.4 1 5.6 1: 8.4 II 杯叫へラfl再而iIili川，.0，1 3.3 ，1 6.2 1， 0 1 x 
良心031 10 1 14.2 I 4.5+ -・

2 1 血a(ヘフ) 1 R岨0021~4_j 1.2 1 9.4 1 ~ 
3 .. R-凶'71 5 1 1 - 1 7.2 。× 

4 中椀a 1 R-005 7 13.0 3.6 8.2 O? 。
$-74下層

5 丸底河'a 1 R幽004 9 13.8 3.6+ 。
I 緑tiIi I A I B I白日倒 1Dl6 '1' 中九成:t.r-a '1 R心的 8 11 12.4 3.4+ x 11 陥(ヘラ)TR州 31124T361 67| 

7 杯a 1 R-006 6 11.0 2.1 8.2 。。
2 I .. I R-∞21 2 1 11.4 1 2.9 1 7.3 1 _'?___l_Q? 

8 小sllc 1 R-008 4 11.4 1.7 7.2 。× 

9 小肌a(ヘラ) li 良心10 3 10.6 1.1 9.0 1， 0 。
:10' 。

'I，R"OlI 1 2 l 叩:0 :1.2 7.4 11 0 x 
11 。 R-012 9.6 1.1 6.8 。ワ

12 .. a-I 10.2 1.5 7.2 ヲ 。
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7 // R-∞8 ¥0 9.6 ¥.2 7.3 。。
S-75 

8 。 R-009 8 9.0 ¥.0 7.8 。。
器 種 A B 口径 器高 底 径 C D 

9 今 a-¥ 8.8 ¥.0 7.2 。。
丸底杯a R-OOI 14 14.4 3.7 ヲ

今 a-2 8.8 0.9 7.4 。。10 
2 。 R-002 15 15.0 3.5 × 

3 小llII.a(へラ) R-003 4 10.0 ¥.5 7.6 ? × 
S-100 

4 // R-004 10 10.8 1.3 7.9 。。
器 種 A B 口 径 器高 底径 C D 

5 今 R-005 5 10.0 ¥.1 6.6 ワ × 
丸底杯a R-OOI 15 15.2 3.3 。

6 <- R-006 9.6 1.4 7.0 ? 9 
<- R-002 19 15.1 3.2 。2 

7 <- R-007 13 11.2 1.5 7.2 。
3 // R-003 I7 14.6 3.1 。

8 。 a-I 10.0 1.0 7.4 。
4 // R-004 16 14.8 3.0 。。

9 <- a-2 10.0 1.2 7.8 
5 <- R-005 20 15.0 3.6 。

10 <- a-3 9.4 1.0 7.8 
6 <- R曲006 18 14.8 3.6 。
7 小皿a(へラ) R-007 7 9.5 1.5 6.5 。。

S-80 
8 ク R-008 13 9.8 1.2 7.3 。。

器 種 A B 口径 器高 底径 C D 9 。 R-009 12 9.8 1.6 7.7 。。
丸底杯a R・001 6 14.5 3.3 

10 ク R-OIO 11 9.6 1.4 7.1 。。
2 <- R-002 8 15.5 3.7 11 <- R-OII 6 9.4 1.4 6.2 9 。
3 <- R-003 5 15.5 3.6 

12 // R-012 14 10.2 1.2 7.9 。。
4 イシ R・004 7 15.4 3.6 

5 小llII.a(ヘラ) R-005 3 9.8 1.3 7.0 。。
S-100a 

6 // R-006 4 9.6 1.4 7.4 。ヲ

器 種 A B 口 径 器高 底径 C D 
7 <- R-007 10.9 1.0 7.5 ワ 。

小皿a(へラ) R-OO¥ 28 ¥0.2 ¥.5 7.6 × × 
8 <- R-008 2 10.2 1.6 6.9 。。

2 <- R-002 29 10.2 1.2 7.3 。。
9 '切 a-I 9.6 1.3 6.5 ヲ 。

<- R-003 30 10.1 1.5 7.5 。。3 

4<- I R-似 I27 I 9.6 I 1.7 I 7.3 I 0 I 0 
5| ク IR-0051 31 I 10.3 I 1.3 I 7.3 I 0 I 0 
6//  I R-0071 32 I 11.0 I 1.4 I 8.7 L Q_I_O 
7 I 丸底杯司 I R-0061 33 I 14.4 I 3.4 I I 0 

|4| i R-側 |131 12.613.3 8.3 。。<-
器 干重 口径 器高 底径 C D A B 

椀c R-OOI 45 15.3 5.8 6.4 × 
S-84 

2 丸底杯a R-002 44 15.7 3.5 。
I 1 I ~~: I R-~Oll B I日径~ 3 今 R-003 42 14.7 3.5 。

4 今 R-004 43 15.3 3.2 。
5 イシ R-005 41 14.4 2.9 ヲ

S-85 
6 。 a-I 14.2 2.8+ 

器 種 A B 口径 器高 底径 C D 7 小皿a(へフ) R-006 36 8.8 1.2 7.1 。。
丸底杯a R-OOI 4 14.0 3.4 × 

8 ク R-007 40 9.9 1.4 7.3 。。
2 /， R-002 7 14.6 4.7 × 

9 。 R-008 34 8.6 1.3 7.2 。。
3 /， R-003 6 15.4 4.2 × 

10 。 R-009 38 9.2 1.0 6.8 。。
4 。 R-004 8 14.6 3.4 ヲ

11 今 R-OIO 37 8.6 1.1 7.6 O? 。
5 <- R-005 5 14.4 3.3 。

12 // R-OII 35 8.8 1.3 7.7 。。
6 小皿a(ヘフ) R-006 9.7 1.4 7.0 。。

I3 // R-012 39 9.0 1.1 7.6 。。
7 ク R-007 2 10.0 1.5 7.7 。。

14 ぞ》 a-I 8.2 1.0 7.2 。。
8 /， R-008 3 9.4 1.4 6.7 。。

15 ク a-2 9.0 0.9 7.2 。。

S-IOOc 

S-IOO最上層

器 種 A I B 口径 器高 底径 C D 

小皿a(ヘラ) R-002 9 9.1 1.1 7.6 。× 

2 <- R-003 8.7 1.3 7.2 。× 

3 <- R-004 2 8.6 1.2 7.4 。× 

4 /， R-005 4 8.6 1.1 7.1 。ヲ

5 /， R-006 5 8.6 1.3 6.9 。。
6 <- R-007 3 8.6 1.6 7.6 。。

つd



器 穏 A 日口筏器高底筏 C p 

1 丸底杯a' R嶋田1 1 15.7 111 4.2 ， 
2 。 R-002 17 15.0 4.5 

3 小皿a(ヘラ) R-∞3 9 10.2 1.2 8.2 ? 。
，~ R帽佃4 3 10.0 1.5 7.6 ? ，X 11 

5 ~ R-∞5 6 10.2 1.3 7.4 。。
6 ，砂 R-006 2 9.8 1.0 8.2 ヲ × 

7 今 ilRの07 11 10.6 1.2 7.5 X 。
'1 8 今 R-叩8 7 10.0 1.1 7.2 。。

9 4シ R-∞9 12 11.0 1.3 8.8 。。
10 。 良心10 8 10.0 1.4 8.5 1， 0 。J
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淡灰色砂貿土

011| 器種

1，1 1 1 杯a

里茶色土

B|口径|器商|底径1 c 
5 1 - 1 ・ 1 6.2 1 ドf332山〔出

D 

S-125 

骨盤I 機 A 日，11口径器 商 底径 C D 
丸底杯a R-∞1 5 14.3 3.6 

2 今 R-∞2 6 15.7 3.6 

1 3 11， 。 R剛叩3 4 14.3 3.4 

4 小皿a(ヘラ) R-Q04 2 9.2 1.4 7.1 。。
5 ~ R-∞5 8.9 1.3 6.9 。。

I~ 
。

l良心06， 3 9.8 1.3 7.4 。。

器 種 A B 口径器高 底径 C 。
均: R-∞l 14 11.8 4.3 4.4 

11 2 小皿叫ヘラ} 品叩2 9~6 I1 ，)1.3 1 6.7 ? x 11 

3 。 R-∞3 4 10.0 1.7 6.9 。。，
4 。 R-∞4 6 11.4 1.0 9.0 。。
5 ，1， 。 a-l 11.0 。.9 6;9 ? 11， ? 1 

6 ~ a・2 1'0.2 0.8 6.8 

7 ~ a-2 10.0 1.4 7.6 。。
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出土遺物一覧

第89次

S-I 

須恵器 杯c(3)、蓋c4[I)(2)、蓋3(2)、皿a(2)、壷b、杯、a(4) 

円面硯(1)、鉢(1)、杯×血a、短頚壷(1)、片(2)

杯a[I](I)、杯c(l)、杯d[2](7)、杯e[l)、丸底杯c(l)

杯(搬入)(2)、丸底杯a(2)、釜3(1)蓋c3(1)、椀c[I](3)

土師器 椀c2、小皿a(ヘラ)(8)、皿a[I)(4)、皿c(l)、高杯

獣足(1)、費、鉢(1)、片(2)

製塩土器(3)、焼塩壷(67)

黒色土器 A椀(1)

黒色土器 B椀(3)、高台(1)

越州窯系青磁 椀 I・2aア(1)

高麗青磁 III-la?(I)、 III・2a(l)

白 磁椀 VI(l_2、 IV(2)、XI'4(1)、 XIXIV'②、片(1)

緑粕陶器 椀②(2)、片(21

灰粕陶器 片(1)

瓦 類丸(縄目、格子)、平(縄目、格子)

土製品 カマド(1)、焼土塊(1)

石製品 滑石鍋(1)、オハジキ(1)

器|符℃、蓋3、費、高杯(1)、壷、円面硯(1)

器|杯a、椀c(l)、菱、蓋3、好叫3)、小皿a2(1)、杯(1)

製塩土器(1)、焼塩壷(1)

類|平(縄)

S-3 

IZ 恵~皿a(l)
|土師器|斐

|黒色土器 BI血?(I)

S-4 

f宥恵菱、杯

目 師器|杯a、杯d、杯c?、受

|焼塩壷

S-5 

須恵器 杯a、杯c、蓋c、蓋3(1)、菱、壷、皿、鉢1(1)

勾;a、杯c、杯d(l)、斐a(2)、受2、高杯、丸底杯a[I](I)

土師器 造c、受2

製塩土器(1)、焼塩壷(1)

黒色土器 B片(1)

瓦 類丸(縄目、縄目擦り消し)

土製品 焼土塊(1)

石製品 焼石?

5-7 

|須恵器|壷

|土師器|杯a、刷、小皿a(混入?)(I)

S・IO

須恵器 杯c②、皿a[I)、壷(4)、費、円面硯(1)、甑底部、釜3

小蛮(2)、鉢?

杯a[4](I)、杯c、杯d、皿a、椀c2[1](4)、受 (8)、高杯

土師器 短頚壷(1)、杯(5)

焼塩壷(3)、製塩土器(6)

黒色土器 A椀c1(4)

瓦 類平(縄目)

S-11 

|須恵器|杯c、蓋2、費、壷

|土師器|蓋3 斐杯

|焼塩壷

S-15 

須恵器 壷、鉢(2)、杯(1)、皿a、杯c、釜c(1) 

土師器 椀c(l)、杯a、費、蓋3

焼塩壷

黒色土器 A椀c(l)

瓦 類平(縄)

金属製品 万子

石製品 焼石

lr口!日
|土師器|小皿a

|土師器梅幸

円，

J



士
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心

開
一
須

ホ 師l

瓦

石 製 品 | 砥 石 川

ニヒ 製 品1:腕土塊(1)

S-21 

l須恵器!杯、蓋3、受×壷

|土師器|恥、小肌札椀c

$-25 

須恵器杯c(l)、血a(l)、杯a(l)、盗、袈

議3

器l杯c(町、灘五杯a(4)、均;d(17)、議c、務、商杯、椀(4)

ニヒ 師

黒色土器 A椀?(I)

瓦 額平(縄問、丸(縄問)

S-29 

|土師器|丸底土h、片

lE 器援3

器小皿a(ヘラ)、杯×椀、片

i 1: : 

E 

器|蝿

器勾;a、重量c、議

類l片(縄目)

訴え
日-34

!?語了間町1)

|土師器|妻、片

|土製品|焼土塊(1)

繍恕綴!灘、資、杯c、議3

|土師探 丸底均;a山、小肌a[4](6)、拠、盤4、都r-x椀c、杯f

瓦 器椀ヲ④

黒色土器 A椀[1](2)

|際色土器 B片(5)

越州l鱒糸腎磁| 椀 n-3(1)

自 磁椀 V-1?(I)

皿 片(1)

灰紬陶器 議?(I)

!輸入 l陶磁器|朝鮮l鰍紬陶器(1')

五 類平(斜格子)

l互一一製 品石鍋、安山岩(1)

杯
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I [r吾-器l!tFax皿a

|泳 師l 梯|椀c、叶弼、杯世Xslla
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S-38 

|須 恵器 |片

|土師器|杯a、小.DIla

|黒色土器 BI椀c

S-40上層

須恵器 大翌、壷b、壷、杯c、杯a、費(1)

土師器 姿、杯c、椀c(3)、杯a(3)、大皿cX大椀c(l)、蓋b

小皿、丸底杯?

黒色土器 A椀c(l)

黒色土器 B椀c(l)

越州窯系青磁 その他水注×壷(1)

緑粕陶器 皿(2)、片(1)

瓦 類平{斜格子、文字(1)、一重格子、スリ消し、縄目 l

丸(文字[1]、斜格子)

石製品 石鍋(2)(S-35中層と接合)

S-40下層

須 恵 器 費、壷(1)、蓋2、蓋3、杯c、.DIla

土師器 杯a[6](I)、皿c(2)、杯c、椀c[2]、費、鍋の脚

黒色土器 A椀c(l)、妻?(I)

黒色土器 B椀c[l]

越州窯系青磁 椀 1-2aウ[1]、1-2(1)、 1(1)

白 磁 不 明 片(1)

緑粕陶器 片(1)

瓦 類平(斜格子、縄目)

石製品 滑石製品(2)

S-42 

|土師器|片

S-44 

S-45上層

須恵器 杯c、蓋3、釜4、蓋c、壷(1)、費(1)

杯a[l]、椀c、中椀c②、丸底杯a(l)、小皿a(l)、鍋?

土 師 器托ワ(2)、蓋?(I)、受

焼塩壷(1)、製塩土器

黒色土器 A椀c

黒色土器 B椀c(l)

越州窯系青磁 椀 1-2ウ?(1)、 II(I)

その他把手1I系(1)

S-45下層

須恵器 杯、a、杯c、蓋c、蓋3、皿a、高杯(小)、壷(1)、受(3)

杯a(穿孔あり)(1)、小皿a、椀c@@、丸底杯④、杯d

土師器 受

焼塩壷(1)

黒色土器 A椀、鉢?(I)

黒色土器 B椀

越州窯系青磁 椀 lI(I) 

長沙窯系青磁 椀 片(1)

緑粕陶器 片(2)

瓦 類平(斜格子、縄目、文字)、丸(斜格子、文字①)

石製品 石鍋(3)

S-46 

1須恵器|片

|土師器|片

S-47 

1嘉一忌吾同二費
|土師器|費、杯c、杯、蓋3

|瓦類|平(縄)

須恵器 蓋3、杯c、建(1)、壷、平瓶

小皿a(へラ)[5](10)、小皿c[l]、小皿a2[1](2)、器台

土師器椀c[2](4)、丸底杯c(1)、杯a[l]、中椀a[I](2)、丸底杯a

費、高杯

焼塩壷

瓦 器椀

黒色土器 A椀c[3]、鉢

黒色土器 B椀c(3)

越州窯系青磁 椀 1-2aア②

白 磁椀 XI・5?XIV(2)、lI(I)、 IV・b(l)

皿 XI・7(1)

緑粕陶器 片(3)

灰紬陶器 片(1)

中国陶器 片?(1)

瓦 類軒平(老司)(1)、軒丸(1)、丸(文字、格子)

平l斜裕子、格子、二重格子(文字)}、噂(1)

石製品 硯(1)、石鍋(1)、片(2)

l
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S・55

須恵器 杯a、杯c、皿a、遣をc、費、叢3、資、高杯

土 師 器椀(1)、丸底杯a(4)、杯a(搬入あり)@(l)、費、小皿a(7)

椀cQ泊、血X椀(1)、甑、事r仏大杯c、片山

議 1訟危機胤l椀c

隅也:1:鴨 B椀u

|越"州鱒系腎磁 椀 日(1)、仏2c(l)

その他資(1)

自 磁椀 XI?(I)、XI-4(1)、 IIIXIV(I)

皿 XI?(I) 

灰紬陶器 続(1)

中国陶器 盤lIIX四耳壷E'c?(広東)(I)(S-I∞と同一個体)

瓦 類平1縄目、格子、文字(1))、丸

土 製 品 羽口(I)(S・60と接合)

S・58

|須恵器|斐

|土師器|片

l黒色土器 81椀c

s幽60

須 恵 器 杯c、輩c、室長1、釜3、Jsla 

土 師 器 丸底杯a(2)、杯a[l]、皿a、皿c[l]、椀c[l]、椀 1(2)、饗

小皿a[2](5)(豊前タイプあり)

黒色土器 B椀c(2)、片(1)

灰紬陶器 椀(1)

瓦 類平(斜格子)、丸(格子)

土 製 品 羽口(S・55と接合)

l布 製 品 滑石

S・63

|須恵器|蓋4、片

|土師器|片

S-64 

1須恵器|蓋3、釜、資

|土師器|襲、鉢?

S・65

須 E広務 杯也、競c、盟13、体、娘繍畿、競(1)、親日)

|土師縛

均~a(l)、台I均椀tzIO21){、判::dXJIO!a7 椀u、商l杯、 弼、 腕(均l

柱状鴎 10)(:般入)

焼域壷

黒色土器 A椀c(l)

黒色土器 B椀、血

越州窯系青磁 椀 I・2④、 1(1)

白 磁椀 1-1 X2(1) 

緑紬陶器 椀(1)

瓦 類丸、平i縄目、斜裕子、文字(1))

土製品 カマド

S・67

|須恵器|蛍×平瓶、費

|土師器|杯

丸{格子}

fiJi""扇風}干

S-70 

須恵器

土日市器

|丸底杯、片

|焼塩資

杯a、杯c、illla、蓋c3、蓋3、蓋4、鉢a(l)、愛、費(2)

大蓋

小皿a[I](I)、小皿a2、丸底杯a@、椀c①(1)、鉢(1)

杯a(糸・搬入品)[1]、重量c、illla、建

焼~鷲(9)

l黒 色土器 A椀、弼X鉢(1)

黒色土器 EI!十

R抽 '1'明暗'"阿l幅 j
椀 11(1) 

自 磁椀 1-2(1) 

灰紬陶器 議(1)

瓦 類丸(一議格子)、平(斜格子、縄問)

石製品 砥石(1)

240 -



S-74上層

須恵器 蓋4、蓋c、杯c、杯、皿、鉢(2)、受

土師器 杯a[l)、小皿a(1)、椀、受(1)、片(2)

焼塩壷、製塩土器(玄海灘式)(2)

黒色土器 A椀

白 磁椀 V?XXIIXXIII?(I) 

瓦質土器 鉢ヲ(1)

瓦 類平(格子)

石製品 黒曜石(1)

片
一:
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S・80

須恵器杯c、蓋c、蓋3、壷b? 斐

杯a(1)、杯d、小皿a(2)(3)、椀c、丸底杯a(4)

土師器 高杯×器台、受

焼塩壷(2)

黒色土器 A椀

黒色土器 B椀

越州窯系青磁 椀 III-b② 

自 磁椀 XI(1) 

瓦 類平(格子、斜格子、縄目)

片
-

一器一

E

叩
巾
叩
-

-
A
V
H
"

・

ー

:

日
一
土
一

S-82 

須恵器 杯c、蓋c4、蓋3、費、査、恵、短頚壷(1) 高杯

土師器 杯a[I](3)、椀c、妻、高台(1)

焼塩輩(1)

黒色土器 A椀c、受

越州窯系青磁 椀 III-b@ 
その他片(3)

瓦 類平(格子、縄目)、丸(格子)

石製品 碁石?(1)

S・75

須恵器 杯c、杯、蓋c、釜3、蓋4、大杯c(1)、高杯、輩b、費

土師器 小皿a(2)(6)、丸底杯a[I)(I)、杯a、椀c、費、大受

黒色土器 A椀①

黒色土器 B椀

白 磁椀 XIヲ(1)(S-1∞と接合)、 11(1)

皿 IV-VI(1) 

緑紬陶器 皿(1)

灰紬陶器 椀(1)

瓦 類平(格子、斜格子、縄目)、片(2)

l石製品|安山岩?(1)
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制京高耳、ー蚕l蓋2，蓋3、受

器!大杯c(I)、妻、把手(1)

焼塩壷(3)

S・84

須恵器 杯a、杯c、蓋2、蓋c3、壷、費

土師器 皿a、犬杯c、釜2、杯a、杯c、丸底杯(1)、受

黒色土器 A椀

灰紬陶器 片(1)

瓦 類片(縄目)

石製品 碁石?(1)

土製品 焼土塊(1)

S~85 

須恵器杯、蓋c、蓋2、壷、 3軍

土師器 丸底杯a(2)(旬、小皿a(3)、皿a、杯a、費、高均く

黒色土器 A椀c

黒色土器 B椀c[l)

白 磁椀 IV(1)、 XI?(1)

瓦 類平(斜格子)、丸(斜格子、縄目)

国一型 品|石鍋(1)

組

ιτ



s欄89

1斎一面 開1仁語

l土 l師務|杯a、杯X椀、議

lz黒色本器刈椀

s明90

須窓l 器 杯官、議c、蓋2、議1、議4、商都、議b、郵

l凪>く珂，a

土師器小皿a[ll(町、杯乱、杯d、脚付椀、務i
機構讃(4)

l黒色土器 A椀

越州議系青磁 椀 大椀1-2(1)

自l 磁l 椀 ι1.X.4(1)、XI-5(l)、 IV?(，J)

緑紬陶器l椀川

瓦 類樽附平川消L 斜格子、縄恥丸山消し)l
l軒平(1)

S幽90b

J須 I臨 時lifc、登4、譲二一両示:
|:t師樋|恥、椀刀、療、避
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須態器 杯c、盤c、盟、 E型
l土師器 ifa、小皿a[3](5)、椀c、丸底杯a[6]、器台(1)、饗

1i 器椀?(I)

黒色土器 A椀c[l]

l越州黛系管磁 椀 l-la(1) 

自 磁椀 日-lXII-3@、IV-1a(3)ω、IV(3)、片(3)

皿 II-1B(1)、n?o)

l灰 糊附器l椀?(1)

E 類!jl(斜格子、格子、縄自)、丸(格芋)

石製品 滑石鍋?

土 製 品 把手状土製品

S-100綾上層

須恵器 杯c、筆c、蓋3、苦境、皿a、資、高均:

土師器 小IDla[6](4)、丸底杯、保a、杯d、椀c(l)

l焼温盤(1)

越州窯系管磁 椀 I-b(l) 

椀 IV(I)、 V・2(1)、 V-1?(I)、片(1)

l白 磁その他水注目系(1)

不明片(2)

中国陶器|凹耳艶(2)

i瓦 類平1縄自、文学(1)1、丸(斜格子)、片

S-lQOc 

須恵器杯a、杯c、杯、議c、議3、議、議

土師器 丸底杯a[2](3)、小皿a[5]刷、椀c@、杯c、灘、器台 | 

黒色土器 A椀

総州窯系青磁 椀 総×高鹿(1)

椀 1I-1φ、11δ(1)、V-2申(1)、XI暢5(l)

自 磁 l
IV-VI(I)、VXVI(I)

m I1XIlI 

瓦 類平(格子、縄問、丸(格子)、鬼瓦
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須恵器 杯c、杯、壷、費

土師器 小皿a[3](4)、丸底杯、杯cX椀c、菱、片(1)

黒色土器 A片

黒色土器 B椀c[I)、片(2)

白 磁椀 XI?(1) 

中国陶器 四耳壷(2)(S-100最上層と接合)

瓦 類平(格子)、丸
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S-103 

|須恵器|壷、斐

|土師器|小皿a、壷、受

|土製品|焼土塊

S-104 

l須恵器|斐

|土 師 器|丸底杯、費、脚付皿?(I)、小皿a(1)

s噂 105

須恵器 杯c、費、壷

土師器 丸底杯、片(へフ)

瓦 器椀(楠葉)③

龍泉窯系青磁 椀 1-5b(l) 

白 磁椀 IV(I)、 I・1(1)

皿 IVXVI(1) 

瓦 類平(縄目、片)

S-I06 
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S-IIO 

須 恵 器 杯a、杯c、蓋c、蓋3、蓋4、壷b、壷(1)、受(1)

土 師 器 皿a[I)、杯c、杯:d(3)、杯a(l)

製塩土器、焼塩壷(7)

黒色土器 A片

黒色土器 B片

越州窯系青磁 その他壷(1)

白 磁椀 1-1(1) 

瓦 類平(格子、縄目)

石製品 チャート?(I)

S-III 

l宏一重器|恥斐

|土師器|杯、斐×壷

|白磁|椀 II(1)

S-112 

須恵器 蓋4、蓋、章、姿、鉢?(I)

土師器 杯(糸搬入?)、壷、菱、鉢

黒色土器 A椀、片

越州窯系青磁 椀 II?(1) 

自 磁椀 1-2(1) 

瓦 類平

土製品 焼土塊

UF
邑

器斐

器小皿a、杯

1焼塩壷(1)

鞍ョ楚

器|杯a[I)、杯c(5)、蓋3(1)、釜4(1)、鉢b[I)、鉢、皿a(l)

費、壷(1)、椀×杯(1)

皿a[I)(I)、杯c(l)、杯d、椀、蓋c、葦3、高杯、壷(1)

土師器巨巴， W(I) 

焼塩壷川(6)

S-116 

須 恵 器 杯c、椀、叢c、蓋2、斐、壷

土 師 器 杯a[I)、椀c、斐

焼塩壷(1)

黒色土器 A椀

瓦 類平(格子、縄目)

石製品 石鍋(1)、焼石(1)

土製品 錘[1)、羽口?(1)

受
一
一:
 

斐
一
杯
一
片
一

一
器
一
器
一

A
一

一
一
一
器
一

一
恵
一
飾
一
土
一

時
一
一
一
缶
]
一

-

J

 

et-
須
一
土
一
黒
一

ー

ー

A
吐つ企



s暢120

| 太郎副肌a、議

S-122 

l杯a問、 l杯c(lO)、大杯c(2)、登c4[1]、筆3(7)、登1(2)

l須 態様 大輩、鉢?(l)、畿b、短顕盤(1)、高郁也、耳{寸盤(1)

鐙(1)、盛X聾(1)、灘c@、資d川、大血X高勾:(1)

血a(2}

l小杯c[.I]、大肌甜命、高杯、益、杯d、張、資(1)

l土師器肌b(l)

焼塩議(1)

弥生土器 片(中期)

瓦 類丸(網目)

石製品 滑石製紡錘草川
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|須恵制竪c、:t;F，画
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S-127 

1須恵器|叢3、杯c、豪

|土師制片

S-129 

1須慾器|彊

|土師捌聾

鱒|杯c、霊堂、鉢(1)、商杯、獲

器|杯頃1(2)、杯七、杯、大;杯c、高杯、弼

焼塩窺(2)

類l片(格子、縄問)

s酬 133

11須 恵 fil!片
，1i:.師器|片

S-135 

須恵器蓋c、叢c2、叢3、蓋4、IID.a(1)、杯c、高杯、費、資(1)

片(1)

杯a(1)、杯c、保d、椀c、血a(l)、小壷(1)、高杯、受

土師器 鉢?(1)

焼境警里山

黒色土器 A椀

l越州鱒系腎鶴|椀 II-3a(i)、椀1-4X5X1lll1-2(1) 

緑紬陶器 椀X血(.1)

灰糊陶器 片(1)

瓦 類平(縄問、斜格子、格子)、丸(A:IP.目、斜格子、格子)

暗黒茶色:t

須~器 議1(1)、議2、議3、議4、議c、杯c、高杯、資(1)

隠れ鉢b(2)、大張、議(1)、小競(.1)、鉢(1)

l 杯a(l)(搬入品)、杯c、杯d、丸底勾~.[l) 、重量3、椀c[l) 1， 

土 師器 大杯? 高杯、器台、受(1)、肌×高杯t時文あり)(1)

ノl、IID.a[I](I)、資
製塩土器、焼塩筆(17)

}む 器l片(1)(搬入)

黒色土器 A皿、片

黒色土器日 椀、片

越州撫系青磁 椀 I①0)， 1-2b(1)， 11イ(1)、大椀附)

その他鷲11(1)、越X高顔。)

H・1(1)、II?(川、 XI-4{l)， lV制，!'c.X2c(2)

自 磁椀 III?(.I)、 IV・1(1)、小椀xrXIID.II系(1)

小椀?IV(I)、片(1)

皿 VI(1)、 VII-2a?@

|緑紬陶器 片也、(1)

中国陶器 四l耳鐙(1)

'11L 類平l格子、斜格子、縄目、文学(4)}、丸(縄問、片)

土製品l'土鎚[1]、羽口(2)

~ 剖石鍋(6)
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須恵器 杯c、大蓋c、壷、費

丸底杯a[l](3)、小皿a(9)、蓋3、小皿c、杯×椀c

土師器蓋?(1)、費

焼塩壷(3)

黒色土器 A椀

黒色土器 B椀

越州窯系青磁 椀 1(1) 

灰紬陶器 片(1)

瓦 類平(縄目)
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付編

大宰府条坊跡抽出試料残存脂肪分析

中野寛子・明瀬雅子・長田正宏(c欄ズコーシャ総合科学研究所)

中野益男(帯広畜産大学生物資源化学科)

動植物を構成している主要な生体成分にタンパク質、核酸、糖質(炭水化物)および脂質

(脂肪・油脂)がある。これらの生体成分は環境の変化に対して不安定で、圧力、水分などの物

理的作用を受けて崩壊してゆくだけでなく、土の中に住んでいる微生物による生物的作用によ

っても分解していく。これまで生体成分を構成している有機質が完全な状態で遺存するのは、

地下水位の高い低地遺跡、泥炭遺跡、貝塚などごく限られた場所にすぎないと考えられてきたo

最近、ドイツ新石器時代後期にバター脂肪が存在していたこと l、古代遺跡から出土した約 2

千年前のトウモロコシ種子2、約 5千年前のハーゼルナッツ種子3に残存する脂肪の脂肪酸は安

定した状態に保持されていることがわかった。このように脂肪は微量ながら比較的安定した状

態で千年・万年という長い年月を経過しても変化しないで遺存することが判明したに

脂質は有機溶媒に溶けて、水に溶けない成分を指している。脂質はさらに構造的な違いによ

って誘導脂質、単純脂質および複合脂質に大別される。これらの脂質を構成している主要なク

ラス(種)が脂肪酸であり、その種類、含量ともに脂質中では最も多い。その脂肪酸には炭素

の鎖がまっすぐに延びた飽和型と鎖の途中に二重結合をもっ不飽和型がある。動物は炭素数の

多い飽和型の脂肪酸、植物は不飽和型の脂肪酸を多く持つというように、動植物の種ごとに固

有の脂肪酸を持っている。ステロールについても、動物性のものはコレステロール、植物性の

ものはシトステロール、微生物はエルゴステロールというように動植物に固有の特徴がある D

従って、出土遺物の脂質の種類およびそれらを構成している脂肪酸組成と現生動植物のそれと

を比較することによって、自に見える形で

は遺存しない原始古代の動植物を判定する

ことが可能である。

このような出土遺物に残存する脂肪を分

析する方法を「残存脂肪分析法jという。こ

の「残存脂肪分析法jを用いて大宰府条坊跡 tb7 

から出土した遺構および遺物の性格を解明
図 1 89SK120内での土壌試料採取地点

A
せ



しようとした。

1 .土壊試料

大宰府条坊跡第89次調査で検出された土墳は 8世紀から12世紀にかけてのものと推定されて

いる。土壌試料はこのうち土機89SK120内から採取した。試料採取地点を図1に示す。試料No.

5は土塘89SK 120内の聾内から、 No.6は掘り方から、 NO.7は饗下部掘り方から各々埋土を採取

した。大宰府条坊跡第89次調査の拭料番号は前回の報告書からの通し番号であるに

2.残存脂肪の抽出

土壌拭料91-262gに3倍量のクロロホルムーメタノール(2 : 1 )混液を加え、超音波裕槽中

で30分間処理し残存脂肪を抽出した。処理液をil督過後、残誼に再度クロロホルムーメタノール

視械を加え、:博ぴ30分間超音波処理をする。この操作をさらに 2凹繰り返して残存脂肪を抽出

した。 得られた全抽出溶媒に 1%埴化バリウムを全抽出溶媒の 4分の l容量加え、クロロホル

ム層と水閣に分配し、下層のクロロホルム曙を濃縮して残存脂肪を分離した。

残存脂肪の抽出量を表lに京す。抽出率は0.0009-0.0016%、平均0.0013%であったo この値

は前四分析した大宰府条坊跡の平均抽出率0.0022%や前田遺跡の0.0016%と同率であり、全国各

地の遺跡から出土した土壌試料の平均抽出撃0.0010-0.0100%の範囲内のものであった。

残存脂肪をケイ酸薄層クロマトグラフイーで分析した結果、脂肪は単純脂肪から構成されて

いた。このうち遊離脂肪酸が最も多く、次いでグリセロールと脂肪酸の結合したトリアシルグ

リセ口一ル(トリグリセリ下)、ステロールエステル、ステロールの}II貨に多く、微量の長鎖炭化

も帯症していた。

3.残l存脂肪の脂肪酸組成

分離した残存脂肪にら%メタノ同時ル性塩酸を加え、 125"C封管中で2時間分解し、メタノール

分解によって生成した脂肪酸メチルエステルをク口口ホルムで分離し、ヘキサンーエチルエー

表 1 土壌試料の残存脂肪抽出量

試州a 採取地点 湿重量(g) 全脂質(略) 抽出率(出)

大宰府条坊跡遺跡

5 条湖9次S-12ω 179.7 1.6 0.0∞9 
6 11 2ゆ 236.9 3. 7 0.0016 

7 " 2(ゆ 203. 7 2.9 0.0014 
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テルー酢酸 (80:30:1)またはヘキサンーエーテル
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No. 6 

残存脂肪の脂肪酸組成を図 2に示す。残存脂肪

から11種類の脂肪酸を検出した。このうちパルチ

No. 7 ミン酸 (C16:0)、ステアリン酸 (C18:0)、オレイ

ン酸 (C18:1)、リノール酸 (C18:2)、アラキジン

酸 (C20:0)、エイコサモノエン酸 (C20:1)、ベヘ

ドコサモノエン酸(エルシン酸

ネルボン酸リグノセリン酸 (C24:0)、

ン酸 (C22:0)、

C22: 1)、

(C24: 1)の10種類の脂肪酸をガスクロマトグラフ

イ一一質量分析により同定したo

試料中に残存する

脂肪の脂肪酸組成

図2
一般に考古遺物にはパルチミン酸が多く含まれ

ている。これは長い年月の聞にオレイン酸、リノ

ール酸といった不飽和脂肪酸の一部が分解しパルチミン酸を生成するためで、主として植物遺

体の土壌化に伴う腐植物から来ていると推定される。またオレイン酸の分布割合の高いものと

しては、動物性脂肪と植物性脂肪の両方が考えられ、植物性脂肪では特に根、茎、種子に多く

しかし、一般的には動物性脂肪の方が分布割合が高い。分布する。

一方、高等動物、特に高等動物の臓器、脳、神経組織、血液、胎盤に特徴的にみられる炭素

数20以上のアラキジン酸、ベヘン酸、リグメセリン酸などの高級脂肪酸は通常の遺跡出土土壌

中で、それら 3 つの合計で 4~10% くらいである。

大宰府条坊跡第89次調査では、炭素数18までの中級脂肪酸のうち主要な脂肪酸はパルチミン

酸が、約41~57%分布していた。次に多いのはオレイン酸で約17~25%分布していた。炭素数

20以上のアラキジン酸、ベヘン酸、リグノセリン酸 3 つの合計含量は約 3~7%であった。

以上のことから、動物性脂肪か植物性脂肪かの判定までできないが、パルチミン酸とオレイ

ン酸が主要な脂肪酸として含まれていることがわかった。

4.残存脂肪のステロール組成

残存脂肪のステロールをヘキサンーエチルエーテルー酢酸 (80:30:1)を展開溶媒とするケイ

酸薄層クロマトグラフィーで分離・精製後、ピリジンー無水酢酸(l: 1)を窒素気流下で反応さ

せてアセテート誘導体にしてからガスクロマトグラフィーにより分析した。残存脂肪の主なス

テロール組成を図 3 に示す。残存脂肪から 13~21種類のステロールを検出した。このうちコレ

n『
u



ステロール、エルゴステ口ール、カンペステロール、

シトステロールなど7種類の

ステロールをガスクロマトグラブイ一一質量分析に

スチグマステロール、

(目)
60 rι~， 2" 

No，5 ・
40ト圃

20ト・-
011 圃 園田 量』 且 より同定した。

一般に動物遺体の存在を示唆するコレステロール

とシトステロールの分布比の指標備は土膿で0.6以

上、土器・石器・石製品で0.8---23.5をとる 70 各遺跡中

NO.6 
60 

J
 

自

U

A

H

v

aa，
拘

Z
M

での土撰拭料のコレステ口ールとシトステロールの

分布比を表 2~こ示す。

各試料中のステロール組成を見てみると、動物由

来のコレステロールが約 9--12%分布していた。楠

物嗣来のシトステロールは約17--43%分布していた。

堅果植物曲来のカンベステ口ールやスチグマステ口

ールは、カンベステロールが約6--11%、スチグマス

テ口ールが約3---7%分布していた。微生物由来のエ

:N7d 
o 園田園
ココ エ カ ス シ そ

スプレルンチ ι の
さロよゴペグよ他

了スゴススさで?
をタアテテ乏アう
蚕ノロロロ b ロム
称 I I I I I I I 

ルゴステロールは試料N札 Sで検出されず、{自の試料

中では約1--2%分布していた。崎乳動物の腸もしく
試料中に残存する脂肪の

ステロール組成

図3

は糞便由来のコブ口スタノールは全く検出されなっ

コレステロールとシトステロールの分布比は0.3--0.5で、動物遺体の存在を示唆すかた。

る0.6以上ではないが、コレステロールの分布量からしでもこれわのl試料中には動物遺体が存在

していた可能性がある。

5.脂肪酸組成の数理解析

土壌試料に分布するコレステロールとシトステロールの割合

コレス
テロール/シトス

テロール

衰2

シトステロール(見)コレステ口一ル(見)試料NO;

0.51 17.36 8. 78 
大帯府条坊跡遺跡

0.27 43.30 11. 79 6 

0.34 

-250-
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群名手料名
宮ノ本(1) 11:1 1 A区5-1 鰐 3層

宮/本(1)11:12 A区5-1 第 4層

宮ノ本 (1)11:1 5 B区5-1 鄭 11冒

宮/本 (1】11:16 B区5-1 京 2層

宮ノ本 (1)出 7 B区s-) 第 3層

石穴 l次 A区 5-46 ① 

宮ノ本 (1)陶 3 A区5-3 第 11宮下

宮ノ本(1 ) 11:14 A区5-3 第 3層

宮ノ本(1 ) 11:1 1 0 C区5-1 現 6層N

本自信司干す9リJEE:寓量

0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 

歯固仮噂遺跡 N o. 6 

抱萩遺跡4号土コウ

A 

人情{加納処理}

宮/本 (1) 出 8 C区5-1 第 7層 S

宮/本(1)11:19 C区5-1 第 5層N

宮ノ本 (1)出 11 C区5-1 第 7眉N

宮ノ本(1 ) 11:1 1 4 C区5-5 第 2Aiw

B I宮/本 (1)出 13 C区s-5 i'o2AiE 

条路 89次 5 -1 20 ② N v. 6 

宮ノ本(1 ) 11:1 1 5 C区5-10W

宮/本 (1)，出 16 C区5-1 0 E 

~/本 (1) ぬ 1 2 C区5-5 郵 l庖

C 樽出古窯シ酵偽土 Nu. I 

~条扮 89~ 5-120 ① N o. 5 

1 前回 6次 BJ69 5-1 e 

D I 条妨 83次 D6 5-145 ② 

l 原川通齢B2中心土趨

k、寺因遺跡週土下層東側

E 条鈎 89次 5 -1 2 0 ③ N o. 7 

「

h一図4 試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成樹状構造図

残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化し、重回帰分析により各試料開の相関係数を求め、この

相関係数を基礎にしてクラスター分析を行って各試料開の類似度を調べた。同時に出土土墳を

土墳墓と判定した兵庫県寺田遺跡、8、出土土器を幼児埋葬用費棺と判定した静岡県原川遺跡、9、出

土土壌を再葬墓と判定した宮城県摺萩遺跡10、出土した焼土面およびその周辺で動物遺体を焼い

たと判定した兵庫県神出古窯祉群II、同じ太宰府市内の遺跡で前回出土土壌を土壌墓と判定した

大宰府条坊跡第83次調査、前田遺跡および出土土壌を再葬墓と判定した石穴遺跡12、宮ノ本遺

跡、13、同じ福岡県内の遺跡で出土土壌を再葬墓と判定した諸国仮塚遺跡、14、加熱処理した人骨の

試料に残存する脂肪酸の類似度とも比較した。

各試料問の脂肪酸組成の類似度をパターン間距離にして表した樹状構造図を図 4に示す。図

からわかるように、宮ノ本遺跡第5次調査区の試料NO.1~7 と No. 10は石穴遺跡、諸国仮塚遺跡、

摺萩遺跡、加熱処理した人骨試料と共に相関行列距離0.1以内でA群を形成したD 宮ノ本遺跡第

5次調査区の試料No.8・9、試料No.11 ~ 16と大宰府条坊跡第89次調査の試料No.6は相関行列距

離0.05以内でB群を形成した。神出古窯祉群の試料は単独でC群を形成した。 A群と B群は相関

行列距離で約0.1の所にあり、非常に類似しているといえる。 C群も A、B群とは相関行列距離

で0.15の所にあり類似しているといえる。大宰府条坊跡第89次調査の試料No.5は前回の前田遺

跡、大宰府条坊跡第83次調査の試料や、原川遺跡、寺田遺跡の試料と共に相関行列距離0.1以内

でD群を形成した。大宰府条坊跡第89次調査の試料No.7は単独でE群を形成し、 D群と E群は相



関行列距離0.l5以内の所にあり類似していた。

以上のことから、大宰府条坊跡第89次調査の試料は、試料No.5とNo.7がヒト遺体を直接担

葬した土墳墓の試料と頼似していることがわかった。大宰府条坊跡第89次調査の試料No.6は宮

ノ本遺跡第5次調査区の試料と問様の傾向を示した。従って、土横89SK120内lの費はヒト遺体

を埋納 lしたものであると推測される。試料No.6が宮ノ本遺跡第 5次調査区の試料と類似してい

るため、土墳89SK120そのものも土横纂なのか、讃内の脂肪の影響を受けて試料No.7にも動物

性脂肪が残存していただけなのかはっきりしない。
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土壌試料の残存脂肪から求め

た相関図を困5に示す。闘から

わかるように、大宰府条坊跡第

89次調査の試料はいずれも第2

象l限l内に分布していた。従って、

図5 試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成による種特異性相関
大宰府条坊跡第89次調査の試料
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には動物の体脂肪や骨油に由来する脂肪が残存していた可能性がある。

7.総括

大宰府条坊跡第89次調査から出土した遺構および遺物の性格を判定するために、遺構および

遺物内の土壌試料の残存脂肪分析を行った。残存する脂肪酸分析の結果、通常一般的な動植物

に分布するパルチミン酸とオレイン酸が主要な脂肪酸であった。

残存する脂肪酸組成の分布に基づく数理解析の結果、大宰府条坊跡第89次調査の試料No.6は

再葬墓と判定した遺構の試料と類似していることがわかった。また試料No.5・7はヒト遺体を直

接埋葬した土墳墓と判定した遺構の試料と類似していることがわかった。

残存するステロール分析の結果、大宰府条坊跡第89次調査の試料には動物性コレステロール

が残存していることがわかった。

以上の成績から、大宰府条坊跡第89次調査の土墳89SK120内の埋費はヒト遺体を直接埋葬し

たものである可能性がある。土壌そのものについては埋斐内の影響を受けたのか、土墳本来の

性格かは明確ではないが、土墳にもヒト遺体を直接埋葬した可能性がある。
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付図 1 第81次調査遺構配置図(1/100) 
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